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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「ああ。どうしてこんなことになってしまったのだろう。

　無論、きっかけは覚えている。そう、あれは年が明けて間もなくのことだった。長期休業を利用し、深しん山ざんの温おん泉せん宿やどに住み込みで働いていた我らが友人、Ｈ氏から届とどいた要よう請せいが全ての始まりだったのだ。彼の勤きん務む先さきである宿にて、怪かい異いとしか名めい状じようし得えない奇き妙みような現げん象しようが頻ひん発ぱつしているので、是ぜ非ひとも諸君の知ち識しきと力を貸たい与よ願いたい──と。

　妖よう怪かいの相手は慣なれていたし、加えて、交通費を負ふ担たんするだけで温泉宿に逗とう留りゆうできるという条件は余あまりに魅み力りよく的てきだった。我々が招しよう聘へいに応おうじたのは言うまでもない。

　だが、我々は気付くべきだった。Ｈ氏が──吝りん嗇しよく家かとして名を馳はせたあの男が──無む償しようでの招しよう待たいを申し出た時点で、疑問を感じて然しかるべきだったのだ。

　そう。全ては巧こう妙みようかつ周しゆう到とうに準じゆん備びされた罠わなであった。しかし、ああ何と愚おろかしい話であろうか、我々が初めて違い和わ感かんを覚えたのは、数人が消えた後だった。第一の犠ぎ牲せい者しやは、我が一行の中でも最も警けい戒かい心しんに欠けた絵え描かきのＳ氏であったが、かの愛すべき愚か者について詳くわしく述のべる時間は今はなく、正直、特に必要性も感じないので割かつ愛あいする。ラーメン。

　──気付いた時には、もう手て遅おくれだった。

　余りに使い古された感のあるこの言い回しの重みを、私、経ふみ島しま御み崎さきは今、宿の地下倉庫でたった一人、深く深く嚙かみ締しめている。こうしている今も、奴やつ──いや、『あれ』と言うべきであろうか──は、狩かり損そこねた獲え物ものを求めて宿の中を徘はい徊かいしているに違ちがいない。

　あれの正体は今もってなお謎なぞだ。封ふうじられていた邪じや神しんか、異い次じ元げんからの来らい訪ほう者しやか、はたまた狂きよう気きの科学が生んだ実験体か。その正体を解とく手て掛がかりすら、今の私は持ち得ていない。ただ一つ確たしかなのは、ここは人の立ち入るべき──よそう。残念なことに時間切れのようだ。

　あれはどうやら地下倉庫の存そん在ざいに気付いたらしい。耳みみ障ざわりな鳴き声が、ぬめりを帯びた足音が、じわりじわりとこちらへ近づき、そして今、金きん属ぞく製せいの引き戸が、私の眼がん前ぜんで、めりめりと引ひき裂さかれていく。……やれやれ。どうやら、この文章はここで中ちゆう断だんせざるを得ないようだ。願わくば、この手記がいずれ誰だれかの手によって日の目を見んことを」

「えい」

　不ふ穏おんな文章を口ずさむ経島先輩のうなじに、僕は缶かんコーヒーを押おしつけた。

「願わざるを得な──って、あっつうッ！」

　薄うす手でのジャンパーを羽は織おった小こ柄がらな体がびくんと跳はねる。ややあって、眼鏡越しの大きな瞳ひとみが恨うらみがましくこちらを向いた。

「……いきなり首くび筋すじにホットコーヒーとは酷ひどいね、警戒心に欠けた絵描きのＳ氏」

「人を勝手に最初の犠牲者にした報むくいです。つーか一人でぶつぶつ何やってんですか」

　僕は経島先輩に呆あきれた視し線せんを浴びせつつ、温かい缶を放る。それを器用に左手で受け取った先輩は、にんまり微笑ほほえみながらプルトップを引き開けた。

「人食いホテルに残された一冊の手記ごっこ。せっかく雪深い温泉宿に来た以上──」

　意外に大きな温おん泉せん旅館と送迎用のバスが並ならぶ駐ちゆう車しや場じよう、そしてそれらを取り囲む真っ白な山々をぐるっと見み渡わたした経ふみ島しま先輩は、旅館を見上げて肩かたをすくめる。

「これくらいはやらないと罰ばちが当たると思わない、白しろの字じ？」

「心の底そこから思いません。はい、イタチさんも」

　まだ続きを聞いて欲しそうな先輩をきっぱり無む視しすると、僕はイタチさんに声をかけた。滝たき沢ざわさん達と談だん笑しようしていた妖よう怪かい少女は、僕の抱かかえた缶かんを覗のぞき込こむと、冷えた手をレモンティーの缶へと伸ばす。

「あ、温かい。ごめんね真しん一いち、買い出し押おしつけちゃって」

「いいって。ジャンケンで負けたんだから仕方ないし」

　自販機、すぐそこだったしね。僕はそう笑うと、改めて眼がん前ぜんの少女に視し線せんを向けた。着ているのは、イタチさんお気に入りのダウンジャケット。スッと絞しぼられたような体のラインが隠かくれているのは残念だけど、透すき通とおった山の空気と「ありがと」と微笑ほほえむイタチさんの相性はこれがまた予想外に格かく別べつで、僕の呼こ吸きゆうはきっかり六秒間静止した。

「……あれ？　どうかしたの、真一？」

　怪け訝げんそうに僕を見つめるイタチさん。大だい丈じよう夫ぶだよと答えようとしたのだけど、僕の口から漏もれたのは妙みような音と真っ白な息だけだ。

「……真一？」

「ひっふー」

　イタチさんが首を傾かしげてこちらを見つめる。視し界かいの中心に邪じや気きのない顔をとらえたその瞬しゆん間かん、僕の呼吸は再ふたたび止まった。

「そういうのは人前でやらないほうがいいと思うけど。白しら塚つか、ぼくはこれ貰もらうよ」

　呆あきれた声を割り込ませながらミルクティーの缶を取り上げたのは、我がクラスの委員長にして犬いぬ神がみ使つかいの滝沢さんだ。いつもと比べて何かが足りないように見えるのは、トレードマークのフルートを手にしていないせいか。大おお晦日みそかの決戦で酷こく使ししたので、年明け早々、行きつけの楽器店に点てん検けんに出してきたらしい。

「じゃ、俺はこれにしようかな」

　今までどこにいたのか、ぬっと現れた奈な良ら山やまが甘酒に手を伸のばす。

「……ひふー。奈良山、それ選ぶんだ。てっきりコーヒー派かと思ったのに」

　呼吸を整えながら尋たずねると、ベスト姿すがたの奈良山は「俺、天てん狗ぐだからね」と付け足した。

「理由になるのか、それ。……で、どう？　天狗的に妖怪反はん応のうあったりする？」

「うん。詳くわしいことはわからないけど、確かく実じつに一人はいるよ。どうやら、穂ほ村むらの話もあながちデマじゃないみたいだね。はてさて、どうなることやら」

　他人ひと事ごとのように語りつつ、甘酒の蓋ふたを開ける奈良山。麴こうじの匂においが広がった。

「俺はこれを……あ、新あら井いの分もついでに貰うぞ」

　そう言いながら缶かんコーヒーを二本選んだのは、トレンチコートの江え戸ど橋ばしさん。その後ろには（意外にも）革かわジャン姿すがたの新あら井いさんが「ありがとね」と笑っている。

「こら美術部。私の分はどうしたのです？」

　高こう圧あつ的てきな声に振ふり向むけば、のっぺりしたコート（有名なブランドのものらしい）を纏まとった稲いな葉ば先生が、憮ぶ然ぜんとした顔で立っていた。

「ありますよ、ちゃんと。ささ、どちらでもお好きなほうをどーぞ」

「あら、イタチの腰こし巾ぎん着ちやくにしては良い心がけですわね」

　見た目だけは綺き麗れいな笑えみを浮うかべると、九きゆう尾びの狐きつねは迷まようことなくおしるこを選び取った。あ、そっち選ぶんですか。

「何です？　今さら私の美しさに気が付いたのですか？」

「いいえ、そういうわけでは」

　最後に残った緑茶の蓋ふたを開けながら、僕は首を横に振る。お茶は少しぬるくなっていたが、それでも周りの空気に比べれば充じゆう分ぶん温かく、冷えていた体に熱を取とり戻もどしてくれた。

「ふーやれやれ生き返った生き返った」

　みんなの気持ちを代だい弁べんするかのように、経ふみ島しま先輩が肩かたをすくめた。そうですねと相あい槌づちを打とうとしたら、眼鏡越しの視し線せんがじろりと僕へと向けられる。

「ときに白しろの字じ。私らはいつまでここで待ってりゃいいわけ？　予想以上に雪深く、山風がガンガン吹きつけるこの薄うすら寒さむい駐ちゆう車しや場じようで？　つーか依い頼らい人にんはどうしたのよ」

「いや、僕に聞かれても。穂ほ村むらには連れん絡らくしてあるんだし、もうちょい待ってみましょうよ」

　口に含ふくんだお茶を飲み込むと、僕は力無く苦笑した。




　さて。年明け早々、なぜ美術部と生徒会とその他数名が山やま奥おくの温おん泉せん旅館の駐車場でたむろってるのかと言えば、事の起こりは大おお晦日みそかの夜へと遡さかのぼる。僕らがのんびり猿さる神がみ退たい治じの疲つかれを癒いやしていたところに、我が美術部の誇ほこる幽ゆう霊れい部員にしてフリーアルバイターの穂村から「バイト先の温泉宿に妖よう怪かいが出たので助けてくれ」というメールが届とどいたのだ。正直、眠ねむいしだるいし無む視ししたかったけど、放っておくのも後味が悪い。仕方ないので電話してやれば、通つう報ほう者しやは気楽な声で笑いやがったものだ。

「あーいやいや、そんなに切せつ羽ぱ詰つまってるわけじゃないけどよ。ほら、そういうのに詳くわしい知り合いがいるから任まかせてくださいってあの娘こに言っちまった手前、見るだけでも見てもらえると俺的には助かるなー、みたいなね？　ほら、お前ら一いち応おうプロなんだから」

「プロじゃない。じゃあ切るからな、おやすみ」

「うおーい！　冷たいこと言うなよアミーゴ！　俺もよく知らねーけどよ、お前らそういうの詳しいんだろ？」

「詳しいのは経島先輩だけ。なあ穂村、どうも誤ご解かいしてるようだけど」

「まあそう冷たくなるなマイフレンドフォーエバー！　あ、ちなみに今のは『マイフレンド』の最上級な？　あのよ、もしかして宿代とか気にしちゃってる？　だったら心配ご無用だ。そういうことなら宿しゆく泊はく招しよう待たい券けん使わせてやるって言われたから、タダで二泊三日できるんだぞ？　何なら、誰だれか誘さそって来ても」

　穂ほ村むらがその話題を口にした瞬しゆん間かん。苦しげな寝ね息いきをたてる江え戸ど橋ばしさんの隣となりでうとうとしていた経ふみ島しま先輩が跳はね起おきたかと思うと、僕の手から携けい帯たいが消えた。

「やあ、助手が迷めい惑わくを掛かけたね。詳くわしい話を聞かせてもらおうか、依い頼らい人にんくん？」

「おお、そのロリめいた声に似に合あわぬむさい口調は経島先輩ではないですか！　やっぱ、いざとなると頼たよれるのは先輩ですよね！」

「はっはっは、それほどでもありますわよ？　で、今の話なんだけど……」

　そして僕の携帯を奪うばった経島先輩は（僕の家の）台所の奥おくへと姿すがたを消す。リビングに残された僕とイタチさんは、どちらからともなく顔を見合わせ、苦笑した。

「で、どうする？」

「うーん……あたし達がどうにかできることなら、助けてあげたいよね」

　困こまったような笑えみを浮うかべるイタチさん。まあ、この人ならそう言うだろうとは思っていたし、僕も反対したいわけじゃない。それに、目的はどうあれ、イタチさんと旅行である。行き先は温おん泉せんである。見み逃のがす馬鹿がどこにいる。

　というわけで、五分後に戻もどってきた先輩が、

「あー諸しよ君くん。明日から二泊三日で妖怪退たい治じに温泉行くけど、来る？　つーか来い」

　そう宣せん言げんした時にはこっちの心の準じゆん備びもできていた。かくして僕らの心は一つとなり、山中に佇たたずむ温泉旅館『箕みの輪わ荘そう』へ向かうこととなったのである。

　ちなみに美術部以外の同行メンバーはと言うと、江戸橋さんに新あら井いさんに滝たき沢ざわさんに……要するに、あの日のあの場所、つまり大おお晦日みそかの夜に僕の家でだらだらしていた顔ぶれと全く同じ。駄だ目め元もとで声をかけてみたら、皆みなさんすぐに乗ってきたのだ。

　まあ、先輩の友人である江戸橋さんや新井さんはともかくとして、滝沢さんや奈な良ら山やま、さらには稲いな葉ば先生までもが一いつ緒しよに来たのはちょっと意外ではあった（こんな大人数で押おし掛かけることになるとは思ってなかったし）。皆さんに参さん加かの理由を聞いてみると、

「ぼく、正月は家にいたくないんだよ。……親しん戚せき中じゆうから女らしくしろって言われるし」

「温泉は好きなんだよね。俺、天てん狗ぐだからさ」

「どうしてもと言うなら同行してやらなくもないですわ。さあ感かん謝しやなさい」

　そんな答が返ってきた。約一人、素直じゃない人がいるのはいつものことだ。

　で、電車を乗のり継つぎ、北へ北へ、山へ山へと向かうこと約三時間。四方を雪山に囲まれた和風旅館に辿たどり着ついた僕らは、依頼人の指し示じ通り、駐ちゆう車しや場じようで待たい機きしているわけだけど。




「……来ませんね、あいつ」

　五階建ての旅館を見上げつつ、溜ため息いきを一つ。冬空をバックにそびえる和風旅館は、思っていたより綺き麗れいで大きく、なかなか賑にぎわっているようだった。ここにタダで泊とめてくれるってんだから、穂ほ村むらにはとりあえず感かん謝しやである。

「バイト中なんだから、ほいほい抜ぬけられないのはわかるわよ？　しかしなぜ屋おく外がい放置。ロビーで待ってりゃ良かったんじゃないの？」

　空あき缶かんをぶらぶらさせながら経ふみ島しま先輩がわざとらしく震ふるえれば、奈な良ら山やまが「俺はそんなに嫌いやでもないけど」と邪じや気きのない笑えみを浮うかべた。

「屋根の下なんてもったいないですよ。天気が悪いならともかく、こんなにいい日なんだから。うん、冬山の空はやっぱり良いなあ……飛びたくなるよ」

　気持ちよさそうに背せ筋すじを伸のばす天てん狗ぐ様である。くれぐれも文字通り羽を伸ばすんじゃないぞと言おうとした矢先、教室で聞きき慣なれた声が耳に届とどいた。

「おう、お待たせ」

　その声に振ふり返かえれば、旅館の裏うらから現れた穂村の姿すがたが目に入った。ビールケースを積み上げた台車を慣なれた手つきで転ころがしつつ、ワイシャツに法はつ被ぴを羽は織おった幽ゆう霊れい部員はへらへらとこちらに近づいてくる。電機屋みたいな服ふく装そうだなあと思いつつ、僕は軽く片かた手てを振った。すると向こうも当然、挨あい拶さつを返す……かと思ったら、穂村は僕らを一いち瞥べつするなり、台車を停とめると無言で歩み寄ってきた。何だ何だと思う間もなく僕の目の前にやってきたバイト従じゆう業ぎよう員いんは、僕の襟えり首くびを摑つかんで引き寄せると、殺気の籠こもった視し線せんを向けてくる。

「おい白しら塚つか。これはいったいどういうわけだ？」

「……いや、どういうわけだも何も、お前が呼よんだから来たんだけど」

「そういうことを聞いてるんじゃないっ！」

　泣きの入った穂村の声が、僕の言葉に割り込む。ぽかーんとしている先輩たちへと視線を向けた穂村は、再ふたたび僕を睨にらみつけると、振ふり絞しぼるように声を発した。

「なんで──なんで新あら井いさんと稲いな葉ば先生が、お前らと一いつ緒しよに来てるんだ！」

「……はい？」

「ああ、伊達だてさんが来るのはわかる。経島先輩もいい。奈良山は意外だったが、あいつの行動が読めないのはいつものことだし、生徒会長は正直どうでもいい、だがなっ！」

「滝たき沢ざわさん忘わすれてるぞ」

「いいんだよ、あのうるさいのは！　それに俺は年上が好きなんだ！　畜ちく生しよう、新井さんが一緒ってだけでも許ゆるせねえのに──てめえ、いつの間に稲葉先生まで誑たらし込こんだ！」

「誑し込んでないっての！　なあ穂村、ちょっと話を」

「こんなことなら招しよう待たいしてやるなんて言うんじゃなかった……畜生、なんでお前らだけ！」

　人の話を全く聞かないまま、本音を剝むき出だしにして歯を食いしばる穂村。しかし依い頼らい人にんにいきなり泣かれたら、こっちはいったいどうすりゃいいんだ。僕は視し線せんで助けを求めたが、みんな気まずそうに目を逸そらしていく（そして滝たき沢ざわさんは確かく実じつに怒おこっている）。イタチさんだけは目を背そむけなかったのが唯ゆい一いつの救すくいだけど、「がんばってね」と視線で言われても何をどうすりゃいいんだか。僕はとりあえず友人の背せを優やさしく叩たたくことしかできなかった。

「よしよし、気持ちはよくわかった。ってか、お前が案内してくれるんじゃないの？」

　てっきり一いつ緒しよに行動するもんだと思ってたんだけど。そうつぶやきながら声をかければ、ぐすぐすと泣いていた穂ほ村むらはいきなり真顔に戻もどって肩かたをすくめた。

「馬鹿言うな。仕事ほっぽらかして妖よう怪かい退たい治じに付き合えってか？」

「へ？　いやしかし、このまま放り出されても僕らも困こまるぞ」

「放置するとは言ってねえよ。俺は関かかわれねーけど、その代わりにだな」

　詳くわしい人が来るから──と穂村が言いかけた時、ふいに、透すき通とおった声が耳に届とどいた。

「あら、穂村さん」

　声に釣つられて振ふり向むけば、灰はい色いろの着物を着こなした少女が一人、ほうきを手に佇たたずんでいた。和服を着てるってことは旅館の従じゆう業ぎよう員いんさんだろうか。しかし、それにしては若く見えるし、背せ格かつ好こうも小さい。……まあ、経ふみ島しま先輩みたいな例もあるから一いち概がいには言えないけど。

「ええと──その方たちが、穂村さんの言っておられた？」

　上品な仕草で首を傾かしげる和服の少女。艶つやのあるストレートの黒くろ髪かみを山の風に踊おどらせながら、黒目がちの瞳ひとみが僕らをぐるっと見み渡わたす。冬山を背せ負おった少女の姿すがたはまるで一いつ幅ぷくの風景画。本人の美しさもさることながら、背はい景けいの雪山との相性はもう異い常じようなほどだった。余あまりに完成度の高いその光景に、僕は思わず息を吞のんでいた。ああ──これは──絵になる！

　そう感じた瞬しゆん間かん、僕は目の前に立っていた穂村を押おし退のけ、少女の前に立っていた。

「はじめまして！　あの、いきなりですけど、僕のモデルになってくださぐぐぐぐ」

「初対面でも見み境さかいなしかお前は！　白しろの字じは下がってなさい、ややこしいから！」

　すかさず背はい後ごから伸のびた経島先輩の手が、僕の口をガッチリ塞ふさいで黙だまらせる。和服の少女はきょとんとした顔でそれを見ていたが、ややあって「ぷっ」と小さく吹き出した。

「相変わらずだね。伊達だてさんと初めて会った時も、白しら塚つかはあんな風だったわけ？」

「え？　あ、うん……まあ、ね。あんな感じだった……かな」

　呆あきれ顔がおの滝沢さんの質問に、イタチさんが恥はずかしげに目を伏ふせた。

「いや違ちがうよイタチさん！　あの時の僕はもっと情じよう熱ねつ的てきかつ積せつ極きよく的てきでむーぐぐー」

「ええい逃にげるな白の字！　つーかね、そういうのは二人の時間でやんなさい！」

「……お騒さわがせしてすみません。俺らはですね、穂村君に呼よばれて──」

　騒ぐ僕と先輩を押し退けて江え戸ど橋ばしさんが前に出れば、そこにすかさず穂村が割り込む。

「ああ八や雲くもちゃん！　そう、こいつらが俺の呼んだ妖怪退治の専門家！」

「あらあら、そうなのですか」

　娘さんが控ひかえめに驚おどろけば、穂ほ村むらはもうどうしようもなくデレデレしながら「そーなのですよ！」と胸むねを叩たたいた。……なるほど。たった今、僕らが呼よばれた理由がなんとなくわかりました。あの子にいいところ見せたくて「任まかせろ」とか言いやがったな、この馬鹿。

「こいつら見た目は地じ味みだけど、なんか実績はあるらしいし！　ここはひとつ、大船に乗った気持ちで任せちゃってくれ！　な、八や雲くもちゃん？」

「ありがとうございます、穂村さん。それで皆みなさん……怪かい異いについての説明は、もう？」

「いや、まだ何も。詳くわしくは現場で説明するとしか聞いてないんだけど」

　沈ちん静せい化かした僕を解かい放ほうしつつ経ふみ島しま先輩が言えば、和服の少女は「そうでしたか」と微笑ほほえんだ。

「でしたら、あとは私からお話しさせていただきますね。別館への案内もありますし。では、穂村さんはお仕事に戻もどってくださいますか？」

「オッケー。じゃあ皆さん、つーことだから後はよろしく。ああ白しら塚つか、新あら井いさんと稲いな葉ば先生は死んでも守れよ！」

　ビッと人差し指と中指を立てて振ふり、穂村は軽かろやかに去ろうとする。いや、ちょっと待て。僕はその首をぐいと抱かかえて引き寄せると、小声で尋たずねた。

「おい年上好き。あの子、どう見ても中学生だぞ？　年下には興きよう味みないんじゃないのか」

「わかってねえなあマイフレンド。それはそれでこれはこれ。自分でも変だとは思うんだけどよ、グッと来ちまったんだから仕方ないんだ、わかれ！　じゃあな！」

　勝手極まる弁べん明めいを残し、そして幽ゆう霊れい部員は鼻歌とともに台車を押おして去った。

「……なんという自由人」

　一同の気持ちを代だい弁べんするかのように経島先輩がつぶやけば、和服の少女がそれに続く。

「ほんと。素す敵てきですね、若いって」

「いやいやいや。あなたのほうが若いでしょうに」

　呆あきれた顔で先輩が突つっ込こむ。と、少女は「あら、そうでしたね」と恥はずかしそうに口を押さえたが、すぐに僕らのほうへと向き直り、上品な仕草で頭を下げた。

「皆様、申もうし遅おくれました。私、当旅館のオーナーの孫、箕みの輪わ八雲と申します。本日は、遠えん路ろはるばるお越しいただき、ありがとうございます。粗そ末まつな宿ではありますが、誠せい心しん誠せい意いおもてなしさせていただきます。どうか、ごゆっくりおくつろぎくださいませ」
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「ええ、普ふ段だんは街の私立中学に通っているので、こちらに住んでいるわけではないんです。ただ、冬休みになるとこうして旅館の仕事を手伝ったりしていて」

「ほう、それは立りつ派ぱなことですね」

「いえ、そんな……あ。そこ、雪が残っていますので、足下にご注意くださいね」

「ああ、これはどうも」

　残雪の目立つ森の中の山道を、僕らはぞろぞろ歩いている。先頭を行くのは着物の少女。その後に、江え戸ど橋ばしさん以下、背せ格かつ好こうもばらばらな高校生プラス教師一名の団体が、だいたい年ねん齢れい順じゆんに続く。いや、稲いな葉ば先生や奈な良ら山やまの年齢って謎なぞなんですけどね。

「箕みの輪わさん。その、妖よう怪かいが出るって別館、まだ遠いんですか？」

　滝たき沢ざわさんが尋たずねると、八や雲くもちゃんは振ふり返かえって「それほどでもありません」と微笑ほほえんだ。

「それと、私を呼よぶ時は『八雲』で結けつ構こうですよ？　皆みなさんのほうが年上ですし、大事なお客さまなんですから」

　中学生とは思えない、完全無欠の女将おかみスマイル。さすが旅館の娘さんだね、と話を振るつもりで隣となりを見れば、なにやら居い心地ごこち悪そうに苦笑しているイタチさんと目が合った。

「あれ？　どうかした、イタチさん？」

「あ、うん……あのね、あの子の口調がちょっと……丁てい寧ねいすぎて」

「八雲ちゃんの口調？　──あ、敬けい語ごか」

　納なつ得とく。そう言えばイタチさん、敬語使われるのは苦手なんだよな。

「まー、私らは『お客さま』ってほど高級なもんじゃないけどね。タダって言葉に釣つられてやって来たモグリの妖怪退たい治じ屋やだし。ぶっちゃけ、役に立つか怪あやしいもんよ？」

　頭を搔かきつつ経ふみ島しま先輩が自じ嘲ちようすれば、八雲ちゃんは「あら」とわざとらしく驚おどろいたが、すぐにけろりと笑え顔がおに戻もどった。

「先ほどもお話ししましたけど、別館の怪かい異いは昨日今日に始まった話ではありません。旅館のオーナーである祖そ父ふも、半ば諦あきらめているようですしね。ですから」

「にゃるほど。穂ほ村むらの馬鹿が力説しやがったから、駄だ目め元もとで私らを呼んではみたが」

「元より期待はしていないので、失敗されても痛いたくも痒かゆくもないということですか」

　八雲ちゃんの言こと葉ば尻じりをかっさらい、勝手に言葉を補ほ足そくしたのは経島先輩と稲葉先生の身勝手コンビだ。どこまでも自分流なお二人さんである。

「ほんとにもうあなた達は……。あ、別館に出る妖怪のことなんだけど、いいかしら。真夜中に出ることが多いのよね？　それで、ほかには」

　友人と教師に呆あきれた視し線せんを向けつつ、新あら井いさんが八雲ちゃんに声をかける。和服の少女は「ええ」とにこやかに応おうじたものの、すぐに申もうし訳わけなさそうに言い足した。

「ですけれど、先ほどのご説明以上のことは、私にも何とも……」

「そうなの？　あの話はイントロで続きがあるのかと思ったんだけど」

　拍ひよう子し抜ぬけしたような顔の新井さんが、同意を求めて「ねえ」と振り向いた。確たしかに。さっき妖怪の説明を聞いたけど、いかにもまだ続きがありそうだったし。というわけで僕が首を縦たてに振れば、奈良山がさりげなく後を続ける。

「それだけの妖怪なんでしょうね。そんなに危き険けんもないみたいですから、実じつ際さいに見てから対たい応おうを考えてもいいんじゃないですか？　ね、白しら塚つか？」

「え、そうだな。……お前、後ろでふらふらしてた割には、ちゃんと話聞いてたんだ」

「そこはほら、天てん狗ぐだからね」

　何だそりゃ。僕が肩かたをすくめ、イタチさんが小さな声でふっと笑ったその時、ふいに視し界かいを覆おおっていた木こ立だちが途と切ぎれた。暗がりを帯びた冬空が、一気に目に飛び込んでくる。

「お待たせしました。あちらが、皆みな様にお泊とまりいただく別館になります」

　くるりと振ふり返かえった八や雲くもちゃんが、スッとまっすぐ右手を伸のばす。その手の先には、年ねん季きの入った平ひら屋やが一いつ軒けん、ぽつんと淋さびしく建たっていた。

「先ほどもご説明した通り、別館にはお客さまをお泊めしてはおりませんので、皆様の貸切となります。裏うら手ての露ろ天てん風ぶ呂ろには、どうぞご自由にお入りください。お食事は本館からお届とどけいたしますね。今が五時ですから、二時間ほどお待ちいただくことになりますけれど──」

　八雲ちゃんの流りゆう暢ちような説明を聞きつつ、僕は今夜の宿に目を向けた。シンプルかつ地じ味みな木もく造ぞう平屋。玄げん関かん脇わきに看かん板ばんがなければたぶん民家と見み間ま違ちがえる。こぢんまりとした民宿風と言えば聞こえはいいけど、暗くなりつつある山を背はい景けいにそびえるこの雰ふん囲い気きは──。

「わー、露ろ骨こつに何か出そう。そして本館との落差がすごいわね」

　ひどく失礼なことを言った経ふみ島しま先輩に誰だれも突つっ込こまなかったのは、たぶんみんな同じことを思っていたからに違ちがいない。
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「いやあ、いい湯だなあ」

　浅いほうの湯船に腰こしを下ろし、岩いわ肌はだにもたれかかった奈な良ら山やまが、やたら幸せそうにつぶやいている。こいつ、細身の割には意外と筋きん肉にく質しつなんだな。そんなことを思いつつ、僕はとぷんと湯に入った。ちょっと熱あついくらいだけど、ずっと冬の風に晒さらされていた体にとっては、それがなんとも心地ここち好よい。思わず「ふいー」と息を漏もらせば、それを見た奈良山が小さく笑った。

「白塚ってたまにおじさんみたいになるね」

「それは奈良山もだろ。……と言うか、ちょっと意外だったな」

「ん。何が？　この旅館が外見の割には綺き麗れいだったってこと？」

　にこやかな調子を崩くずすことなく、首を傾かしげる奈良山。いつもは縛しばっている長ちよう髪はつが、冬の夜風にさわさわと踊おどっている。

「違うって。……あ、いや、それは確たしかにそうなんだけど」

　この別館、外見こそ古くさかったが、中に入ればそうでもなく。それぞれの部へ屋やに案内された僕らが「へえ」と息を吞のんだのは、二十分ほど前である。ちなみに僕ら一行に割り当てられた部屋は、三人部屋（これが男性用）と大部屋（こっちは女性用）の二室のみ。貸切だからと言って、どこでも好きに使っていいってわけではないらしい。ちなみに女性陣じんの大おお部べ屋やは食事の部屋とも兼けん用ようするってことだけど、夕食にはまだ早い。

　というわけで、部屋に荷物を置いた僕らはとりあえず露ろ天てん風ぶ呂ろに向かったのだ。ここに来た目的を忘わすれたわけじゃないけど、八や雲くもちゃん曰いわく、たいがい夜中にしか出ないうえに、出たところで大して害も無いような妖よう怪かいを、ただ待つのも馬鹿らしいじゃないですか？

　などと誰だれかに向かって弁べん明めいしつつ、僕は入学以来の友人に向き直る。

「この旅行に奈な良ら山やまが来たことだよ。集団行動、嫌きらいなのかと思ってたから」

　その言葉を聞くと、付き合いの悪さで知られる男は「まあね」と苦笑し、空を見上げた。

「だけど──言ったろ？　温おん泉せんはね、好きなんだよ。昔を思い出したりしてさ」

「昔と言うと……平安時代あたりか？」

　ざぱーんと洗面器に汲くんだ湯を被かぶりつつ、洗い場の江え戸ど橋ばしさんが会話に加わってきた。そうなのか、と身を乗り出す僕だったが、奈良山は「それはないです」と手の平を振ふる。

「違ちがうのか？　是ぜ害がい坊ぼうというのは、かなり歴史が古い天てん狗ぐなんだと、そう経ふみ島しまから聞いたが」

「確たしかに、俺──つまり是害坊って名前の天狗についての伝でん承しようは、十世紀頃ごろが舞ぶ台たいですよ。だけど、俺が顕けん現げんしたのはずっと後になってから、さすがに千歳さいってことはないです」

「あ、そうなんだ？　てっきり千年近く生きてるのかと思った」

「また化け物扱あつかいする。俺は白しら塚つかと同じ、十六歳の高一なんだけどね。参まいったなあ」

　ざぶんと首まで湯に浸つかりながら、奈良山は小さく肩かたをすくめた。

　いや、しかし、それはさすがにダウトですよね是害坊さん？　こないだの猿さる神がみとの会話を聞いた限かぎり、少なくとも百年は生きてるんじゃないかと思うのだけど。

「……ま、いいや」

　詳くわしく問いつめる気はないし、尋たずねたところではぐらかされるのがオチだろう。僕は風変わりな友人の年ねん齢れいのことを頭から押おし出だし、気持ちを切り替えるように空を見上げた。湯ゆ気げのせいで星はそんなに見えなかったけど、それでも空気が澄すんでいるのはよくわかる。

「暗いような気もしたけど、これくらいのほうがいいんだろうね」

　奈良山が言っているのは照明のことだろう。女湯との仕し切きり壁かべに備そなえ付つけの電灯は、夜空を邪じや魔ましない程てい度どにぼんやり淡あわく光っている。

「ふう。偶たまにはいいものだな、こういうのも」

　しみじみとつぶやきながら、体を洗い終えた江戸橋さんが湯に入る。僕は「ですね」とうなずきながら、うーんと背せ筋すじを伸のばそうと──

「もう、どこ触さわってるの、赫あか音ね！」

　──したまま、固まった。

　仕切り壁の向こうから聞こえてきたのは、よく聞きき慣なれた明るい声。気まずいような気き恥はずかしいような沈ちん黙もくが、あっと言う間に男湯（正確には、僕と江戸橋さん）を支配する。

「前から思ってたけど……すごく綺き麗れいだよね、伊達だてさんの肌って」

　……そうなのだ。なるべく考えないようにはしていたけれど、この仕し切きり壁かべの向こうでは今、イタチさんが風ふ呂ろに入っているわけで（ついでに言えば滝たき沢ざわさんや先輩や新あら井いさん、あと稲いな葉ば先生も）。そのことに思おもい至いたった瞬しゆん間かん、心しん拍ぱく数すうが三倍近くまで跳はね上あがった──かと思えば。

「ほら、こんなにすべすべしてる。それにスタイルもいいし。と、心の底そこから羨うらやましそうにつぶやきながら赫あか音ねはその手を伊達へと伸のばし続けた。きゃあっ、もう、やだあ！　そう言って赫音の手を払はらう伊達だが、言葉とは裏うら腹はらに、その顔にはまんざらでもなさそうな」

　声こわ色いろをテンポ良く切り替え、時には地の文までも音読しながら繰くり広ひろげられる妄もう想そう絵え巻まき。感じた気き恥はずかしさは一いつ瞬しゆんで消え、やるせなさだけが空むなしく残る。何やってんだ、あの眼鏡は。

「……あの馬鹿」

　なぜか江え戸ど橋ばしさんが恥ずかしげにうつむいた。奈な良ら山やまは全く動じることなく、空を見上げて鼻歌なんか歌っている。そしてその間にも、経ふみ島しま劇げき場じようはしっかり続いていたわけです。

「いいよね赫音、女同士なんだし。え、そんな、でも……ライカが見てるよ！　わん！」

「あの小さいのは、さっきから一人で何をやっているのですか？」

　稲葉先生がみんなの疑問を代だい弁べんすれば、それに答えたのは呆あきれ気ぎ味みの新井さんの声だ。

「伝でん統とう芸げい能のうの一種だそうですよ？　温おん泉せんではやっとかないと、とか言ってましたけど」

「そ、そうなんだ……。あたし、御み崎さきが妖よう怪かいに憑つかれたのかと思ったよ」

「その気持ちはよくわかるよ伊達さん。……だいたい、なんでぼくがあんな役を」

「わんわん」

　サラッとひどいことを言うイタチさんと、それに同意する犬いぬ神がみコンビ──って、ん？

「ライカって雄おすじゃなかったっけ？」

　まあ、妖怪なんだから性別は関係ないのかもしれないけど、普ふ段だんの言動は雄っぽい。ってことはあいつは今、男性陣じんにもかかわらず、イタチさんの──。

「あー駄だ目めだ駄目だ。何考えてんだ僕」

　頭を振ふって雑念を払い、タオルを手に立ち上がる。洗い場で水でも被かぶってこよう。

「いい湯だね、真しん一いち」

　とか思ったとたん、このタイミングで本物のイタチさんの声である。しかも名指しで。湯船から出ようとしていた僕が、そのままの姿し勢せいで固まったのは言うまでもない。

「真一ー？　……あれ、聞こえてないのかな？」

「向こうがどうなってるか、想そう像ぞうはつくけどね。あんたも罪つみな女よのう、イタチちゃん」

「え？　どういうこと？」

「あれも一いち応おう男の子だからさ。今ごろ彼の頭の中では煩ぼん悩のうがいい感じに暴ぼう走そうして」

「先輩っ！　イタチさんに変なこと吹き込まないでください！」

　ほんとにもうあの眼鏡は。呆あきれつつ僕が叫さけんだ、その時だ。

　ふいに、何の前まえ触ぶれもなく唐とう突とつに。

「──え？」

　視し界かいから、ふっ、と全ての光が消えた。

　分厚い暗あん幕まくのような闇やみが、視し野やの全てを塗ぬり潰つぶす。思い切り目を閉じたとしても、まだこれよりは明るいだろうと思えるほどの完かん璧ぺきな暗闇だけが、男湯を覆おおい尽つくしていた。

「な、何だ？　停てい電でんか？」

　すぐ近くで江え戸ど橋ばしさんの声が聞こえる。いや違ちがう、消えたのは電灯だけじゃない。見上げてみれば、さっきまで淡あわく輝かがやいていた星空は、見事なまでに黒一色に染そまっていた。

　あ、なるほど。つまり、これがあれなのか？

「へえ……。ほんとに真っ暗になるんだなあ」

　相変わらず落ち着いた奈な良ら山やまの声。それを聞きつつ、僕は八や雲くもちゃんの言葉を思い出す。

『妖よう怪かいの仕し業わざと断だん言げんしていいのかわかりませんが……だいたい夜や半はん過すぎ、フッと明かりが落ちて、完全に真っ暗になってしまうんです。三十分もすれば元に戻もどりますし、それ以外には何の被ひ害がいもないんですけど、それでもお客様はお泊とめできなくて……』

　うん、確たしかに聞いてた通りの状じよう況きようだ。暗くなるだけで、そこから先は何も起こる気け配はいがないってのも情じよう報ほう通り。食い違っていたのは、出しゆつ没ぼつする時間帯だけ。

「もう出たの？　あの子、夜中に出ることが多いって言ってたから安心してたのに」

　舌した打うちを漏もらしたのは滝たき沢ざわさんか。どうやら女湯も同じ状況らしい。

「出現場所にはこだわるけど時間にはアバウトってことかしら。まー、妖怪っぽいと言えばぽいのかも。民みん俗ぞく学がくの父の提てい唱しようした理論は今もなお健けん在ざいというわけね、なるほど興きよう味み深ぶかい」

　よくわからないことを言いながら経ふみ島しま先輩が納なつ得とくしている。しかし、周りが何も見えないというのは想そう像ぞう以上に気味が悪い。まあ、これが部へ屋やの中で深夜だったら、そのまま寝ねてしまえばいいんだろうけど……今は屋おく外がいでしかも全ぜん裸らだ。どんどん不安が募つのっていく。

「イタチさーん！」

「真しん一いち？　どうしたの？」

「まさかとは思うけど……危き険けんな妖怪の気配とかないよね？　何かいたりしないよね？」

　暗くするだけの妖怪だと聞いてはいたけど、何ごとにも例外はある。闇に紛まぎれて人を襲おそったりするようなのがそこらへんに湧わいてたら、たまったもんじゃないぞ。僕が不安に駆かられながら尋たずねると、返ってきたのはどうも煮にえ切きらない声だった。

「うーん……そういうのは出てないみたいだけど……どうなのかな、ライカ」

「うう」

　ふんふんと鼻を鳴らす音が響ひびく。ややあって、犬いぬ神がみは何かを告つげるように一声鳴いた。

「わん！」

「ええっ！　まさか──そんな！　噓うそでしょう！」

　ライカの声を聞くなり、経ふみ島しま先輩が悲鳴をあげた。おいおい何だ何だ、ライカは何を嗅かぎあてたんだ！　意味もなく周囲を見み渡わたす僕だったが、そこに滝たき沢ざわさんの呆あきれ声ごえが重なった。

「経島先輩。ライカの言ってること、わかるんですか？」

「ううん全然からっきし。とゆーわけで犬いぬ神がみ使つかい、通訳を──って頭が痛いたい！」

　すぱーんと小こ気き味み好よい音、そして「人ひと騒さわがせなのよ、あんたは！」と怒おこる声。新あら井いさんが経島先輩の頭をはたいたらしい。この暗くら闇やみの中でよくやるもんだ。さすが副会長。

「ええと……いいですか？　ライカが言うには、この一いつ帯たいを満まん遍べんなく薄うすい妖よう気きが覆おおっているらしいですね。たいていの妖よう怪かいの場合、どこかに気け配はいの塊かたまりとか中心があるんですけど、そういうのもないそうです。だよね、ライカ？」

「わん」

「なるほど。つまり、この現げん象しようそのものが妖怪と考えたほうがよさそうですわね。厄やつ介かいな相手ですけど、頑がん張ばりなさい。……ふう、いいお湯」

　滝沢さんの解かい説せつと犬神の相あい槌づちを受けた後、他人ひと事ごとのようにつぶやきやがったのは言うまでもなく稲いな葉ば先生だ。今さらですけど、この人はいったい何しに来たんでしょうか。

「ふうん……ね、御み崎さき。そんな妖怪もいるの？」

　イタチさんが尋たずねれば、経島先輩は「いるんでしょうねえ」と興きよう味み深ぶかげに応おうじた。

「あらまし聞いた時は火ひ消けし狸だぬきか火ひ消けし婆ばばあたりの仕し業わざかと思ったけど、完全な現象タイプってことは火ひ取とり魔まが近いかも。温おん泉せん郷きように出たって話もあるわけだし」

「ひとりま、ですか？」

「お、その声は白しろの字じね。うんそう、火を取る魔ま物ものと書いて火取魔。見ての通り──っつっても見えないんだけど、光を奪うばう妖怪で、対たい策さくとかは特に伝わってなかったような。せめて、敵てきさんの影えい響きよう範はん囲いくらいは知っておきたいところだけど……。あ、そうだ。奈な良ら山やま、まだそこにいる？　ちょっくらサーチ頼たのまれてくれない？」

「いいですよ。ちょっと待っててくださいね」

　先輩の呼よびかけに、吞のん気きな声が気軽に応おうじる。次いで、ばさりと羽根の開く音が響ひびいたかと思うと、一いち陣じんの風が真っ暗な風ふ呂ろ場ばに吹ふき抜ぬけた。どうやら奈良山の奴やつ、天てん狗ぐモードに変身して上空に飛んでいったらしい。全ぜん裸らで。

　……変身後は全身が羽う毛もうに覆おおわれているとは言え、恥はずかしくないんだろうか。

　そんなどうでもいいことを気に掛かけていたら、ふいに何かが僕の背せ中なかにドンと当たった。

「うわおうっ！」

「ん？　ああ、白しら塚つかか。すまん」

　すぐそばから声が聞こえた。ってことは、今のは江え戸ど橋ばしさんの手か。あー驚おどろいた。

「どうしたんですか？　動くと危あぶないですよ」

「いや、このまま待っているのも歯は痒がゆいからな。灯りを取ってこようかと思ってな」

　そう言って湯船から出た江え戸ど橋ばしさんは、タイルの上をひたひたと歩き出す。ここに一人で残されるのも不安なので、僕はタオルを腰こしに巻まくと、そろそろと会長の気け配はいを追った。

「待ってください、僕も行きますから！　……で、灯りなんてどこにあるんです？」

「脱だつ衣い所じよの前の廊ろう下かに、非ひ常じよう用ようの懐かい中ちゆう電灯があったろう」

「そうでしたっけ？」

「消しよう火か栓せんの上だ。避ひ難なん経けい路ろと防ぼう火か設せつ備びは確かく認にんしておけよ。何を見てたんだ、まったく」

「強しいて言うならイタチさんですね」

「……そうか、すまなかった」

　呆あきれた溜ため息いきを漏もらしつつ、江戸橋さんは脱衣所へ通じるガラス戸を開けた。いや、見えないので推すい測そくだけど、ガラガラと動く音がしたからたぶんそうだろう。さすが会長、間取りもだいたい覚えていたらしい。

　そして、江戸橋さんの足音を頼たよりに、手て探さぐり足探りで壁かべをつたって動くこと約一分間。

「えーと、もう廊下に出たんですかね？」

「二回ドアを開けたから、そうだろうな。足あし拭ふきマットもあったことだし」

「なるほど。……しかし、やはりというか何というか」

「見事なまでに真っ暗だな。ええと、消火栓は確たしかこの辺だった……ような？」

「あ、じゃあ僕はこっちを探さがしますね」

「頼たのむ。お互たがいに何も見えていない状じよう況きようで、こっちもそっちもないが」

　というわけで僕らはおそるおそる周囲を探さぐり始はじめた。

「うわっ！　何かしっとりしてぼさぼさしてチクチクしたものが！　妖よう怪かいか！」

「白しら塚つかそれは俺の頭だ」

　そんなコントじみた会話を繰くり返かえした挙あげ句く、僕らはようやく目当てのブツを探り当てた。江戸橋さんが懐中電灯を充じゆう電でん台だいから外せば、カチリという音とともに白い光がまっすぐ伸のびる。

「おお、点ついたな！」

「やりましたね！」

　久々に見る光に、江戸橋さんと僕は顔を見合わせ喜んだ──のだが。

「……って、え。あ。あれ？」

　それは何とも奇き妙みような光景だった。廊下に充じゆう満まんしていた暗くら闇やみが、突とつ如じよ、霧きりのように動き出したかと思うと、懐中電灯から伸びる光線を覆おおい尽つくしてしまったのだ。平たく言えば、闇が光を飲み込んだのである。

「なるほどな。現げん象しようそのものが妖怪というのは、こういうことか」

　憮ぶ然ぜんとした声がすぐそこで聞こえたので、僕は気落ちした声で相あい槌づちを打った。

「らしいですね……。とりあえず、温おん泉せんに戻もどりませんか？」

　さすがにそろそろ体が冷えてきた。八や雲くもちゃんの話によれば、三十分から一時間くらいで消えるらしいので、温おん泉せんに浸つかって待ってりゃそのうち電灯も点つくだろう。実に情なさけない対たい応おうだけど、新年早々風邪かぜを引くよりはマシだ。

「そうだな。仕方ない、戻もどろ……うわおうっ！」

　方向転てん換かんしようとした江え戸ど橋ばしさんが、僕の足に引ひっ掛かかって派は手でに転ころんだ。もちろん足を引っかけられた僕も無事ではなく、ずでんと無ぶ様ざまに廊ろう下かに転げる。

「痛つう……。すまん白しら塚つか、大だい丈じよう夫ぶだったか？」

「まあ何とか。やっぱ暗くら闇やみって危あぶないですね」

「大人しく温泉で待つべきだったかもな……ん？　ドアはどこだ？」

「えーと……あ。ありましたありました、こっちです」

　手て探さぐりで脱だつ衣い所じよのドアを見つけると、僕はおそるおそる闇の中を進む。江戸橋さんの足音がすぐ後ろから付いてきた。

「足あし拭ふきマットがあるってことは、ここから脱衣所ですね……と。ん？　床ゆかの足あし触ざわりが微び妙みように違ちがいませんか？」

「そうか？　俺にはよくわからんが……よし、ガラス戸があったぞ」

　ガラガラと音を立てて江戸橋さんがドアを開ければ、温かい湯ゆ気げがふわりと漂ただよってきた。

　そして、冷えた体が温泉の熱に包まれ、思わず「やれやれ」と一息ついたその瞬しゆん間かんだ。

「じゃ、もう一度やってみるね」

　聞きき慣なれた声が耳に届とどいたかと思うと、指をパチンと鳴らす音が響ひびいた。

　オレンジ色の小さな炎ほのおがぽうっと灯り、真っ暗だった露ろ天てん風ぶ呂ろの風景を照らし出す。

　その淡あわい明かりの中、僕の目に映ったのは──ああ、この日この場所で見た光景を、たった一いつ瞬しゆんの光景を、僕は一いつ生しよう涯がい永遠に忘わすれることはない、絶ぜつ対たいに──湯船の端はしの小さな岩に腰こし掛かけ、タオルで体を隠かくした、イタチさんの姿すがただった。

「あれ、真しん一いち？」

「え。イタチさん？」

　二にの句くが継つげずに見つめ合う僕ら。

　お互たがい、身につけているのは白いタオルがただ一枚（つけているとは言わないか）。

　イタチさんの湯だった肌はだを、オレンジ色の小さな炎が、優やさしく華か麗れいに染そめ上あげている。

　そしてその周りには、言うまでもなく、滝たき沢ざわさんと新あら井いさんと経ふみ島しま先輩と稲いな葉ば先生。

　先輩や先生は湯船に浸つかっていたが、滝沢さんだけは湯船の縁へりに腰こし掛かけていたもんだから、小こ柄がらながらも引ひき締しまったその全身が……などと思っている間に、周囲の闇がイタチさんの手の上の炎を浸しん食しよくし、塗ぬり潰つぶす。

　かくして僕らの視し界かいは再ふたたび黒一色に染そまり──そして、実に気まずい沈ちん黙もくが訪おとずれた。

「あ……いや……あの……こ、これはだな」

　沈黙を続けていた江戸橋さんがようやく口を開く。僕も続こうとしたのだけど、狼ろう狽ばいしきったイタチさんの声がそれを遮さえぎった。

「しっ、し、ししししっししんしんし真しん一いちっ！　ど、ど、どうしてこっちに？」
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「え？　いや、その、間ま違ちがえ──って、そんなことより！　イタチさん、ごめんっ！」

「真一は……真一は、そんなことしないと思ってたのに……！」

　悲しげな声が暗くら闇やみの中で響ひびき、僕が「間違いなんだ」と弁べん解かいしようとした、その瞬しゆん間かん。

　──ぼん。

　僕と江え戸ど橋ばしさんの目の前に浮うかんだ炎ほのおが、鼻先をちょっと焦こがした。

　……げ。かなり怒おこってるな、これは！

　弁解を諦あきらめた僕らはすぐに出口へと向かったが、それを追うように炎が次々と炸さく裂れつしていく。

「熱あつッ！　ごめんなさいイタチさん、それに皆みなさん！　すぐ出ます、ほんとごめん！」

「謝あやまるのは後でいいからとっとと出なさいっ！」

「了りよう解かいしました副会長！　あと……イタチさん？　火を使うと、ちょっと見えて──」

「えっ？　ああああっ！　だ、だから、もう！　こっち見ないで！　出て！　すぐに！」

「いや見るつもりはないんだけど、どっちが出口だか！　ね、ですよね江戸橋さん！」

「俺に振ふるなよ！　あ、ああ、うん。悪いとは思ってはいるのだが、こう暗いと」

「あらあら、往おう生じよう際ぎわが悪いですわね。これだから男は」

「違います！　信じてください先生！」

「しつこいわねー。イタチちゃん、ここは金かな縛しばりと鎌かま鼬いたちのコンボが効こう果か的てきよ」

「そうか！　それだっ！」

「恐おそろしい提てい案あんしないでください先輩！　滝たき沢ざわさんも『それだ』とか言わないでー！」

「わんわんわんわんわんわん！」

「わー、耳元で吠ほえるなライカ！　すぐ出るから！　ほんとに出るから！」

　と、そんなこんなで焦こがされたり叫さけばれたりしながら、僕らは女湯を後にしたのだった。




　ふらふらになって辿たどり着ついた男湯では、いつの間にか戻もどっていた奈な良ら山やまが「賑にぎやかだったねえ」と迎えてくれたが、それに応おうじる元気は残っていたはずもなく。かくして僕らは、火ひ取とり魔まが退たい散さんするまでの数十分を、暗い男湯でしんみり過ごしたのでした。

　ごめんなさいもうしません。




　　　　＊＊＊




「本当に申もうし訳わけありません二度とやりません深く反省していますので許ゆるしてください」

　エンドレスに謝しや罪ざいの言葉を並ならべつつ、畳たたみに額ひたいを擦こすりつける。隣となりでは、僕と同じく浴衣ゆかたに着替えた江え戸ど橋ばしさんが、深々と頭を下げている。

「口では何とでも言えるけどねー。本当に反省してんの？」

　浴衣に茶ちや羽ば織おりを羽は織おった経ふみ島しま先輩が、じろっと僕らを見下ろしている。その後ろには、無言で僕らを睨にらんでいる滝沢さんとライカの姿すがたもあった。

「ね。もう、いいんじゃないかな……？」

　優やさしい声をかけてくれたのは、同じく浴衣姿のイタチさんだ。ほこほこと上じよう気きした湯上がり肌はだや、艶つやのある洗あらい髪がみはそれはもう魅み力りよく的てきだったのだが──さすがに今はそれを口にできる雰ふん囲い気きではない。

「ごめん、イタチさん」

「もういいよ。間ま違ちがいだったって、わかったし」

　イタチさんは笑えみを浮うかべると、小声で「こっちこそ、ごめんね」と言い足した。

「……二人とも、大だい丈じよう夫ぶ？　火傷やけどしたりしなかった？」

　申し訳なさそうに尋たずねるイタチさん。僕と江戸橋さんは顔を見合わせ、「全然」と首を振ふった。実はちょっと後ろ髪が焦げたけど、それくらいは当然の報むくいだろうし。

「いっそのこと焼き尽くせば良かったんだ」

「まあまあ、赫あか音ねちゃん。経島も、そろそろ許してあげたら？」

　ドライヤーで長い髪を乾かわかしながら、新あら井いさんが滝沢さんをなだめている。と、それを聞いた経島先輩はあっさり「そうね」とうなずいた。

「反省してる人間いびっても仕方ないか。ぼちぼち飯も来るみたいだし」

　その声を聞いた僕らは久々に畳たたみから顔を上げ、同時にほっと溜ため息いきを吐つく。

　──やれやれ、やっとお許ゆるしが出たらしい。僕と江え戸ど橋ばしさんは顔を見合わせ、痺しびれの切れた足をほぐして立ち上がる。ずっと座すわっていたので足と腰こしがまだ痛いたいのだ。

「お疲つかれ様、白しら塚つか、それに会長も」

　窓まど際ぎわでのんびりお茶を飲んでいた奈な良ら山やまが同どう情じようしてくれた。僕が「どうも」と苦笑すれば、稲いな葉ば先生が口を挟はさんできた。

「朴ぼく念ねん仁じんと言うか枯かれていると言うか、ほんと張はり合あいのない天てん狗ぐですわね……。惜おしかったとか見たかったとか思いませんの？　天狗と言ったら欲望の化け身しんでしょう？」

　缶かんビールを手にした先生が呆あきれ顔がおで尋たずねると、奈良山はカリカリと頭を搔かいた。

「それは赤ら顔で鼻高な連中の話。俺はそれより古いバージョンの、天狗アマツキツネに近い存そん在ざいだし、是ぜ害がい坊ぼうはそもそも『仏ぶつ僧そうに惨ざん敗ぱいして反省した』って設せつ定てい背せ負おった妖よう怪かいですからね。あんまり現げん世せ的てきな欲求とか感じないんですよ」

　つまらない男ですよね、と自じ嘲ちよう的てきに微笑ほほえむと、奈良山は静かに湯飲みを傾かたむける。紳しん士し的てきな天狗だなあと感心していると、ふいに経ふみ島しま先輩が僕の浴衣ゆかたの袖そでを引いた。

「ちなみに白しろの字じ。イタチちゃんはどうだった？」

「そりゃあもちろん最高でしぎゃふ」

　反はん射しや的てきに拳こぶしを握にぎりしめて真顔で答えた僕の顔に、いきなり座ざ布ぶ団とんが飛んできた。それを払はらいのけてみれば、座布団を投げつけたポーズのまま固まったイタチさんと目が合う。

「……真しん一いちっ！」

　まっすぐこちらを見つめるその顔の赤いこと赤いこと。尻尾しつぽぎゅー事件と並ならぶ赤さでありました、と関係者は後に語っているそうです。




「お待たせいたしました」

　上品な声とともに大おお部べ屋やの障しよう子じが開き、料理の載のったお膳ぜんを手にした八や雲くもちゃんが現れた。その後ろには、作さ務む衣えに前まえ掛かけを付けたお爺じいさんが、連なったお膳を危あぶなげなく片かた手てで支ささえている。料理人さんだろうかと思う間もなく、お爺さんは慣なれた足取りで部屋に入ると、僕らに向かって頭を下げた。

「ご挨あい拶さつが遅おくれましたな。この旅館のオーナー、箕みの輪わ慈じ吾ご朗ろうと申します」

「ああ、こりゃご丁てい寧ねいに……って、え？　オーナー？　板さんじゃなくて？」

　釣つられて挨拶しようとしたまま、経島先輩がきょとんと固まる。その顔を見ると、慈吾朗と名乗った老人は、白いもみあげから繫つながる立りつ派ぱなヒゲをぴんと弾はじいた。

「娘さんが驚おどろかれるのも無理はなかろうがな。しかし噓うそは言うとりませんぞ」

「もっとも、実質的な経けい営えいは支配人に全部お任まかせしているのですけどね」

　上品に笑いつつ、八や雲くもちゃんは手て際ぎわよくお膳ぜんを並ならべ始はじめる。

　中学生と聞いてはいたし、確たしかに見た目もそのくらいなんだけど、妙みように客きやつ観かん的てきな表情を見せる時があるんだよなあ。ほんとに一いつ瞬しゆんだけだけど、それがかえって印いん象しように残ると言うか……なんだか違い和わ感かんを覚えてしまうと言うか。もっとも、まだ会ったばかりだし、どんな人かもわかってないんですけどね。

「なるほどね。名前だけのオーナーってことか」

　お膳を見ながら経ふみ島しま先輩が相あい槌づちを打てば、八雲ちゃんは小さくうなずいた。

「ええ。私もお祖父じい様も、たまにお邪じや魔まするだけの、よそ者みたいな存そん在ざいなのですよ」

「よそ者とか言うないな、八雲。わし、ちょっと淋さびしくなるぞ」

　くすりと孫が微笑ほほえみかければ、祖そ父ふはわざとらしく肩かたをすくめる。仲の良さそうな二人だなと思いつつ、僕はお膳に目を落とす。並ならんでいる料理は山さん菜さいの和あえ物ものや鳥肉の煮に物ものを中心にした、割と山っぽいものだった。おー、これはちょっと意外かも。

「む？　どうかされましたかな、お客人？　料理に何か不満でも？」

　慈じ吾ご朗ろうさんがぬっと覗のぞき込こんできたので、僕は「いえいえ」と手を振ふった。

「不満なんてそんな。ただ、和風の旅館なら当然お刺さし身みが出てくるものかと思ってたので」

　と、それを聞いたオーナー氏は「なんで山で魚を出さにゃならんのじゃい」と笑ったが、ふいにジロリと僕を見み据すえた。年の割には鋭するどい眼がん光こうだ。

「それとも何かお客人。箕みの輪わ荘そう特製の山鳥コースはお気に召めしませんかいな」

「いえいえ全然。僕は何でも食べますし、それに──」

　ちらっと横目で隣となりの席を確かく認にんすれば、案あんの定じよう、前のめりにお膳を見つめ、そわそわわくわく微笑ほほえむイタチさんの姿すがたがあった。既すでにお箸はしを構かまえているあたり、早く食べたくて仕方ないのがよくわかる。素そ朴ぼくな味付けの鳥肉料理は、イタチさんの大好物なのです。

「──鳥肉好きな人もいるので、このメニューは嬉うれしいですよ。ありがとうございます」

「お、そうか？　そう言うてもらえると張はり合あいが出るのう」

　慈吾朗さんは嬉しそうに笑うと、ふいに僕の耳元にスッと顔を寄せ、小声で尋たずねた。

「時にお客人。その、鳥が好きというのは──どの娘さんじゃいな？」

「はい？」

「まさかとは思うが、野郎ではあるまいな？　わしとしては、あの髪かみを結ゆい上あげたお姉さんが第一希望なんじゃがな。ロングの黒髪の娘さんもなかなか捨てがたいが……いや、やはりあのお姉さんがベストじゃな。うむ、浴衣ゆかたの美人はいつ見ても良いなあ少年よ！」

　八雲ちゃんからお酒を受け取っている稲いな葉ば先生をちらちら見ながら、力説する老料理人。僕がコメントに困こまっていると、白髪しらが頭あたまめがけていきなりお盆ぼんが振ふり下おろされた。

「……おい、何をするんじゃい、八雲。痛いたいではないか」

「こちらの台詞せりふですわ、お祖父様？　初対面のお客さま相手に何を熱ねつ弁べんしているのです」

　小こ柄がらな体格に似に合あわない迫はく力りよくで祖そ父ふを見つめる和服の少女。その視し線せんは、無関係の僕が震ふるえるほどに冷れい徹てつだったが、当の老人は全く堪こたえた様よう子すもなくヒゲを弾はじいて微笑ほほえんだ。

「なんじゃ、妬やいとるんか」

「阿あ呆ほですか貴方あなたはっ！」

　八や雲くもちゃんの第だい二に撃げきが老人の側そく頭とう部ぶにヒットした。今度は本気で痛いたかったらしく、慈じ吾ご朗ろうさんは頭を押おさえてうずくまる。どうリアクションすべきか僕らが迷まよっていると（経ふみ島しま先輩と稲いな葉ば先生は面おも白しろそうに見ていたけど）、八雲ちゃんは瞬しゆん時じに上品なスマイルを浮うかべた。

「皆みな様、お騒さわがせしました。どうぞ、ごゆっくりお召めし上あがりくださいませ」

「もういただいてるけどね。お、この漬つけ物ものもなかなか……。江え戸ど橋ばし、一つ貰もらっていい？」

「なら、私はこの山さん菜さいの天てん麩ぷ羅らを」

「あ、こらキツネ！　それは私が狙ねらってたのにー！」

「いや、あの、経島、それに稲葉先生も……。それは俺の……」

「あらあら何か言ったかしら覗のぞきの人」

「言いたいことがあるならはっきりお言いなさいな女の敵てき」

「……ッ！　ええい、好きにするがいい！」

　反論を諦あきらめた江戸橋さんが、捨すて鉢ばち気ぎ味みに言い放つ。稲葉先生と経島先輩の間の席に座すわった不運に同情しつつ、僕は隣となりのイタチさんへ声をかけた。

「相変わらずだね、先輩たちは」

「……おいしそう……」

「うん、おいしそうだね──って、もしもし？」

　隣の席へと目を向ければ、箸はしを手にして山鳥の煮に付つけを見み据すえ続つづける浴衣ゆかたの少女の姿すがた。僕の言葉は完全にスルーされている。……そんなにストライクでしたか、このメニュー。

「クズリちゃん、そろそろ限げん界かいっぽいわね。じゃ、私たちもいただきましょうか？」

　新あら井いさんが苦笑する。僕は「そうですね」とうなずき、箸と茶ちや碗わんを手に取った。




「ごちそうさまでした」

　両手を合わせて軽く一礼。その言葉をきっかけに、おひつの傍そばで待っていた八雲ちゃんが立ち上がり、空からになったお膳ぜんを集め始めた。

「お粗そ末まつ様でした。お祖父じい様、そろそろ帰りますわよ」

「ううむ、名残なごり惜おしいのう」

　こちらもずっと待たい機きしていた……と言うか、ひたすら稲葉先生と飲んでいた慈吾朗さんも腰こしを上げ、皿や茶碗を重ねていく。やがて、手て際ぎわよくお膳を重ね終えた二人は、ちょっと改まって頭を下げた。

「それでは皆様、よい夜を。お布ふ団とんは押おし入いれに入っていますから」

「うん、勝手に敷しいて寝ねるわね。ありがとう」

　新あら井いさんが答えると、八や雲くもちゃんは「よろしくお願いしますね」と微笑ほほえんだ。そして老人と孫は部へ屋やを出ようとしたのだが、そこに声をかけた人が一人。

「ほいはひー。あほはーほーはいのほほはんはへど」

「お前、いつまで食っているんだ。──ああ、失しつ敬けい。『ちょい待ち。あのさ、妖よう怪かいのことなんだけど』と言っているようです」

　江え戸ど橋ばしさんが恥はずかしそうに通訳すれば、八雲ちゃんは振ふり返かえって立ち止まった。

「何か？　あれが出る──いえ、あれが起こる時間には、まだ少し早いようですけれど？」

「……ごくん。いや、それがさあ。出たのよ、ついさっき」

　デザートを飲み込むと、経ふみ島しま先輩は小さな肩かたをすくめる。それを聞いた慈じ吾ご朗ろうさんは「今夜は意外と早かったようじゃな」とヒゲを弾はじいた。

「あれは、毎晩出るのは確たしかじゃが、時間が限げん定ていされておるわけではないからのう」

「それはつまり、いつ始まってどれだけ続くか、予よ測そくできないってことですか？」

　滝たき沢ざわさんが尋たずねると、慈吾朗さんは腕うでを組んで肯うなずいた。

「そこな少年の言う通り。まあ、日ひ中なかに出たという話こそ聞かんがな」

「そうなんですか。それはそうと……あの、ぼく……女なんですけど」

　滝沢さんが小声で淋さみしげにつぶやいたが、その嘆なげきは爺じいさんには届とどかなかったらしい。ずーんと沈しずんでいく犬いぬ神がみ使つかいの肩かたを、イタチさんが優やさしく叩たたいている。僕も慰なぐさめようかとも思ったけど「大だい丈じよう夫ぶ！　滝沢さんの体つきはちゃんと女の子だったよ！」とか言った日には、確かく実じつにライカに取り殺されるのでやめておきました。

「やっぱりか。深夜にしか出ないならまだしも、ランダム発生条件があると面めん倒どうね」

「ええ。おかげで、この別館にお客さまをお泊とめすることもできなくて……」

　神しん妙みような顔で悩なやみ始はじめる経島先輩。しかし、旅館のオーナーは「そんなに悩まんでもよろしいぞ」と快かい活かつに笑った。

「八雲から聞かれたでしょうが、わしゃあ駄だ目めで元々と思うとるんじゃよ。なにしろ、あれがここに居い着ついてもう二十年近くは経たつからのう」

「そんなに前からなんですか……？」

　江戸橋さんが驚おどろくと、慈吾朗さんは「そうなんじゃよ」とうなずいた。

「昔は、森の中で提ちよう灯ちんや電灯の光を食っておったらしいがな、何かの折にこの別館に辿たどり着ついて、そのまま定てい住じゆうしおったんじゃよ。せめて宿代を払はらってくれればええんじゃが」

「ほー。昨日今日から始まった怪かい異いじゃないとは思ったけど、かなり年ねん季きが入ってるわけね」

「そういうことじゃ、眼鏡のキュートなお嬢さん。なので、わしも正直そんなに期待はしておらん。無理をなさらず頑がん張ばってもらえばそれで十分じゃよ。それに」

　ふいに慈吾朗さんは稲いな葉ば先生を見つめ、下手へたくそなウインクを飛ばしてみせた。

「そう、それに、美しいお姉さんと酒を酌くみ交かわせただけでわしはもう──痛いたい痛い痛い」

「お祖父じい様？　いい加か減げんになさいませ？」

　薄うすら笑わらいを浮うかべた八や雲くもちゃんが、慈じ吾ご朗ろうさんのヒゲを引ひっ張ぱっている。それを見た稲いな葉ば先生が「なんでこういうのにばかり好かれるんでしょうか」と溜ため息いきを吐ついた、その時だ。

「──あ」

　再ふたたび、前まえ触ぶれもなく唐とう突とつに。

　明るかったはずの大おお部べ屋やが、あっと言う間に黒一色に塗ぬり潰つぶされた。

「えー。また？」

　経ふみ島しま先輩の呆あきれ声ごえがすぐそこで聞こえる。たぶんみんなの気持ちも同じだろう。

「おー、噂うわさをすれば影かげじゃなあ。一ひと晩ばんに二回も出るとは珍めずらしい」

「そうですわね。それでは皆みな様、お気を付けて良い夜をお過すごしくださいませ」

　思わず身み構がまえてしまった僕らだが、八雲ちゃん達は全く動じることもない。

「え？　本館まで帰れるんですか？　しかもお膳ぜん持ったまま」

　僕が思わず不安になって尋たずねれば、すぐにあっさりした声が返ってきた。

「ご心配なく、慣なれていますので。でも、皆様は真似まねをしないでくださいね？」

　八雲ちゃんがにこやかに笑えば（見えないので推すい測そくだけど）、慈吾朗さんの声が続く。

「うっかり動くと、元の部屋に戻もどれなかったり、窓まどから落ちたりするからのう。まあ、始まってしもうたもんは仕方ないと諦あきらめ、大人しくその場で待つのがよろしい。ではな」

　それだけを言い残し、二人分の足音はぱたぱた去っていった。

「へえ、ほんとに歩いて帰ったんだ……。慣れって凄すごいね」

　イタチさんの感かん嘆たんする声が耳に届とどき、それにあわせてみんながうなずく。ややあって、奈な良ら山やまが仕切り直すように声を発した。

「周りが見えないのは参まいるよね。さて。これからどうします？」

「消えるのを待つしかないでしょうね。しかし貴方あなた、天てん狗ぐなのに夜よ目めは効きかないのですか？」

　稲葉先生がつぶやけば、奈良山は「鳥目なんですよ」と切り返す。ほんとかよ。

「キツネの言う通りかも。幸さいわい、押おし入いれの見当はつくし、布ふ団とんもあるし、寝ねるしかないか」

　苦笑したのは経ふみ島しま先輩だ。イタチさんが「そうだね」と続き、そして滝たき沢ざわさんも「仕方ないか」と渋しぶ々しぶうなずきかけたのだが、何かに気付いたのか、声のトーンが突とつ然ぜん変わった。

「……って、え？　この部屋で？　みんなで？　し、白しら塚つかとかも一いつ緒しよにですかっ？」

「何を今さら。あんた、大おお晦日みそかに白塚の家でガーガー寝てたじゃないのよ」

「だ、だって、あれはほら、帰るつもりがつい、うとうとと……ね、ライカ？」

「うう？　うー、わんわん」

「ほらほら！　ライカもそう言ってますし！」

「いや、犬いぬ神がみに話を振ふられても私らわかんないし。ちょっと落ち着け犬神使い」




　で、滝たき沢ざわさんが軽いパニックに陥おちいった以外は、割とスムーズに事じ態たいは進み。イタチさんの炎ほのおに助けられたりしながら（すぐ消えてしまうとは言え、ずーっと暗くら闇やみが続くのと一いつ瞬しゆんだけでも周りが見えるのとは大おお違ちがいなのだ）、僕らはどうにか布ふ団とんを敷しき終おえた。

「わかっていることとは思いますけど、うっかり布団を間ま違ちがえたりしたら」

「「そんなことはしませんっ！」」

　稲いな葉ば先生の冷たい声に、江え戸ど橋ばしさんと同時に叫さけび返かえす僕。すっかり危き険けん人物扱あつかいである。

「賑にぎやかね、奈な良ら山やまくん」

「ほんとですね、副会長」

　……ああ、あの界かい隈わいは平和で常じよう識しき的てきで楽しそうだなあ。いいなあ奈良山。まあ、今日の僕らは何を言われても仕方ないのですが。反省しつつ布団に潜もぐり込こんだ僕だったが、そこに静かな声が投げかけられた。

「ね、真しん一いち……？」

　押おし殺ころしたような小さな声。僕が何も言い返さないでいると、声はぼそぼそと（それでいて、部へ屋や中じゆうに聞こえる程てい度どの大きさで）先を続けた。

「前から言おうと思ってたんだよ。あたしね、ほんとは、真一のことが、大だい嫌きらい」

「御み崎さき。あたしの声で変なこと言わないで」

「ちっ、バレたか」

　イタチさんの抑おさえた声と経ふみ島しま先輩の舌した打うちが闇に響ひびく。そりゃあバレますよ。

　何やってんだか、と滝沢さんが溜ため息いきを吐つき、わんと一声ライカが鳴いた。お休みなさい。




「あの、経島先輩……？　まだ起きてますか？」

「どした犬いぬ神がみ使つかい、重たい声出しちゃって。暗いの怖こわい？」

「違います。この妖よう怪かいのことですけど」

「火ひ取とり魔まの？」

「ええ。──これ、何とかしてあげられないかな、と思って」

「まあ、気持ちはわかるけどさー、難むずかしいんじゃないかしら。ね、イタチちゃん？」

「……あ、うん。実体があるなら退たい治じできるけど、暗闇そのもの、だもんね。ライカの声で追おい払はらえるような大きさでもないし……ね？」

「うう……わん」

「そっか。ってことは、やっぱどうしようも」

「いや、それが案あん外がいそうでもないかもね」

「びっくりしたっ！　奈良山、お前、起きてたのか！　って、何か思いついた？」

「さあ、どうかな。それは明日のお楽しみ。──じゃ、今度こそお休みなさい」




　　　　＊＊＊




　そして翌よく日じつ。

　経ふみ島しま先輩がノートパソコンのキーボードを叩たたく音で目め覚ざめた僕らは、「このまま夜まで待ってるのももったいないわねー」「そうだよね」という有意義な議論の後、温おん泉せん地ちを満まん喫きつすることにした。具体的には、大おお部べ屋やでだらだらしたり、本館のゲームコーナーで粘ねばったり、新あら井いさんが調べておいたお店にみんなで昼食に行ったり、などなど。

　その他にも、休きゆう憩けい中ちゆうの穂ほ村むらを見つけた滝たき沢ざわさんがお説教を始めたり、何か描かこうと森へ向かった僕が迷まい子ごになったり（イタチさんが見つけてくれました）と色々あったけど、そこらへんは省略。あっと言う間に日は落ちて、再ふたたび火ひ取とり魔まの活動時間がやって来た。

　また入浴中に暗くなってはたまらない。なので、今日は明るいうちに風ふ呂ろに入ることにしたのだけど……どうやら、その心配は杞き憂ゆうに終わったらしかった。

「なるほど。考えましたわね、天てん狗ぐ」

「そっか……。凄すごいね、善よし人ひと」

　浴衣ゆかた姿すがたで玄げん関かん前まえに集合したみんなが、口々に奈な良ら山やまを褒ほめ称たたえていた。そう。またも現れた火取魔は、奈良山善人こと是ぜ害がい坊ぼうの秘ひ策さくであっさり片かた付づいてしまったのだ。

「ほんと、よく思いついたな」

　声をかければ、浴衣姿の天狗は「どういたしまして」と小さく笑って夜空を見上げた。

「昨夜、オーナーさんの話を聞いた時に、ちょっとね。あいつに光を追って移い動どうする習性があるんなら、この手が通じるかなって」

　その視し線せんの先を追えば、星空に向かって上じよう昇しよう中ちゆうの一ひと塊かたまりの暗くら闇やみが見えた。建たて物ものを丸ごと飲み込むような巨きよ大だいな妖よう怪かいも、今では握にぎり拳こぶしくらいの大きさにしか見えない。そして、ここからでは見えないけど、火取魔の真上には今も一羽の鳥が飛んでいるはずだ。燃もえ盛さかる翼つばさをはためかせ、火取魔を誘さそいながら、上へ上へと羽ばたいていることだろう。

「周りの光を食い尽くした時点で、火取魔に触ふれるか触れないかのギリギリの場所に明かりを灯せば、そりゃああいつは光を食おうとして動くわよね。そこまでは私も考えた」

　腕うで組ぐみした経島先輩が感心したようにつぶやくと、奈良山はその後を続ける。

「ええ。あとは、その明かりを少しずつ移動させてやれば」

「火取魔もそれを追ってずるずるふわふわ動き始める──ってことか」

「そういうことです、先輩」

　是害坊は事も無げに微笑ほほえみ、右手の先の尖とがった爪つめで首くび筋すじをカリカリと搔かいた。片かた腕うでだけが天狗バージョンに変身したままなのは、さっき術を使った名残なごりなのだろう。その腕を興きよう味み深ぶかそうに眺ながめつつ、新井さんが尋たずねる。

「ね、奈な良ら山やまくん。あの火の鳥──松明たいまつ丸まるだっけ？　どのくらい遠くまで飛ばせるの？」

「制せい限げんは特にないですよ？　今回は、火ひ取とり魔まが戻もどって来れない距きよ離りまでは引ひっ張ぱっていけって命令してありますから。うん、そうですね」

　浴衣ゆかた姿すがたの奈良山は、ふっと言葉を句切って首を傾かしげると、いたずらっぽく付け足した。

「来月あたり、太陽の黒点が一つ増ふえるかも、ですね」

「……マジで？」

　目の前の同級生の底そこ知しれなさに驚おどろく僕。だが奈良山はそれに答えることなく、「そろそろ夕食だね、ああ寒い」なんてことを言いながら、ほいほいと別館の中へ入ってしまった。

「火取魔が太陽を食うのか、太陽が火取魔を食うのか──か。なかなか渋しぶいオチだこと」

　何かの引用らしい台詞せりふを経ふみ島しま先輩がつぶやいた。元ネタはわからなかったけど、とりあえず、穂ほ村むらの持ちかけて来た件はこれで片かたが付いたらしい。

　──ってことは、気がかりなのは、あのことだけか。

　気になってはいたのだけど、火取魔のことでバタバタしてたので後回しになってしまった。まあ、僕の勘かん違ちがいって可か能のう性せいも十分にあるし、放っておくべきことなのかもしれないけれど、確かく認にんくらいはしておかないとどうも後味が悪い。

　そうだよな、うん。間ま違ちがいだったら謝あやまればいいんだし。なるべく気楽に構かまえよう。

　僕は深しん呼こ吸きゆうして気持ちを落ち着かせると、夕食の時間を待つことにした。
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「ふう、お待たせ──あら、どうなさったのですか？」

　昨日と同じようにお膳ぜんを抱かかえて現れた八や雲くもちゃんは、僕を見てきょとんと首を傾かしげた。まあ、客室にいるはずの男が玄げん関かん口ぐちで待っているのを見れば、不ふ審しんに思うのも無理はないか。僕は「ちょっとね」と言葉を濁にごし、周りに人ひと気けの無いのを確かく認にんすると、和服の少女に歩み寄った。

　慈じ吾ご朗ろうさんは来ていないし、イタチさんたちは大おお部べ屋やで食事を待っている。トイレと言って部屋を抜ぬけてきた僕は、ごくりと唾つばを飲み込むと、なるべく自然に口を開いた。

「あのさ」

「はい、何でしょうか？」

　小さく首を傾げる和服の少女。整った顔に浮うかぶ上品な微び笑しようを見ながら、僕は続ける。

「こんなこと聞くと失礼かもしれないし、もしも間違いだったら許ゆるしてほしいんだけど……。八雲ちゃん。君、人間じゃなくて……その……妖よう怪かいだよね？」

　それだけを尋たずねて反はん応のうを待てば、眼がん前ぜんの少女はほんの一いつ瞬しゆんだけ驚いた表情を浮かべたが、すぐに笑え顔がおを取り戻した。しかし、そこに浮かんでいるのは、昨日から見み慣なれた上品な営業スマイルとは一味違う、冷れい徹てつな迫はく力りよくに満ちた笑えみだった。

「お気付きだったのですね。──ええ、そうです」

　微笑ほほえむ少女を中心に、周りの気温が一気に下がる。ぞくりと僕の背せ筋すじが冷えた。

　何だ、この予想外の迫力は。

　……えーと、これはもしかして、僕、早まった？

　あー、やっぱイタチさんに付いてきてもらったほうが良かったか？　もしも間ま違ちがいだったら恥はずかしいからとか、本人が隠かくしてることだったらまずいからとか、余よ計けいな気を回すんじゃなかった！　僕の馬鹿！

　と、今さらながら怯おびえ始はじめた僕を見つめると、八や雲くもちゃんは薄うすく冷たく笑って言った。

「そうです。私、雪ゆき女おんななのですよ」
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「多少は妖よう怪かい慣なれしているとは言え、ただの人間が私の本ほん性しように気付くとは──」

　氷のような薄うす笑わらいを浮うかべながら、和服の少女が僕を見上げる。小さな背せ丈たけに似に合あわない威い圧あつ感かんが、僕の首くび筋すじをぞぞっと冷やした。温おん泉せん旅館の別館の薄うす暗ぐらい玄げん関かん口ぐちに立ちつくしたまま、僕は一歩も動けなかった。

「少し、油ゆ断だんが過すぎましたかしら……？」

　体の周りで冷気をくるくる踊おどらせながら、八や雲くもちゃんが──いや、雪ゆき女おんなが僕に尋たずねた。その細い指先から、蛇へびのような白い風がするすると伸のび、僕の顔や手足にからみつく。その風が僕の体に触ふれた瞬しゆん間かん、強きよう烈れつな冷気がひやりと走り、そして感かん覚かくが麻ま痺ひしていった。

「そうそう。ところで貴方あなた、雪女はご存ぞん知じですか？」

　思い出したように尋たずねる少女。その質問に僕は無言でうなずいた。妖怪変へん化げにはそんなに詳くわしくないが、さすがにその名前くらいは知っている。

　えーと確たしか雪女ってのは雪山に出る妖怪で、出会った人は凍こごえて死んでしまうけど、たまたま耳にお経きようを書かき忘わすれたので命は助かったそうな、めでたしめでたし……って、ん？　途と中ちゆうから別の話になってないか？　そもそもめでたくないぞ全然！

　と、いい感じにパニックになっていく僕を見つめ、雪女は「まあ、そんなことはどうでもいいですけど」と微笑ほほえんだ。わ。やな予感。

「本性を知られてしまった以上、貴方を生かしておくわけには参まいりません」

　ほら来たー！　やっぱりそういう展てん開かいかー！

「どうぞ抵てい抗こうなさいませ。無む駄だに足あ搔がけば足搔くほど、魂たましいは美味おいしくなるのですから」

　そして、スッと歩み寄ってきた雪女が残ざん酷こくな笑えみをたたえて僕を見上げた、その時だ。

「いやー遅おそうなった、つい料理に熱が入ってしもうてのう」

　場ば違ちがいすぎる能のう天てん気きな声。ガラガラと玄関戸が開いたかと思うと、巨きよ大だいな岡おか持もちを片かた手てで支ささえた慈じ吾ご朗ろうさんが足取りも軽く現れた。

「別館暗くら闇やみ事件解かい決けつ記念で、今日は豪ごう華かに攻せめてみましたぞ。稲いな葉ば先生、中華が好きと言うとったから、喜んでくれるとええが……ん？　玄関で何やっとんじゃ、お前ら」

　木製の引き戸を後ろ手で閉めながら、老オーナーは怪け訝げんそうに僕らを見つめた。

　さあ、ここは「逃にげろ！」なのか「助けて！」なのか、どっちを叫さけぶべきなのか！　待てよ、もしかしてこの爺じいさんも共きよう犯はんなのか？

　僕が迷まよっていると、八雲ちゃんだった雪女はにたりと笑い、慈吾朗さんへと振ふり返かえった。何度目かの嫌いやな予感が、背せ中なかをぞぞっと走はしり抜ぬける。──やばい！　逃げろ、爺さん！

「ああ残念ですわ、お祖父じい様。貴方もまた、見てはならないものを見てしまわれま」

「ええ加か減げんにせんかい阿あ呆ほう」

　迫はく力りよくに満ちた宣せん告こくを見事に無む視しし、慈吾朗さんは右の拳こぶしを振り下ろした。ぽこんと可愛かわいい音が響ひびき、雪女は「きゃっ」と小さい悲鳴をあげる。

　同時に、僕を縛しばっていた冷気がふっと消え失せる。……え？

　きょとんと呆あつ気けにとられる僕の前で、和服の少女は老人を見上げて小さく膨ふくれた。

「……もう。いきなり殴なぐるなんて、酷ひどいですわよ」

「それはこっちの台詞せりふじゃい。お客人相手に悪ふざけが過ぎるぞ」

　祖そ父ふがじろりと見下ろせば、すっかり迫はく力りよくを欠いた孫娘は「だって」と可愛かわいく視し線せんを逸そらし、言い訳じみた口調でつぶやいた。

「私が妖よう怪かいだって見み抜ぬいた人は久々ですのよ？　しかも、ちょっと可愛い男の子でしたし……からかいたくなったのですから、仕方ありませんでしょう？」

「ん、まあ、お前のその気持ちはわからんでもないがな」

　八や雲くもちゃんがじとーっと見上げると、慈じ吾ご朗ろうさんは気まずそうにヒゲを弾はじいた。この二人の関係はよくわからないけど、何はともあれどうやら僕は助かったらしい。やれやれ。

「おーい白しろの字じ。玄げん関かんなんかで何してんの？」

　ふいに、大おお部べ屋やに通じる廊ろう下かの奥おくから吞のん気きな声が飛んできた。声に釣つられてそちらを向けば、廊ろう下かをひょこひょこ歩いてくる浴衣ゆかた姿すがたの二人の少女が目に映る。

「先輩とイタチさん？　どうしたんです？」

「どーしたもこーしたも、あんたが便所から帰ってこないもんで見に来たんじゃないのよ。『三枚のお札ふだ』よろしく山やま姥んばにでも捕つかまったのならともかく、まさかこっそり八雲ちゃん口く説どいてんじゃないかって、イタチちゃんがもう心配すること火の如ごとし」

「……あたし、言ってないからね、そんなこと」

　イタチさんは先輩を睨にらみつけると、改めてこちらを見つめて首を傾かしげた。

「それで、真しん一いち？　ほんとに何してたの？」

「え？　えーと、どう言ったらいいものか」

　言こと葉ば尻じりを濁にごしながら旅館の二人を横目で見れば、八雲ちゃんは小さく笑い、慈吾朗さんが下手へたくそなウインクを飛ばしてきた。……あ、言っちゃっていいわけね。

「この人、雪ゆき女おんななんだってさ」
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「それでは皆みなさん、ご静せい粛しゆくに！」

　明るい声とともに、浴衣に茶ちや羽ば織おりの経ふみ島しま先輩が大部屋の正面に歩み出た。料理の載のった皿が並ならぶ大机を囲んで座すわった僕らは、苦笑混まじりでそれを見ている。

「お待たせしました、レディースアンドジェントルメン！」

　経島先輩の隣となりで叫さけんでいるのは、作さ務む衣えに前まえ掛かけの慈吾朗さんだ。年ねん齢れいに似に合あわぬハイテンションぶりに呆あきれたのか、江え戸ど橋ばしさんの横に座すわった八雲ちゃんが白い溜ため息いきを吐ついた。

「ただ今より！」

「迷めい惑わく妖よう怪かい『火ひ取とり魔ま』撃げき退たい成功記念！」

「アーンド！」

「なあんだ妖怪って意外と多いんじゃねーかという事実発はつ覚かく記念！」

　マイク代わりのペットボトルを手に、先輩と慈じ吾ご朗ろうさんが交こう互ごに叫さけぶ。

「突とつ・発ぱつ・的てき・交流会！」

「イン！　箕みの輪わ荘そう別館を！」

「「始めまーっす！　はい拍はく手しゆー！」」

　最後の台詞せりふは二人同時に。何の打ち合わせもないのに見事にシンクロするもんだと感心しつつ、僕はぱちぱちと手を叩たたく。その思いはみんなも同じだったのか、意外と大きい拍手が起こった。深々と一礼する司会コンビ。

「なかなかやるのう小娘」

「あんたもね老いぼれ」

　そして二人は不ふ敵てきな台詞を交こう換かんし、それぞれの席へほいほいと戻もどっていった。それをきっかけに、みんなはめいめい箸はしや茶ちや碗わんやグラスを手にし、そして賑にぎやかな食事が始まった。

「ほんと驚おどろきましたわ、皆みなさんも妖怪だったなんて……化けるの、お上手なんですね」

　親しげに僕の隣となりの席の妖怪少女に声をかける、八や雲くもちゃんこと雪ゆき女おんな（逆ぎやくか？）。と、尋たずねられたイタチさんは、困こまったような笑えみを浮うかべて手の平を振ふった。

「あ、ううん……あたしは、元からこの姿すがただから」

「あら？　ですけど、先ほどは確たしか鼬いたちの化け身しんだとお伺うかがいしたような」

「んー、イタチちゃんの場合、この姿がデフォルトなのよ。本性こそ化けイタチだけどね」

　すかさず解かい説せつの合いの手を入れたのは、性しよう懲こりもなく江え戸ど橋ばしさんの料理を物ぶつ色しよくしていた経ふみ島しま先輩だ。そうなのですか、と八雲ちゃんが感心した。

「そうなのですよ。ちょっと変わった例なのよねー、イタチちゃんは。で、雪女さんの場合はどーなのかしら？　その容よう姿しはやっぱ仮かりの姿なの？」

「いいえ、雪女にはそんな力はありませんから、顕けん現げんして以来、ずっとこの姿のままですわ。そうですね、私にできることと言ったら──」

　八雲ちゃんは言葉を句切ると、ふいに人差し指をまっすぐ立てた。と、細い指の周りに白い冷気がくるくると踊おどり始はじめたかと思うと、あっと言う間に部へ屋や全体がすうっと冷えこむ。

「──こんなことくらい、でしょうか」

　遠えん慮りよがちに微笑ほほえむ雪女。それと同時に冷気はかき消え、部屋の気温も元に戻った。

　本人は謙けん遜そんしているみたいだけど、これは十分大した能のう力りよくなんじゃなかろうか？　冬場はともかく、夏はすごく重ちよう宝ほうしそうだ。感心していると、稲いな葉ば先生が興きよう味み深ぶかげにつぶやいた。

「なかなか変わった術じゆつを使うんですのね。さすがは氷雪の化身」

「あら。傾けい国こくの大だい妖よう怪かいにお褒ほめいただけるなんて、光栄ですわ」

　恥はずかしそうに着物の袂たもとで照れた顔を隠かくす雪ゆき女おんな、つーか八や雲くもちゃん。その隣となりでは、グラスと酒さか瓶びんを手にした慈じ吾ご朗ろうさんが、やたら嬉うれしげにニヤニヤ笑って控ひかえていた。

「いやあ、一目見た瞬しゆん間かんから魅み力りよく的てきな方とは思うとりましたが──さ、どうぞ、一いつ杯ぱい」

「あら、気が利ききますわね。なかなか見る目もあるようですが……正直、爺じじいに褒められても嬉しくも何ともありませんわね」

　酒を注つがせておきながら、ものすごく失礼なことを言う稲いな葉ば先生である。

「はっはっは、申もうし訳わけありませんなあ。しかし、まさかそんな大妖怪様とは思いませなんだ。そんな方とお近づきになれるとはこの箕みの輪わ慈吾朗一生の痛いたい痛い痛い」

　デレデレと稲葉先生に近づく爺じいさんのヒゲを、八や雲くもちゃんが無む造ぞう作さに引ひっ張ぱった。ムスッと膨ふくれた小さな顔は、さっき玄げん関かんで命を取られかけた時とはえらい違ちがいだが、あの魔ま性しようモードは僕を脅おどすための単なる演えん技ぎだったらしい。人ひと騒さわがせな妖怪だと呆あきれつつ、そして今生きていることをありがたく思いつつ、僕は白いご飯を頰ほお張ばった。

「ほんと、こうして見ると、妖怪には見えないよね……。気け配はいも力も、完全に隠かくしてるみたいだし。真しん一いち、よく気付いたね」

　隣となりの席のイタチさんが、大皿から唐から揚あげを取りつつ話しかけてきた。僕はご飯を飲み込むと、「確かく信しんしてたわけじゃないけどね」と頭を搔かく。

「そうなの？」

「うん。もしかしてと思って聞いてみたら、ビンゴだったってだけ。最初に見た時からどことなく人間離ばなれしてるなーとは思ってたけどさ」

　そう言いながら、江え戸ど橋ばしさんと談だん笑しようしている八雲ちゃんの横顔を眺ながめる。陶とう磁じのような白い肌はだに黒目がちの瞳ひとみ、バランスのいい目鼻立ち。申し分のない美少女ではある、のだけど。

「どう言ったらいいのかな──見た目が整い過ぎてるんだよ、あの子」

「えーと……綺き麗れいな顔ってこと？　たしかに、かわいいとは思うけど」

　よくわからない、と首を傾かしげる浴衣ゆかたの妖怪少女。僕は「イタチさんのほうがかわいいんだけどね」と前置きしてイタチさんを照れさせると（滝たき沢ざわさんが呆れていらっしゃいました）、言葉を選びながら口を開いた。

「八雲ちゃんから感じたのは、なんか人間離れした綺麗さだったんだよね。たとえば雪の結けつ晶しようとか、真っ白な雪原の風景とかが与えてくれるような感動を──つまりさ、人とか生き物が持つ美しさとは全然ベクトルの違った衝しよう撃げきを──僕は感じてて、それが『もしかしたら人間じゃないのかも』って考えに繫つながったってことなんだけど……わかる？」

「え？　う、うーん……。なんとなく」

　イタチさんはどうもぴんと来ていないようだったが、言ったこっちもよくわかっていないのだから無理もないか。改めて自分の表現力の貧ひん困こんさを嚙かみ締しめる僕である。

「いやあ、さすがだね白しら塚つか。俺は全然気付かなかったよ」

　机を挟はさんで向こうの席、感心するような口ぶりでそう言ったのは奈な良ら山やまだ。

「とか言ってるけどさ。お前、実は一番最初から気付いてたんじゃないの？」

「それは買いかぶりすぎだって。参まいったなあ」

「でも、旅館に着いた時、僕が妖よう怪かいはいそうかって尋たずねたら、『一人いる』って言ってたろ？　火ひ取とり魔まのことかと思ったけど、あれ、八や雲くもちゃんのことだったんじゃ──」

「考えすぎ。俺に答えられることは、もうないよ」

　徐じよ々じよに問いつめ口調になっていく僕を、奈良山はやんわりと黙だまらせた。

　ま、そう言われちゃ仕方ない。天てん狗ぐの先せん見けん性せいは気になるけれど、奈良山を説得して真しん相そうを話させるなんてのは、経ふみ島しま先輩を大人しくさせるのと同じくらい難むずかしい。僕はこれ以上の追つい及きゆうを諦あきらめ、食事に戻もどることにした。慈じ吾ご朗ろうさんご自じ慢まんの中華コースは、確たしかに美味うまい。

「あのさ、白塚」

　エビチリを小皿によそっていると、首にタオルを引っかけたままの滝たき沢ざわさんが小声で話しかけてきた。その傍かたわらには、いつもと同じくライカがふわふわ漂ただよっている。

「実はぼく、さっきまで温おん泉せん入ってて」

「うん、それは知ってるけど。いやー、さすが湯上がりだよね。ふわっと上じよう気きした肌はだとか、シャキッと艶つやのある髪かみとか、今の滝沢さんはいつもより格かつ好こういいよ。すごく絵になってる」

「え。そ……そんなことないだろ、別にさ」

　ふいに口ごもってしまう犬いぬ神がみ使つかい。温かそうなピンク色の肌にさらに一ひと際きわ赤みが差し、視し線せんが僕からするっと逃にげた。いやしかし、そう言われてもですね。

「事実を否ひ定ていされてもなあ。な、そんなことあるよな。ライカ？」

「わん」

「なー？　あ、そう言えば、ライカの毛け並なみも良くなってる気がするけど、洗った？」

　そう尋たずねたとたん、犬神使いは急に憮ぶ然ぜんとした顔になり、いつもの調子で僕を睨にらんだ。

「へえ、ぼくとライカは同格なのか。……まあ、君がそういう奴やつなのは知ってるけどさ」

「はい？　何のこと？」

「何でもありません。第一、ライカが洗えるわけないし……って、そういう話じゃなくて」

　話を逸そらすなと言いたげに、釣つり上あがった両目が僕を見つめて黙らせた。

「ぼくが温泉から出てきたらいきなりこんなテンションになってたから、聞くタイミングがなかったんだけど……あの子、雪ゆき女おんななんだろ？」

「八雲ちゃんのことなら、そうだよ。さっき凍こおらされそうになったから確かく実じつ。もっとも、それ以上の事じ情じようは知らないけど」

　さっき、八雲ちゃんが雪女だってことを先輩やイタチさんに告つげたら「へー。お仲間ねイタチちゃん」「どういうことです？」「あたしも妖怪だよ」「あら」「料理が冷めるぞ、とりあえず飯じゃ」「そうね爺じいさん」と話が進み、そのままこんなノリになっちゃったのである。

　なので、八や雲くもちゃんがどういう事じ情じようで旅館オーナーの孫娘をやっているのか、僕らも全然わかっていないのだ。でもまあ危き険けん人物には見えないし、別にいいんじゃないでしょうか。

　僕がそう説明すれば、唐から揚あげを頰ほお張ばっていたイタチさんが「だよね」と答える。と、それを聞いた犬いぬ神がみ使つかいは盛せい大だいな溜ため息いきを吐つき、ふと不安そうに小声で言った。

「……あのさ。雪ゆき女おんなってのは、雪山で人を凍とう死しさせる妖よう怪かいだろ？　若い男と結婚して家庭を持ったって話もあった気がするけど、その場合でも、最初に人の命を奪うばってる」

「へえ、そうなの？」

　イタチさんが僕を見る。しかしこっちに聞かれても詳くわしく知らないわけで。僕は「そうだっけ」とだけ答え、エビを口に放り込んだ。あの爺さん、昨日は「山の物しか出さん」とか言ってたくせに、今日のメニューは海産物が割と豊富なのはどうなんだ。美味うまいからいいけど──と思っていると、僕とイタチさんの間から経ふみ島しま先輩がぬっと顔を突つき出だしてきた。

「うん、滝たきやんの言ってることは半分くらい正しい。雪女にもいろいろあるんだけど、雪山で人を凍死させる女性型の怪かい異いって点だけは共通してるのよ。逆ぎやくに言えば、雪女ってのは『出て凍こおらせて消える』だけの、スピーディーでシンプルな妖怪なわけね？　若者と家庭を築きずいたけど正体がバレて云うん々ぬんっつーのは、後世の文学者が付け足したエピソードっぽいし」

「あ、そうなんですか？」

「そうなんですよ。もっとも、創そう作さくと伝でん承しようが入いり交まじるのが妖怪の特とく徴ちようだから、『フィクションだから噓うそだ』とも断だん言げんしがたいんだけどもね。以上、三十秒でわかる雪女でした」

「へえ……。説明ありがとうございます、先輩」

　経島先輩に律りち儀ぎに頭を下げると、滝沢さんは再ふたたび不安そうに口を開いた。

「うん、そりゃぼくだって、あの子は危険だから退たい治じしろとか言い出すつもりもないよ。だけど……持って生まれた行動パターンから逃のがれられないのが妖怪なんだろ？」

「何を今さら」

　僕の小皿の料理を勝手につまみながら、経島先輩が肩かたをすくめる。僕はイタチさんと顔を見合わせ「それはそうだよね」とうなずきあった。

　キーワード一つで退たい散さんしてしまうのびあがり、赤ん坊を渡わたしてから怪かい獣じゆう化かして暴あばれる牛うし鬼おに、クイズに答えた相手を襲おそう蟹かに坊ぼう主ず、立たち塞ふさがった相手のみを蹴けり殺ころす夜や行ぎようさん、その他いろいろエトセトラ。今まで出会った妖怪とその奇き妙みような行動パターンとが、記き憶おくの中に蘇よみがえる。

　……しかし、改めて思い出せば、だいたい月イチで命の危き機きにさらされてたわけか。よく生きてたなあ、僕。それもこれもイタチさんが守ってくれたおかげなのは言うまでもない！

「今まで──ほんとに今までずっと、ありがとうイタチさん！　これからもよろしく！」

　気が付けば、僕はイタチさんの手を握にぎって熱あつく語りかけていた。

「え。……う、うん。こちらこそ、よろしくね、真しん一いち……？」

　いつの間にそういう話になったんだと言いたげに、苦笑混まじりで首を傾かしげる妖よう怪かい少女。経ふみ島しま先輩と滝たき沢ざわさんの冷たい視し線せんがざくざく刺ささり、イタチさんは恥はずかしげに目を伏ふせた。

「白しろの字じの思考回路は結局そこに辿たどり着つくわけね。見上げたもんだか見下げたもんだか。ま、それはそれとして、滝やん？　あんたは雪ゆき女おんなは雪女だから警けい戒かいを怠おこたるなと言いたいわけだ」

「まあ……そうです」

「うーん。危き険けんな感じはしないけどね」

　苦笑を浮うかべたイタチさんは「キツネのほうがよっぽど嫌いやな気け配はいがする」と冷れい淡たんに言いい添そえると、いきなり容よう疑ぎ者しや本人へと声をかけた。

「ね。どうなのかな、八や雲くも？　やっぱり、その……人を凍こおらせたり、するの？」

「私ですか？　ご安心くださいませ、殺しはやりませんから」

「あ、そうなんだ……！　だって。よかったね、赫あか音ね」

「え。いや、うーん、そこまであっさり言われると……」

　イタチさんはほっと微笑ほほえんだが、滝沢さんはどうもすっきりしない様よう子すだ。それを「まあまあ」となだめたのは、八雲ちゃんと携けい帯たいのアドレスを交こう換かんしていた新あら井いさんだった。

「八雲ちゃん凄すごくいい子だし、心配しなくてもいいんじゃないかしら？　ねえ、江え戸ど橋ばし」

「ああ、全くだ。こんなに清らかな笑え顔がおの少女が人を殺あやめるはずがない」

　気楽そうに新井さんが微笑み、江戸橋さんが断だん定ていした。「外見に何の根こん拠きよがあるのです。これだからロリは」とつぶやいたのは稲いな葉ば先生である。それは同感です。

　と、それを見た滝沢さんはキッと眉まゆをつり上げ、生徒会コンビを見み据すえて言った。

「会長も副会長も楽らつ観かん的てきすぎますよ。それに、前から思ってましたけど、二人ともあっさり受け入れすぎです！　妖怪ですよ妖怪、普ふ通つうはもっと驚おどろくとか怖こわがるとか！」

「慣なれだな」

　生徒会長が即そく答とうする。新井さんは「同じく」とうなずき、ふいにしみじみ首を振ふった。

「うん、クズリちゃんや稲葉先生の時はさすがに驚いたわよ？　だけどね、猿さるの生いけ贄にえにされかけて、実は天てん狗ぐだった後輩に助けられてみなさい。もう大たい概がいのことには驚かなくなるから」

「ようわからんが説得力があるのう。おお先生、グラスが空あいておりますぞ！」

　満まん面めんの笑みを浮かべた老人が稲葉先生に酒を注つぐ。交流会をやろうと言いだしたのはこの人なのだが、ひたすら先生にくっついてるだけってのはどうなんだ。呆あきれた視し線せんを向けていると、慈じ吾ご朗ろうさんは僕の視線に気付いたらしく、ニヤッと笑って酒さか瓶びんを突つき出だした。

「どうじゃ少年も」

「未成年ですから」

　そう断ことわれば、透とう明めいな液えき体たいをたたえたグラスを手にした稲葉先生は、フンと鼻で笑った。

「つまらない男ですわね」

「いや、そこは先生だったら止めてくださいよ。一いち応おう、生徒指し導どう担当でしょう？」

「あいにく今の私は教師ではなく一人の女なのです。是ぜ害がい坊ぼう、貴方あなたはどうですか？」

　ばっさりと職しよく務むを放ほう棄きした稲いな葉ば先生は、静かにご飯のお代わりをよそっていた奈な良ら山やまを誘さそう。会話に加わることなく、それでいて楽しそうに僕らを眺ながめていた天てん狗ぐは、自分が呼よばれていることに気付くと、肩かたをすくめて笑った。長く縛しばった後うしろ髪がみが小さく揺ゆれる。

「参まいったなあ。俺も未成年ですよ先生。学生証、見ます？」

「何を白々しいことを」

　そう言って洋酒の瓶びんとグラスを摑つかんで立ち上がった稲葉先生は、ずかずかと奈良山の隣となりまで歩いていき、そしてズドンと腰こしを下ろした。

「いい機会ですわ是害坊。私、一度はっきりさせておきたいと思っていたのです。どちらが格上の妖よう怪かいなのか、はっきりと！」

「俺が下でいいですよ。国を丸ごと滅ほろぼす九きゆう尾びの狐きつねに、俺みたいな古い天狗が敵かなうわけもないですし。じゃあ、そういうことで」

「こら！　お待ちなさいっ！」

　茶ちや碗わん片かた手てに席に戻もどろうとする奈良山を、目の座すわった稲葉先生が呼び止める。奈良山は「参ったなあ」と苦笑しながら、先生の前に腰こしを下ろした。
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「むう、フラれてしもうたか。せっかく自じ慢まんの酒を出してきたのに、いやはや残念」

「いい気き味みです。そろそろ年なのだから自制なさいませ」

　透とう明めいな液えき体たいの入った瓶びんを片かた手てに慈じ吾ご朗ろうさんが悔くやしがれば、そこに八や雲くもちゃんが小声で突つっ込こむ。息のあったやりとりを見て、イタチさんが「仲が良いんだね」と小さく笑った。

「あ、そうだ。さっきから聞こうと思ってたんですけど、お二人ってどういう関係なんですか？　八雲ちゃんは妖よう怪かいでも、おじさまは人間なんですよね？」

　思い出したように尋たずねたのは新あら井いさんだ。と、それを聞いたとたん、慈吾朗さんはものすごい勢いきおいで破は顔がんした。いや、今の質問のどこにそんなに喜ぶ要よう素そがあったんだ？

「おお、『おじさま』と来たか！　まさか見み目め麗うるわしいお嬢さんにそう呼よんでもらえる日が来るとは──いやあはっはっはっはっは、男おとこ冥みよう利りに尽つきるのう！　生まれてきて良かったわい！」

　あ、なるほど。そこか。

「のうお嬢さん、できればもう一度呼んでく──」

　嬉うれしそうに笑っていた爺じいさんだったが、その全身がいきなり真っ白に氷ひよう結けつした。

「デレデレするからそういうことになるのです」

　やや怒おこった様よう子すの八雲ちゃんの手から、白い冷気が慈吾朗さんへと吹き付けている。

　さすが雪ゆき女おんな。経ふみ島しま先輩が感かん嘆たんするようにつぶやいた。




「いやあ危あやうく向こうに行きかけたわい。この年になると瞬しゆん間かん冷れい凍とうは堪こたえるんじゃよ？」

「だったら、少しは態たい度どを改めてくださいな」

　室温で解かい凍とうされた慈吾朗さんは、さっきまでと全く変わらない調子で笑っていた。本人も八雲ちゃんも「いつものことだから心配するな」と言うのだが、見てるほうが心臓に悪いです。僕らがどきどきしていると、意外にタフな爺さんはニヤリと笑って口を開いた。

「そうそう、さっきの質問の答じゃがな。ご覧らんの通り、わしは普ふ通つうの人間じゃ」

「……冷凍と解凍に慣なれてるような人が『普通の人間』とは思えませんけど」

「だよね……。あ、でも、やっぱり妖怪じゃないんだ」

　そういう気け配はいは全然しないもんね、とイタチさんが納なつ得とくしている。ふわふわ漂ただよっていたライカが「わん」と鳴いたのは、同意の気持ちの表れだろう。

「ふーん……。あれ？　じゃあ、八雲ちゃんのお祖父じいさんだっていうのは？」

「ん？　そんなもん、世間を欺あざむく仮かりの姿すがたじゃよ少年。今ではこの年の差じゃがな、これと知り合うた頃ころは、同い年のカップルだったんじゃよ」

　楽しげに、それでもどこか淋さびしげにそう言うと、老人は再ふたたびグラスに酒を注つぐ。

　あ、そっか。雪女って、年を取らない妖怪なのか。ってことは、この二人──。

「こら、そう深しん刻こくな顔になるでない。年を取らんのには最初は驚おどろいたがな？　惚ほれた相手がいつまでも若いままっちゅうのはな……これはな、なかなかええもんじゃ」

　しんみりした空気を吹き飛ばすように、酒瓶片手に爺さんが笑う。

「ふむ。それは実に素す晴ばらしいですね」

「そうでもなかろうよ。その嗜し好こうさえなけりゃいい男なのにね、あんたは……。まあ私が言うことでもないけどさ」

　しみじみうなずく江え戸ど橋ばしさんを小馬鹿にし、経ふみ島しま先輩は年の差カップルへと向き直る。

「で、で？　そんなお二人はどーやって出会ったわけ？」

「お、聞きたいか？　そう、あれは五十年前の吹雪の日。峠とうげを通りかかったわしは──」

　慈じ吾ご朗ろうさんはもったいぶって話し始めたが、八や雲くもちゃんがそれをばっさり遮さえぎった。

「わざわざ聞くような話でもありませんわよ」

　そうなの、とイタチさんが尋たずねれば、雪ゆき女おんなは白い溜ため息いきとともにうなずいた。

「この男はですね。峠に現れた私を一目見るなり、吹雪の中を猛もうダッシュしてきたかと思うと、いきなり私の手を取って『雪女さん結婚してください！』と叫さけんだのです」

「……あらまあ、それはそれは」

　みんなの感想を代表するかのように新あら井いさんが苦笑した。一同（主に女性陣じん）の呆あきれた視し線せんを一身に浴びる中、慈吾朗さんは悪びれることなくニカッと笑って言い放った。

「一ひと目め惚ぼれだったんじゃから仕方なかろう！」

「だからって、初対面の妖怪に走り寄ってプロポーズする馬鹿がどこにいますか！」

「ここにおるよ。──そう、あれからずっと、今も君の目の前に！」

　前まえ掛かけから取り出した煙管きせるをくわえると、爺じいさんはビシッと八雲ちゃんを指さした。本人的には決きめ台詞ぜりふだったらしいが、言われた雪女が頭を抱かかえているあたり、どうやら効きき目めは薄うすそうだ。呆れつつ同どう情じようしていると、滝たき沢ざわさんがちょいちょいと僕を突つついた。

「……白しら塚つか。このお爺さん、君の親しん戚せき？」

「違ちがいます。まあ、近いものは感じるけどね」

　それを聞いた滝沢さんが肩かたをすくめれば、ふいにイタチさんがうなずいた。

「そうだよね……あたしだけじゃなかったんだ」

　他人ひと事ごととは思えないのだろう、嚙かみ締しめるようにしみじみつぶやく妖よう怪かい少女である。

「ふーん。雪女に出会った時は、背せを向けたら命を取られて、まっすぐ前に進めば助かるって言い伝えがあったけど……爺さん、それ知ってて近づいたわけ？」

「いんや。言われてみれば、村の婆ばあさんからそんなことを聞いたような気もするがな」

　経島先輩の質問に爺さんはきっぱり回答し、すかさず「しかし！」と付け足した。

「この可愛かわいさじゃぞ？　妖怪だろうが構かまうものか、とりあえず口く説どくじゃろ普ふ通つう」

「ああ、その気持ちはわかりますね」

　素直にうなずけば、慈吾朗さんは「じゃろ」と嬉うれしげに僕の肩を叩たたいた。そしてそんな僕ら二人を、一いち様ように冷めた表情で見つめる八雲ちゃん以下の皆みな様。……あれ？

　僕がきょとんとしていると、雪女さんはじろりと慈吾朗さんを見み据すえてはっきり言った。

「普通は逃にげるのです。雪女だと気付かなかったのならともかく、人の命を奪うばう妖怪と知ってなお近づくなど、正しよう気きの沙さ汰たではありません」

「えと……ってことは、やっぱり、雪ゆき女おんなは人を凍とう死しさせる妖よう怪かいなんですよね？」

　言いづらそうに口を挟はさんだのは滝たき沢ざわさんだ。質問された八や雲くもちゃんは、別べつ段だん気にする様よう子すもないまま、「ええ」とあっさり肯こう定ていした。

「正せい確かくには、出会った相手のみを凍死させるのです。決して誰だれ彼かれ構かまわず手に掛かけるような無ぶ粋すいな真似まねはしませんし、一回の顕けん現げんにつきターゲットは一名だけと定まっていますから、ご心配いただかなくても大だい丈じよう夫ぶですわよ？」

「は、はあ。……でも、それじゃあなたのターゲットって？」

　まだ安心しきれない様子の滝沢さんが問えば、雪女は無む造ぞう作さに隣となりの爺じいさんを指さした。

「一いち応おう、この軽けい薄はくな老人ですわ」

「もっとも、凍死の刑けいは五十年に渡わたって無む期き限げん延えん期き中ちゆうじゃがな」

　自じ慢まんげに笑う慈じ吾ご朗ろうさん。経ふみ島しま先輩は興きよう味み深ぶかげに「ふーむ」と顎あごに手を当てる。

「ターゲットを見み逃のがすわけじゃなくて、出会ってから力を行こう使しするまでの時間を延えん々えんと引ひき延のばすことで、雪女としてのセオリーを裏うら切ぎらないまま添そい遂とげに成功したわけか。うまいこと考えたわねー。……にしても雪ちゃん」

　感心していた妖怪博士だったが、ふいに雪女を見つめると、ニタリと微笑ほほえんだ。

「あんた、何だかんだ言いつつも、受けちゃったわけだ。プロポーズ」

「え？　え、ええ……それは、まあ……はい」

　小さな声での宣せん言げん。にやつく経島先輩、おおと手を叩たたく新あら井いさん、祝しゆく福ふくするように微笑ほほえんだのはイタチさんだ。江え戸ど橋ばしさんと滝沢さんはなぜか赤くなって黙だまり込こむ。部へ屋やの隅すみで討とう論ろん中ちゆうの（と言うか一方的に飲んだくれ中の）稲いな葉ば先生と奈な良ら山やまは、聞いているのかいないのか。

　と、その雰ふん囲い気きに気き恥はずかしくなったのか、八雲ちゃんはふいっと皆みなから視し線せんを逸そらし、ツンとした態たい度どでつぶやいた。

「だって、あまりに熱心でしたから、少し同どう情じようしてしまって……。飽あきたらいつでも凍死させてくれればいい、とまで言われると……つい、ちょっとくらいなら、いいかな、と」

「そしてそのまま今に至いたると。ほんと、どっかで聞いたような話ね、イタチちゃん？」

　にたにた笑う経島先輩に肩かたを叩たたかれ、イタチさんは小さくうなずく。それを見た八雲ちゃんは、不ふ思し議ぎそうに首を傾かしげた。

「え？　あの、もしかして、あなたも？」

「うん。……あ、で、でもね！　あたしの場合は、その『ぷろぽーず』じゃないからね！」

「またまたー。似にたようなもんじゃないの」

「ぜんぜん違ちがうよ、御み崎さき！　あのね八雲、あたしは、絵の『もでる』になってくれって頼たのまれて……！　ね、そうだよね、それだけだよね、真しん一いち！」

　経島先輩の言葉を遮さえぎったイタチさんが、赤い顔をこちらへ向ける。僕は「あ、うん。それはそう」と反はん射しや的てきに答え、そしてしっかり付け足した。

「でも、今の僕の気持ちは慈じ吾ご朗ろうさんとあんま変わんないけど。イタチさん好きだし」

「え！　そ、それはその、あの、う、う……嬉うれしいけどね、でもほら、最初は」

「うん。最初は絵に描かきたかっただけだった、でも今は違ちがうよ。僕はイタチさんのことが」

「わ、わかったからっ！　それ以上言わなくていいから、ねっ！　みんな聞いてるし！」

　顔を真っ赤にしつつ、僕の言葉を必死で遮さえぎる浴衣ゆかたの妖よう怪かい少女。それを眺ながめていた八や雲くもちゃんは、僕をじろりと見み据すえたかと思うと、イタチさんの肩かたへと優やさしく手を伸のばした。

「……お互たがい苦労しますわね」

　ほっといてください。

「おーそうかそうか！　少年も人じん外がい美人に一ひと目め惚ぼれたクチじゃったか！」

　やたら嬉しげな声とともに、いきなり背せ中なかを叩たたかれた。振ふり返かえれば、満まん面めんの笑えみを浮うかべた慈吾朗さんの顔。年の割には若々しい眼まな差ざしは、イタチさんをまっすぐ見つめている。

「うむ、確たしかに麗うるわしいお嬢さんじゃ。清せい純じゆんにして清せい楚そな正せい統とう派は美少女。優やさしげな雰ふん囲い気きを漂ただよわせつつも、凜りんとした強さをしっかりと内に秘ひめていそうなムードが素す晴ばらしい！」

「え。そ、そう……なのかな？」

　ストレートな評ひよう論ろんに、イタチさんはもじもじと居い心地ごこち悪そうに頰ほおを染める。僕は「当然ですよ」とうなずこうとしたが、慈吾朗さんはふと意地悪くニヤリと笑った。

「もっとも、うちの八雲には負けるがな」

　頭を抱かかえる八雲ちゃん、そして「おおー」と盛もり上あがる皆みなの衆しゆう。そんな中、僕は気が付けば爺じいさんの手をはね除のけ、慈吾朗さんと向き合っていた。今の一言は聞きき逃のがせない。

「それは違いますね」

　きっぱりと言い放てば、雪ゆき女おんなを口く説どき落おとした男は自信たっぷりに僕を見返す。

「ふ、わかっとらんな小こ僧ぞう。八雲は今でも十分破は壊かい的てきなまでに可愛かわいいがな、吹雪の吹ふき荒あれる峠とうげの山道、あのシチュエーションで一目見てみい？　百人中五百人は惚ほれるぞ！」

「甘いですよ、ご老人。それを言うなら、あの日あの夜あの場所で、窓まどから差し込む月の光を浴びながら凜と立っていたイタチさんの美しさと格かつ好こう良よさに敵かなうものなんてない！」

「ほう！　しかしどうじゃ、あの繊せん細さいな陶とう器きの如ごとき白い肌はだ、闇やみ夜よを溶といたような黒くろ髪かみは！」

「イタチさんの健康的に明るい肌の色、そして均きん整せいの取れた手足のバランス！」

「あどけない少女としたたかな女の両面を併あわせ持もった神しん秘ぴ的てきな相そう貌ぼうを見るがいい！」

「揺ゆるぎない強さを湛たたえた瞳ひとみの深み、そして──抱だき締しめた時の暖かさと柔やわらかさ！」

「ちょ！　ちょっと……真しん一いち！」

　真っ赤になったイタチさんが立ち上がろうとしたが、すかさず経ふみ島しま先輩が阻そ止しした。

「待った。面おも白しろいから見てなさい」

「で、でで、でも、御み崎さき……！」

「まあまあ。今に始まったことでもないんだし、水でも飲んで落ち着こう？　ね？」

「……う……。……恥はずかしい」

　イタチさんは背せ中なかを丸めて縮ちぢこまり、先輩が手て渡わたしたグラスにそっと口を付ける。あの顔の赤さ、おそらく水の味とか全然わかっていないだろう。困こまらせてごめんイタチさん、しかし、これは負けられない戦いなのだ！　そう心の中でつぶやき、僕は再ふたたび口を開く。

「見た目だけじゃないですよ、イタチさんは！　強く優やさしく前向きで」

「ほほう、内面で攻せめてきたか！　しかしそれが命取りと知れ若造よ！」

「な、何ですって？　それは一体どういう」

「ふふ。雪ゆき女おんなということでクールに見えるが、二人っきりになった時の八や雲くもはな──」

　ぴきーん。

　冷たい風が通りすぎたかと思うと、熱ねつ弁べんスタイルのまま慈じ吾ご朗ろうさんが凍こおり付ついていた。

「……いい加か減げんになさい。年とし甲が斐いもなく情なさけない」

　白い頰ほおを薄うす桃もも色いろに染そめ、冷え冷えと溜ため息いきを吐つく雪女さんであった。




「いやあ、一晩に二回も凍ったのは久々じゃよ。まだヒゲがパリパリ言うわい」

「自じ業ごう自じ得とくですわ」

　わっはっはと笑う慈吾朗さんを呆あきれた視し線せんで見つめる雪女。当人たちは気楽な顔だが、目の前で人が凍ったり溶とけたりされると、どうも心臓に悪いです。大だい丈じよう夫ぶなんだろうな爺じいさん。

「どうぞ、おじさま。お二人とも、ほんとに仲が良いんですね」

　湯飲みに注ついだ温かいお茶を、新あら井いさんが差し出した。解かい凍とうを終えた爺さんはデレデレしながらそれを受け取ると（おじさま呼よばわりがよほどツボらしい）、不ふ敵てきに笑って言い放つ。

「そこはそれ。逆ぎやつ境きようの中でこそ育つ愛というやつじゃな」

「逆境……？　やっぱり、いろいろ苦労なされたんですか？」

「そりゃそうでしょうよ。年を取らない娘なんて、気味悪がられるのがセオリーだし」

　新井さんが深しん刻こくそうに尋たずねると、なぜか経ふみ島しま先輩がそれに答えた。

　──あ、そうか。やっぱり、そういうこともあるわけか。僕らは思わずしんみり黙だまり込こんだが、当の本人はけろっとした顔でヒゲを弾はじいただけだった。

「まあ、そんなこともあるにはあったがな？　しかーし！　親兄弟の白い目も村むら八はち分ぶも、二人の愛の前には無力だったのじゃなあ、これが！　どんとこい嫌いやがらせ！」

「……あのですね。あれのどこらへんが二人の愛ですか。明らかに一方的でしたわよ」

「最初はな。しかしあの時のあの言葉、わしはずっと覚えておるぞマイハニー」

「あれは一時の気の迷まよいです！　あとハニーとか言わないでください、気き色しよくの悪い！」

　にいっと老人が笑えば、雪女が赤い顔で視線を逸そらす。ここ何十年と続けてきたやりとりなのだろう、どっちの態たい度ども実に板に付いていた。

「あーはいはい、ご馳ち走そう様。同どう情じようしたこっちが馬鹿だったわ」

　心しん底そこ呆あきれかえった顔の経ふみ島しま先輩が、僕らの気持ちを代だい弁べんした。と、それを受けた慈じ吾ご朗ろうさんは「ま、それなりに苦く難なんもあったがな」とグラスを置いて頭を搔かく。

「年を取らない娘っちゅうのは、やはり人目を引くからのう。一ひと所ところには居いづらいもんで、海外で転住生活を続けとる。ローラ、スーザン、フローレンス、ドロシー、ヘレナ、エイダ、そしてジェライラ──ああ、誰だれもかもみな懐なつかしい」

「どうして女の名前しか覚えてないのですか！　でも……懐かしいのは確たしかですわね」

　老人に冷たい視し線せんを向けた後、八や雲くもちゃんはしみじみ微笑ほほえんだ。長い人生を感じさせる幼い横顔に、僕は思わず見み惚とれてしまう。

「そうなんだ……いろいろ、苦労されてるんですね」

　同情したのか、滝たき沢ざわさんがつぶやけば、爺じいさんはいきなりニカッと笑ってうなずいた。

「うむ、それはもう大変だったんじゃよ。まあ、気味悪がられるのには慣なれたがな、いつしか八や雲くもが不老不死の妖よう怪かいだと気付いた各国研究機関の手先が伸のびてきてのう！　襲おそい来くるエージェントどもを、わしはひたすらちぎっては投げちぎっては投げ！」

「さすがにそれは噓うそですよね」

　同情モードから冷れい評ひようモードに瞬しゆん時じに切り替わる犬いぬ神がみ使つかい。と、慈吾朗さんはニカッと笑って「ばれたか」とヒゲを弾はじいた。全く食えない爺さんである。

「ま、同情は要らんぞ、わしは十分に幸せじゃから。一つ、強いて不満を挙あげるなら」

　そこで言葉を句く切ぎった慈吾朗さんは、奈な良ら山やまの尋じん問もんに飽あきてこっちにやって来た稲いな葉ば先生と、傍かたわらに座すわる八雲ちゃんを見比べると、ヒゲを撫なでながらしみじみと言った。

「……もう少し育ったところで成長が止まれば、最高だったんじゃがなあ」

「は？」

「そりゃあ、出会った当時はストライクど真ん中じゃったよ？　しかし年を取れば守しゆ備び範はん囲いも広がるのが人間じゃろう？　狐きつねの先生レベルにまで育てとは言わんがな……せめて、こちらの黒くろ髪かみのお嬢さんくらいには育ってくれるとわしはもう痛いたい痛い痛い本気で痛い！」

「そっか。雪ゆき女おんなってのは、ターゲットが一番グッと来る姿すがたで現れる妖怪なんだ」

　ヒゲを引かれる爺さんを見ながら、経島先輩がふと興きよう味み深ぶかげにつぶやいた。

「なぬっ？　と言うことは、もしわしが二十歳ごろに八雲に出会っていれば、もっと！」

「もっと何ですか。何が言いたいのですか。今の私がそんなに不満ですか」

　八雲ちゃんがムッと膨ふくれる。その頭を優やさしく叩たたきながら、慈吾朗さんは立ち上がった。

「そんなわけないじゃろうハニー。というわけで、ちょっと手を貸してくれるか」

「ハニーって言わないでください。──で、何を手伝えと？」

　照れ臭そうに雪女が尋たずねると、作さ務む衣えの爺さんは空からの皿が並ならぶテーブルを指さした。

「料理もほとんど片かたづいたし、そろそろデザートの時間じゃろ？　本館の冷蔵庫に杏あん仁にん豆どう腐ふを冷やしてあるんじゃがな、一人では持ちきれんものでな」

　そういうことなら、と八や雲くもちゃんも席を立つ。僕が「手伝いましょうか」と尋たずねると、愛に生きる老人はきっぱり首を横に振ふった。

「これは旅館の者の仕事じゃ、お客人。それに二人の愛の時間を邪じや魔まするとは迷めい惑わく千せん万ばん」

「寝ねぼけていないで早く行きなさい酔よっぱらい。永久凍とう土どに埋うめますわよ」

　どこからか取り出したツララで慈じ吾ご朗ろうさんを突つく八雲ちゃん。年の割に元気な爺じいさんは「了りよう解かい」と笑い、そして二人は別館の大おお部べ屋やを後にしたのだった。




「人と妖よう怪かいの関係にも、いろんな形があるものなんですね」

　年の差カップルを見送った後、滝たき沢ざわさんは傍かたわらに漂ただよう犬いぬ神がみを見上げてつぶやいた。ご主人様の言葉の意味がわかっているのかいないのか、嬉うれしそうにライカが吠ほえる。

「つーか、出会い頭に妖怪を口く説どくよーなのが二人もいたことがビックリだわよ」

　呆あきれた口調で、しみじみと首を振ふる経ふみ島しま先輩。頭の両りよう脇わきで縛しばった髪かみがやるせなく揺ゆれる。

「へ？　それ、僕のことですか？」

「他に誰だれがいるのかね白しろの字じ。どうよイタチちゃん、こいつの自じ覚かくの無さは」

　溜ため息いきを吐ついた先輩は、さっきからずっと静かだったイタチさんに声をかける。僕はてっきり照れか怒いかりか気まずい沈ちん黙もくが返ってくるものと思って隣となりの席を見たのだが、返ってきた反はん応のうは極めて予想外のものだった。

「んー？　何が、どーしたのー？」

　テーブルに突つっ伏ぷしそうになりながら、イタチさんがゆっくり僕らを見み渡わたしている。

　いつもとは打って変わったふにゃふにゃした口調、やたらと伸のびまくる語ご尾び。何が嬉しいのか、顔に浮うかぶのは満まん面めんの笑えみ。明らかに、普ふ通つうじゃないイタチさんがそこにいた。

「……いや、それはこっちの台詞せりふだよ。どうしたの？」

「んふ？　あ、真しん一いちだー」

　僕は不安に駆かられて尋たずねたが、妖怪少女は答えない。ただふらふらと上じよう体たいを揺ゆらしつつ、意味もない笑いを漏もらすのみである。

「うふー」

「いや、うふーじゃなくてね──っと！」

　よろけてテーブルに突っ伏しそうになったイタチさんの肩かたにすかさず手を伸ばし、体を支ささえる。浴衣ゆかたに包まれた肩は丸くて小さくて触ふれているだけで心しん拍ぱく数すうが跳はね上あがってしまったが、それはそれとしてやたらに熱あついのが気に掛かかる。

　よいしょ、とイタチさんを座すわり直なおさせながら顔を見れば、何だかずいぶん赤かった。そして片かた手てにはほとんど空になったグラスが一つ。これはもしかして……と僕が思った矢先、稲いな葉ば先生がそのグラスを手に取ると、残っていた液えき体たいをこくんと飲み干し、言った。

「やっぱり。水みたいな味の割に、結けつ構こうなアルコール濃のう度どですわよ、これ」

「え？　じゃあ、イタチさんのこの惨さん状じようは……」

「うっかりお酒飲んで、酔よっぱらっちゃったみたいね」

　腕うでを組みつつ、新あら井いさんが苦笑した。妖よう怪かいも酒には弱いのか、と江え戸ど橋ばしさんが心配そうに尋たずねれば、経ふみ島しま先輩はしたり顔で切り返す。

「イタチちゃんは肉体的には高一の女の子だからね、そりゃ酔うでしょうよ。あと、妖怪は一般的に酒に弱いってのもあるのかも。ヤマタノオロチ以来の伝でん統とうだし」

「何を他人ひと事ごとみたいに語ってるんですか。グラス渡わたしたのは先輩でしょうが──っと、危あぶないイタチさん！」

　またもテーブルに突つっ伏ぷしそうになった浴衣ゆかたの少女を再ふたたび支えつつ、眼鏡の妖怪博士を睨にらむ僕。するとこの状じよう況きようの元げん凶きようは、悪びれることなくぺろりと小さな舌したを出しやがった。

「ごめーん白しろの字じ、でもあれは未み必ひつの故こ意いだから許ゆるしてちょうだいね？　しかしまあ、グラス一いつ杯ぱいだけしか飲んでないってのに、ものの見事にふにゃけたもんだ」

　形だけの反省もそこそこに、先輩が興きよう味み深ぶかげにイタチさんを覗のぞき込こむ。その視し線せんに気付いたのか、イタチさんはにぱっと嬉うれしそうに笑った。

「あー、御み崎さきだー」

「そうよー、御崎よー、いやっほーう」

　ぱん、とハイタッチを交わす二人。いえー、とイタチさんが歓かん声せいをあげる。

「先輩！　乗らないでくださいよ！」

「いーじゃん別に。普ふ段だんとは違ちがうイタチちゃんが見れて、あんたもちょっと嬉うれしいくせに」

「それはそうですね」

　反はん射しや的てきにうなずくと、不安げに事じ態たいを見守っていた滝たき沢ざわさんが露ろ骨こつに僕を蔑さげすんだ。

「不ふ謹きん慎しんだよ白しら塚つか。見み損そこなった」

「わんわん」

　ライカまでもが呆あきれ顔がおで僕を見ている。だって、そんなこと言ったってなあ。上じよう気きした顔のイタチさんがすぐ隣となりにいて、にこにこしながらこっちを見ているんだぞ！　酒のせいとはわかっていても、これが嬉しくないはずはないのです。

「ムカつくほど幸せそうな顔ですわね……。呪のろい殺ころしてやりたくなりますわ」

「まあまあ先生。自分に正直なのは白塚のいいところだと思いますけどね、俺は」

　いつの間にか後ろに立っていた奈な良ら山やまが、肩かたをすくめて小さく笑う。ありがとうと言おうとしたら、天てん狗ぐは障しよう子じを引き開け「温おん泉せん行ってきますね」と飄ひよう々ひようと歩き去ってしまった。

「……どこでもマイペースな男ね、あれも。さすがは大物妖怪」

　呆れるよりも感心しつつ、経島先輩がしみじみつぶやいた。と、その台詞せりふに反はん応のうしたのがふわふわふらふら揺ゆれっぱなしのイタチさんである。

「妖よう怪かいー？　うん、あたし、妖怪だよー」

　脈みやく絡らくのない台詞せりふとともに、イタチさんの周りの空気が凜りんと引ひき締しまった。茶色い毛け並なみの耳がふわりと浮うかんで実体化し、浴衣ゆかたの裾すそからふさりと尻尾しつぽが踊おどり出でる。

「ほらほらー。ね？　ね？　ね？」

「いやいや、耳とか出さなくてもちゃんと知ってるからさ。疑ってないから別に」

「えー、ほんとにー？」

「ほんとほんと。だからさ」

　尻尾が出てると浴衣の裾が乱みだれて気が散るから早く引っ込めてもらえまいか。そう言いかけた僕の目の前で、イタチさんの首がいきなりがくんと落ち、そして体がふらりと揺ゆれた。

「おわっと！　──って、い、イタチさん？」

　驚おどろく間もなく、支ささえる間もなく。

　こてんと僕の肩かたへ首を預あずけたイタチさんは、ふっと静かに目を閉じた。

「……くー」

　そして聞こえる静かな寝ね息いき。あ、どうやら完全に寝入ってしまったらしい。

「──ど、どうしよう、滝たき沢ざわさん」

　目が合ったので聞いてみれば、それはもうぶっきらぼうな返事が飛んできた。

「どうもしなくてもいいんじゃないですか。ね、ライカ」

「わん。うう、わんわん？」

「え？　いや、ぼくは羨うらやんでないからね、別に！」

「うー、わん」

「もったいない、もっと素直になれば可愛かわいいのに……？　お、大きなお世せ話わだよ！」

「わんわん」

「違ちがう！　先月のあれはぼくのほうから振ふったんだ！」

　仲の良い飼かい主ぬしと犬いぬ神がみである。と言うか、ライカの言葉は僕らにはわからないんだから、いちいち通訳しなくてもよさそうなもんだけどなあ。僕が苦笑を漏もらした、その時だ。

「ひゃふっ」

　小さな声とともに、僕の肩に乗った頭がぶるっと震ふるえた。どうしたのと尋たずねる前に、イタチさんの体は再さい度どぴくんと反はん応のうする。

「ひゃっ」

　そしてまたも漏れる小さな声。寝ね言ごとか寝息なんだろうけど、それにしては無む性しように切なく、なおかつ実に色っぽく、思わず緊きん張ちようしてしまう。いま顔を見るとほぼ確かく実じつに全力で抱だきつくことは間ま違ちがいないが、酔よって眠ねむった女の子相手にそれはいくら何でもルール違い反はんだぞ白しら塚つか真しん一いち！　僕は全力でイタチさんから目を逸そらし、そして意い識しきを集中した。

　そうだ、首くび筋すじにさわさわ触ふれる髪かみなんて存そん在ざいしないんだ。「あ」とか「ん」とか「ひゃん」なんて声は聞こえないったら聞こえないんだ、聞こえていても聞こえないんだ！

　──と、自分で自分を説得していると、ふと聞きき慣なれた声が耳に届とどいた。

「へー。寝ねてても尻しつ尾ぽ握にぎると反はん応のうするのね」

「あら、面おも白しろそうですわね。どれどれ私も」

「経ふみ島しまっ！　それに稲いな葉ば先生も！　クズリちゃんで遊ばないの！」

「うひゃーい」

「うひゃーいじゃありません！　全くもう！」

　そんなやりとりに視し線せんを向ければ、わーいと走り去る経島先輩と稲葉先生、そして手を腰こしに当てて怒おこる新あら井いさんの姿すがたがあった。……なるほどね、あいつらの仕し業わざだったわけか。

「ありがとうございます新井さん。心の底そこから助かりました」

　イタチさんの頭が肩かたに乗っているので体は動かせない。僕が言葉だけで感かん謝しやを述べると、生徒会副会長は「どういたしまして」と頼たよれる笑えみを浮うかべてくださった。惚ほれそうです。

「うむ。さすがだな、新井」

「何が『さすがだな』ですか。あのね江え戸ど橋ばし、本来ならあなたが止めるべきなのよ？」

「……面めん目もくない」

「経島に甘すぎるのよ、君は。それで白しら塚つかくん、クズリちゃんだけど」

　落ち込んでいく会長をばっさり無む視しし、新井さんは僕らのほうへと振ふり向むいた。

「ちょっと外の空気に当たってきたらどうかしら？」

「それが賢けん明めいですわね。雪ゆき女おんながいれば冷やしてもらうこともできたでしょうけど」

「で？　で？　意い識しきを失って無む防ぼう備びなイタチちゃんを、誰だれが連れて行くのかしらー？」

　全く悪びれることなく腹黒姉妹が戻もどってくる。くふふふ、と経島先輩が嫌いやらしい含ふくみ笑わらいを漏もらせば、「白塚でいいんじゃないですか」と滝たき沢ざわさんがぶっきらぼうにつぶやいた。

「白しろの字じ？　でもこいつ、イタチちゃんに何するかわかんないわよ」

「失しつ敬けいな。僕にも理性はあるんです、何もしませんよ」

「噓うそつけ。信用できないっつーの」

　イタチさんを起こさないように小声でぼそぼそ言い合う僕ら。と、ふいに、僕の肩で眠ねむったままの少女が、ぼそりと小さな声を発した。

「大だい丈じよう夫ぶ、だよ……」

「え？」

「あたし……真しん一いちのことは……信じてるから、ね……」

　途と切ぎれ途切れではあったけど、それでもしっかり聞き取れる声。

「くう」

　そして再ふたたび寝息が響ひびく。

　ほんの一いつ瞬しゆん、静せい寂じやくが場を支配した、そのきっかり二秒後。

「うわああい、ありがとうイタチさん！　僕も！　僕も大好きだぎゃがふっ」

「ええい！　何もせんと言った直後に全力抱ほう擁ようって繁はん殖しよく期きの昆虫かお前は！」

　弾はじかれるように動いた僕だったが、その首に経ふみ島しま先輩がすかさず腕うでを回して止めた。急きゆう激げきに喉のどを押おさえつけられ、変な呼こ吸きゆうがごふりと漏もれる。同時に、僕から離はなれて倒たおれそうになったイタチさんの体は、江え戸ど橋ばしさんがしっかり支ささえていた。素す晴ばらしいコンビネーションだ！

「まあ、今のクズリちゃんは確たしかに可愛かわいかったから、白しら塚つかくんの反はん応のうもわかるけど」

「……ですけど、そもそも伊達だてさん、白塚が好きとは一言も言ってませんよ」

「それなのに『僕も大好き』とか言い出すのが若い雄おすの怖こわいところですわね」

　新あら井いさんが苦笑し、滝たき沢ざわさんと稲いな葉ば先生が心しん底そこ呆あきれた顔でつぶやいた。げふ。
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「どう、イタチさん？」

「うん……だいぶ良くなったよ」

　別館の玄げん関かん前まえ、切れかかった外灯の下。浴衣ゆかたの上に茶ちや羽ば織おりを掛かけたイタチさんは、平たい岩に腰こしを下ろして佇たたずんでいた。さっきまでの泥でい酔すいふわふわ状じよう態たいとは違ちがう、しっかりとした意い志しを感じさせる声を聞く限かぎり、どうやら回復したみたいだ。隣となりで立っていた僕がほっと白い溜ため息いきを吐つけば、イタチさんはふと僕へと顔を向け、言った。

「……ありがと、真しん一いち」

「ん？　何が？」

　いきなり何の話だろう。僕がきょとんと見つめ返すと、イタチさんは小さく笑う。

「いろいろ」

「いろいろ？　たとえば？」

「たとえば、酔よいが醒さめるまでの間、ずっと待っててくれたこととか……かな？」

　そう言ったイタチさんは、ふいにぐうんと反そって夜空を見上げた。

「そんなことくらい。どういたしまして」

　僕は笑って肩かたをすくめ、イタチさんに釣つられて顔を上げる。

　三百六十度、満天の星。昨夜は火ひ取とり魔まが出てたから完全に真っ暗だったけど、こうして見ると冬山の星空は光が多くてほんとに綺き麗れいだ。空気が澄すんでるんだろう。陳ちん腐ぷな言い方だけど、プラネタリウムみたいだな、とふと思った。

「ね、真一。一いつ緒しよに星を見るの、二回目だね」

「それを言うなら、二人とも浴衣なのも二回目だ」

「うん。……でも、あの時より、綺麗だね」

　安心しきったイタチさんの声に、僕は空を見たまま「うん」と答える。まあ、あの時は神社とは言え町まち中なかだったし、そもそも星を見ようと思って見たわけじゃないし。

「ほんと、イタチさんとはベクトルの違ちがった美しさがあるよね、宇宙は」

「え？　う、うーん……そうなの、かな？」

「そうだよ。少なくとも僕にとっては」

　イタチさんを見つめ、僕は深くうなずいた。イタチさんは困こまったような笑えみを浮うかべていたが、やがて再ふたたび空へと目を向けると、落ち着いた声で話し始めた。

「……あのね、真しん一いち。慈じ吾ご朗ろうと八や雲くもの話、覚えてる？」

「はい？　そりゃまあ覚えてるけどさ。ついさっきだし」

　だけどそれが何か──と続けようとした僕の言葉を、イタチさんは静かに遮さえぎった。

「言ってたよね。苦労したって。気き味み悪がられて、同じ所に住めなかったって」

　ぽつりぽつりと紡つむがれる言葉を、僕はただ聞いている。

　話の流れの行く先に、少し嫌いやな予感はしたが……うん、まずは話を聞いてから、だ。

「あのね、真一。考えたんだけど、あたしがいると──」

　と、イタチさんはそこでふいに黙だまり込こんだ。視し線せんを空から森へと下ろしたかと思うと、颯さつ爽そうと立ち上がって周りを見回し始めた。え、いや、あの、そこで話を切っちゃうの？

「……あの、イタチさん？　今のお話はもう終わりと考えて──」

「しっ！　静かに、真一……！」

　ぴんと立てた人差し指が、僕の鼻先に突きつけられる。

「林道の奥おく……森の中に何かいるよ。嫌な気け配はい……それも、多い……！」

　化けイタチならではの感かん覚かくで周囲の気配を探さぐっているのだろう。ふわりとした耳を実体化させつつ、イタチさんは静かに静かにつぶやいた。
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「ほんと、しつこい男ですわね。うんざりしますわ」

「何とでも言うがいい、化け物が。捕ほ獲かく対たい象しように好かれる趣しゆ味みはないのでね」

「再さい会かい早々、人の嫁よめを化け物呼よばわりか。変わっとらんのう、粂くめ神がみよ」

「それはこちらの台詞せりふですね、箕みの輪わ。この状じよう況きようでなお悪あく態たいを吐つけるとは」

　イタチさんとともに向かった林道の脇わき、木こ立だちのまばらな一角。木こ陰かげに隠かくれて様よう子すを窺うかがう僕とイタチさんの視し線せんの先、冷え固まった雪の上で、慈吾朗さんと八雲ちゃんが見知らぬ誰だれかと対たい峙じしていた。

「日本に戻もどってしばらく経たったが、一いつ向こうに襲おそって来んものじゃから、てっきり廃はい業ぎようしたのかと思うたぞ。来るならとっとと来んかい木こっ端ぱ役人」

「待たせたのなら失しつ敬けい。なぜか、監かん視しカメラが毎晩毎晩ブラックアウトしてしまいましてね。今夜は調子も良さそうなので、決行させていただいたというわけです」

「カメラがブラックアウト……？　ああ、そりゃもしかして火ひ取とり魔まのことかいな」

「そのようですわね。旅館のためにと思って追おい払はらっていただいたのですが、墓ぼ穴けつを掘ほってしまいましたかしら？」

「火取魔？　何のことだね？　まあそんなことはどうでもいい。さて、今日こそは確かく保ほさせてもらうよ、実じつ存ぞん化かした怪かい異い──雪ゆき女おんな──の貴き重ちようなサンプルを、ね！」

　八や雲くもちゃんを指さす壮そう年ねんの男は、地じ味みなスーツに革かわのコート。目立たない風ふう貌ぼうだけど、強いて特とく徴ちようを挙あげるなら尖とがった鼻と丸眼鏡くらいだろうか。そして、そいつの周りには──ええと、正直、どうにもこうにも非現実すぎる光景だとは思うけど。

「飽あきんやっちゃのう。しかしまあ、私兵か傭よう兵へいかは知らんが、よくもお前さんの組織ところにこれだけの頭数を揃そろえられたもんじゃて」

　慈じ吾ご朗ろうさんの言う通り。迷めい彩さい服ふくで全身を固め、黒いマスクとゴーグルで素す顔がおを隠かくした連中が十数人、拳けん銃じゆうとしか思えない代しろ物ものを手に、爺じいさんと少女を取り囲んでいた。

「とっくにクビになったと思っていましたのにね。おおかた、これが私を捕とらえる最後のチャンスと踏ふんで、コネと予算を目一杯投入したのでしょうが……どうせ無む駄だに終わりますわよ、今回も。そしてあなたは責任を問われて今度こそ失職ですわね、可哀かわい相そうに」

　和服に包まれた小さな肩かたをすくめ、八雲ちゃんはわざとらしく溜ため息いきを吐つく。あからさまに挑ちよう発はつされながらも、迷彩服の兵士達は微び動どうだにせず、ただ無言で武ぶ器きを構かまえ続つづける。

「ね、真しん一いち……これって、どういうこと？」

　隣となりで身を潜ひそめているイタチさんが小声で尋たずねてきたので、僕は声を潜めて返事した。

「僕に聞かれても……。あいつらが八雲ちゃん狙ねらってるのは確かく実じつっぽいけど。あと、連中が襲おそってくるのは今回が初めてじゃないらしい、ってことも」

　さっきの「ちぎっては投げちぎっては投げ」は、ほんとだったんだ。疑ってすみませんでした。内心で頭を下げる僕の視し線せんのその先で、コートの男は嫌いや味みな声で笑いを漏もらす。

「今回は防ぼう寒かん装そう備びも完かん璧ぺきだ。前回のように逃にげられると思わないことだね」

「……そのようじゃなあ。しかもこの数、わしらもそろそろ運の尽つきか」

　そう言うと、慈吾朗さんはあっさり両手を上げてしまった。え？　逃げないの？

「何だ、抵てい抗こうしないのか？　……まあいい、捕とらえろ。爺じじいも一いち応おう押おさえておけ」

　コート男が命令を放ち、兵士が二人、八雲ちゃんと慈吾朗さんへと歩み寄る。多た勢ぜいに無ぶ勢ぜいと観かん念ねんしたのか、二人は抗あらがう素そ振ぶりすら見せていない。

「そんな……助けないと！」

「駄だ目めだ、待った！」

　臨りん戦せん体たい勢せいに入りかけたイタチさんを、僕はすかさず摑つかんで止めた。事じ情じようはどうあれ、妖よう怪かいを狙ってると公言する連中の前で、妖怪としての能力を使うのは絶ぜつ対たいに駄目だ！

　そして、腕うでを摑つかまれたイタチさんが僕に反論しようとした、その時だ。大人しく両手を上げていた慈じ吾ご朗ろうさんの視し線せんがほんの一いつ瞬しゆんこちらへ向き、あの下手へたくそなウインクが飛んできた。

　──動くな。まあ見ておれ。

　なぜだろう、そう言われたような気がして、僕らはそっと木の陰かげに戻もどる。

　と、それを待っていたかのように、作さ務む衣えの爺じいさんが口を開いた。

「なあ兵隊さんよ、お前さんらも因いん果がな商売じゃのう」

　兵士達は反はん応のうしない。それを見た慈吾朗さんは溜ため息いきを吐つき、やれやれと首を振ふる。

「捕ほ獲かく対たい象しようと口を利きくつもりはないっちゅうことか。見上げたプロ意い識しきじゃが、この話は聞かされたか？　──雪ゆき女おんなを見るとのう、二日以内に、肉親が一人死ぬんじゃよ」

　無む造ぞう作さに言い放たれた一言。それを聞いた兵士たちの動きがほんの一瞬ぴくりと止まった。

「おおかた、何も教えられずに動員されたのじゃろうなあ。いやはや、ご愁しゆう傷しよう様」

「──馬鹿、デマだっ！　その爺じじいの言葉に耳を貸すな！」

　弾はじかれたようにコートの男が叫さけぶが、慈吾朗さんが動くのはそれより一瞬早かった。流れるような動作で前まえ掛かけから煙管きせるを取り出して逆さか手てに構かまえたかと思うと、

「噓うそじゃ阿あ呆ほう」

　その金きん属ぞく製せいの吸い口を、油ゆ断だんしていた兵士の喉のどに叩たたきこむ。一人、間かん髪はつ入いれずもう一人。

　ぐほうっ、と重たい悲鳴を漏もらし、二人の男が膝ひざをついた。

「ええい、あれほど何も聞くなと言ったのに！　相も変わらず、卑ひ怯きような真似まねを……！」

「卑怯？　知ったことかいな。力を使うか頭を使うかだけの違ちがいじゃろうが」

「うるさいっ！　もういい、撃うて！　この天候と気温では氷のバリケードは使えまい！」

　悔くやしげに吠ほえるコート男。残った兵士が銃じゆうを構えて銃弾を放つ──かと思いきや。

「何をしている！　撃て！　しょせん化け物だ、二、三発では死にはせん！」

「無む駄だですわよ。その無ぶ粋すいな玩具おもちやは、もう完全に凍こおらせましたわ」

　見下すように八や雲くもちゃんが薄うすく笑う。兵士たちの持つ拳けん銃じゆうは、白い霜しもで包まれていた。

「晴れた夜の雪女は無力だとでも……？　救すくいがたい愚おろかさですわね。熱を用いたあらゆる道具は、私の前では無力と知りなさい！」

　その一言とともに、八雲ちゃんの体から白い冷気が躍おどり出だした。着物の袂たもとが風に舞まい、森の温度が一気に下がる。雪女の本ほん領りよう発はつ揮きだ。
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　と、ぶるっとイタチさんが体を震ふるわせたので、僕はそっと体を寄せた。……下心とかないですからね？　ほら、冷えるとまずいし。僕も寒いし。

「怯おびえるな、格かく闘とう戦せんで捕かく獲ほしろ！　邪じや魔ま者ものは爺が一人だ、そう動けるはずもない！」

「ふむ、それは確たしかにその通り。しかしな」

　慈吾朗さんは不ふ敵てきに笑うと、手にした煙管をぶうんと振ふった。と、三十センチほどの金属の棒ぼうは八雲ちゃんの手から吹き出す冷気でコーティングされ、二メートル近い氷の棒と化す。意外に精せい悍かんな右手をまっすぐ伸のばして、氷の杖つえをがしりと摑つかんだ慈じ吾ご朗ろうさんは、

「来ると言うなら、正々堂どう々どう相手になろう！」

　気き合あい一いつ閃せん、迫せまる兵士の頭を目がけて力ちから任まかせに振ふり抜ぬいた。

　ばきいん、と響ひびく派は手でな音。屈くつ強きような男の体が一つ、夜よ更ふけの森に転ころがる。

「峰みね打うちじゃ」

　慈吾朗さんが砕くだけた氷の杖を構かまえれば、あっと言う間に冷気が集まり、白い鈍どん器きが復活した。凄すごい、とイタチさんが息を吞のむ。同感だ。あの二人、かなり戦たたかい慣なれている。

「さあ、次！　──と言いたいところじゃが、この数はさすがに無理かのう」

「何だ、わかっているのに悪あがきか？　老いたものだな、箕みの輪わ！」

「若返ったら化け物じゃろうが。のうマイハニー、まだ準じゆん備びはできんのか？」

「お待たせしました、時間稼かせぎは十分ですわ。あと、人前でその呼よび方かたはちょっと……」

　照れた顔をふいっと逸そらし、そして両手を地面に向ける雪ゆき女おんな。瞬しゆん間かん、その髪かみがふわりと踊おどったかと思うと、豪ごう快かいな吹雪が一いつ帯たいを包みこみ──慈吾朗さんと八や雲くもちゃんの姿すがたが地面から浮うき上あがった。

「うそ……飛んだ？」

「ほんとだ──って、違ちがう！　氷の柱だ！」

　荒あれる吹雪の中、イタチさんの肩かたを抱だき寄よせながら僕は声を抑おさえて言った。ばかでかい氷の柱が地面から突つき出だして、二人をぐんぐん持ち上げている。

「霜しも柱ばしら!?　ええい、また逃にげる気かっ！　と言うか、これのどこが正せい々せい堂どう々どうだ卑ひ怯きよう者もの！」

「何を言うか。勝てんと知って土ど俵ひように上がる馬鹿がどこにいる」

　慌あわてて駆かけ寄よるコートの男と兵士たちを置き去りにして、二人の姿すがたは上空へと消えていく。

「この吹雪、その氷……！　地下水すい脈みやくを利用したな！」

「そういうことじゃ、阿あ呆ほう。地の利を押おさえさえすれば、たいてい何とかなるんじゃよ。──それでは、また会おう、明あけ智ちくん！　わーっはっはっはっはっは！」

「ずいぶん懐なつかしいフレーズですわね」

「追え、そう遠くには逃げられんはずだ！　何をしている、負ふ傷しよう者しやを回かい収しゆうしろ、急げ！」

　視し界かいが一面の白に覆おおわれる中、そんな声が響ひびき、ばたばたと走り去る足音が聞こえる。

　やがて吹雪が収おさまった時、森の中に残っていたのは僕とイタチさんだけだった。うっすら積もった雪はあっと言う間に溶けて消え、山の静せい寂じやくが戻もどってくる。

「……大だい丈じよう夫ぶかな、二人とも」

「たぶん無事だよ。慣なれてるみたいだし」

　なるべく明るく言ったつもりだったが、口から出たのはどこか不安げな声。それはたぶん、妖よう怪かいを追っている連中がいるという事実を知ったせいだろうな、と僕は思った。




　で、その後。さすがに体も冷えてきたので、僕らは別館に戻もどることにした。暗い玄げん関かんをくぐりながら、僕は一足先に廊ろう下かに上がっていたイタチさんへと声をかける。

「あのさ、イタチさん。さっき、何か言いかけたよね。あの二人の話を覚えてるかって」

「あ、うん……。そのことなんだけど、あのね、真しん一いち。あたし……やっぱり、迷めい惑わく」

　言いづらそうな静かな口調。そんなムードを断たち切きるよう、僕はきっぱり言い放った。

「頑がん張ばるよ僕は」

　精せい一いつ杯ぱいの笑えみを浮うかべてみる。様さまになってないとは思うけど、そこはそれ気分の問題だ。

「え……？」

　イタチさんがきょとんと首を傾かしげた。今だ。先を言われる前に、僕はすかさず言葉を続ける。

「いつかイタチさんを描かく日まで、絶ぜつ対たいに守りきるっ！　とまでは言い切れないのが情なさけないけど、できる限かぎりのことは何だってやるからさ。僕にとって、イタチさんがいてくれるのは、ほんとに嬉うれしいことだから。だから」

　──だから、自分が妖怪だから迷惑だなんて絶対に考えないでほしい。

　そう言おうとしたのだけれど、今度はイタチさんが僕の言葉に割り込む番だった。

「……ありがと、真一」

　まっすぐこっちを見み据すえ、イタチさんは柔やわらかい笑みを浮かべて言う。ああ、やっぱりその顔のほうがいい。白しら塚つか真一は目の前の少女に心しん底そこ惚ほれ込こんでいるんだな、と改めて確かく認にんしつつ、僕は肩かたをすくめて苦笑した。

「まあ、慈じ吾ご朗ろうさんみたいになれる自信はないけどね」

「え。ならなくていいよ……！　なっちゃ駄だ目めだからね、絶ぜつ対たいに！」

　やんわりとした笑え顔がおから急きゆう転てん、赤くなって顔を背そむけるイタチさんである。ハニー呼よばわりなんかを思い出したのかな、と考えながら廊ろう下かを歩き、そして未いまだ賑にぎやかな大おお部べ屋やへ辿たどり着つく。

「ただいま戻もどりましたー」

「ただいま」

　障しよう子じを開けて二人で告つげれば、真っ先に振ふり返かえってくれたのは経ふみ島しま先輩だった。

「おーす、お帰りー」

　その周りには、見み慣なれた顔ぶれが並ならんでいる。滝たき沢ざわさんにライカ、新あら井いさん、江え戸ど橋ばしさん、稲いな葉ば先生、風ふ呂ろ上がりの奈な良ら山やまに、慈吾朗さんと八や雲くもちゃん。照れていたり呆あきれていたり赤かったり微笑ほほえんでいたりするみんなの顔を見ると、なぜだかすごく安心できた。

「あら、酔よいは醒さめたようですわね」

「うん、ありがと、八雲──って。え？」

　イタチさんがぽかんと口を開けて固まった。

　うん、気持ちはよくわかる。

「……八雲？　それに慈吾朗？」

「そうじゃよー」

「そうじゃよーじゃないですよ！　なんでここにいるんですか二人とも！　さっき吹雪とともに夜空に消えたんじゃなかったんですか！」

　僕が思わず叫さけべば、作さ務む衣えの爺じいさんは杏あん仁にん豆どう腐ふのカップを片かた手てにニカッと笑った。

「青いな少年。逃にげたと見せかけてその場に残る、これ即すなわち兵へい法ほうの基本じゃよ」

「あの連中もたいがい馬鹿ですからね。今ごろは必死に山やま狩がりしていることでしょう」

「……山狩り？　ちょいちょい、どういうことなの白しろの字じ？」

　経島先輩が尋たずねてきたが、僕は「当人に聞いてください」と答え、溜ため息いきとともに腰こしを下ろした。いや、無事だったのはいいことなんですけどね。感動と同どう情じようを返せこの野郎ども。
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「あと、これは旅館のマネージャーさんから。おかげさまで別館にも客を泊とめられるよーになった、ありがとうございます──だとよ。そんじゃ、確たしかに伝えたからな。オッケ？」

「了りよう解かい、穂ほ村むら。確かに伝えられたよ」

　右手で摑つかんだ鉛筆を机の上のスケッチブックに走らせながら、僕は携けい帯たいの向こうの幽ゆう霊れい部員に答えを返す。それを聞いた穂村は「よし」と満足げにうなずいたが、ふと声のトーンを落とすと残念そうにつぶやいた。

「畜ちく生しよう。予定では、今ごろは八や雲くもちゃんにも感かん謝しやされるはずだったんだけどよ。急に実家の用事で帰っちまうんだもんな。あーもったいね」

「あ、表向きはそういうことになってるんだ？」

　僕が思わず聞き返せば、穂村は「なぬ」と不ふ審しんそうな声を漏もらした。おっと、失言。

「おっと、いやいや何でもない、こっちの話。それより穂村」

　実はあの子は何十年も生きてる雪ゆき女おんなで（そりゃあ年上好きにストライクなはずです）、しかもオーナーの爺じいさんの恋人で、一晩飲み明かした後に二人でどこへともなく去ったんだよ──などと話すわけにもいきません。僕は慌あわてて言葉を濁にごすと、強ごう引いんに話題を切り替えた。

「お前、いつまでそこでバイトしてんの？」

「んー、冬休み中は確かく実じつだけど……お？　すまん白しら塚つか、シンディが呼よんでるからもう切るぞ」

「シンディ？　急に出てきたな、その人。誰だれだよ」

　呆あきれた声を出しながら、僕は手元のスケッチブックに目を落とす。うん、なかなか。

「ボイラーマンのお姉さんだよ。これがなあ、また、すげーんだ胸むねが！　え？　オウイエース、ウェイトアミニッツ！　ビコーズ・アイ・アム・アズ・スーン・アズ・カム・ヒアー！」

　怪あやしい英語を最後に、電話はいきなりブツンと切れた。たぶん「ちょっと待ってください、すぐ行きますから」と言いたかったんだろうけど、果たして通じたんだろうか。友人の境きよう遇ぐうに思いを馳はせつつ、僕は携帯をパタンと閉じる。

「誠せい二じから？」

　澄すんだ声に視し線せんを上げれば、変わり映えしない美術室の窓まどを背はい景けいに、イタチさんがこっちを見ていた。服装はいつも通りのセーラー服で、手元には絵筆と描きかけのカンバス。見み慣なれた部活の光景ではあるけれど……なぜだろう、この情景が新しん鮮せんに見えて仕方ない。

「あれ？　どうしたの、真しん一いち？」

　息を吞のんだまま固まっている僕を見つめ、きょとんと首を傾かしげる妖よう怪かい少女。僕は「ほんと、どうしたんだろう」と頭を搔かき、そこでようやく気が付いた。

「あ、そっか！　イタチさんの制服見るの、今年になって今日が初めてなんだ！」

「え、うん、そうだよ？　だって、お正月からは温おん泉せん行ってたし、その後はお休みだったから。……まだ、みんな来てないけどね」

　そう言って苦笑すると、イタチさんは冬休みの美術室を見み渡わたした。

　うん、それは確たしかにその通り。一クラスが十分入れる広さの教室に、今は僕とイタチさんの二人だけなので、ガランと感じられるのも無理はない。あと一匹いるけど、あれは美術部員ではないのでカウントしません。

「部員の六割が来てないもんなあ。穂ほ村むらはバイトだし、奈な良ら山やまもどっか行っちゃったし」

　あの天てん狗ぐ、温おん泉せんからの帰り道で「じゃ、俺はここで」と聞いたこともない山の中の駅でいきなり途と中ちゆう下車して、それから音信不通なのである。どこで何をしてるやら。

「うん。それに、御み崎さきは、その……照しよう平へいと、『でーと』だしね。……いいなあ」

　ほんの少し羨うらやましそうに、そして妙みように恥はずかしそうに、イタチさんが付け足した。

　まあ、江え戸ど橋ばしさんと出かけてくるとは言ってはいたが、あの二人だからなあ。顔を赤らめるような展てん開かいにはならないような気がします。失礼だけど。

「な。そう思うだろ、ライカ」

「うー、わんわん」

　適てき当とうに話を振ふれば、教きよう卓たくの上で眠ねむっていた犬いぬ神がみは面めん倒どうくさそうに片かた目めを開けて相あい槌づちを打ち、そして大きなあくびを漏もらした。そもそもはモデルとして来てもらってたライカだけど、いつの間にか、犬神使いが吹奏楽部に行ってる間は美術室で待つのが当たり前になっている。

　滝たき沢ざわさん曰いわく「僕がライカに命令する時、フルート使うのは知ってるだろ？　で、部活中はずっと楽器が鳴ってるから、どうも落ち着かないみたいでさ。美術室なら静かだし、伊達だてさんや経ふみ島しま先輩にも懐なついてるし、預あずかってくれると助かる」なんだとか。

「犬神使いも大変だよね」

　同情を込めて話しかければ、意味はともかくニュアンスは伝わったようで、ライカは「まったくだ」と言いたげにうなずき、そして不安げな唸うなりを付け足した。

「うう」

「……え？　あ、うん、そうだね」

　その声に、イタチさんが相槌を打つ。ライカの言葉が完全にわかるのは滝沢さんだけなのだけど、イタチさんは「雰ふん囲い気きで七割くらい」わかるそうです。僕は全然わかりませんが。

「うん……赫あか音ねのフルート、早く返ってくるといいのにね」

「わんわん」

「心配？　大だい丈じよう夫ぶだよ、赫音は賢かしこいし、ライカもいるんだから。ね？」

　苦笑しながら犬神を励はげますイタチさん。そう言えば、滝沢さんのフルートは、大おお晦日みそかの猿さる神がみとの乱らん戦せんが堪こたえて、冬休み一いつ杯ぱいは楽器屋で修しゆう理り点てん検けん中ちゆうだっけか。部活には音楽室の備び品ひんを使ってるって言ってたな。そんなことを思い出しつつ、僕は手元の絵へと意い識しきを戻もどした。

　いかんいかん。部活の時間は絵に集中。忘わすれないうちに描かかないともったいないぞ。

　ぶるぶると頭を振り、自分で自分に言い聞かせる。

　僕の場合、グッと来た風景や情景はいつでも思い出せるのだけど（それを人に話すと噓うそ吐つきか変人扱あつかいされるが、ほんとなんだから仕方ない）、問題はそれを見た時に受けた衝しよう撃げきだ。こっちは確かく実じつに時が経たてば薄うすれて消えていく。その貴き重ちような感動を、いかに色いろ濃こく紙の上に焼き付けられるか。僕にとっての絵を描かくという行こう為いは、ある意味、時間との勝負なのです。

「もっとも、それを表現する技術も足りてないけどね……と」

　自分で自分と会話しつつ、ちょっと距きよ離りを取って全体のバランスを確かく認にんする。

　スケッチブックの上にラフな線で描かれているのは、長い黒くろ髪かみと着物の袂たもとを吹雪に踊おどらせる小こ柄がらな少女と、氷のロッドを構かまえる作さ務む衣えの老人。寄より添そって立つ二人の周囲には銃じゆうを手にした迷めい彩さい服ふくの男たちが十数人。彼らの一人は、意い識しきを失って昏こん倒とう中ちゆうだ。

　よし。一いち応おうイメージ通りの構こう図ず……なんだけど、何だろう、この凄すさまじいまでの胡う散さん臭くささは。これはまるで──と思った時、美術室のドアが開き、呆あきれた声が飛んできた。

「わ、ＤＶＤオンリーのＢ級アクション映画のジャケ絵みたいな構図ねー。『沈ちん黙もくのオールドコマンドーⅥ　わしの愛した雪ゆき女おんな』みたいな？　あ、タイトルは適てき当とうね」

「さすが先輩。うまいこと言いますね」

　納なつ得とくしながら振ふり返かえれば、経ふみ島しま先輩がビニール袋ぶくろを手に立っていた。ライトグリーンのパーカーに青のジーンズという、なかなか活動的なスタイルだ。つーか元気な子どものようだ。

「あれ、御み崎さき？　今日と明日はお休みって言ってたのに」

「江え戸ど橋ばしが生徒会室に寄りたいって言いだしたから、そのお付き合い。キツネが休みっぱなしだから仕事が溜たまってるんだとか。冬休みくらいのんびりすりゃいいのに、あの勤きん勉べん眼鏡はほんとにもー。まあ、私もちょっと用事はあったんだけど……あ、これ差し入れね」

　先輩は呆あきれ顔がおで溜ため息いきを吐つくと、ビニール袋を僕に手て渡わたす。ありがとうございます、と礼を言いつつ袋の中を見てみれば、ほどよく冷めたたこ焼きのパック（八個入り）が入っていた。

「わあ、ありがと、御崎。それで……ね、どこ行ってきたの？」

　鉛筆を置いてたこ焼きを取り出していると、イタチさんが興きよう味みありげに先輩に尋たずねた。と、ライカにジェスチャーで挨あい拶さつしていたパーカー眼鏡は、振り向くことなくあっさり答える。

「私は古本屋で江戸橋は碁ご会かい所しよ」

「……ごかいしょ？　ね、真しん一いち、何それ？」

　早くもたこ焼きをもぐもぐやりながら、イタチさんが首を傾かしげる。

「囲い碁ごとか将しよう棋ぎが打てるお店のこと。まあ、江戸橋さんらしいと言えばらしいけど……と言うか、別行動なんですか？」

　もう一本の爪つま楊よう枝じでたこ焼きを突つき刺さしながら尋ねれば、先輩はけろっとうなずいた。

「私らはいっつもそうよ。だって趣しゆ味みとか全然違ちがうし、付いてってもつまらんし」

「すみません、こんなこと聞くと失礼ですけど。なんで付き合ってるんです？」

「うん、そこが謎なぞなのよねー」

　二つに分かれた長ちよう髪はつを揺ゆらし、小さな先輩は首を捻ひねった。そんな他人ひと事ごとみたいに語られてもなあと呆あきれていると、先輩は「それはそれとして」と顔を上げる。

「ね、聞いてくれる？　噓うそくさい話なんだけどさー。さっき江え戸ど橋ばしと歩いてたら、緑のマントを羽は織おった浅黒い兄ちゃんがぬっと出てきてね？　いきなりマントを脱ぬぎ捨すててトランクス一枚の半はん裸らモードになったかと思うと、『とうとう見つけたぜ、経ふみ島しま御み崎さきと江戸橋照しよう平へい！』と叫さけんだと思いなさい」

「……は、はあ。しかし、思いなさいと言われてもけっこう難むずかしいですね、これは」

「でしょうね。だけど頑がん張ばれ」

　無責任な命令とともに、先輩は僕の肩かたをポンと叩たたく。そう言われちゃ仕方ないので頑張ってその風景をイメージしていると、イタチさんが不安げに先輩へと声をかけた。

「それで……二人とも、大だい丈じよう夫ぶだったの？」

「おお、さすがイタチちゃん、信じてくれるのはあなただけ！　うん、私も江戸橋も腕うでに覚えはないけれど、ばっちり無事なのね。なにしろ塩を撒まいたら逃にげたから」

「……しお？」

　またよくわからない話になってきましたよ？　実は男はナメクジだったとかそんなオチか。不信感丸出しで尋たずねると、襲おそわれたばかりの少女は「うん、塩」とあっさりうなずいた。

「魔ま除よけの基本アイテムだからねー、塩。念のために持ってて助かったわ」

「普ふ段だんから持ち歩いてるんですか……って、魔除け？」

　ああ。これはもしかしてそういう話なのですか。ようやく事じ情じようを把は握あくしかけた僕が目で問えば、先輩はニヤリと笑って親指を立てた。

「そゆこと。形なりこそ人間だったけど、たぶんアレは妖よう怪かいなのよ。まあ、妖怪が出たところで今さら驚おどろきゃしませんが──気になるのはね、私と江戸橋をご指名で狙ねらってきたこと。これね、私の記き憶おくが正しけりゃ、たぶん本ほん邦ぽう初はつのパターンよ」

「あ。確たしかに」

　言われてみれば、その通り。イタチさんも「そう言えば……！」と息を吞のんでいる。

　うん。今まで、いろんな妖怪の相手をしてきたけど、そのほとんどは僕らが出現場所まで出向いて初めて姿すがたを現すものばかりだったし、そこに行けば誰だれでも会えるものが多かった。名指しで押おし掛かけてくるなんて傍はた迷めい惑わくな妖怪は、見た覚えも聞いた覚えもない。イタチさんを狙って稲いな葉ば先生が攻せめてきたことはあったけど、あれは妖怪同士の話だったから例外だろう。

「しかしなんでまた先輩狙い？　どっかで妖怪の恨うらみとか買ってないですか？」

「わかんなあい。ええと、私があんまり可愛かわいいからじゃないかなあ。きゃはっ」

　頰ほおに両手を当てて、「うふ」とか笑うニセ童女。それなりに可愛く見えるのがタチが悪い。

「真剣に心配した僕が馬鹿でした。だいたい、江戸橋さんも狙われたんでしょうが」

「あ、そっか。んー、ええと、だったら……そうね、奴やつは眼鏡が好きなのよ」

「いるんですか、そんな妖怪が」

　僕が呆あきれた視し線せんを向けていると、ふと、イタチさんが首を捻ひねってつぶやいた。

「それで、御み崎さき？　それって、どんなモノなの？　塩が嫌きらいな大男って……？」

「それはまだ何とも。幽ゆう霊れいから天てん狗ぐまで割とオールマイティーに効きくアイテムだからね、塩えん化かナトリウムは……。あー、こんなことならもーちょい様よう子す見みしてから撃げき退たいするんだった」

　先輩が悔くやしげに頭を搔かけば、イタチさんが真顔でキリッと口を挟はさんだ。

「駄だ目め」

「はい？」

「危あぶないよ、そんなの……！　御崎たちが無事だったんだから、それで十分」

　本気で身を案じていることがしっかり伝わる真しん剣けんな声。先輩はきょとんとした顔でイタチさんを見つめたが、「そりゃそうだ、ありがとね」と微笑ほほえみ、かしこまってこちらを向いた。

「ま、そーゆーことがありましたので、皆みなさんもご注意くださいませという話でした」

「わかりました」

　ご忠ちゆう告こくどうもです、と頭を下げる。とりあえず、塩を持ち歩けばいいわけか。帰りにコンビニ寄って買っておこう。ん？　コンビニに塩って売ってたっけか？

「学校の妖よう怪かいだけでも、けっこう大変なのにね……。ね、ライカ」

　イタチさんがそう呼よびかけると、半はん透とう明めいの犬いぬ神がみは頭を起こして一声鳴き、さらに思い出したように「わんわんわん」と吠ほえ足たした。

「え？　うん……うん」

「わんわん」

「あ、そうなんだ……のびあがり、また出たんだ」

「やっぱり復活したのか、あいつ？　誰だれかが引ひっ掛かかる前に消しといたほうがいいね」

　やるせなくうなずく僕。ああいうシンプルな妖怪って、消しても消してもキリがないのか。

「うー、わん」

「小豆あずきとぎに静しずか餅もちも……？　知らせてくれてありがと、ライカ」

　ライカの首くび筋すじへと手を伸のばし、イタチさんは実体のない犬神の体を優やさしく撫なでた。
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「ぜりゃああああっ！」

　正月明けには似につかわしくない絶ぜつ叫きようが、ビルの谷間の公園に響ひびく。簡かん素そなトランクスのみを身につけた精せい悍かんな肉体の青年は、空中で両の拳こぶしを握にぎりしめながら再ふたたび叫さけんだ。

「是ぜ害がい流りゆう体たい術じゆつ絶ぜつ技ぎ──《虚こ空くう太だい鼓こ》！」

「──上から!?　真しん一いち、危ないっ！」

「え？　っと、おわあああああああっ！」

　とっさに僕を突つき飛とばしたイタチさんは、その反動で地を蹴けって反対方向に飛ぶ。そして僕が無ぶ様ざまにひっくり返って鼻を擦すりむき、イタチさんが華か麗れいに地面に降おり立たつのと同時に、今の今まで僕らが立っていた場所に、男の拳こぶしが突つき刺ささった──かと思えば。

「げっ！　噓うそだろ、おい！」

「……なんて力！」

　ぼこり。人ひと気けのない公園に、六ろく畳じよう間まほどの大きさのクレーターが刻きざまれた。

「ち、外したか」

　悔くやしくもなさそうにそう言うと、謎なぞの格かく闘とう家かは金色の瞳ひとみをイタチさんへと向けた。短い髪かみに太い眉まゆ、細いながらもがっしりした顎あごには傷きずの跡あと。見ようによってはワイルドで素す敵てきと言えなくもない顔立ちに、キックボクサーかムエタイの選手あたりを思わせる体つきは、一見すれば人間っぽかったけど……こいつは確かく実じつに妖よう怪かいだ。正月早々、トランクス一枚で目を光らせながらパンチ一発でクレーターを刻きざむような人をご存ぞん知じでしたら誰だれか紹しよう介かいしてください。

「今のもあっさり避よけるたあ、さすがは鼬いたちの化け身しんだな、おい？　ま、そう来なくちゃ面おも白しろくねえがな！」

　色あせた布でテーピングされた拳を握にぎりしめ、妖怪・街まち角かどボクサー（仮か名めい）が声を張はり上あげる。がちがちに鍛きたえ上あげられた肉体がビルの隙すき間まから差し込む夕日を照り返し、ベルト代わりにしているのだろう、トランクスの上に巻かれたしめ縄なわが冬の風に揺ゆれた。

　──ああもう、とっとと格闘ゲームの世界に帰れよ、この野郎！　心の中でそう言いながら（怖こわくて口には出せませんでした）、僕はそそくさとイタチさんへと駆かけ寄よった。

　美術室で先輩から話を聞いて数時間後。

　まだ部活が終わらない滝たき沢ざわさんを待つライカを残し、学校を後にした僕とイタチさんは、帰り道でしっかり噂うわさの怪かい人じんに襲われていた。一いち応おう、周囲を警けい戒かいしながら歩いていたのだが。

「……まさか、いきなり真上から落ちてくるとは思わなかったよね」

　悔しげ、と言うよりは呆あきれ気ぎ味みに、イタチさんがぽつりと言った。

「うん。塩を買いに寄るヒマもなかったもんなあ」

　思わず漏もれる小さな溜ため息いき。かくして僕とイタチさんは、この駅えき裏うらのビル街の谷間、申もうし訳わけ程てい度どに遊具が並ならぶ貧ひん相そうな公園で、通とおり魔ま妖怪街角ボクサーと殴なぐり合あう羽は目めになってしまっているのです。いや、さっきから逃にげ回まわってるだけなので、殴り合ってはいないのだけど──などと思っていると、ボクサーはふいに金色の瞳ひとみをこちらへ向け、挑ちよう発はつ気味に声を発した。

「で、いつまでちょこまか逃げ回るつもりだ？　攻せめなきゃ絶ぜつ対たいに勝てねえぞ！」

「だから、どうしてそんな勝つとか負けるとか……！　あたし、あなたに何もしてないよ？」

「は？　んなこたあ俺も知ってるよ。初対面なんだから当たり前だろうが」

「だったら、どうして！　あなたと戦う理由なんか、何にもないのに……」

　必死に説得を試みるイタチさんだったが、男はそれをばっさり遮さえぎり、野太い声を張り上げる。

「問答無用！　言いたいことがあるなら拳こぶしで語れ！　さあ、来い！」

　この上なく楽しそうな笑えみを浮うかべながら、ボクサーは再ふたたび地面を踏ふみしめ、構かまえた。誰だれかが「ファイト！」と叫さけべば今すぐにでも暴あばれ出だしそうなその風ふう体ていを見み据すえつつ、僕はイタチさんに声をかけた。

「……駄だ目めだ、イタチさん。あいつ、言葉は通じてるけど話が全然通じてない」

「うん……そうだよね」

　悔くやしさと苛いら立だちを滲にじませた声で、イタチさんはぽつりと答えた。その迷まよう心を後あと押おしするように、僕はなるべくきっぱり口を開いた。

「イタチさんの気持ちはわかるよ。だけどさ、このままじゃどうしようもない」

　この人にしてみれば、言葉が通じる相手を理由もわからず攻こう撃げきするなんてことは、できる限かぎりやりたくないのだろう。それは嫌いやというほどわかってはいるけど（そして、その優やさしさがまた素す敵てきなんだけど）、このままじゃラチがあかないよ。そんな思いを言葉に乗せつつ、僕は肩かた掛かけカバンからスケッチブックと鉛筆を引ひっ張ぱり出だした。

「幸い、あいつ、殴なぐる蹴けるしかできない妖よう怪かいっぽいし……イタチさんの勝てない」

　相手じゃないはずだ。僕がそう言おうとすれば、ふいにボクサーの声が割り込んできた。

「勝負の最中にボソボソやってんじゃねーぞ！　それに、そこの男……白しら塚つか真しん一いちだっけか？」

「へ。僕ですか？」

「他に白塚真一がいるのかよ。さっきから見てりゃあよ、お前、一体全体何なんだ？　女の後ろに隠かくれて逃にげ回まわるだけって──てめえ！　それでも男か、おい！」

「……いや、そりゃまあ男ですけど。しかしほら、男にも色々あるわけで」

　あんたの基き準じゆんを押おしつけられてもなあ、と僕は鉛筆の尻で頭を搔かいた。と、それを見た彼はとんでもない勘かん違ちがいをしたらしく。

「何だ、余よ裕ゆうじゃねえか。……お、さてはてめえ、アレか？　能のうある鷹たかは何とやらか？」

「はい？」

　鉛筆を手にしたままきょとんと見返す僕を無む視しし、街まち角かどボクサー氏の誤ご解かいはどんどん続く。

「いや、まあ、そりゃそうだ。仮かりにも師し匠しようと肩を並ならべた男なんだから、そうでなくっちゃ話がおかしいもんな、うん。かーっ、畜ちく生しよう、大した役者じゃねえか！」

「ちょ、ちょっと待って！　だいたい誰ですかその師匠って！」

「まだ芝しば居い続ける気かよ？　流石さすがは歴戦の妖怪退たい治じ屋や、見事な度ど胸きようだなあ、気に入った！　そういうことなら──何が何でも見せてもらうぜ、お前の本気ってヤツをなあっ！」

「だーかーらー！　誰と勘違いしてますかさっきから！　そしてなぜそんなに嬉うれしそう！」

　必死に人違いを訴うつたえる僕だったが、その声は完全に無視。喜々として拳を握にぎりしめた街角ボクサーが、僕を睨にらんで目を光らせる。

「来ないってんなら、こっちから──！」

「もう、いい加か減げんにしてっ！」

　瞬しゆん間かん、業ごうを煮にやしたイタチさんが短く叫さけんだ。息つく間もなく茶色い耳と尻尾しつぽが実体化し、気合とともに打ち鳴らされた指の音が真っ赤な炎ほのおを呼よび起おこす。

「お、やっと本気出しゃあがったな！　なるほど、こいつが噂うわさの鼬てん火かか！」

　出鼻をくじかれたボクサーが、妙みように楽しげに声をあげた。その周囲を取り囲むのは、高さ三メートルはあろうかという炎の壁かべだ。

「逃にげ回まわるしか能のうがないのかと思ったが、結けつ構こうな迫はく力りよくの術じゆつじゃねえか！　燃えてきたぜ！　ああ、牛殺しのダイバとの一戦以来の、いい勝負になりそうだ！」

　聞かれてもいない回想を語りつつ、炎に挑いどむ半はん裸らの怪かい人じん。しかしイタチさん特製のバリケードは意外に厚みがあるようで「ぬっ！」とか「熱あつ！」とか、苦戦している声がする。
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「今のうち……！　真しん一いち！」

「わかってる！」

　僕が鉛筆を握にぎり直なおしてうなずく前に、イタチさんは両手を真横に広げ、スウッと息を吸いんでいた。二つの手の平の間にくるくると踊おどり出だした冷たい風は、やがて密みつ度どを上げていく。僕はひたすら鉛筆片かた手てにそれを注ちゆう視しし、描かくべきイメージを摑つかみ取とる。

　そして、数十秒後。

「我が慢まんを重ねて突とつ破ぱ完了ッ！　さあ、こんどはこっちの」

「動かないで！」

「番、だ……っ？」

　勢いきおいと気合だけで炎ほのおを突つき破やぶってきた男の喉のど元もとに、イタチさんが細長い刃の切っ先を突きつける。よし、と鉛筆を握にぎりしめた僕の手元のスケッチブックには、イタチさんの手にあるのと同じシンプルな太刀たちが、ラフな線で描かかれていた。

「お願いだから、もうやめて。……鎌かま鼬いたちは、良く切れるよ」

　冷たい声の中にもどこか気き遣づかうような優やさしさを漂ただよわせ、イタチさんが宣せん告こくする。と、体中から焦こげ臭くさい匂においを漂ただよわせたボクサー氏は、唐とう突とつにニカッと笑って宣せん言げんした。

「参まいった！」

「……ほんとに？」

「当たり前だ！　男は噓うそは吐つかねえよ」

　カラッとした声での明めい快かいな断だん言げん。それを聞いたイタチさんは、静かに刀を男の喉から離はなすと、何もない空間目がけて軽やかに振ふる。ヒュッ、と甲かん高だかい音を残し、実体版鎌鼬──正せい確かくには、絵に描くことで刀の形を与えて一時的に実体化させた鎌鼬──は、跡あと形かたもなく消え去った。同時に、イタチさんの耳と尻尾しつぽも薄うすれて消える。

　やれやれ、とりあえず一件落着……なのかな？　スケッチブックを閉じながら、ほっと大きく息を吐けば、解かい放ほうされたボクサーは感かん嘆たんするようにつぶやいた。

「炎の壁かべに消える刀か。いや、成なる程ほど、見事な術じゆつだなあ。さすが、師し匠しようと一いつ緒しよに猿さる神がみどもを打うち払はらったってえのは、ハッタリじゃなかったみてえだな！　次の勝負も楽しみだぜ！」

　何かを確かく認にんするかのようにふむふむうなずく半はん裸らの青年。それを聞いた僕はイタチさんと顔を見合わせると、おずおずと彼に声をかけた。

「……あのー、もしもし？　さっきからいったい何の話を」

「おっと、こうしちゃいられねえ！　次の相手が俺を待ってるんでな！」

　僕の言葉を見事に無む視しし、脱ぬぎ捨すてたマントを摑つかんだ男は唐とう突とつに地面を蹴けった。精せい悍かんな肉体が冬の夕空へと舞まい上あがる。そして、ぽかんと見つめる僕とイタチさんをクレーターの刻きざまれた公園に残すと、嵐あらしのような怪かい人じんはビルの屋おく上じようへとその巨きよ体たいを消したのだった。

「してるんでしょうか、って聞きたかったんですけどもう無理か」

「みたいだね……。でも、とりあえず、真しん一いちもあたしも無事で良かったね」

　イタチさんが右手を上げたので、僕も自然に右の手を上げ、そして軽いハイタッチ。ぱんと響ひびく軽やかな音を聞けば「何はともあれ一件落着」って気になるから不ふ思し議ぎなものだ。




「送ってくれてありがと、真一。じゃあ……って。もう、そんな悲しそうな顔しないで」

「だってほら、イタチさんと明日まで会えないのかと思うとね？」

「我が慢まんしなさい」

「はーい」

　決戦場の公園からぶらぶら歩いて十数分。イタチさんのマンションの前で、もはやお馴な染じみになった会話を僕らは交わす。腰こしに両手を当てて偉えらぶって見せるイタチさんの姿すがたはいつ見ても実に可愛かわいらしく、その後にちょっとだけ照れる姿もまたこの上なく素す敵てきなのです。

「それじゃ、またね、真しん一いち」

「うん、また明日」

　いつも通りの別れの挨あい拶さつを交わしながらイタチさんに手を振ふり、僕はようやく歩き出す。今日は親父が遅おそ番ばんの日なので、夕食は僕の担当か。冷蔵庫の中身を思い出しながら、暗くなってきた空を見上げれば、冬の風が鼻先の擦かすり傷きずに染しみた。さっきまでは大だい丈じよう夫ぶだったのに、イタチさんと別れたとたんにこれですよ。無む意い識しきのうちに見み栄えを張はっていたらしい。

「帰ったら消毒しとかないとな……。しかし、何だったんだあのボクサー」

　割と若そうな顔立ちだったから、意外と学校で顔を合わせたことがあったり……するわけがない。弱小サークルの変人の知り合いは多いけど、金の目玉を光らせながらパンツ一枚で殴なぐりかかってくるような怪かい人じんに心当たりはないし、知り合っていたらまず忘わすれない。そもそも初対面って言ってたし。あと、師し匠しようがどうとかとも言ってたけど、あんなののお師匠さんにはいっさい心当たりは……ないよな、もちろん。他には何か言ってたっけか？

「えーと、『猿さる神がみどもを打うち払はらったってのはハッタリじゃなかった』だっけ」

　猿神ってのは、ほぼ確かく実じつに大おお晦日みそかに出たアレだろう。ってことは、僕やイタチさんが襲おそわれたのは、猿神と戦って、しかも勝ったから（正せい確かくには夜や行ぎようさんのおかげなんだけど）なのか？　うん、そう考えると、経ふみ島しま先輩と江え戸ど橋ばしさんが被ひ害がいにあったのにも納なつ得とくがいく。あの二人も、確たしかに猿神退たい治じの当事者ではあるから──。

「って。待てよ、おい」

　その先へと思考回路が至いたった瞬しゆん間かん、僕は思わず立ち止まっていた。

　猿神退治の関係者は、僕とイタチさん、経島先輩と江戸橋さんの他にもまだ残ってるじゃないか。まあ、新あら井いさんは生いけ贄にえ役だったから除じよ外がいしていいだろう。稲いな葉ば先生と奈な良ら山やまは襲われたところで楽勝で返かえり討うちにするだろうし、僕が心配しなくても、たぶん大だい丈じよう夫ぶ。

　──となると、残るはですよ？

「やばいっ！　滝たき沢ざわさんだ！」

　自宅の玄げん関かんを目の前にして、僕はぐるりと向きを変え、学校へと走り出した。

　ライカがいるから大丈夫じゃないかとも思ったが、あいつは、他人に憑ついて初めて実力を発はつ揮きできる妖よう怪かいだ。そして問題なのは、今の滝沢さんは犬いぬ神がみ憑つきをコントロールするためのフルートを持っていないという事実。素すのままのライカの戦力は、せいぜい魔ま除よけの鳴き声くらい、実体の希き薄はくな妖怪なら清めて散らせる技わざだけど──あのボクサーは残念ながらくっきりはっきり実体化してやがった！　地面を殴なぐってクレーター作ってたしな！

「ええと、確たしか今日は夕方まで部活だって言ってたよな。まだ学校にいればいいんだけど……ああもう！　こんなことなら、旅行の間に携けい帯たいの番号聞いとくんだったー！」

　今さらどうにもならないことを悔くやみつつ、外灯の灯り始めた通学路を全力疾しつ走そうする。

　せめてカバンだけでも家に放り込んでくればもっと走りやすかったのに、ついでに台所から塩を持ってくれば──と気づいたのは、校門をくぐった後だった。




　　　　＊＊＊




「すみません、そこの人！　たぶん吹奏楽部の──『本家』でも『元がん祖そ』でもないニュー吹奏楽部の方だと思うんで聞きます、もし違ちがったらごめんなさい！　一年の滝たき沢ざわ赫あか音ねさんってもう帰りましたか？　ほら、ショートカットで気の強そうな──と言うか実じつ際さいに気の強いあの人！　いや、帰ってたらいいんですけど！」

　息を切らして学校に飛び込んだ僕は、生徒昇しよう降こう口ぐちで吹奏楽部部員らしき男子生徒の二人組を見つけると、一気に駆かけ寄より問いつめた。

「な、なんやねんな、いきなり。まあ、俺らは確かにニュー吹奏楽部のもんやけど」

　僕の勢いきおいに気け圧おされつつ、トランペットを手にした小太りの彼がそう答えれば、もう一人の男子生徒は、青白い顔に幽ゆう霊れいのような笑えみを浮うかべつつ、手にしたタクトを優ゆう雅がに振ふった。

「ちなみに僕は病弱で有名な部長の野の更ざら志し。いつも滝沢君には迷めい惑わくをかけている」

「一年やけど、一番しっかりしとるもんなあ。で、うちのアイドルがどないかしたか？」

「また無ぶ愛あい想そうなアイドルですねって、それはともかく！　滝沢さんもう帰りました？」

　呼こ吸きゆうを整えつつ尋たずねれば、トランペッター氏は「まだや」とはっきり首を振った。

「今日は鍵かぎ閉しめ当番やさかい、最後まで残ってたはずやで。まだ音楽室ちゃうか？」

「ああ、おそらくそうだろうね……。それで君、一体全体彼女に何の用だい？　告こく白はくかい？」

「はい？」

「無む駄だだとは思うが、玉ぎよく砕さいもまた青春の特とつ権けん。応おう援えんするのはやぶさかではないさ。そんな気持ちを込めて吹きます、聞いてください──『若人の失恋を讃たたえる即そつ興きよう曲きよく・第十五番』！」

　ゆらゆら揺ゆれる部長さんは、勝手に僕の目的を決めつけたかと思うとタクトを構かまえて振り出した。間かん髪はつ入いれず、小太り氏が構えたトランペットが賑にぎやかな曲を奏かなで始はじめる。

　いや、ちょっと話を聞いてください、その曲は何なんですかオリジナルですか、つーか文化部の先輩はこんなんばっかりかー！　つっこみたいのは山々だけど今はそれどころではない。僕は「ありがとうございました」と叫さけぶと、昇降口で熱ねつ演えんする二人を残して駆け出した。鳴なり響ひびくトランペットを背せ中なかに聞きつつ、目指すは三階、音楽室。どうか間に合いますように！




「おい、どうしたよ犬？　まさか吠ほえるしか能のうがねえとか言わねえよな？」

「──ぐ、ぐるうっ！」

「落ち着け、ライカ！　大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫だから……！」

　特別教室棟とうの最上階を目め指ざして階かい段だんを上る僕の耳に、聞きき覚おぼえのある声が届とどいた。

　一つはあまり聞きたくなかった声、そして残り二つは聞きたかった声。忠ちゆう告こくは間に合わなかったけれど、少なくとも最悪の事じ態たいはまだ訪おとずれていないらしい。その事実に感かん謝しやしながら、階段を上りきって廊ろう下かを曲がれば、剝むき出だしになった男の背せ中なかが視し界かいに飛び込んできた。

「猿さるどもを相手に大だい奮ふん闘とうしたって聞いてたから、期待してたのによ──あ。もしかしたら。お前らもアレか？　ギリギリまで追い込まれねえと本気出さねえ手合いか？」

　音楽室の前、人ひと気けのない廊下の一角で、拳こぶしを構かまえるトランクス姿すがたのキックボクサー。その傍かたわらには、脱ぬぎ捨すてたマントが無む造ぞう作さに転ころがっている。

「なら、マジになってもらおうか！　行くぜ──是ぜ害がい流りゆう天てん狗ぐ体たい術じゆつ・絶ぜつ技ぎ！」

　思い出したくもないあの宣せん言げん、そしてあのポーズ。

　間ま違ちがいない！　あいつ、公園にクレーターを刻きざんだ爆ばく弾だんパンチを打つつもりだ！

　一方、廊下の奥おくでフルートを構える滝たき沢ざわさんは、運動神しん経けいは中の上ではあるけれど、それでも文化部所しよ属ぞくの高一の女の子だからイタチさんみたいにギリギリで避よけるなんてことは無理だろうし、そして主人を守ろうとしているライカには残念なことに実体がないわけで──。

「ちょおっと待ったあっ！」

　気が付けば僕は絶ぜつ叫きようしていた。切せつ羽ぱ詰つまった声に、ボクサーは構えを取ったまま振ふり向むいたが、僕を見るとつまらなそうに鼻を鳴らす。

「さっきの期待外れか？　何の用だ、今さらよ」

「うん、とりあえずその物ぶつ騒そうなパンチ降おろせ」

　息が荒あれに荒れているので、ついつい言葉も乱らん暴ぼうになる。こら、挑ちよう発はつしてどうすんだ僕！

「え……？　白しら塚つか？」

「わん？」

　ようやく僕に気付いたのか、犬いぬ神がみコンビが驚おどろきの声をあげた。何か言わなくちゃとは思うのだけど、肺がフル稼か働どうしている状じよう態たいでは返事もできないし、脳のうに酸さん素そが足りないのでまともにものが考えられない。ゼーハーと息を切らしつつ、「や」と片かた手てを振るのが精せい一いつ杯ぱいだった。

　と、そんな僕を金色の瞳ひとみで見つめていたボクサーは、ふいに「ははーん」とつぶやいた。

「わかったぜ。さっきは鼬いたちが邪じや魔まで本気出せなかったから、一対一で決着をつけたいってか？」

「……はい？」

　必死で呼こ吸きゆうを整えながら、きょとんとした顔で見返す僕。こいつ、何て言ったんだ、今？

「犬神なんぞ相手にする前に、まずは俺と決着つけろってか。もやし小こ僧ぞうかと思ってたが、なかなかどうして男じゃねえか！　面おも白しれえ、そういうことなら話に乗るぜ！」

「え？　いや、何でもいいけどさ、滝沢さん襲おそうのやめろ、な」

　ぜーはーと荒あらい呼こ吸きゆうを続けつつ、僕は何とか言うべきことを言い切った。

「白しら塚つか……？　ば、馬鹿、何を！」

　割れた腹ふつ筋きんと引ひき締しまった胸むな板いたのその向こうで、滝たき沢ざわさんが絶ぜつ句くしているように見える。何に驚おどろいているのか知らないが、それより今の問題はこの殴なぐり魔まだ。口で言って止まってくれる相手なら苦労はしないんだけど──と思っていると、校内の風景に（と言うか日常生活そのものに）そぐわない風ふう体ていの怪かい人じんはふいに喜々とした顔を僕に向け、高らかに叫さけんだ。

「よし！　受けたぜ、その勝負！」

「……へ？」

「今すぐゴングと行きたいが、てめえがその様じゃハンデがありすぎか。んー、だったらそうだな、明日でいいか。今と同じ時間に、場所は……もうこの建物でいいよな？　おっと、言いい忘わすれてたけど塩は厳げん禁きんな？　あんなもん何度も使われちゃあ面おも白しろくも何ともねえからな、うん。よし、そいじゃまあ、つーことで！　今夜はちゃんと寝ねろよ！」

　僕をビシッと指さしながらそう言い切った街まち角かどボクサーは、緑のマントをひっつかんで肩かたに掛かけたかと思うと、半はん裸らの肉体を窓まどの外へと躍おどらせ、消えた。

　……ここ、三階なんだけどなあ。まあ、とりあえず滝沢さんは助かったようで何よりだ。ほっと安心したその瞬しゆん間かん、小さな手がいきなり僕の胸むなぐらを摑つかんだ。

「──馬鹿っ！」

「え？」

「君は馬鹿かっ！　いや君は馬鹿だ！　断だん言げんしてやる！　ほんとに底そこ抜ぬけの馬鹿だよ君は！」

　学ランの襟えり元もとを揺ゆさぶりながら、うちのクラスの小さな委員長がまっすぐ僕を見上げて怒ど鳴なる。いつも真面目まじめな大きな瞳ひとみは今は一いち段だんと真しん剣けんで、その端はしにはじわりと涙なみだが浮うかんでいた。

　──あ、綺き麗れいだ。

　そんなことを思ったのとほぼ同時に、脳のうがやっと正せい常じように動き出した。

「はい？　ちょ、ちょっと待って滝沢さん！」

　回復してきた頭で、どうにかそれだけを言い返す。と、滝沢さんは釣つり上あげた目を僕に向け、まっすぐきっぱり口を開いた。

「ちょっと待て？　それはぼくの台詞せりふだよ！　勢いきおい任まかせで、あんな化け物と勝負の約束取り付けるだなんて──一体何を考えてるんだ！　死にたいのかっ！」

「へ？　……勝負の……約束？」

　その言葉をきっかけに、さっき交わした会話を思い出し、そこでようやく僕は気付いた。

「あ」

　うん。僕、馬鹿だ。確たしかに底抜けの馬鹿だ。

「しまったぁっ！　ど、ど、どど、どうしよう滝沢さん！　どうしようライカ！」

「は？」

「つい勢いきおいでえらいこと言っちゃったぞ僕！　どうしよう、絶ぜつ対たい勝てないよ！」

「……えーと。その反はん応のう、まさか……自じ覚かくのないまま、勢いで約束したわけ？」

　襟えり元もとの手を緩ゆるめ、犬いぬ神がみ使つかいが不安そうに尋たずねる。その傍かたわらには、これまた心配そうな顔のライカがふわふわ漂ただよっている。二組の視し線せんに見つめられつつ、僕は小さくうなずいた。

「……実は、そうです」

「呆あきれたっ！」

　額ひたいに手を当てた滝たき沢ざわさんが大きな大きな溜ため息いきを吐つけば、ライカも「わふー」と首を振ふる。僕はしゅんとうなだれながら、弁べん解かいするようにぼそぼそと口を開いた。

「ほら、さっきは息が苦しくて苦しくて、話の内容なんか全然頭に入ってなくてさ……」

「ぼくに言い訳してどうするんだよ。白しら塚つか、だいたい何しに来たのさ？」

　片かた手ての拳こぶしを腰こしに当て、滝沢さんがじろりと睨にらんだ。僕は「ボクサー風の怪かい人じんに気を付けろって忠ちゆう告こくしに」と答え、そしてカリカリと頭を搔かいた。

「だけど、ちょっと間に合わなかったみたいで。とりあえず、あいつが滝沢さんを殴なぐるのだけは止めないと──と思ったら、つい勢いで口が動いてたんだよね」

　いやーほんとに情なさけない。僕は再ふたたび頭を下げて委員長の小言を待ったが、なかなか溜息も文もん句くも飛んでこない。あれ、と思って顔を上げれば、さっと視線を逸そらされた。

「あの、それは……ありがとう。それは、ちょっと……いや、けっこう嬉うれしいよ、うん」

　腕うでを組み、ブツブツつぶやく犬神使い。ほんの少し頰ほおに朱しゆ色いろが差しているのは気のせいかな、と思っていると、滝沢さんはいきなり僕へと視線を戻もどした。

「だけど、それはそれとして！　──いや、だったらなおのこと！」

「わんっ！」

「は、はいっ！　何でしょうかっ滝沢赫あか音ねさん！」

　独り言モードから一転。僕の真ん前へと歩み寄ってきた犬神使いがまっすぐこちらを見上げて叫さけべば、それにあわせてライカが吠ほえる。みなぎる気合に威い圧あつされ、姿し勢せいを正して敬けい語ごで答えてしまう僕である（やっぱり情けない）。

　と、真面目まじめで強気な委員長は、ふいに僕の手を取り、力強く言った。

「ぼくは、このまま君を死なせるわけにはいかない。──特訓しよう、白塚」




　窓まどの外は既すでにとっぷりと暗くなり、もう校内には部活の声も聞こえない。夜よる連れん組ぐみの運動部が体育館に残っているくらいだろうか。そんな人ひと気けの絶たえた校舎の一角、特別教室棟とう三階の音楽室で、僕は滝沢さんと向き合っていた。

「始めるよ、白塚」

　備び品ひん庫こから持ってきたフルートを真横に構かまえ、大きな瞳ひとみが僕を見た。その隣となりには、美術室ではまず見ない、キリッとした顔のライカが静かに控ひかえている。

「お願いします」

　僕はただそれだけを答え、言われた通りに目を閉じた。なるべく心を空からっぽに、体を丸ごと明あけ渡わたすような気持ちで──だっけ？　要するに余よ計けいなことを考えるなってことかな。

「うう──」

　穏おだやかな旋せん律りつが耳に届とどき、それあわせてライカが低く唸うなり始はじめる。滝たき沢ざわさんが犬いぬ神がみ使つかいと初めて知った日や、猿さる神がみの群むれる大おお晦日みそかの校庭で聞いたメロディは、不ふ思し議ぎと僕を落ち着かせてくれた。これが終わったらちゃんと曲名聞いとこう──そう思った瞬しゆん間かん。

　実体のない大きな何かが、僕の体にするりと重なった。

「わん」

　頭の中で犬神の声が響ひびくのと同時に、滝沢さんの奏かなでる曲調が一いつ転てんする。力強く厳げん粛しゆくなリズムに後あと押おしされるように、ライカが僕の中へと広がっていくのがわかった。

　じゃ、後はよろしく。僕は心の中で頭を下げ、そして体の主しゆ導どう権けんをライカに引ひき継ついだ。

「わん！」

　僕の口を使ってライカが吠ほえる。と、それを聞いた滝沢さんは、フルートから小さな唇くちびるを離はなし、まじまじと僕を見つめてつぶやいた。

「犬っぽいヒゲが生えただけで、見た目はほとんど変化無し、か。せめて、身体能のう力りよくだけでも上がってればいいんだけど……どう、ライカ？」

「いやー、どうと言われても。全然変わった気はしないんだけど」

「やっぱり？　白しら塚つかは元々彼ひ岸がんの気け配はいを感じやすい上に、かなり妖よう怪かい慣なれしてるからね」

「僕は犬神合体には向いてないってことかー、残念」

「まあ、駄だ目めで元々とは思ってたけどさ……って。え？」

　考え込むように話していた滝沢さんが、ぎょっと驚おどろきこちらを向いた。

「……君、もしかして白塚？」

「そりゃまあ白塚だけど。白しろ身み魚ざかなの白に一いち里り塚づかの塚。ちなみに下の名前は真しん一いち」

　つーか誰だれだと思ってたんだ。ほんのちょっと尖とがった爪つめで頭を搔かきつつ答えれば、犬神使いはぽかんと口を開けて絶ぜつ句くしたかと思うと、ややあって大きな溜ため息いきを一つ。

「噓うそだろ。ライカに憑つかれてるのに、自分の言葉で話せるなんて……」

「はい？」

　なんのこっちゃ。ぴんと伸のびたヒゲをぴくぴく動かしながら首を傾かしげていると、犬神使いは眉み間けんにしわを寄せて頭を抱かかえた。

「あのね。普ふ通つう、犬神憑きの素そ体たいになった人は、自分の意い志しで喋しやべったり動いたりできないんだよ。ライカに体を明け渡すんだから。それは白塚も知ってるだろ？」

「ああ、そう言えば。経ふみ島しま先輩も江え戸ど橋ばしさんもそうだったっけ」

「だろ？　なのに白塚……君、なんで普通にぼくと会話してるんだよ」

「ん？　──あ、ほんとだ！　なんでだろう！」

　今さらのように慌あわてれば、ふいに頭の中で「わん」と声が響ひびいた。どういう仕組みか、その鳴き声の意味はしっかり理り解かいできたので、僕はそれを滝たき沢ざわさんに伝えることにした。

「えーと。ライカが言うにはですね、頑がん張ばってみたけど体の主しゆ導どう権けんが奪うばえなかった、こんなやりづらい奴やつは初めてだワン──とのことです、ご主人様。うー、わんわん」

「いや、中ちゆう途と半はん端ぱな犬の真似まねとかしなくていいからね。やっぱり、能のう力りよくは上がってないの？」

　わんわん。再ふたたび脳のう内ないに鳴き声が響く。ふんふん、なるほど。

「感かん覚かくは多少強化できたけど、肉体的にはからっきし、だってさ。──え？　普ふ段だんから鍛きたえておけばこういうことにはならなかったのに？　……はい、ごめんなさい」

　なぜか犬いぬ神がみに説教されている僕である。その姿すがたを見た滝沢さんは何度目かの溜ため息いきを漏もらしたが、ふと顔を上げて僕を見た。

「感覚は強化できたって言ったよね。ちなみに、どれくらい？」

「うーん。鼻と耳とが、少し良くなったような？」

　ヒゲをぴくっと震ふるわせ、鼻と耳とに意い識しきを集中してみれば、学校に漂ただよう妖よう気き（なのかな？）が鼻に、そして校内に響く音が耳へと届とどいた。

「へー、面おも白しろいな、これ。集中すればけっこう遠くの音でも聞き取れるし、妖よう怪かいの気け配はいも意外に嗅かぎ分わけられる──ん？」

「それができたところで、殴なぐり合あいには役に立たない気がするけど……。あれ、どうしたのさ、白しら塚つか。何か変なの嗅ぎつけた？」

　不ふ審しんそうに腕うでを組む滝沢さんのその前で、僕は思わず音楽室の天てん井じようを仰あおいでいた。

　日差しの中の麦畑のような──あるいは焼きたてのシュガーレスクッキーのような──爽さわやかで健すこやかで控ひかえめなこの妖気は、ああ、ああ！　まぎれもなく！

「これは……！　イタチさんの妖気が、手に取るように感じられる！　凄すごい、凄いぞライカ！　今の僕なら、十キロ四方の空間からイタチさんを見つけだすことも可か能のうだっ！」

「気持ち悪いな」

　歓かん喜きの叫さけびをあげる僕を見て、滝沢さんが本気で引いた。同時に、ライカのやるせなーい鳴き声が頭の中に空しく響く。そんなことのために力を貸したんじゃない？　ほっとけ。




　　　　＊＊＊




「というわけで、犬いぬ神がみ憑つきが無む駄だだった以上、別の手を考えるしかないんだけど」

「え？」

「聞いてるの、白塚？　自分のことなんだからさ、もっと真しん剣けんに──」

「あ、うん、それはわかってるんだけど」

「……あのね。さっきから何をそわそわしてるのさ」

　二人掛がけの小さなテーブルに両りよう肘ひじを突つき、僕をまっすぐ見つめる滝たき沢ざわさん。その向かいの席に腰こし掛かけた僕は、水の入ったグラスを置くと、気け圧おされながら口を開いた。

「いや、喫きつ茶さ店てんとかあんまり来たことないもんで。なんか落ち着かなくてさ」

　木目でまとめられたシックな内ない装そうや、オレンジがかったダウンライトを見み渡わたしながら、僕はへらへら頭を搔かいた。それを聞いた滝沢さんは「田舎いなかの子供か君は」と呆あきれたが、ふと怪け訝げんそうに目を細めると、小さな声でぼそりと言う。

「……伊達だてさんとはこういうところ来たりしないの？　付き合ってるんだろ？」

「いやいや、付き合ってないよ」

　手をひらひら振ふって滝沢さんの言葉を否ひ定ていし、僕は「それに」と付け足した。

「イタチさんと行くのは、たいがい定食屋かファミレスだし。あとはホームセンターとか」

「ホームセンター？」

「うん。ほら、イタチさん一人暮ぐらし一年目だからさ、いろいろ家具とか足りてないんだよ」

　荷物運び役プラス相談役としてよく一いつ緒しよに行くんだ、と続ければ、滝沢さんは「へえ」と冷たい視し線せんを投げつけてきた。

「ほー、ふーん。それでも付き合ってないと言いい張はるわけか。どう思うライカ」

　犬いぬ神がみ使つかいが尋たずねれば、その胸むな元もとに下がった円えん筒とう形けいのペンダントから「わん」と吠ほえる声が届とどいた。何て言ったかはわからないけど、馬鹿にされてる気がするぞ。

「お待たせしましたー。おすすめブレンド二つね」

　ふいに気きっ風ぷのいい声が投げかけられたので、会話は中ちゆう断だん。声に釣つられて見上げれば、長い茶ちや髪ぱつをバンダナでまとめたエプロン姿すがたのお姉さんが、トレイを片かた手てに立っていた。

「ゆっくりしてってね、見ての通りの貸切状じよう態たいだからさ」

　湯ゆ気げを立てるカップが二つ、テーブルの上にそっと置かれる。滝沢さんは「遅おそくからごめんなさい」と微笑ほほえむと（この人の笑え顔がおは久々に見ました）、人当たりの良さそうな店員さんへと話しかけた。どうやら顔なじみらしい。

「あの……今日はマスターはいないんですか？」

「夫婦揃そろって遅おそめの正月旅行。なので今は二代目が代だい理りを務つとめてるのよ、赫あか音ねちゃん」

　そう笑った店員さんは、ふいに僕へと切れ長の目を向け、しみじみつぶやいた。

「しかしまー、赫音ちゃんが彼氏連れてくるようになるとはね。アタシも年を取るわけだ」

「違ちがいますからね。なんでぼくがよりにもよってこんなのと」

　心持ち早口で、それでいてきっぱりと言い切る滝沢さんである。それを見た店員さんは楽しそうに笑うと「また照れちゃってー。お、電話だ」とカウンターへと戻ってしまった。

「……もう。いつもああいうことを言うんだ、あの人は」

　コーヒーカップを手にブツブツつぶやく滝沢さんの顔はほんの少し赤くなっていたが、それはそれとして委員長。当人を目の前にして「よりにもよってこんなの」はあんまりだと思うのです。そんな思いをこめてじとーっと睨にらんでやったら、滝たき沢ざわさんはまっすぐこっちを見返し、真しん剣けんな口調できっぱり言った。

「とにかく白しら塚つか、話を戻もどそう。君は明日、あの怪かい人じんと一対一で殴なぐり合あうことになってるんだ。だらだらしてる余よ裕ゆうはないよ」

「あー、そうなんだよね……」

　すぐに真面目まじめモードに切り替えられるのが凄すごいよな。そんなことに感心しつつ、僕はカップを手に取ると、心持ち声を潜ひそめて滝沢さんへと話しかけた。

「考えたんだけどさ。いっそのこと、すっぽかすってのはどうかな」

「たぶん追ってくるよ、あいつは。それとも白塚、逃にげ切きれる自信があるの？」

「それを言われると……あ、そうだ！　とりあえず僕は最も寄より駅えきから電車で北に逃げるから、滝沢さんが明日あいつに『白塚は南に逃げたよ』って言ってくれれば」

「姑こ息そくだ……！　それに効こう果かは薄うすいよね。あいつ、僕らの居い場ば所しよを感知できるみたいだし」

「そっか。じゃあ、そんな約束してないって言いい張はるとか！」

「なんでそんなせこい手ばっかり！　白塚、ちょっとくらいはまともに戦う気はないの？」

「ない！」

　僕が力ちから一いつ杯ぱい断だん言げんし、その声の勢いきおいに滝沢さんがびくっと小さな体を震ふるわせた、その時だ。

「もしもーし？　お話し中のところ悪いんだけど、そっちの彼にお電話よ？」

　カウンターから声が投げかけられた。作戦会議を中ちゆう断だんし、僕らは顔を見合わせる。

「白塚に？」

「僕ですか？　いやしかし、僕がここに来たの今日が初めてですよ？」

　だいたい来たのだって成り行きだし。あの街まち角かどボクサーに会わなければ、それに、閉校時間だって音楽室を追い出されなければ、僕はここには来てないわけで。

「そんなこと言われても、君をご指名なんだもん。とりあえず代わってよ、ほらほら」

　不ふ可か解かいそうに首を捻ひねりつつ、受話器を掲かかげるお姉さん。仕方なく僕は席を立った。




「はい、お電話代わりました。白塚ですけど……」

「やあ。その声の調子だと元気そうだね」

　お会計の時には呼よんでねー、と奥おくに引っ込んでしまったお姉さんを見送りつつ、黒電話の受話器を耳に当てれば、聞こえてきたのは飄ひよう々ひようとしたマイペースな声だった。聞き覚えはあるものの意外すぎるその声に、思考が三秒停てい止しした。

「ええと、どなた──って、奈な良ら山やまっ？」

「うん」

「でも、なんでここの番号が……？　いや、そもそもなんで僕がここにいると？　つーかお前、僕の携けい帯たいの番号知ってるだろ？」

　わたわたと混こん乱らんしながら質問を並ならべる僕だったが、それに奈な良ら山やまは「色々あってね」とだけ答えると、いつもの調子で話し始める。

「それよりさ白しら塚つか。求ぐ道どう丸まる、そっちに行ってない？」

「……ぐどーまる？　何だそれ？　松明たいまつ丸まるの親しん戚せきみたいなもの？」

「違ちがう違う。木この葉は天てん狗ぐの求道丸──って言ってもわからないか。緑のマントにトランクス一枚の変な奴やつ。師し匠しようがどうとか猿さる神がみがどうとか、そんなこと言ってるかも」

「来てる。それならしっかり来てるよ！　今も滝たき沢ざわさんとそいつの話してたんだけど──なんでそのこと知ってるんだ？　あ、もしかしてお前も襲おそわれたとか？」

　だったらちゃんとトドメを刺さしておいてくれさえすれば！　そんな思いを籠こめながら答えたのだが、返ってきた答は僕の予想をはるかに凌しのぐものだった。

「いやあ。そいつの言ってた『師匠』っての、俺なんだよねえ」

「はい？」

　サラリと流された衝しよう撃げき発言に、再ふたたび思考が停てい止しする。

「まあ、あいつがそう呼よんでるだけで、俺は弟で子しを取ったつもりはないんだけど。一度あいつの前でちょっとした術じゆつを使ったら、それがきっかけで慕したわれちゃってさ。一方的に師匠って呼ばれるようになったんだけど……いや、参まいるよね」

　いつもの調子で笑う奈良山。しかし参ったのはこっちです。

「待った！　えと、何から聞けばいいのか……つまり、あのボクサーは天狗なわけ？」

「うん。木の葉天狗。妖よう術じゆつはほとんど使えないけど、代わりに体術に長たけた連中だよ」

「それは、奈良山とは違う種類の天狗ってこと？　天狗ってそんなに色々いるのか」

　考えを整理しながら尋たずねれば、電話の向こうのお師匠様は「うーん」と少し悩なやまれた。

「そうだなあ。たとえば天狗が芋いもだとするよね」

「……は？　あの、いきなり何を？」

「だとすると、赤い顔に長い鼻のオーソドックスなタイプが薩さつ摩ま芋いもで、木の葉天狗はメークインで、俺は山芋ってところかな。わかった？」

　わかったようなわからんような説明である。僕は「なんとなく」と素直に答え、「だったらカラス天狗ってのは」と聞こうとしたところで、ようやく正気に返った。

「ってそんなことよりも問題はボクサーだ！　弟子ってんなら味方だろ？　それがなんで」

「それがさあ。ほら、俺が前に猿神と戦った時は仲間がいたって話、したっけ？」

「へ？　言われてみれば聞いたような……？　で、それが？」

　猿神退たい治じの時にそんなこと言ってたかな。記き憶おくを辿たどりつつ僕は先を促うながした。

「うん。その時の相あい棒ぼうがあの求道丸だったんだよね。強い相手と戦うことが自分を鍛きたえる近道だと信じてるような奴だからさ、ちょうどいいやと思って手伝ってもらったわけ」

「はあ」

「それでね、つい先日、山でばったりあいつと再さい会かいしてさ。大おお晦日みそかの猿さる神がみ騒そう動どうの話になったんだ。で、あいつが『今回は一人で大変だったでしょう』って言ったからね、俺はつい」

「……はっ！　読めた！　何となく先が読めたぞ奈な良ら山やま！」

　僕は思わず口を挟はさんだ。奈良山の「どうぞ」の声に、自分の予想を受話器に叫さけぶ。

「お前、イタチさんや滝たき沢ざわさんがいたから楽勝だったよー、とか言って、あの場にいたみんなの話をしたんだろ！　で、それを聞いた弟で子しが『それほどの使い手ならぜひ手合わせ願いたい』と燃え上がり、暴ぼう走そうした」

「やあ凄すごいね。大正解だ」

　電話の向こうで、お師し匠しよう様が朗ほがらかにお笑いなさる。しかしここで「わーい当たった」と喜ぶほど能のう天てん気きではいられない。なにしろこっちは命が懸かかっているのだ。

「あのなっ！　やあ凄いねじゃないんだよ奈良山！」

「……どうしたんだい、急に？　もしかして、もう誰だれかが戦ったとか？」

「誰かも何も！　経ふみ島しま先輩と江え戸ど橋ばしさんはデート中に襲おそわれるし、イタチさんは勝ったものの凹へこんでたし、滝沢さんは学校で撲ぼく殺さつされかけたし！　それに僕は明日あいつと一対一で殴なぐり合あうことになってるんだぞ！　師匠だったら何とかしてください、頼たのんます！」

　もともとたいして持ってなかった辱しゆう恥ち心しんと外がい聞ぶんをかなぐり捨て、僕は受話器に絶ぜつ叫きようする。いつの間にか隣となりに来ていた滝沢さんが、哀あわれむような視し線せんをこちらに向けていた。

「そうなんだ、もうそんなに……？　意外に早かったな」

　奈良山が静かな声でぽつりと言った。そしてさらに、僕が懇こん願がんを重ねようとした時だ。

　──キキャッキキィ、キイィキャキキイイキキャッ！

　電話の向こうで、異い様ように甲かん高だかい鳴き声（？）が唐とう突とつに轟とどろいた。何だ何だと驚おどろいていると、奈良山のうんざりした声が続いて聞こえる。

「あのさ。今、電話中なんだけどなあ。ちょっと待ってよ」

　──キィッキキャァ、キキッキキャキキィッ！

「ほんとに？　まあ、そういうことなら仕方ないけどさ」

　──キャキキキキッ！

「わかった、すぐ行くよ。でも、できれば日にち羅ら坊ぼうとかに言ってほしいんだけどね」

　どうやら奈良山、あの奇き声せいの主と会話しているらしい。……今さらだけど、この電話は一体どこに繫つながってしまっているのでしょうか。僕が日本の電でん話わ網もうの広さに思いを馳はせていると、お師匠様でもある友人のちょっとだけ焦あせった声が耳に届とどいた。

「ごめん白しら塚つか。急用ができたからもう切るね」

「は？　いや、そんな無む慈じ悲ひな！　お前の弟子どうするんだよ、勝負は明日だぞ！」

「えーと、そうだなあ、稲いな葉ば先生はまだ相手してないんだよね？　だったら先生に任まかせちゃえばいいよ。木この葉は天てん狗ぐは体力こそ凄すごいけど、それしか取とり柄えのない妖よう怪かいだからね。妖よう狐この幻げん術じゆつには耐たい性せいゼロ、稲いな葉ば先生だったら楽勝だよ、うん」

「あの、いや、でも稲葉先生は」

「あと、くれぐれも伊達だてさんに助けを求めないこと。あいつ、一度勝負した相手とは戦わないし、そんなことした日には怒いかり狂くるって白しら塚つかだけを狙ねらってくるからね。俺もなるべく急いで帰るからさ、じゃあね」

　そして電話は無む情じようにも切れてしまった。重たい手つきで受話器を置けば、ずっと隣となりで見守ってくれていた滝たき沢ざわさんが、気き遣づかうように声をかけてくれた。

「だいたい事じ情じようは聞こえたけど……奈な良ら山やま、どうしろって？」

「稲葉先生を頼たよれって」

　沈しずんだ口調でそれだけを言うと、滝沢さんはいぶかしむように眉まゆをひそめた。

「だけど、稲葉先生……最近、学校来てないよ」

「そうなんだよなー。でも、奈良山はそれを知らないから」

　がっくり肩かたを落とす僕。冬休みだか有給休きゆう暇かだか知らないが、温おん泉せんから帰って以来、あの先生を学校で見た覚えがない。「生徒会にも来てない」と江え戸ど橋ばしさんも新あら井いさんも言ってたし。そしてもちろん、僕らには稲葉先生と連れん絡らくを取る手しゆ段だんもなければ、三学期を待つ余よ裕ゆうもない。

　──はあ。本気でどうしよう。

　よろけるようにカウンターに肘ひじを突つき、ずどんと重たい溜ため息いきを吐つく。二人きりの喫きつ茶さ店てんにお通つ夜やのような沈しずんだ空気が充みちる中、僕は知らずと顔を床ゆかに向けていた。

「そんな……」

　ふと、押おし潰つぶすような声が耳に届とどく。

　そして、それに引かれるように僕は力無く顔を上げ──絶ぜつ句くした。

「ぼくの……ぼくなんかの……せいで……！」

　端たん正せいに引ひき締しまった顔をくしゃくしゃにして。

「白塚が……っ！」

　ショートカットの小こ柄がらな少女が、立ちつくしたまま泣いていた。

　いつも真面目まじめな大きい瞳ひとみはきつく閉じられ、幾いく筋すじもの涙なみだをぼろぼろ溢あふれさせている。
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「た、滝沢さん!?　どうしたの！」

　思わず小さな肩を摑つかんで尋たずねたが、明めい快かいな答えは返ってこない。

「ぼくは……ぼくは、伊達さんに……ど、どうやって謝あやまれば……う、うう」

「イタチさんに謝る……？　えーと、何の話？」

「それに……白塚の御両親にも……どうやって、説明したらいいのか……っ！」

「うおーい落ち着け滝沢さん！　考えすぎだから！　それ悪いほうに考えすぎだから！」

　小さな肩を揺ゆすりながら、僕は必死に声をかけた。悲ひ観かん主しゆ義ぎはこの人の常つねだけど、これはかなり想そう像ぞうがエスカレートしている様よう子すだ。あと、僕の母親はとっくに亡くなってます。

「ぼくが……ぼくが、あの時、止めていれば……こんなことには……！」

「もしもーし！　『こんなこと』ってどんなことだー！　僕はまだここにいるから！」

「……白しら塚つか……君は、変な奴やつだし、馬鹿だけど……き、嫌きらいじゃ、なかったよ……！」

「え、そうなの？　それは嬉うれしいけど、なんで過去形！」

　ああ駄だ目めだ、完全に心が僕の葬そう式しきのシーンに飛んでおられる！　さっきまで凹へこんでいたことをあっさり忘わすれた僕は、ぶるぶる震ふるえるセーラー服の両りよう肩かたをぶんぶん揺ゆすって呼よびかける。

「落ち着けっ！　心の喪も服ふくを脱ぬぎ捨すてるんだ滝たき沢ざわさん！　いくら何でも気が早すぎる！」

「……ううっ……で、でも……遅おそかれ早かれ……」

「なんでそんなにネガティブに！　大だい丈じよう夫ぶ！　死なない！　僕は死なないから！」

「う、ぐすっ……ほ、ほんと、に……？」

　ようやく声が届とどいたのか、やっと片かた目めがわずかに開いた。その隙すきを逃のがさないよう、僕が目線を合わせて微笑ほほえめば、滝沢さんは濡ぬれた両目を力ちから一いつ杯ぱい見開き、こっちを見返してくれる。

　やっと泣きやんでくれたのかな──と安あん堵どしかけた瞬しゆん間かん、再ふたたびぽろりと浮うかぶ涙。

「や、やっぱり駄目だよ！　だって、白塚……弱いし！　運動神しん経けいとか、なさそうだし！」

「それはまあ……いやっ違ちがう！　これでもやる時はやる男だよ、僕は！」

　口から出で任まかせなんだけど、この状じよう況きようで「確たしかに弱い」と認みとめるわけにはいきません。

「ほんと……？　うう……じゃあ……得意なスポーツは……？」

「そう来るの!?　あー、うーん、えーと、そうだ、マラソン！　あれだけは得意！」

「あ、そっか、持久力はあるんだ……。で、でも……それだけじゃ……う、ううっ！」

　そして堰せきを切ったように、ぼろぼろと溢あふれ始はじめる大おお粒つぶの涙なみだ。ああもう、なんで黙だまってるんだライカ！　お前の主人が泣いてるんだぞ！　出てきて慰なぐさめるとかしろよ！　逃にげるな！

「やっぱり、無理だよ……妖よう術じゆつも使えない、妖力もない、ただの人じゃ……ぐすっ！」

「いや、だから大だい丈じよう夫ぶだってば！　だってさ、ほら──」

　もう完全に勢いきおい任まかせ。目の前の少女の涙を止めたい一心だけで、僕は言葉を紡つむいでいた。

「そう！　妖力とか無くても、単なる人間でも、しっかり生き残ってる人もいるし！」

「誰だれだよ、そんなの……。経ふみ島しま先輩とか、なしだからね……！」

「げ、先を読まれた？　えーとそれじゃ新あら井いさん──はちょっと違ちがうし、江え戸ど橋ばしさんももっと違うし、待てよ最近そんな人に会った気が──そうだ、ほら慈じ吾ご朗ろうさんとかね！」

　記き憶おくを必死にたぐりながら僕が叫さけび、涙目の滝たき沢ざわさんが首を傾かしげた、その時だ。

　あの老人のふてぶてしい笑え顔がおと言葉が僕の脳のう裏りにふと甦よみがえり、ふっと肩かたから力が抜ぬけた。

『卑ひ怯きよう？　知ったことかいな。力を使うか頭を使うかだけの違いじゃろうが』

『勝てんと知って土ど俵ひように上がる馬鹿がどこにいる』

『地の利を押おさえさえすれば、たいてい何とかなるんじゃよ』

　──あ、そうか。

　考えてみれば単純な話だ。殴なぐり合あおうとするから駄だ目めなんだ。力で勝てない相手なら、力で勝負しなければいいだけの話じゃないのか、これって。それに、勝負の場所が学校なら、「地の利」はこちらにあるんじゃないか？

「──そうだ、そうだよ！　あれをああやってああすればこれはもしかしてひょっとする！」

　滝沢さんの目をまっすぐ見つめつつ、僕は一気にそう言いきり、

「……ううっ……ど、どうしたの、白しら塚つか……？」

「行ける、行けるぞ、これは行けるかも！　思いつかせてくれてありがとう滝沢さん！」

「ぐすっ……え？　ひゃっ！」

　目の前できょとんと涙ぐむ小こ柄がらな少女の体を、勢い任せに抱だき寄よせていた。

「ほんとありがとう滝沢さん！　君の！　涙の！　おかげだあああっ！」

「ちょ、いや、意味が……って、ええっ！　なっ！　ななななんでぼくが白塚の腕うでの中！」

　ようやく正気に返ったのか、抱だき潰つぶされた滝沢さんが目を白黒させている。

「わん」

　からかうような鳴き声が、滝沢さんと僕の胸の間で響ひびいた。ずーっと隠かくれてたくせに、今になって出てくるとは調子のいい犬いぬ神がみだ。

「ああ、そうだなライカ！　あとは明日を待つばかりだ！」

「何の話だー！　とりあえず手を離はなせ白しら塚つか！　顔が胸むねに押おしつけられて息ができ、わぷ！」




「御両親に説明だとか脱ぬぎ捨すてろとか、気になるワードに惹ひかれて出てきてみりゃあ、ずいぶんとドラマチックなシーンを目もく撃げきすることになってしまいましたよ。事じ情じようはさっぱりわからんが、何はともあれ恋せよ乙女」

　店員さんの声が聞こえたような気もしたが、ま、それはそれということで。




　　　　＊＊＊




　で、時間は流れ、翌よく日じつの夕方六時。

　音楽室前の廊ろう下かで待っていると、緑のマントを羽は織おった男が、ひらりと窓まどから現れた。

「──ほほう、逃にげずに来やがったな。そうでなけりゃ男じゃねえよな」

　大きな体に似に合あわない身軽さで廊ろう下かに降おり立たつ、木この葉は天てん狗ぐの求ぐ道どう丸まる。ばさりとマントを脱ぎ捨てた奈な良ら山やまの弟で子しは、両の拳こぶしを打ち合わせ、喜々とした顔で僕を見下ろす。

「逃げても追っかけてくるだろ、お前」

　その金色の瞳ひとみをまっすぐ見返しながら、僕は一歩前に出た。

「あ、あの、真しん一いち……やっぱり」

「大だい丈じよう夫ぶ。大丈夫だから、イタチさん」

　体全体で不安と不信を訴うつたえる妖よう怪かい少女に僕がきっぱりそう言うと、滝たき沢ざわさんは無言でイタチさんの肩かたに手を置いた。信じてみろって言ってくれたのかな、だとしたらありがとう──と感謝しつつ、僕は金の瞳へ向き直る。と、それを合図と見たのか、求道丸は構かまえを取った。

「よし、なら──」

「待った！」

　精せい一いつ杯ぱいの虚きよ勢せいとともに、僕はすかさず言い放った。暴あばれたい気持ちに水を差されたのが気に食わないのか、「何だよ」と睨にらむボクサー。ごめんなさい何でもないです僕の負けですお金なら払はらいますと土ど下げ座ざしたくなる気持ちを必死で押おさえ込こみ、僕はきっぱり口を開く。

「勝負の前に、勝敗の条件を確かく認にんしたい。降こう参さんするか、気き絶ぜつしたりして戦えなくなったほうの負けってことでいいか？」

「まあ、当然の条件だな。よし、そんなら」

「だから待てってば！　それと！」

　割り込むように叫さけぶ僕。ああもう、どんだけ殴なぐり合あいたいんだこいつは！

「勝負の場所を変へん更こうしたい！」

　僕が必死で叫べば、構えたままの木の葉天狗の眉み間けんに不満そうな皺しわが寄る。

「ああん？　だけどお前、昨日の約束だとよ、勝負の場所は」

「うん。『この建物で』って約束だったよな。学校から出るつもりはないよ。ただ」

　僕はそこで小さく息を吸い、なるべく平へい静せいを装よそおって言葉を続けた。

「この特別教室棟とうは、部活やってる生徒が夜になっても通ることがあるんだ。関係ない人が巻まき添ぞえ食うのは僕は嫌いやだし、それはそっちもそうだろ？」

「そりゃそうだ。男と男、一対一のサシの勝負に邪じや魔まが入っちゃ煮にえ切きらねえ」

「だろ？　だったらさ──」

　悟さとらせるな、気付かせるな。ここが最大の仕し掛かけ所どころだ。滝たき沢ざわさんの無言の声せい援えんと、不安に満ちたイタチさんのまなざしを感じながら、そして背せ中なかに大量の冷ひや汗あせを感じながら、僕ははっきり言い切った。

「生徒がほとんど通らない、一般教室棟の階かい段だんで勝負だ！」




　そして十五分後。

「くっ……ち、畜ちく生しよう……っ！　何だってんだ、こりゃあ……！」

「だから、下手へたに喋しやべらないほうがいいってのに。持って行かれるのが早まるだけだぞ」

　人の気け配はいのしない一般教室棟の、一階から二階に通じる階段で、僕は半はん裸らの怪かい人じんと対たい峙じしていた。ちなみに僕は廊ろう下かから数段上がった場所に立っており、求ぐ道どう丸まるは階段の下。

「そろそろ限げん界かいだろ？　いい加か減げんに降こう参さんしたら？」

「黙だまりやがれっ！　この俺に、そんな情なさけない真似まねが、で、できるわけが……」

「あっそ。まあ、我が慢まんしても辛つらいだけなんだけど」

　余よ裕ゆうを装よそおった僕がまっすぐ見下ろす先で、がちがちに鍛きたえ上あげられたキックボクサーのような肉体が、痙けい攣れんしながら立ちつくしていた。一いち応おう構かまえてはいるものの、襲おそいかかってくる気配は全くと言っていいほど感じられない。

「やるじゃねえか、この野郎！　だけどな、こんなもんで俺が……ッ！」

「あんまり気を散らすと危あぶないぞー」

　ぼそっと忠ちゆう告こくするのと同時に、求道丸の顔がガクンと上を向いた。もはやあいつの視し線せんは、完全に僕から逸それている。僕の場所からは見えないけれど、おそらくあの瞳ひとみの見つめる先には、数十メートルにまで巨きよ大だい化かした、あれが──。

「ぐ、ぐぐ、ぐうううっ……ぐがああっ！」

　と、ふいに求道丸が泡あわを吐はいた。同時に、両目から金の光がすうっと消える。

　──お。やったか？

　びくっと身み構がまえる僕の前で、鍛え抜かれた精せい悍かんな肉体がぐらりと揺ゆれた。

「お願い……！」

「倒たおれろ！」

「わん！」

　階かい下かのイタチさんや滝たき沢ざわさんが固かた唾ずを吞のんで見守る中、木この葉は天てん狗ぐの体は、芝しば居いの途と中ちゆうで放り出された操あやつり人形のように廊ろう下かにごろんと転ころがった。完全に白目を剝むいており、だらしなく開いた口元からは泡あわがぼこぼこ漏もれている。

「……ええと……気き絶ぜつしたよね？　ってことは、僕の勝ちだよね？」

　恐おそる恐おそる声をかけたが、求ぐ道どう丸まるの体はぴくりとも動かない。ってことは──？

「よし！　とにかく勝った！」

　余よ裕ゆうの仮か面めんをかなぐり捨てて叫さけぶ僕。我が慢まんしていた汗あせが今さらのように背せ中なかに流れる。

「やった……！」

「うん」

　イタチさんが安あん堵どの溜ため息いきを漏らせば、その隣となりの滝沢さんが小さくうなずき、ライカがその周りをぐるぐる回る。今すぐあそこに加わりたいのは山々だけど、最後の始末が残ってる。

　僕は呼こ吸きゆうを整えながら振ふり返かえり、言いい慣なれたキーワードを口にした。

「見み越こした」

　その四音を発した瞬しゆん間かん、求道丸の視し線せんで育ち、そして求道丸の意い識しきを奪うばったばかりの巨きよ大だいな人ひと影かげ──妖よう怪かいのびあがりは、あっと言う間にかき消える。

「サンキュー。初めて助けられたよ」

　通じないとは知りつつも、一いち応おうお礼を言ってみた。思えば、こいつとの付き合い（？）もけっこう長いんだよな。そんなことを考えながら階かい段だんを降おりれば、駆かけ寄よってきたイタチさんが、ふいに僕の手を取った。わお。

「良かった、真しん一いち……！」

　安堵に満ちた温かい笑えみ。僕が言葉を失い見み惚とれていると、イタチさんは廊下にひっくり返ったままの求道丸を見つめ、感かん嘆たんするようにつぶやいた。

「それにしても、ほんと、よく考えたよね……。のびあがりを使うなんて」

「たまたま思いついただけなんだけど。まさかあれに助けられるとは思わなかった」

　イタチさんの手をぎゅっと握にぎり返かえすと、僕は消えたばかりの妖怪に思いを馳はせた。

　のびあがり。

　自分を見た者の視線を固定して自由を奪うばい、見上げられるほど巨大化する怪かい異い。一度見入ってしまえば、「見越した」の一言で退たい散さんさせるか、気を失うしか逃のがれる術すべはないという厄やつ介かいな妖怪だ。気絶したところで軽い貧ひん血けつで倒たおれた程てい度どのダメージしか残らないとは言え、階段で転ぶと危あぶないので、こいつに出会った時はすかさず「見越した」とつぶやきましょう──って、誰だれにアドバイスしてるんだ僕は。

「姑こ息そくと言うか卑ひ怯きようと言うか……まあ、勝ちは勝ちだけどさ」

　その冷たい声に振り向けば、滝沢さんが腕うでを組んでこちらを見ていた。クールな態たい度どはいつも通りだったけど、心なしか、目が赤く見えるのは気のせい……だよね、うん。

「そうは言うけどね滝たき沢ざわさん。まともに殴なぐり合あったらどうなってたか」

　僕が反論すれば、イタチさんも「そうだよ赫あか音ね」と加か勢せいしてくれた。

「あたしは何とか勝てたけど、真しん一いちだったら二秒も保もたないよ？」

「そうそうイタチさんの言う通り」

　ちょっと情なさけない気もするが真実なので仕方ない。僕がきっぱり断だん言げんすると、滝沢さんはやるせなく肩かたをすくめて首を振ふった。

「はいはい、わかったわかった。……それで、いつまでそうやってるつもり？」

「へ？」

「……あ！　あのねっ、これは！」

　何のことかなと僕が問う間もなく。顔を赤らめたイタチさんは僕の手をバッと振りほどき、両手を後ろで組んでしまった。ちょっと残念──と思った時だ。

「やるじゃねえか白しら塚つか真一！」

　倒たおれていた半はん裸らの男がいきなり跳はねるように立ち上がった。

「うわおうっ！　起きるの早いな！」

「これでも体だけが自じ慢まんの木この葉は天てん狗ぐだからな。いつまでも寝ねてられっかよ」

　目め覚ざめたばかりの怪かい人じんは、がっはっはと大たい笑しようしたかと思うと、キッと僕へと視し線せんを向けた。

　……あ。なんか嫌いやな予感。

「確たしかに今のは俺の負けだ！　だけどよ、結局お前の力はまだちゃんと見せてもらってねーわけだ。だろ？　つーわけで！　どうだ、次は場所を変えてもう一勝負！」

「やっぱそういう話か！　無理だからな！　無理無理無理無理！　ほんと絶ぜつ対たい無理だから！」

　ものすごい勢いきおいで首を横に振る僕に、求ぐ道どう丸まるはずんずんと歩み寄ってくる。

「そう言わずによ」

「だーかーらー！」

「いい加か減げんにしなよ、求道」

　飄ひよう々ひようとした軽かろやかな声が、僕らの言葉にふいに割り込んだ。虚きよを突つかれたように振り向いた僕らの視し線せんの先、生徒昇しよう降こう口ぐちの方向には、両手をポケットに入れて静かに佇たたずむ男子生徒の姿すがたがあった。

「やあ、お待たせ白塚。伊達だてさんも滝沢さんも、大変だったね」

　今日の小テストはどうだった、くらいのテンションでのにこやかな挨あい拶さつ。細く縛しばった後うしろ髪がみを軽やかに揺ゆらしながら歩み寄ってくるのは、付き合いの悪さで知られるあの男だった。

「遅おそい！　遅いよ、奈な良ら山やまあああああああー！」

「はいはい」

　思わず飛びついた僕をひょいと避よけてイタチさんへと受け流すと、是ぜ害がい坊ぼうこと奈良山は、直立したまま固まっている弟で子しの前で立ち止まり、巨きよ大だいな男をまっすぐ見上げた。

「さて──と。いいかな、求ぐ道どう」

「ぜ、是ぜ害がい坊ぼうの師し匠しよう？　いや、しかし、これは」

　体格も迫はく力りよくも自分の六割くらいしかない少年を見下ろし、しどろもどろになるボクサー。しかし奈な良ら山やまは弁べん解かいに耳を貸すことなく、あくまでにこやかな声ではっきり言った。

「聞いたよ。ただの人間や女の子相手に、一方的に勝負を挑いどんだんだって？」

「いや、それはですね！　師匠と肩かたを並ならべるほどの御お方かたであれば、きっと力を隠かくしていると」

「俺は師匠じゃないって何度も言ってるよね」

　穏おだやかな声の中にも滲にじむ迫はく力りよくに、ごくりと求道丸が（そして僕らも）息を吞のむ。

「だからさ。これは、君の師匠としてじゃなく、白しら塚つかや伊達だてさんの友人としての行動」

　そう言いながら奈良山はポケットから右手を抜ぬくと、一度握にぎってぱっと開いた。と、その手の平から一ひと抱かかえはある火の鳥がどろんと現れる。

「何です旦だん那な？　やっとこさ火ひ取とり魔ま追おい払はらって帰ってきたってのに、また御ご用ようですかい？」

「悪いね、松明たいまつ丸まる。そこの木この葉は天てん狗ぐ、適てき当とうなところまで連れ出して、じゃれてやれ」

　簡かん潔けつにして単純な命令が下される。「了りよう解かい」と嘶いなないた松明丸は、炎ほのおの翼つばさを大きく広げると、硬こう直ちよくしたままのマント男に躍おどりかかった。つーか喋しやべれたんですね松明丸。

「これも旦那の命令なんでな。悪く思うなよ」

「な、いや待て松明丸！　熱あつ、あづあづあづあああああああああああああああーっ！」

　燃え立つ蹴け爪づめを精せい悍かんな肉体に食い込ませ、火の鳥が半はん裸らの男を引きずっていく。何という非現実的な光景だろうか。誰だれかに見られませんように、と思わず祈いのる僕だった。

「善よし人ひと……？　だ、大だい丈じよう夫ぶなの、あの人？」

「伊達さんは優やさしいよね。でも心配いらないよ、あいつはあんなもんじゃ死なないから」

　奈良山はそう言って肩かたをすくめると、ふと改まって僕らを見み渡わたし、「お騒さわがせしました」と優ゆう雅がな仕草で一礼した。思わず「どういたしまして」と答えてしまう僕である。

「人騒がせな天狗だったけど……これで一件落着ってこと？」

「そうみたいだね」

　滝たき沢ざわさんの問いかけにうなずいたイタチさんは、ふと、思い出したように言い足した。

「……あのね、真しん一いち、それに赫あか音ね。今朝から、聞きたかったんだけど」

　イタチさんは形のいい鼻をひこひこ動かすと、頰ほおを赤くしながら首を傾かしげる。

「真一の……む、胸むねからね、赫音の匂においがして、赫音からも、真一の匂いがするんだけど」

「へ？」

「あ！」

　ハッと顔を見合わせる僕と滝沢さん。間ま違ちがいない、昨夜の喫きつ茶さ店てんのあれだ。具体的には、泣いた滝沢さんを僕がうっかり抱だき寄よせた──と言うか、強ごう引いんに抱だき潰つぶし、滝沢さんの顔を腕うでと胸でがっちりホールドしたまま数分を過ごしてしまったあの辺のあれだ、確かく実じつに。

「……な、何か、あったの、かな……って」

　言いづらそうに言葉尻じりを濁にごすイタチさん。

　……あの顔、もしかして何か誤ご解かいしてらっしゃる？

「ああ、たいしたことじゃないよイタチさん。昨夜、僕がたまたま滝たき沢ざわさんに抱だきついたら、滝沢さんはちょうど泣いてたもんだから」

「え。そ、そうなんだ……すごい偶ぐう然ぜんだね」

「そんな偶然があるかっ！　あ、いや故こ意いでも困こまるけど！　そして、なんであっさり信じるんだ伊達だてさんも！　あのね、何もないからね、ぼくと白しら塚つかは何もないからね！」

　いぶかしむイタチさん、頭を搔かきつつ口を開く僕、それを必死で遮さえぎる滝沢さん。

　賑にぎやかだねえ、と奈な良ら山やまがつぶやけば、それに答えるようにライカが一声「わん」と鳴いた。
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「おお、そこに行くのは美術部部長の白しら塚つかではないか」

　冬休みが終わり、三学期が始まり、何ごともなく数日経たった（休み明けの実力テストのことは早く忘わすれたい）日の放課後。今年最初の部長会を終えて廊ろう下かをのんびり歩いていた僕を、妙みように時代がかった台詞せりふが呼よび止とめた。立ち止まって振ふり向むけば、金きん髪ぱつのポニーテールをなびかせた長身の女子生徒が「よう」と笑って片かた手てを振っていた。

「ああ、獅し子し岩いわさんか。あけましておめでとう、今年もよろしく」

「これはご丁てい寧ねいに」

　女子レスリング部部長の獅子岩さんは礼れい儀ぎ正しく頭を下げると、ハーフならではのブルーの瞳ひとみをこちらに向けた。薄うす手でのセーターの上に重ねたセーラー服の襟えりが、ふわりと揺ゆれる。

「さて。察さつするところ、部長会の帰りと見受けるが」

「うん。あれ、そう言えば獅子岩さん、いなかったよね。何してたの？」

「クラスの掃そう除じ当番だ。ちなみにクズリも一いつ緒しよだったぞ。羨うらやましかろう」

「すごく」

　素直に答えれば、イタチさんの友人でもある格かく闘とうガールは「正直者め」と笑え顔がおを見せた。

　こっちは美術部で向こうは女子レスリング部。部の方向性こそまるで違ちがうが、少人数サークルの一年生部長同士。イタチさんを介かいした知人でもあり、秋にはモデルをお願いした仲でもあり（快かい諾だくしていただきました）、何だかんだで顔なじみなのだ。

「で、何の用？　まさかイタチさんと掃除したって自じ慢まんしたかっただけ？」

「それもある。クズリはいつも通り、女の私が惚ほれそうなほどに純じゆん朴ぼくキュートだったぞ」

「そりゃ良かった。……で、女子レス部部長さん？　本題は？」

　話の先は読めた。じろっと睨にらんでやれば、獅子岩さんは「実は」と頭を搔かいた。

「今日の部長会、うちは全く聞いていなくてな、代理も立てていなかったんだ。顧こ問もんの千ち代よ崎ざき先生が、私に連れん絡らくするのを忘わすれていたらしい」

「へー、珍めずらしいね。連絡ミスするような先生じゃないと思ってたのに」

　眼鏡の似に合あう真面目まじめな顔を思おもい浮うかべながら答えれば、女子レス部部長は「まあ、先生を責せめるわけにもいかんがな」と苦笑した。

「新年早々、同どう僚りようの一人が長期休きゆう暇かを取ったせいで担当するクラスが増ふえたとかで、かなりバタバタしていたようだし。顧問にかまけて本業の英語教師をおろそかにされては、この獅子岩アルマ、千代崎先生の授業を受けている二年の先輩方に申もうし訳わけが立たぬ」

　拳こぶしを握にぎって首を振ると、精せい悍かんな格闘少女は「というわけで」と僕を見下ろした。この人、一年生女子にしてはかなり背せが高いのだ。強そうな割に威い圧あつ感かんはないので、話しやすいけど。

「今日の会議はどうだった？　何か大事な話でも出ていたなら教えてくれ」

「やっぱりそういう用件か。いつもと同じだよ、『新造サークルとは違う伝でん統とうある部』の皆みなさんが予算が足りないってゴネて、それを会長がバッサリ黙だまらせたところで時間切れ」

　そう答えれば、獅し子し岩いわさんにもその光景は想そう像ぞうできたようで、呆あきれた顔から溜ため息いきが漏もれた。

「相変わらずの十じゆう年ねん一いち日じつか……全く。何にせよ、教えてくれて感かん謝しやする」

「いえいえ。そんじゃ、また」

「おお、クズリによろしくな」

　そして僕らは、それぞれの部活の活動場所へと歩き出──そうとしたのだが。

「おっと、白しら塚つか！　言いい損そこねていたが、私を呼よぶ時は『獅子岩さん』ではなく」

「下の名前でアルマって呼べ、だろ？　なんか気き恥はずかしいんだよ」

　初対面からこっち言われっぱなしの指し摘てきに対し、言いい慣なれた弁べん解かいを返す僕。

「今年こそ頑がん張ばってくれ。一年の計は元がん旦たんに有りだ」

「了りよう解かい、次からは気を付けます。じゃーね、獅子岩さん」

「……わざとやっているな、お前」

　と、パターン化してしまった会話を交わし、今度こそ僕らは別れたのであった。

　さて、遅おそくなったが、いざ美術室。

　確たしか今日は吹奏楽部の練習日だから、ライカも来てるはずだ。




「すみません、遅おそくなりまし」

　ガラガラと美術室の戸を開ければ、なんだか居い心地ごこちの悪いムードが漂ただよってきた。

「……たー？」

　語尾で疑問を示しつつ美術室に入り、部屋を見み渡わたす。窓まど際ぎわのイーゼルがないってことは、奈な良ら山やまはもう描かきに行った後らしい。なので、ここに残っている顔ぶれはいつもと同じ。ジャージにＴシャツの経ふみ島しま先輩（みんなセーターとか着てるのに、なんでこの人は平気なんだろう）、漂うライカ、そして──。

「もう。遅いよ、真しん一いち」

　甘ったるい声とともに、ふいに細い両手が僕の首に絡からみついた。何だ何だと思う間もなく、見み慣なれた顔立ちのセミロングの少女が、ふにゃっと体重を預あずけてくる。

「あたし、待ちくたびれちゃったよ」

　いきなり密みつ着ちやくする体。セーラー服越しのぬくもりと柔やわらかさが、僕の体に伝わってきた。

「ちょ、イタチちゃんっ!?　何やってんのあんた」

　驚おどろきよりも違い和わ感かんを剝むき出だしにして経島先輩が睨にらんだが、目の前の少女は応おうじない。

「ねえ……だからさ、真一」

　鼻先が触ふれそうな距きよ離りにまで近づけられる顔。薄うす桃もも色いろの唇くちびるから赤く小さな舌したがちろりと這はい出だすのを見ながら、僕は頭を搔かきつつ口を開いた。

「馴なれ馴なれしいな。誰だれだお前」

　瞬しゆん間かん。眼がん前ぜんの顔に浮うかんでいた笑えみが消え、ハッと息を吞のむ声が耳に届とどいた。

「……ちょ、ちょい待ち。え？　何？　どゆこと？」

　絡からみ合あったままの僕らを見ながら、経ふみ島しま先輩が首を捻ひねった。ライカもまた、こちらを見たままおどおどしている。

　ほんとにもう、どうして気付かないんですか。

　僕は盛せい大だいに溜ため息いきを吐つくと、目の前の誰だれかをぐいっと押おし退のけ、はっきり言った。

「だーかーら。お前は誰なんだって聞いてるんだ」

「え？　どうしてそんなこと言うの真しん一いち？　あ、あたしは、伊達だてクズリ……」

「いや、そういうのはいいから」

　おどおどと反論する少女をまっすぐ見つめ、冷たい口調で問いつめる。そして一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくの後、イタチさんの制服を纏まとった見知らぬ何かは、それはもうはっきりと舌した打うちを漏もらした。

「てめえ──気付くのが早すぎるッつうんだよ！　普ふ通つうはもーちっとあたふたするもんだろ！　で、そこに俺が『ほら全部真一の好きにしていいんだよ、待つのはもう飽あきちゃった』とか言いながら制服を脱ぬぎかけるから、そこでやっとこさ『はっ！　さてはお前イタチさんじゃないな！』と来るのがセオリーだろうがよ！」

　傍かたわらの机を蹴けりつけながら、見知らぬ何かが罵ば声せいをあげる。

「知らないよ、そんなセオリーは」

「空気読め、空気！　出会って一秒で見み抜ぬいてどうすんだ馬鹿！」

「……え？　えーと、つまり、こいつって──イタチちゃんのニセモノっ？」

「わ、わん？」

　ようやく傍ぼう観かんコンビが慌あわて出だす。僕は偽にせ者ものを見み据すえたまま、呆あきれた声ではっきり言った。

「どう見てもイタチさんじゃないでしょ！　間ま違ちがえるほうが難むずかしいですよ！」

「いや、来た時から変だなーとは思ってたのよ？　制服の着こなしがエロっちいし、やたらフニャフニャしてるし。だけど顔かたちは確かにイタチちゃんだもんで……ねえ？」

「わんわん」

　顔を見合わせ肯うなずき合あう経島先輩とライカ。それを聞いた偽者は、不ぶ格かつ好こうに背せ中なかを曲げ、下げ卑びた口調で「そうだそうだ」と声をあげた。

「形なりは完全に化けきったはずだぞ、クソガキが！　一体どんなテク使って見破りやがった！」

「あのな、馬鹿かお前は！　本物と同じなの、見た目だけだろうが！」

　そう言い切れば、偽者はびくっと震ふるえて口をつぐんだ。すかさず僕は続きを叫さけぶ。

「お前とイタチさんとはな、見た目以外の全部が全部、まるっきり違ってるんだよ！　呼こ吸きゆうのリズムも立ち方も笑い方も首の傾かしげ方かたも、指を動かす時の順番も、手を上げる時の肩かたと二にの腕うでへの力の入れ具合も、歩く時の足運びの順じゆん序じよも──それこそほんとに何もかも！」

「んな、何っ……？　てめえ、それだけのことを一発で見抜いたってのか！」

「当たり前だ！　こっちはイタチさんをずっと見てきたんだ、これくらいはできて当然！」

　きっぱり断だん言げんしてやれば、その迫はく力りよくに気け圧おされたのか、偽にせ者ものは悔くやしげに歯は嚙がみした。

「うーん……さすが白しろの字じとは思うけど」

「わんわん」

「正直、ちょっと引くわよね」

「わん」

「うるさいですよ、そこ！」

　って、外野の声に気を取られている場合じゃない。僕は偽者を睨にらんだまま、少しだけ声のテンションを落として口を開いた。

「おい、偽者」

「芸がねえ呼よび方かたすんじゃねえよ。これでも立りつ派ぱな妖よう怪かい様だ、ちゃんとした名前もあるんだぜー？　ほれほれ当ててみ？　正せい解かい者しやにはランゲルハンス島クルージングをプレゼント」

　あからさまな挑ちよう発はつは無む視しだ。僕は視し線せんを逸そらさず言葉を続ける。

「……お前、その制服だけは本物だろ」

「は！　こりゃまた見る目のあるこった！　んで？　だったらどーだってんだ、ええ？」

　にたあっと歪ゆがむ小さな唇くちびる。挑発的な笑えみが知っているはずの顔に浮うかんだ。

　畜ちく生しよう、その顔でそういう表情するんじゃない！　怒いかりに駆かられて殴なぐりかかりそうになる自分を必死に御ぎよしつつ、僕は抑おさえた声を発した。

「本物のイタチさんを、どうした」

　本日、二度目の沈ちん黙もくタイム。

　偽者は部へ屋やの端はしまでひょいひょい歩いて壁かべにもたれると、いきなり嬉うれしげに微笑ほほえんだ。

「さーあー。どおしたんだろおなあー」

　猫ねこ背ぜを丸めたまがい物が、ひゃっひゃっひゃと下品に笑う。

「ま、考えてみりゃーわかんじゃねーの？　ホレ、俺がコレ着てるっつーことはよ！　本物はどーなってると思うよ！　ああ可哀かわい相そうになー、今ごろは」

「──てめえ、それ以上言うなクソ野郎！」

　もう我が慢まんの限げん界かいだ。体が勝手に動き、偽者に摑つかみかかろうとしたが、

「待ったあ！」

　そこへすかさずジャージを羽は織おった小さな人ひと影かげが割り込んだ。邪じや魔まされた僕は「おっと」とつんのめりながら立ち止まる。挑発を楽しんでいた偽者も、きょとんとした顔を見せる。どうして止めるんですかと言いかけた僕を、経ふみ島しま先輩が眼鏡越しにまっすぐ見上げた。

「クールダウンよ、白しら塚つか真しん一いち。正直、私にも事じ情じようはさっぱりわかんないけど、とりあえず今は本物を取り返すのが最優先でしょうが。貴き重ちような情じよう報ほう源げんに殴りかかってどーすんの」

「僕だってそんなことはわかってむぐー！」

　まっすぐ伸のびた小さな手の平が、僕の口を見事に塞ふさぐ。思わず振ふりほどこうとしたところに、傍かたわらに飛んできたライカが低く鳴き、僕を落ち着かせてくれた。

　一方、慣なれた手つきで後輩を黙だまらせた経ふみ島しま先輩は、ニヤニヤ嗤わらう偽にせ者ものへと視し線せんを向けると、値ね踏ぶみするようにその全身を見回す。

「……気き味み悪わりィな。人の体じろじろ見んじゃねえよ、発育不良のクソチビが」

「その顔立ちでその口調はやめてくんない？　ムカついて仕方ないんだけど」

「おお、いいねえその反はん応のう。だったらなおさらやめられねえな」

　けけけ、と笑うまがい物。と、先輩は怒おこることもなく「でしょうね」とだけ素そっ気けなく答え、そしてあっさりこう言った。

「うん、やっぱり。あんた、天あまの邪じや鬼くでしょ。人の感情を逆さか撫なでして喜ぶ悪あく趣しゆ味みな鬼おに」

　事も無げに言い放たれたその一言は、耳みみ障ざわりな嘲ちよう笑しようをぴたりと止めた。

「その反応は正せい解かいってことかしら？　わかりやすいリアクションをありがとね。攫さらった女の子の衣服を奪うばって本人に成り代わるって特性は、あの昔話も混まじってるのかしら？　──瓜うり子こ姫ひめ子ァ乗さる駕籠かごサ、天邪鬼アマンジヤク乗サた、ぴーひょろろー」

　妙みような歌を口ずさみながら推すい測そくを語る妖よう怪かい博士。イタチさんの偽者──と言うか、先輩の言葉が正しいのなら、妖怪「天邪鬼」は、黙だまってそれを聞いていたが、いきなり開き直ったように両手を広げた。

「で？　俺の素す性じようがバレたところで、ホンモノの居い場ば所しよがわかるわけじゃあなかろうに！」

「うん。それはそうなのよねー」

　経島先輩が素直にうなずく。口を塞ふさいでいた手を払はらいのけつつ、僕は呆あきれた声を漏もらした。

「いや、そこはわかんないんですか？　あっさり正体見破ったから、おおこれはてっきり、さすがは妖怪絡がらみだけでは頼たよりになる経島先輩だと期待してたのに！」

「無茶言いなさんな。あと、サラッと人を傷きずつけないように」

　悔くやしげに妖怪博士が肩かたをすくめると、ライカが不安そうに「くうん」と鳴いた。そうか、お前も心配なのか。犬いぬ神がみと顔を見合わせていれば、天邪鬼が心しん底そこ楽しげに口を開いた。

「ひっひー、教えて欲しいか？　だったらァ、そうだな──」

　にたにたと嫌いやな笑えみを浮うかべて美術室を見み渡わたし、「うん」とうなずくと、天邪鬼は僕と先輩を両手で指さし、偉えらそうに言った。

「おい、お前らのどっちか。俺と遊べ。つーかゲームで勝負しろ。な？」

「は？　いきなり何を──」

　……しかし、やたらと妖怪から勝負を申し込まれる年ですね、今年は。

「あ、そっか。天邪鬼ってゲーム好きなんだっけ」

　先輩が手をポンと打てば、天邪鬼はニタリと笑って僕らのほうへと歩み寄ってきた。

「よく知ってんじゃねーの。勝ったら、ホンモノの居場所を教えてやるって寸法よ。悪い条件じゃねーだろ？　種目は……おいチビ、ここにも何かあるだろ？」

「んー、伝でん承しように従したがえば囲い碁ごか双すご六ろくだけど、あるのはオセロと将しよう棋ぎくらいね。将棋でいい？」

　僕が口を挟はさむ間もなく、先輩はあっさり受けて立ってしまう。天あまの邪じや鬼くも「いいぜ」と笑い、あっと言う間に勝負が成立してしまった。

「よし、準じゆん備び室しつから将しよう棋ぎ盤ばん持ってくるから待って……って、おう何をする白しろの字じ」

「大だい丈じよう夫ぶなんですか？　妖よう怪かいとの勝負、そんな簡かん単たんに受けちゃって」

　颯さつ爽そうと準備室に向かおうとする先輩を引き止め、僕は小声でささやきかける。と、経ふみ島しま先輩は、苛いら立だちと開き直りを足して二で割ったような声でぼそぼそ言い返してきた。

「天邪鬼ってのは機き嫌げん損そこねると逆ギレして大おお暴あばれする鬼おになのよ？　なんであんなもんが湧わいてんのかは知らないけど、出ちゃった以上は付き合うしかないでしょーが。何とか会話を引ひき延のばせば、ぽろっとイタチちゃんの監かん禁きん場所のヒントでも話すかもしんないし」

「……なんか頼たよりない作戦ですね」

「わかっとるわい。でも、じゃあどーしろと」

　睨にらみ返かえされ、僕は言葉に詰つまってしまう。そこへ、苛立った声が飛んできた。

「あんま待たせんじゃねえぞ、おい」

「ごめんなさーい！　もうちょっとだけお待ちくださいませー」

　どこからそんな声が出るんだと思える営業ボイスで即そく答とうした経島先輩は、ジャージの襟えり元もとを摑つかんだままの僕を見上げると、いつもの声で溜ため息いきを吐ついた。

「ま、とりあえず今は従したがうしかないってことよ。……お、そうだライカ」

　あんたなら──と言いかけた先輩だったが、聞くまでもなく犬いぬ神がみはしゅんとうなだれ、大きな首を左右に振ふった。ライカの鼻でも嗅かぎつけられないってことか。

「よし、わかりました。だったら先輩、あいつの相手をお願いしていいですか？」

　ジャージを摑んだ手を離はなしながら言えば、先輩は襟元を直しながらうなずいた。

「元からそのつもりよ。江え戸ど橋ばしほどじゃないけど、あんたよりは強いしね？　ま、たまには年上を頼ってみなさい、一年生」

　頼たのもしく笑って準備室へ向かおうとした先輩だが、ふと首を傾かしげて振り返った。

「……でも、なんで？　つーか、あんたどーすんの」

「待ってられないので直接捜さがしてきます！　行くぞ、ライカ！」

　それだけを言い残し、僕は美術室を飛び出した。

「わ、わん！」

　一歩遅おくれて、ライカが並ならぶ。でっかい犬が隣となりにいるってのは、意外に安心するもんだ。

「は？　馬鹿じゃねーの？　闇やみ雲くもに捜して見つかりゃ苦労しねえよ！」

　ゲラゲラ笑う下品な声が後ろの部へ屋やから聞こえたが、気にしない、気にしない！

「う、うう……」

「大丈夫だライカ！　いいから今は付いてきて！」

　心配そうに振ふり返かえる犬いぬ神がみを叱しつ咤たしつつ、僕は考えを整理する。

『クズリはいつも通り、女の私が惚ほれそうなほどに純じゆん朴ぼくキュートだったぞ』

　ついさっき会った獅し子し岩いわさんは、確たしかにそう言っていた。あの人、変わり者ではあるけど人を見る目は確か……な気がするし、そもそも、あの偽にせ者ものを見た友人から「いつも通り」は出ないはず。となると、イタチさんが天あまの邪じや鬼くに入れ替わられたのは──。

「ホームルーム後の掃そう除じの時間から、美術室に来るまでの間のどこかってことだよな」

　ってことは、意外と近くに？　そう思った時、ふいに内ポケットの携けい帯たいが震ふるえた。走りながら確かく認にんすると、経ふみ島しま先輩からのメールが一通。

『口で言うと邪じや魔まされたりキレられたりする可か能のう性せいが大だったのでこっちで連れん絡らくね。天邪鬼には異い界かいに他人を連れ込む力はないので、イタチちゃんは足で探さがせる範はん囲いにいるはず。御み崎さきちゃん的には高いところが特に怪あやしい予感です。頑がん張ばれ少年。走り出した君の前に敵てきはなく、昇のぼる朝日は君を祝しゆく福ふくしているかのように微笑ほほえむ。ああ世界よ、もしも僕が（以下略）』

「さすが年上、頼たよりになります！　つーかメール打つの早え！　あと後半の詩要らねー！」

　感かん謝しやの言葉を叫さけびながら携帯を閉じる。すれ違ちがった柔じゆう道どう着ぎの一団が怪け訝げんな顔をしていたが、そんなことはどうでもいい。今、大事なのは──！

「──イタチさんは、たぶん今も学校のどこかにいるってこと、だっ！」

　それさえわかれば手はあるぞ！　もうちょい待っててくれイタチさん！

　そう（心の中で）叫びつつ、僕は廊ろう下かを爆ばく走そうした。

　さしあたって目指すのは、あの場所──と言うか、あの人だ！
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「ほい王手」

　経島先輩のあっけらかんとした声に続き、ぱちりと駒こまを進める音が耳に届とどいた。

「何ィ？　……っておいクソチビ、適てき当とうなこと宣のたまってんじゃねえぞ。どこが王手だ」

　次いで聞こえたのは、知ってる声での下品な悪あく態たいだ。

　へえ、この距きよ離りからでも集中すれば聞こえるんだ。意外に便利な体だな、と今さらのように感心する僕である。

「だって言ってみたかったんだもーん。ほれほれ、あんたの番よ、海かい賊ぞく版ばん」

「今度は海賊版と来たか。けけ、色んな名前で呼よんでくれるこったねえ、と」

　ぱちり。

「お、そう来たか。ふーむふむふむなるへそなるへそ」

　──沈ちん黙もく。

「おいコラ、ネオテニー女。また熟じゆつ考こうか？　さっきからそればっかじゃねえか、てめえ」

　ぱちり。

「うっさいわね。そっちはゲーム好きって特性抱かかえた妖よう怪かいでこっちは非力な美少女よ」

　考えるくらいは許ゆるしてほしいわ、と先輩の声。と、いきなり天あまの邪じや鬼くが爆ばく笑しようした。

「言うに事欠いて美少女たァ吹かしたもんだ！　もう一いつ尺しやくタッパ伸のばしてから言えや」

「そんな……ひどい！　でも、あの人はそう言ってくれたんだもん！」

「頰ほおを膨ふくらして『だもん』とか言うな、気き色しよく悪わりィ」

「わかっててやってます」

　さすがは経ふみ島しま先輩、まだまだしっかり元気なようで何よりだ。僕なら十秒と耐たえられない偽にせ者もの相手に、しっかり自分のペースを貫つらぬいているのが凄すごいです。

「俺あんま怒おこらせんじゃねえぞ。キレたら何すっか知ってんだろうがよ」

　ぱちり。

「だから私はこーやって相手を……んー、今度はそっちを突ついて来たかー。ふむ」

　──沈ちん黙もく。

「また無い知恵絞しぼってシンキングタイムか？　口ぶりだけは威い勢せいはいいが、盤ばんの上じゃあ防ぼう戦せん一方だしよ、本気で勝負する気あんのか？　ホンモノの居い場ば所しよ知りたくねーの？」

　挑ちよう発はつ気ぎ味みの嫌いやな声が聞こえたが、先輩はそれを無む視しし、思い出したようにぽつりと言う。

「そうそう。聞きき損そこねてたんだけどね、私が負けたらどーなるの？　やっぱ伝でん承しように則のつとって、俎まな板いたと包ほう丁ちようで美味おいしく頂いただかれちゃうのかしら。あんた、天邪鬼だしね」

「おお？　平へい穏おんを装よそおいながらも恐きよう怖ふ心しんは隠かくせないってわけか？」

「……うるさいわね。ぶっちゃけた話、どうなのよ」

「おー怯おびえてる怯えてる！　ひゃはー、いいねえいいねえ！　さーあー、どーすっかなあ」

　どうやらまだ先輩は無事っぽいけど、今のを聞く限かぎりではかなり先行き不安な感じだ。僕は隣となりを走る学ラン姿すがたの人物に「急ごう」と目め配くばせし、廊ろう下かを走る足に力を籠こめた。

　よし、ここを曲がれば、美術室はもうすぐだ！

「まあ、そんなチンケでガリガリの体、食いでなんかありゃしねえが──」

　ぱちり。

「あ、そだ。天邪鬼って言えばさあ。元を辿たどれば、天あまの探さぐ女めが転てんじた妖怪って説もあるのよね。天探女は知ってるかしら？　日本神話で、神様が放った女スパイ」

　ぱちり。沈黙。

「……いきなり、何の話だ？」

「単なる学術的な考こう察さつよ。天邪鬼っつったら、バリエーションこそ多いけど、物語構こう造ぞうの中で特定の役割を演えんじる──或あるいは、演じさせられる妖怪でしょ？　そんなのがね、いくら妖怪の湧わきやすい土ど壌じようとは言え、おいそれと自然発生するのかしら、誰だれかが裏うらで糸を引いてるんじゃないのかしらーって、それだけのお話。ま、あくまで仮か説せつだけどもね」

　ぱちり。またも沈ちん黙もく。

　美術室はもう目と鼻の先だ。二人とも待ってよ、と苦しげな声が後ろで聞こえた。

「そもそもさ、あんたは『女の子を攫さらって入れ替わる妖よう怪かい』なわけじゃない？　『ちょっとでいいからここを開けてけろー』とか何とか声をかけて、それに応おうじた相手を強ごう引いんに引きずり出し……いや、引きずり込み、なのかな？　ま、どっちでもいいか。とにかく、そーやって拉ら致ちった子の服を剝はぎ取とって着ることで、その本人と成り代わるわけよね。まあエロい」

「けろとか言わねえよ、俺は。人を勝手に田舎いなか者ものにすんじゃねえ」

　ぱちり。

「黙だまって聞く。で、ここって高校でしょ？　女子高生だらけのこの場所で、なんであんたは敢あえて妖怪であるイタチちゃんを狙ねらったわけ？　どーもね、そこんとこも引ひっ掛かかるのよ。妙みように作さく為い的てきっつーか人じん為い的てきっつーか──」

「すみません！　たいへん長らくお待たせしました先輩っ！」

　走ってきた勢いきおいそのままに、僕は美術室のドアに手を掛かけると、力ちから任まかせに引き開けた。

　がらがらぴしゃんと引き戸が開き、部へ屋やの隅すみの机で盤ばん面めんを挟はさんで向かい合う二人の姿すがたが目に映る。息を切らして中に飛び込めば、隣となりを走っていた学ラン姿の人ひと影かげがそれに続く。

「ほんとに待ったわよ。引ひき延のばしもそろそろ限げん界かいだったし……と怒おころうと思ったけど、君らの見た目が面おも白しろいので帳ちよう消けしにして不ふ問もんとします」

　眼鏡越しの視し線せんを僕らに向ける経ふみ島しま先輩。その向かいの席、イタチさんの姿をコピーしたままの天あまの邪じや鬼くが、煙けむたそうにこちらへ振ふり向むいた。

「何だ、今さら誰だれかと思えば変へん態たいのガキか……っておい！　なんでそいつがここに！」

　僕の隣に並ならんだ人を見たとたん、まがい物は耳みみ障ざわりな音を鳴らして歯は嚙がみする。

「さーあー。どおしてだろおねえー」

　伸のばしたヒゲをぴくぴくさせながら、さっき聞かされた台詞せりふを真似まねる僕。

「人間風ふ情ぜいが俺の真似すんじゃねえ！　待てよ、こいつはまさか──おい、ガキ女！」

「あらまあ、それって私のことかしら？　それはそれとして、あんたの番よ天邪鬼」

　マイペースに、そして不ふ敵てきに微笑ほほえみながら、経島先輩が駒こまを進める。と、天邪鬼は、イタチさんそっくりの手を振りかざし、いきなり盤ばん上じように並んだ駒を薙なぎ払はらった。

「降こう参さん？　んなことしなくても、二十ターン後には投とう了りようさせてやったのに」

「巫山戯ふざけんなあッ！　守りを固めるだけで攻せめてこねえと思っちゃいたが──クソチビてめえ、ハナから勝負する気なかったな！　ひたすら時間稼かせいでやがったな！」

　いきなり激げつ昂こうした天邪鬼が、机ごと将しよう棋ぎ盤ばんをひっくり返して立ち上がる。同時に、白かった右手が黒い煙けむりに包まれたかと思うと、真っ黒の巨きよ大だいな出で刃ば包ぼう丁ちようへと変化した。

「引っ掛かったあんたが悪い。経島御み崎さき二十六の擬ぎ態たいの一つ『必死に平静を装よそおいながらも恐きよう怖ふ心を隠かくせない強気っ娘こ』はお気に召めしたかしら？　と言いつつ強い人に隠れる私であった」

　いつの間にか経ふみ島しま先輩が僕らの後ろに回っていた。抜ぬけ目めのない人である。

「……もう！　二人とも、速すぎるよ──って、うわっ何だこいつ！」

　そして、僕らを追ってきた滝たき沢ざわさんが、息を切らしながら美術室へと足を踏ふみ入いれた時。

「──ッ、てめえらいい加か減げんにしやがれ！　こちとら、山をも担かつぐ大だい妖よう怪かいの天あまの邪じや鬼く様よ、それを怒おこらせたらどうなる──か──？」

　煙けむりを吹き出し目を輝かがやかせ、右手の凶きよう器きを振ふりかざして飛びかかろうとしていた天邪鬼が、ぴたりとその動きを止めた。……いや、正せい確かくには「止められた」。

「出た、久々の金かな縛しばりーっ！　実にベストなタイミングでしたが、この技わざが妖怪にも効きくとは意外でしたね解かい説せつの経島さん。ええ、天邪鬼が人っぽい姿すがたに化けていたためではないでしょうか、実じつ況きようの御み崎さきさん。なお、先ほどの『山をも担ぐ』発言についてですが、これはおそらく信州に伝わる伝説のことを言っているのでしょう。なるほど、ではいったんＣＭです」

　僕らの後ろで、解説モードに入った先輩が嬉うれしげに一人二役をやっている。

「……いい加減にして、天邪鬼」

　そして、カッターシャツ一枚で先輩をかばって立つ僕の、その隣となり。

「あたしの姿──それ以上、勝手に使わないで」

　僕の学ランを身につけたイタチさんの瞳ひとみが、銀色の閃せん光こうを放っていた。
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「失礼します！」

　賑にぎやかな音を無人の廊ろう下かに響ひびかせる、一般教室棟とう三階の空き教室。

　その戸を開け、僕は声を張はり上あげた。その声に、机をどかしたスペースにずらりと並ならんで楽器を演えん奏そうしていた十数人が、一いつ斉せいにこちらを振り向いた。練習中すみません、と頭を下げる僕の傍かたわらには、普ふ通つうの人には見えない犬がふわふわ浮うかぶ。

「一年Ａ組で美術部の白しら塚つかです！　滝沢赫あか音ねさん、いますか？」

　切せつ羽ぱ詰つまった呼よびかけに、何の騒さわぎだと顔を見合わせる吹奏楽部（新）の部員たち。と、フルートを手にしたショートの少女が、部員の中からひょこっと顔を覗のぞかせた。

「……白塚？　それにライカも？　急にどうしたんだよ」

「ごめん！　ちょっとでいい、手伝ってほしいことがあって！」

　天邪鬼との将しよう棋ぎを先輩に任まかせ、美術室を飛び出した僕がまず向かったのは、吹奏楽部の練習場所だった。「新造サークルだから音楽室はめったに使えなくてさ、普ふ段だんは空いてる教室で練習してるんだ」。滝沢さんのその言葉を頼たよりに、楽器の音を求めて校内を駆かけずり回まわった挙あげ句く、僕とライカは犬いぬ神がみ使つかいを捜さがし当あてることに成功したのである。

「手伝う……？　あ、もしかして」

　いぶかしげに首を傾かしげる滝たき沢ざわさんだったが、すぐにハッと口に手を当てた。その察さつしの良さもさることながら「妖よう怪かいが出たの？」とはっきり言わないあたりの細やかさが、さすが委員長だ。僕なら「で、どこにどんな妖怪が出た？」とか平気で聞いてる自信があります。

「──わかった。そういうことなら手を貸すよ」

「ありがとう！　実はイタ」

「ここで言わない！」

　焦あせりに駆かられて口を開こうとした僕を、犬いぬ神がみ使つかいのきつい眼まな差ざしが黙だまらせた。

「あのさ。ごめん、みんな」

　練習をちょっと抜ぬけます。そう言おうとして滝沢さんが振ふり返かえれば、教室の中央で指し揮き棒ぼうを構かまえていた男子生徒がふらふら寄ってきた。ほっそりした顔が恐おそろしいほど青白い。

「やあやあ誰だれかと思えばいつぞやの告こく白はく少年じゃあないか、初めまして。僕は病弱で有名な部長の野の更ざら志し、いつも滝沢君には迷めい惑わくを掛かけている」

「知ってます。つか『いつぞやの』って言いつつ自己紹介する意図がわかりません」

「得意な楽器は法ほ螺ら貝がいとハープ、好きな教科は古典と英語……なのだけど、最近、先生が交代してしまったもので意気消しよう沈ちん気ぎ味みなのさ。古典の新しい先生がちょっと変な人でね」

「世せ間けん話ばなしは今度にしてください、だいたい部長より変な人はそういません！　それより白しら塚つか」

　延えん々えんと語り続ける病弱な人を失礼な言葉で黙だまらせ、滝沢さんは僕へと向き直る。

「仕方ない。ではまた次の機会を──ん？　おやおや、そこにいるのは大きな犬？」

「きっ、気のせいです部長！」

「え？　滝沢さん？　今、この人──」

「いいの！　とにかく行くよ白塚、部長がこんななのはいつものことなんだから！」

「はは、これは厳きびしい。だけどそう、滝沢君の言う通り、僕はいつもこんなだから。そんな気持ちをこめて奏かなでます、聞いてください『開き直りの即そつ興きよう曲きよく・第六十七番』！」

　倒たおれそうな勢いきおいで野更志部長がタクトを振れば、ずらりと並ならんだ部員たちが一いつ斉せいに──いや、半分くらいが演えん奏そうを開始した。それなりにノリのいい人たちが揃そろっているようで何よりだ。

「ああもう……めんどくさいっ！　とりあえず出よう、話は外で聞く！」

　なぜか赤せき面めんした滝沢さんは、フルート片かた手てに僕の手を引いて教室を飛び出した。

「よくわかんないけど行ってらっしゃーい」

　賢けん明めいにも演奏に加わらなかった人たちの声と、高らかに鳴なり響ひびくメロディーとが、僕らを見送ってくれた。わんわん鳴きながらライカが続く。

「滝沢さん？　あの部長さん、もしかしてライカが見えてるの？」

「たまに見えてるみたいなんだ。……まあ、妖怪みたいな人だから、無理もないけど」

　自分のサークルの先輩に対しても手厳しい犬神使いさんであった。




「うん、ここでいいか」

　僕を引っぱって吹奏楽部の練習場所を出た滝たき沢ざわさんは、廊ろう下かを曲がってすぐ、人通りの少ない階かい段だんで立ち止まった。やれやれ、やっと説明できる。しかし、僕が「イタチさんが」と口にした瞬しゆん間かん、犬いぬ神がみ使つかいはそれをすかさず片かた手てで制した。

「走ってる間にライカから事じ情じようは聞いたよ。伊達だてさんが偽にせ者ものに入れ替わられたんだろ」

「あ、うん、そうそう！　そうなんだ！」

　何という話の早さ。感心していると、ライカが僕へと視し線せんを向けて短く吠える。「急げ」と言われた気がして滝沢さんに向き直れば、強い眼まな差ざしがまっすぐ僕を見返した。

「それで白しら塚つか、ぼくに何をしろって？　ライカの鼻でも偽者の気け配はいしか感知できないってことは、しらみつぶしに捜さがすしかないんだろうけど……それを手伝えばいいの？」

　不安そうに犬神使いに尋たずねられ、僕はきっぱり首を横に振ふる。

「いや、違ちがう」

「そうだね、効こう率りつは悪いけど確たしかにそれしか……って、え？　違うの？」

「うん、違う。滝沢さんに頼たのみたいのはそんなことじゃない」

　犬神使いの右手にある愛用のフルートと、そして傍かたわらの犬神に視線を走らせつつ、僕ははっきり言い切った。

「今すぐ僕にライカを憑つけてほしいんだ」

「は？」

　何を言い出すんだこいつはと言いたげに、いぶかしげな視線が僕に向く。ライカもきょとんと首を捻ひねり、不ふ可か解かいそうに僕とご主人様を見比べた。

「いいかい白塚。君は犬神憑きには向いてないんだ、それはこの前ので痛つう感かんしたはずだろ？　だいたいさ、今はそんな……あ！　そうか！」

　さすがは委員長、わざわざ説明するまでもなかった。僕の考えを察さつした滝沢さんは「行くよライカ、準じゆん備びして」と困こん惑わく中ちゆうの愛犬を促うながし、慣なれた手つきでフルートを構かまえる。

　お願いします、と目を閉じる僕。

　そして、お馴な染じみのメロディーが階段に流れた次の瞬しゆん間かん。

「わん」

　僕の体に、するりと犬神が重なった。

「よし、こんなもんかな……？　どう、白塚？」

「ありがとう滝沢さん！　うん、いい感じだわん、ご主人様！」

　ぴんと生えたヒゲを震ふるわせながら微笑ほほえめば、ほんの少し尖とがった犬歯が覗のぞいた。今回は、爪つめとヒゲだけじゃなくて、歯にもちょっと影えい響きようが出ているらしい。

「なんで憑かれてるのに平気で話せるんだ、君は。ライカがまた落ち込むよ……。あと、その中ちゆう途と半はん端ぱな口調は要らないからね」

　腕うでを組んだ犬いぬ神がみ使つかい（今は半分だけご主人様）が、重たい溜ため息いきを吐ついている。僕は「ドンマイって言っといて」と適てき当とうなことを言うと、もう一度目を閉じ、深く静かに息を吸った。

　鼻と耳とに意い識しきを集中。微び弱じやくな妖よう気きや気け配はいは無む視し。探さがし物ものは一つだけだ！

「伊達だてさんの妖気が手に取るように感じられる、十キロ四方の空間から見つけだすこともできる──だっけ？　木この葉は天てん狗ぐの一件で、それを聞いた時は心しん底そこ呆あきれたけどさ」

　滝たき沢ざわさんが、腕組みしたままぼそりと言った。僕は目を閉じたまま答えない。

「まさか、その力を実じつ際さいに使うことになるとは思わな」

「よし見つけたっ！」

「かった──って、早っ！」

「場所は屋おく上じよう！　給きゆう水すい塔とうの土台の鉄てつ骨こつに意い識しきを失って縛しばられてる！　畜ちく生しよう、ひどいことしやがって！　……ふん、ふんふん。良かった、ちゃんと息はあるぞ！」

「しかもそこまで具体的にっ!?」

　カッと目を見開きながら叫さけべば、滝沢さんがちょっと引いていた。頭の片かた隅すみでは、ライカの呆あきれる声がわんわん響ひびく。ほっとけ、と内心でつぶやきつつ、僕は走り出していた。

「待った白しら塚つか！　屋上だったら鍵かぎがないと出られないよ、まずは職員室に行かないと」

「駄だ目めだ、時間が惜しい！」

　滝沢さんの声を後ろに聞きつつ、僕は廊ろう下かの窓まどを開けて身を乗り出し、ささっと左右を確かく認にんする。左にあるのは単なる壁かべだけ。右を見れば……よし、あった！

「あのね、気持ちはわかるけど！　今の君じゃドアを破ったりはできないだろ！」

「知ってる！」

　犬神使いの制止を振ふり切きり、僕は三階の窓から飛び出した。

「え？　い、いやあの、白塚！　ここ三階！」

「それも──知ってるっ！」

　色あせた壁の上、垂すい直ちよくに伸のびた給水パイプに手を伸ばし、ぐっと体をたぐり寄せる。

「おわっ、と！」

　下を見ないようにしながら、パイプを壁に固定する金具にすばやく靴くつ底ぞこを引っかけて体を安定させる。見上げれば、壁がまっすぐ伸びる先に、屋上を囲うフェンスがちらりと覗のぞいた。

　──よし。あとは、金具に足をかけながら上っていくだけだ。

「行ける！」

「何の根こん拠きよがあって！　落ち着けよ白塚！　ライカが憑ついたところで君は肉体的には」

「あ、そうだ滝沢さん！　経ふみ島しま先輩にメールしといてくれる？　今からイタチさん助けてそっちに向かうから無理して勝たなくてもいい、なるべく勝負を引ひき延のばせって！」

「全然強化されてないんだから……って、聞いてる？」

「よし、待っててねイタチさん！　って意外とパイプが滑すべる？　しかし！　何のこれしき！」

「あ、聞いてないんだね」

　窓まどの中に空むなしく佇たたずむ滝たき沢ざわさんは、やがて視し界かいの端はしから消えた。ありがとう犬いぬ神がみ使つかい。心の中で感かん謝しやの気持ちを叫さけびつつ、そして頭の中にライカの呆あきれ声ごえを響ひびかせつつ、僕は金きん属ぞく製せいのパイプを摑つかんだ両手に力を籠こめた。




「よっこら……せ、と！」

　フェンスを乗り越え、殺さつ風ぷう景けいな屋おく上じようへと僕は体を投げ出した。冬の風に晒さらされたコンクリートの床ゆかはひんやり冷たく、パイプ登りで予想外に疲つかれてしまった体に心地ここち好よい。

「簡かん単たんそうに思えたんだけど……意外としんどかったな。二回くらい落ちかけたし」

　誰だれに言うともなくつぶやけば、合体中の犬神が頭の中でわんわん吠ほえた。

「え？　二回どころじゃなかった？　いや、あれとかあれはカウントしないだろ」

（わんわん、わん）

「今度は何だよ。……そんなんだからお前は成長しないんだ、ちゃんと非ひを認みとめろ？」

　さすが滝沢さん家ちのライカ、ずいぶん耳の痛いたいことを言う犬である。このまま聞いてるとどんどん凹へこみそうなので、僕は犬神の小言を無む視しし、勢いきおいよく跳はね起おきた。

「よし回復完了！　イタチさんは、えーと──給きゆう水すい塔とうの下だったよな、確たしか」

　屋内に通じるドアを擁ようしたブロックの上、鉄てつ骨こつの骨ほね組ぐみで支ささえられた給水塔に目を向ける。と、錆さびが浮ういた骨組みの一本の陰かげに、スレンダーな人ひと影かげが見えた。

「──あ！」

　ここからは、ちょうど鉄骨を挟はさんでいるのでよく見えない。だけど、それでもしかし、あの背せ格かつ好こうに栗くり色いろの髪かみは、そして何より、犬神パワーで強化された五感にビリビリ来るこの気け配はいは、もう誰だれが何と言おうと確かく実じつに──！

「イタチさんっ！」

　僕はコンクリートの床を蹴けって駆かけ出だしていた。全速力で走る僕の頭の中で、急げ急げとライカが急せかす。今さらだけど、この犬神、ずいぶんイタチさんに懐なついてたんだな。

「ごめん、遅おそくなって！」

　声が届とどいているのかいないのかはわからないが、僕は叫ばずにはいられなかった。

　ほんの少しだけ尖とがった爪つめを立て、ドアの設せつ置ちされた四角いブロックをよじのぼり、

「ほんとにごめん！　今すぐ」

　スピードを緩ゆるめることなく給水塔の向こうへ回れば、そこには──。

「助、け──っ！」

　その光景を見た瞬しゆん間かん。変な具合に声が裏うら返がえった。

　……うん、ま、まあ、そりゃそうだ。

　なるべく考えないようにはしていたけれど、当たり前の結論だ。

　あの偽にせ者ものがイタチさんのセーラー服を着てたということは、ここにいる本物は、つまり──。

（わんわんわんわんわんわんわんわんわんわん！）

「うわっ！　いきなり何だよライカ！」

　いきなりライカが吠ほえだした。警けい戒かい心しん剝むき出だしの声が脳のう裏りにガンガン響ひびき渡わたる。

（うー、わんわんわんわん！）

「え？　──イタチさんを見て？」

（わんわん、うう、わんわんわん！）

「──『畜ちく生しよう、そう言えば女子はセーラー服の下にセーター着てるんだった。これが夏だったら下着だったのに』とか残念がってるんじゃなかろうな？　……あのな、誰だれが思うか、そんなこと！　むしろ安心したんだよ！　寒そうで痛いた々いたしいと思っただけだ！　信じろよ！」

　人を何だと思ってるんだ、この犬は。彼とは一度きっちり話し合う必要があるなと嚙かみ締しめれば、ふいに冷たい風が屋おく上じようを吹ふき抜ぬけた。

「……う、ううん」

　意い識しきを失っていても風の冷たさは感じるのだろう、イタチさんの体がぴくっと震ふるえる。と言うか、一月の夕方に吹きっさらしの屋上で薄うす手でのセーターとスカートだけなんだから、寒くないはずがない。

「とにかく、このままじゃまずいよな……！　ええと、とりあえず、これで！」

　ばたばたと慌あわてて学ランを脱ぬぐ。カッターシャツだけではやっぱりちょっと寒いけど、今はそんなこと言ってる場合じゃない！

「う……ん」

　再ふたたび、ぶるっと震える身体。冬風にさらされたその頰ほおは、いつものような健康的な薄うす桃もも色いろではなく、痛々しいほど白かった。あの艶つやのある唇くちびるさえもが、泣きたくなるほど青白い。六月に出会ってからこっち、この人の色んな姿すがたを見てきたけれど──正直、こんなにも「描かきたくない」姿を見るのは、初めてだ。怒いかりや憤いきどおりに加え、痛ましさがガリガリ胸むねを締しめ付つけ、思わず悪あく態たいが口から漏もれる。

「……あの劣れつ化かコピー」

　後ろに回された両手と、くびれの目立つ細い腰こしとを一ひと纏まとめにし、鉄てつ骨こつに縛しばりつけているのは黄色と黒の作業用ロープだ。真っ白なセーターの上に二重三重に巻まき付ついた警戒色は、腹立たしいほど鮮あざやかだった。

「滅め茶ちや苦く茶ちやしやがって……！」

（わんわんわん！）

　イタチさんに学ランを掛かけながらつぶやけば、ライカの同意の叫さけびが響いた。ああそうだ友よ同志よ相あい棒ぼうよ、あいつだけは絶ぜつ対たい許ゆるせない。

「ちょっとだけ待っててねイタチさん……と。結び目は……よし、あった！」

　ばたばたと鉄てつ骨こつの後ろに回った僕は、ロープの結び目を見つけて手を掛かける。

　見たところ気を失っているだけで、ケガをしてるわけでもなさそうだ。息もしてるし脈みやくも動いているし、体には何かをされた形けい跡せきもない（あったら天あまの邪じや鬼くを殺して僕も死ぬ）。なので、あとはこいつをほどけばいいん……だけ……どっ！

「ああもうっ！　どんだけしっかり結んだんだ、あの偽にせ者ものは！」

　あのまがい物野郎、アバウトな性格に見えて、意外と仕事はきっちりやるタイプらしい。加えて、ロープをちょっとでも強く引ひっ張ぱると、イタチさんのお腹へ強度抜ばつ群ぐんのナイロン繊せん維いが食い込むことになるのだが──それだけは絶ぜつ対たいに何があっても避さけねばならないのだ！

（わん！）

　意い気き投とう合ごうする人と犬。しかし、それはつまり、あまり力を入れられないってことなので。

　結果的に、ガチガチに固まった結び目は全然緩ゆるむ気け配はいがないのであった。

「ああくそ、こんなことなら普ふ段だんから十じつ徳とくナイフでも持ち歩いてりゃ良かった！」

　腹立ち紛まぎれの独ひとり言ごと。僕が普段から持ち歩いてるものなんて、せいぜいペンとスケッチブックくらいだもんな。こういう状じよう況きようでは役に立たないこと甚はなはだしい。

（うー、わん？）

「──え、スケッチブックなんか持ってないだろって？　……あ。ほんとだ」

　ライカに指し摘てきされ、今さらながら手ぶらの自分に気付く。美術室を飛び出した時、置いてきてしまったらしい。まあ、それだけ焦あせってたってことだろうけど……目の前のこれがほどけないと、急いだ意味がないぞ！　焦りを募つのらせていると、ふいにライカが威い勢せい良よく唸うなった。

（ぐるうっ……わん！）

「──じれったいから代われ？　まあ、お前の力フルに使えりゃロープ引きちぎるくらいは簡かん単たんだろうけど、僕の体はお前のコントロールを受け付けないって滝たき沢ざわさんも言ってたし」

（わんわんわん！）

「──何？　頑がん張ばればちょっとの間だけならコントロールできるだろうし、犬いぬ神がみの力も使えるはず、ものは試しだ？　いや、その心意気は買うけどさ。具体的にどうすりゃいいんだ」

（うー、わんわん、うー）

「──ふんふん。舞ぶ台たいの上から一歩下がって見守る感じ、か。オッケー、やってみよう」

　覆おおい被かぶせた学ランの隙すき間まから見える小さな背せ中なかは、今もどんどん冷えていく。この人を解かい放ほうできるなら、手しゆ段だんは問わない。僕は深く息を吸い、心の中の操そう縦じゆう席せきからそっと退ひいた。

　……頼たのむぞ、ライカ。

（わんっ！）

　威勢のいい返事とともに、ライカの力が僕の体に浸しん透とうしていく。そして、白しら塚つか真しん一いちの肉体の主しゆ導どう権けんが犬神へと受うけ渡わたされた、その瞬しゆん間かん。

「──グルウウウッ！」

　唸うなりをあげながら、僕はロープへ嚙かみついていた。肉にく食しよく獣じゆうっぽく尖とがった犬歯が、丈じよう夫ぶな繊せん維いにざっくり食い込む──って、嚙むのかよ!?　爪つめかと思ったのに！

「グ……グ、ガ、ガウッ！」

　喉のどから漏もれる低い唸うなり。頑がん丈じようだったロープが、ブツリブツリと引ひき裂さかれていく。

（いい調子だ！　歯と歯は茎ぐきが泣きそうに痛いたいけど気にするな！　そのまま頼たのむ！）

「グ──グルウッ！」

　僕の叫さけびに後あと押おしされたかそうでないのか、とにかくライカはロープをブチンと嚙み切った。

　そして、僕が一安心し、ライカが僕の体を僕へと戻もどそうとするのとほぼ同時。縛いましめから解かい放ほうされたイタチさんの体が、ふらりと前に倒たおれ込こむ。

「ん？　あ、おっと──危あぶないっ！」

　僕とライカの意い志しが重なり、反はん射しや的てきに体が跳はねた。膝ひざをコンクリで擦こすり、肘ひじを鉄てつ骨こつへと盛せい大だいにぶつけながら、僕は何とかイタチさんの真横へと回り込み、倒れる体を受け止めた。

　とさり、と腕うでに伝わるのは、かすかな重みと確たしかな感かん触しよく。冷え切った体が痛いたましい。

　と、その振しん動どうがきっかけになったのか。腕の中のイタチさんは、ぼんやり目を見開いた。

「う、ん……？」

　寝ね起おきのようなまどろんだ声。意い識しきはまだはっきりしていないようだが、その声と口調は確かに本物のイタチさんだ。僕が──いや、僕らが、盛せい大だいに安心したのは言うまでもない。

「……あれ？　しんいち……？」

「そう！　そうそう、ほらほら、真しん一いち！　おはよう、イタチさん」

　安あん堵どの溜ため息いきとともに声をかければ、心の片かた隅すみでライカも嬉うれしげに吠ほえる。そうだよな、お前も嬉しいんだよな──と思った、その時だ。

「わん！」

　それはもう嬉しげに一声鳴いた僕は、イタチさんにぐっと顔を近づけたかと思うと、おもむろに白い頰ほおをぺろりと舐なめた。冷たい肌はだの感触が、ひやりと舌したに伝わってくる。

「……え？」

　何をされたのかしらと言いたげなぼんやりした瞳ひとみが、すぐ近くで僕を見て──って、おい　ライカ！　お前たったいま人の体を勝手に使ってイタチさんに何をしましたか！

　心の中で巨きよ大だいな犬神にヘッドロックを仕し掛かけ、暴あばれる巨体を体の操そう縦じゆう席せきから引ひきずり降おろす。ええい抵てい抗こうするんじゃない！　そういう行こう為いは自分の体でやりなさい！

（わんわんわん）

「──やあごめんごめん、嬉しかったもんでつい？　ノリが軽いよお前！」

（うーわんわん、わん）

「──前から一度やってみたかったんだ、できれば次は……？」

（わん）

「絶ぜつ対たいに無理！　滝たき沢ざわさんにそんなことやってみろ、僕はフルートで撲ぼく殺さつされるぞ！」

　きょとんとしたままのイタチさんを抱だき起おこして立たせ、ずり落ちかけた学生服を肩かたに掛かけながら、一人でぶつぶつ言い争う僕。端はたから見ればさぞ気き味みの悪い光景だと思う。

　と、事ここにいたって、ようやくイタチさんの意い識しきは覚かく醒せいに向かい始めたようで。

「うん？　え、ええと……え？」

　イタチさんは自分の頰ほおにそっと手を当てると、ひょいと顔を上げて僕を見た。

「え……し、真しん一いちっ？　えーと、い、い、今、今のって、あの……」

　白かったイタチさんの頰が、見る見るうちに真っ赤に染そまっていく。どうやら、つい今しがた僕が何をしたのか（つまり自分が何をされたのか）、はっきり思い出してしまったらしい。血色が回復するのはいいことなんだけど、これはちょっと戻もどりすぎですね。

「ごめん、イタチさん！　でも、今のはほら、ライカがやったことで」

　それに悪気があったわけじゃ──と僕は続けようとしたのだが、動どう揺ようしっぱなしのイタチさんには弁べん解かいの言葉は見事なまでに届とどいていなかった。

「え……らいか？　あ、だから真一からライカの気け配はいが……って、あれ？　そう言えば、あたし、なんでこんなところに……？　それに、なんだか寒いような……って、え？」

　自分の体を見下ろしたイタチさんは、不ふ思し議ぎそうにきょとんと首を傾かしげた。

「え、ええと……掃そう除じのあと、最後に教室出ようとしたら、掃除用具のロッカーから『ここを開けてくれー』って声がして……、うん、それを聞いたら体が勝手に動いて、気が付いたらロッカー開けてて、あっと思ったら黒い手が伸のびてきて……あれ？　それから……？」

　学生服を羽は織おったイタチさんが、えーとえーととつぶやいている。情じよう報ほうを整理して落ち着こうとしているみたいだけど、混こん乱らんを抑おさえる効こう果かはあまりないようだ。

「どうして、屋おく上じようで、真一がライカで、制服がなくて……え、えーと、あれ？」

　……まあ、目が覚さめたらいきなり屋上で、セーラー服のかわりに男の学ランを羽は織おらされており、おまけに目の前には犬っぽくなった男が舌したをベロベロやりながらシャツ一枚でわんわん言ってりゃ、そりゃあ困こん惑わくするだろう。目覚めるのと同時に「寄るな痴ち漢かん！」とか言って鎌かま鼬いたちが飛んでこなかっただけありがたい。ほんと、イタチさんが優やさしい人で助かった。そして元気になって良かった。なあライカ！　安あん堵どしつつ、僕は事じ情じようを説明しようとしたのだが、

「あのさ、イタチさん。パニクるのはわかるけど落ち着いて聞いて」

「あ、うん。でも──へ、へくしょっ！」

　イタチさんの小さなくしゃみがそれを遮さえぎった。血色は戻ったとは言え、ずーっと屋上に放置されてたんだもんなあ。やっぱり体が冷えているらしい。あの偽にせ者ものめ。

「大だい丈じよう夫ぶ？　とりあえず学ランの前留とめたほうがいいよ、ちょっとは温かいからさ」

「あ、うん、ありがと。でも……あたし、これ、着ててもいいのかな？」

「そりゃもちろん。てか、そんなのしかなくてごめん」

　頭を搔かきつつ苦笑すれば、またもやライカがわんわん吠ほえた。

　──女の子にあんなもん着せるとはデリカシーが足りない？　あのなあ、仕方ないだろ、この際さい！　脳のう内ないで僕らが言い争っていると、はにかむような小さな声が耳に届とどいた。

「……ありがと、真しん一いち。それにライカも」

　ライカもそこにいるんだね、やっとわかったよ。微笑ほほえみながら、学生服に細い腕うでが通り、小さな指が慣なれない手つきで前のボタンを留とめていく。そして傍ぼう観かんすること数十秒。照れ臭そうに微笑ほほえむ、学ラン姿すがたのイタチさんが僕の前に立っていた。

「やっぱり、ちょっと大きいね」

　そう言うとイタチさんは両手を「ほら」と持ち上げた。見れば、小さな手の親指の根本にまで黒い布地が届いている。身長はそんなに変わらないはずだけど、男物は一回りサイズが大きいらしい。

「あー、ごめん。でもまあ、キツかったりはしないよね？」

　そう尋たずねれば、学ランのイタチさんはこくんとうなずき、申もうし訳わけなさそうな瞳ひとみを向けた。

「……でも、ほんとによかったの？　この服って、真一のだよね？」

「へー、よくわかったね──って、僕の格かつ好こう見ればわかるか」

　カッターシャツの下、たくましくもない肩かたをすくめて苦笑する。肌はだ寒さむさは気合で我が慢まん！

「うん。……あ、でもね、それだけじゃなくて」

　そこで言葉を句切ったイタチさんは、長めの袖そで口ぐちで自分の口を隠かくすと、僕にだけ届とどくような小さな声で──いや、まあ、ここには二人しかいないんだけど──ぽそっと言った。

「真しん一いちの匂においが、したから」
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　そう言って慌あわてて目を逸そらしたイタチさんの顔は、朱しゆ色いろ混まじりの薄うす桃もも色いろ。それを見たとたん、あっと言う間に気き恥はずかしさが最さい高こう値ちを叩たたき出だした。今のは、効きいた。

「あ。そ、そうなんだ……。それは、なんか、ごめん」

　ぎこちなく謝あやまるしかない僕である。

　と、イタチさんは「ううん」と優やさしく微笑ほほえみ、少しだけ照れながら言い足した。

「ううん……あたしね。この匂い、嫌きらいじゃないよ」

「──っ！」

　その照れた笑えみを見たとたん、いきなり我が慢まんの限げん界かいが来た。体が勝手に弾はじけて動いて止まらない。がうがうわんわんと必死に引き止めるライカを一いち撃げきの下もとに振ふり払はらい、

「ありがとうイタチさん！　ごめん、でもありがとう！」

　自分でもよくわからないことを言いながら、

「あと、その、そうだ！　言いい遅おくれてたけど、無事で良かったああああっ！」

　僕は、自分の学ラン越しに、細身の少女を力ちから一いつ杯ぱい抱だき締しめていた。

　ひゃっ、と息を吞のむ声が、耳のすぐそばで響ひびく。

　同時に、腕うでの中の小さな体が瞬しゆん間かん的てきにこわばるのが感じられ、僕はようやく我に帰った。

「──え？　あ、ご、ごめんっ！　つい！」

　これだけ自発的にやっておいて「つい」もなかろうとは思いつつ、今さらのように腕を緩ゆるめる。しかし、イタチさんは怒おこることも焦あせることもなく、ただ、柔やわらかく微笑んだ。学生服の下の体のこわばりが、ふわっと和やわらいでいくのがわかる。

「え？　イタチ……さん？」

　えーと……これは、つまり……いいのかな？　僕はそおっと再ふたたび手を伸のばし、どきどきしながら小さな体を優しく抱き締める。と、イタチさんは──まさかそんなことはないだろうけど──まるで、それを待っていたかのように、くすりと笑って僕を見た。

「あのね、真一。……言うの、遅おそくなっちゃったけど」

「なに？」

「見つけてくれて、ありがと。嬉うれしかったよ」

　それだけを言い切ると、イタチさんは無言でぺたんと寄より添そってきた。僕もまた、無言のまま、学生服の少女を抱えた腕に徐じよ々じよに力を籠こめていく。

　なんかさっきから頭の中でわんわん叫さけぶ声が響いているが、そんなもの聞こえないったら聞こえない。鬼おにか悪あく魔までも見つけたような形ぎよう相そうで吠ほえまくる犬いぬ神がみだなんて、ははは、そんなものは存そん在ざいしない存在しない。

　今、この場所、この時間にあるものは、ぎゅっとした感かん触しよくと、そして確たしかなぬくもりと。

　──ぴいいいいいいいいいいいいいいいいいいっ！

　甲かん高だかく響ひびく謎なぞの笛の音ねと。

「おーい」

　照れと呆あきれと怒いかりを足して三で割らない形ぎよう相そうでフルートを構かまえたショートの少女と。

「イタチさん……ほんとに、ほんとに無事で良かった！　もう一時はどうなったかと！」

「そんなに心配してくれたんだ」

　ありがと、と腕うでの中で暖かく微笑ほほえむイタチさんだけ──。

「ん。今、何か小さな違い和わ感かんが？」

「そう言えば、笛の音みたいなのが聞こえたよね」

　顔を見合わせて首を傾かしげた後、僕らは音の聞こえた方向へと、ひょいと視し線せんを向けてみた。と、屋おく上じように広がる無む味み乾かん燥そうなコンクリ床ゆかの上。ちょうど僕らのいる給きゆう水すい塔とうブロックを見上げる場所に、ショートカットの小さな人ひと影かげが立っていた。

　長なが袖そでのセーラー服に黒のスカート、そしてその下にはお馴な染じみのスパッツ。腕組みした手には銀の笛。ふむ、どうやら、さっきの怪かい音おんの発生源はあれらしい。小さな肩かたを四角くいからせ、きつい視し線せんをあらぬ方向へと向けながら、何やらブツブツ言っておられるあの人は。

「あ、赫あか音ねだ」

「滝たき沢ざわさん？　こんなとこで何やってんの？　つーか、どうやって屋上に？」

　僕が見下ろしながら尋たずねれば、ライカのご主人様はスカートのポケットから小さなタグのついた鍵かぎを取り出し、冷え切った声で口を開いた。

「へー、やっと気付いてくれたんだ。屋上の鍵持ってきたんだけど、お邪じや魔まだったかな」

「……屋上の鍵？　ああ、だからここに入って来れたのか。でも、なんでわざわざ」

　今さらそれがあったところで、もうイタチさんは助けたんだから。そう思いつつ首を傾かしげていると、滝沢さんは「心しん底そこ呆れた」と言いたげに肩かたをすくめて首を振ふった。

「白しら塚つか。君、伊達だてさんを助けた後、どうやってここから降おりるつもりだった？　スカートの女の子に、壁かべのパイプ伝って降りろって言うつもりだったわけ？」

　まさかそんなことはないよね、と見上げられ、僕は情なさけなく苦笑した。

「……あっはっは。言われてみれば、全然考えてなかったかも」

「あのね白塚。ぼくは君に何度も言ったけどね、そういう──」

「そこに気が付くのが、赫音のすごいところだよね。ありがと、赫音」

「場当たり的なやり方じゃいつか──って……ああもう。どうでもいいや」

　僕へ小言を繰くり出だそうとしていた滝沢さんだったが、イタチさんの感かん謝しやの微笑ほほえみを見ると、溜ため息いき混まじりに苦笑を返した。

「お礼は、ぼくより生徒会長に言ってよね。屋おく上じようの鍵かぎを借りてくれたの、あの人だから」

「江え戸ど橋ばしさん？」

「うん。稲いな葉ば先生がいれば話は早かったんだけど見当たらなかったし、職員室でも信用されてそうな生徒会長に頼たのんだんだ。屋上まで付いてきてくれて、さっきまで一いつ緒しよにいたんだけど」

　滝たき沢ざわさんはふとそこで顔を赤らめ、ごにょごにょと言葉を濁にごしてしまう。

「いたんだけど、何？」

「えーと……『この匂におい、嫌きらいじゃないよ』のあたりで、耐たえきれなくなって逃にげた」

　なるほど。なんつーか、純情な江戸橋さんらしい。ふんふんと納なつ得とくしていると、滝沢さんは再ふたたび僕らを見上げ、大きな溜ため息いきを吐はき出だした。

「ぼくも何度帰ろうと思ったか。特に、さっき白しら塚つかと目が合ったのにスルーされた時とかね。　……と言うかさ、なんだかいつも同じこと聞いてる気がするんだけど──君ら、いつまでそうやってるの？」

「……へ？　いつまで？」

「そうやって……？」

　何のこっちゃ、と僕はイタチさんと顔を見合わせ、そして──気付いた。

　その瞬しゆん間かん、目の前のイタチさんの顔がいきなり真っ赤に染そまり、僕の腕うでをはね除のける。

「え、えっと！　あ、あのね赫あか音ね、これは、ほら、そ、その、ねっ？」

「別にぼくは何も言ってないけど」

　学ランの袖そでをバタバタ振ふって何かを必死に訴うつたえる妖よう怪かい少女と、それを冷ややかに見上げる犬いぬ神がみ使つかい。言われてみれば、滝沢さんに気付いてからもずーっとイタチさんを抱だき締しめたままだった。意外に気付かないもんですね、と感心していると、滝沢さんは僕へと視し線せんを移うつした。

「あと白塚。伊達だてさんが無事で嬉うれしいのはわかるけど……経ふみ島しま先輩のこと、覚えてる？」

「先輩？　何だっけ？」

　僕が首を傾かしげれば、滝沢さんはぎろりとこちらを見み据すえる。

「あの人、今も一人で伊達さんの偽にせ者ものの相手してるんだろ。助けに行かなくていいの？」

「……え？　そ、そうなの、真しん一いち？」

「あ、あああああっ！　あ、そうだ！　そう言えば、そうだった！」

「はあっ!?　あのね白塚、君、まさか本気で？」

「うん！　いやー、すっかり忘わすれてた！」

　どうやら、イタチさんを救きゆう出しゆつした時点で「今日はもういいや」と思い込んでしまったらしい。ごめんなさい先輩、でもどうかまだ無事でいてください！　僕は内心で勝手な祈いのりを捧ささげると、給きゆう水すい塔とうブロックを飛とび降おりた。呆あきれきった顔の滝沢さんに「ほんとありがとう！」と告つげ、校舎内の階かい段だんへ通じるドアへと転ころげるように飛び込めば、脳のう裏りで犬の声が響ひびく。

（わんわんわん）

「──今さら先輩の無事を祈るなんて虫が良すぎる？　わかってるよ！　……だけどなライカ。正直、お前も忘わすれてただろ」

（……くうん）

「やっぱりかー！　でもまあ、わかるよ。イタチさんが無事で嬉うれしかったもんな！」

（わん！　わんわん、わん！）

「──え？　ああ。うん、そうだよ」

　そう。イタチさんは無事に助けた。なら、後は、あの偽にせ者ものを退たい治じするだけだ！

　共通の目的の下、身体と心を一つに重ね、僕とライカは全速力で階かい段だんを駆かけ下おりる。

　その後ろには、二組の声と足音が、ばたばたとせわしなく続いていた。

「ちょ、ちょっと待って真しん一いち！　あたしの偽者って、どういう……？」

「ぼくが説明するよ、伊達だてさん。とりあえず今は美術室へ！」

「あ、うん！　ありがと赫あか音ね」

「いいよ別に。それはそうと白しら塚つか！　そろそろライカ返せー！」




　　　　＊＊＊




　と、そんなこんなの一ひと幕まくを経へて、舞ぶ台たいは将しよう棋ぎの駒こまの空むなしく散らばる美術室。

「なんでこんなに遅おくれたのかは後でじっくり聞くとして、とりあえず実力行使よろしく！」

　僕の背せ中なかに隠かくれた経ふみ島しま先輩がエールを送る先では、本物の制服を着た偽者と、僕の学ランを着た本物が対たい峙じしていた。

「ぎ……ィっ！　て……てめェ……、ふざ……」

「いい加か減げんに黙だまって。それ、あたしの声なんだから」

　銀色の眼がん光こうで射い竦すくめられながらも、漆しつ黒こくの出で刃ばを構かまえた天あまの邪じや鬼くは耳みみ障ざわりな悪あく態たいを漏もらし続ける。さすが妖よう怪かい。イタチさんの隣となりで僕が感心していると、ふいに天邪鬼が大きく吠ほえた。

「──巫山戯ふざけんじゃァねェっつッてんだろうがァ、土つち臭くさいケダモノ！」

　縛いましめを打うち払はらうように両りよう腕うでを振ふり抜ぬき、まがい物が奇き声せいをあげる。同時に、イタチさんの目からフッと光が消え、学生服に包まれた身体が一いつ瞬しゆんよろけた。

「残念、弾はじかれたぁーっ！　ふむ、やっぱ妖怪相手には金かな縛しばりは効きかないようですね解かい説せつの経島さん。ええ、一時的な拘こう束そくがせいぜいといったところでしょうか実じつ況きようの御み崎さきさん！」

「ちょっとお静かに放送席！　イタチさん大だい丈じよう夫ぶ？」

「うん、あたしは平気……！　それより、真一」

　金縛りを打ち消された反動か、片かた手てを額ひたいに当ててふらつきながらイタチさんが口を開けば、いつの間にか美術室に飛び込んできていた滝たき沢ざわさんが叫さけんだ。

「何やってんだ白塚！　前だっ！」

　その声に押おされた僕が前を向くと、身体の自由を取とり戻もどした天あまの邪じや鬼くが包ほう丁ちようを構かまえるのが目に映った。ひと一人は軽く両りよう断だんできそうな刃物が、美術室の照明をぎらりと跳はね返かえす。

「全部てめえのせいか、クソガキ！　偉えらそうにヒゲなんぞ生やしやがって！」

「へ？　いや仕方ないだろ、ライカと合体したらこうなっちゃうんだから！」

　と言うか、そんなに偉そうには見えないと思うのですが。ぴんと伸のびたヒゲをぴくぴくさせながら答えると、それがカンに障さわったのか、天邪鬼は「五月蠅うるせえッ！」と怒ど鳴なった。

「馬鹿にしやがって！　受けた命令とは食くい違ちがうが──もう許ゆるせねえ！　ここで死ね！」

　声せい質しつだけは綺き麗れいな罵ば声せいをあげながら、天邪鬼が刃を振ふりかざす。いつの間にか、その体の端はし々ばしからは黒い煙けむりのようなものがザワザワ広がり始めていた。なるほど、それが本性か。

「お、イタチちゃんには勝てないと踏ふんだか、ターゲットを変えましたね解かい説せつの経ふみ島しまさん。ええ、天邪鬼はそれなりに知ち能のうの高い妖よう怪かいですから意外に見る目もあるのでしょうね実じつ況きようの御み崎さきさん。なるほど、そのあたりゲストの滝沢さんはどう見ます？」

「逃にげろ白しら塚つか！　ライカと合体してたって、耳と鼻が多少よくなっただけの君じゃ、嚙かませ犬いぬにもならないよ！　犬死にするのが関せきの山やまだ！」

「おおっと、ゲストがうまいこと言ったー！　犬だけに！」

　無責任に叫さけぶ放送席を無む視しし、迫せまる天邪鬼をしっかり見み据すえる。来るなら来い、一いつ瞬しゆんだけならライカの力が使えるのは実じつ証しよう済ずみだ。至し近きん距きよ離りで犬いぬ神がみ特整の魔ま除よけボイスを叩たたき込こめば、ちょっとくらいは効きくはず！　いいかライカ、一、二の三で交こう代たいするぞ──と、僕らがタイミングを図ろうとした、その瞬しゆん間かん。

　──ひゅおん。

　透すき通とおった風音が僕の隣となりを吹ふき抜ぬけ、天邪鬼へと炸さく裂れつした。

「……いい加か減げんにしてって、言ったよね」

　鎌かま鼬いたちを放った直後のポーズのまま、イタチさんが静かに告つげる。

　その声だけが美術室に響ひびく中、縦たてに両断された天邪鬼は、黒い繊せん維いのような塊かたまりへと崩くずれ落おち、そしてもろもろと消えていった。

「おー、さすがイタチちゃん。しかし、名のある妖怪にしては脆もろかったわね」

（わん）

「──え？　まごまごしてるから出番がなかった？　いいだろ、結果オーライだよ」

　ぶつぶつ拗すねるライカをなだめつつ、僕は偽にせ者ものの消えた跡あとへと目を向けた。あの悪あく質しつな妖怪は跡あと形かたもなく消え去ったので、今、床ゆかの上に残っているのは、真っ二つに両断されたセーラー服だけ……って。えーと、いいのかな？

「あのさ、イタチさん？　制服……切っちゃってよかったの？」

　僕がそう尋たずねれば、張はりつめた顔の妖怪少女は息を吐つき、はにかむような笑えみを浮うかべた。手の甲こうまで伸びた学ランの袖そで口ぐちから指が伸び、恥はずかしそうに頰ほおを搔かく。

「あんまりよくはなかったけど……つい、ね」

「あ。やっぱり勢いきおいで？」

「……うん」

　くすっと苦笑するイタチさん。その肩かたを、小さな腕うでがドンと叩たたいた。

「まーいいじゃん、大事なのは外そと見みより中身なんだから。今回の目的はイタチちゃんの奪だつ還かんであって、それが成功したんだからそれで良し！」

　けらけら笑いながら歩み出たのは、言わずと知れた経ふみ島しま先輩である。そうだね、とイタチさんを苦笑させると、ジャージを羽は織おった小さな背せ中なかは床ゆかに落ちたセーラー服へとかがみ込み、解かい説せつなんだか独ひとり言ごとなんだかわからないことをブツブツと語り始めた。

「おー、見事な両りよう断だんぶり。さすがは本物、鎌かま鼬いたちの切れ味も抜ばつ群ぐんだ。しかしあのコピー妖よう怪かい、結局何しに出てきたのかさっぱりわからんままなのよね。今になって思えば、もーちっといろいろと聞きたかったけど……ま、しゃーないか。終わりよければ」

「全て良し、ですね」

　経島先輩の言こと葉ば尻じりをスッと奪うばうと、滝たき沢ざわさんはフルートを構かまえて僕を見た。

「じゃ、ぼくはそろそろ……。白しら塚つか、もうライカ返してくれるよね？」

　僕は「いいよ」と答える代わりに伸のびたヒゲを動かし、深々と頭を下げた。

「今日は色々ありがとう。手伝ってくれなかったら、イタチさん助けられなかったわん」

「君のためじゃなくて伊達だてさんのためだから、勘かん違ちがいしないこと。あと、その語ご尾びやめろ」

　相変わらずのクールな物言いで僕を黙だまらせ、犬いぬ神がみ使つかいはフルートに息を吹き込んだ。穏おだやかなメロディーが一小節だけ流れ、僕の体に重なっていたライカがするっと抜ぬけていく。

「わおおおおん！」

　のびのびと部へ屋やの中を駆かけ回まわり、赤い犬が元気に吠ほえる。それを「はいはい、よしよし」と落ち着かせた滝沢さんは、美術室の時計を眺ながめながら、胸むな元もとのペンダントを指で弾はじいた。

「この時間なら、もう部活は終わってるか……。仕方ない。帰るよ、ライカ」

「わん！」

「よし。──それじゃ、お先に失礼します」

　鎖くさりに揺ゆれる小さな金きん属ぞく筒つつに犬神を収しゆう納のうし、犬神使いは礼れい儀ぎ正しく美術室を後にした。

「ありがとなー、ライカ」

「ばいばい、赫あか音ね」

「さようならー……と見送りはしたものの、私らもぼちぼち帰宅タイムなんだけど」

　滝沢さんの閉めた扉とびらへ手を振ふりながら、経島先輩がふとつぶやいた。それは確たしかにその通り。じゃあ僕らも帰ろっか、と声をかければ、イタチさんは優やさしくうなずき、その顔をふいに薄うす赤あかく染そめた。

「あのね、真しん一いち……この服なんだけど」

「服？　ああ、僕の制服？　ごめん、そんなの着せっぱなしで」

　代わりになるものがあればいいんだけど、あいにく何も見当たらない。先輩のジャージ剝はぎ取とるのはいくらなんでも惨ひどいし、そもそもサイズがなあ。

「……何よ、その目は。たぶんこの子が私のジャージ着たところで、ぱっつんぱっつんのつんつるてんよ。どーせ私は発育不良のクソチビよ！　どうしても脱ぬげっつったら脱ぐけどさ」

「あ、いいよ、そんなの！」

　上着に手を掛かけた先輩を慌あわてて止めると、学生服の少女は再ふたたび僕に視し線せんを向けた。

「でね、真しん一いち。これ、今日、着て帰っても……いいのかな？」

　そんなの聞かれるまでもない。もちろんいいよ、と僕が即そく答とうすれば、イタチさんは「ありがと」と微笑ほほえみ、申もうし訳わけなさそうに付け足した。

「ごめんね。明日、必ず返すから」

「で、返してもらった学ランに顔を埋うずめながら部へ屋や中じゆうを転ころげ回まわるわけだ、白しろの字じは」

　何も言うな全部わかっているぜと顔で示しつつ、先輩が僕の肩かたを優やさしく叩たたいた。

「……え。し、真一……そんなこと……」

「やりませんっ！　イタチさんもあっさり信じないで！」

　嫌いやらしく笑う先輩を怒ど鳴なり返かえす一方、全面的に否ひ定ていはできない気はちょっとした。
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「──何だって」

　絞しぼり出だすような声で問いかければ、壮そう年ねんの男は丸眼鏡の奥おくの狂きよう気きじみた目を僕へと向けた。

「何だってとは何がだね？　まさか一度聞いただけでは理り解かいできなかったと言うのかね」

　数十畳じようはありそうな薄うす暗ぐらい大広間のど真ん中。四方を囲む純白の襖ふすまと、煤すすけた木目の広がる天てん井じように声を反はん響きようさせながら、男の笑い声が響ひびいた。グレーのスーツに包まれた肩かたの上には黒い鼠ねずみが目を光らせており、その傍かたわらには三メートルほどの怪かい獣じゆうがぶおうぶおうと唸うなっている。

「いや違ちがうね！　理解したくないだけなのだ君は！　わかっているのだろう、我々の利害は決して敵てき対たいしてはいないことが！　ああ皆みなまで言うな何も言うな、私は全て理解している！」

　乱れた髪かみがざわざわ揺ゆれ、逆三角形に瘦こけた頰ほおがぴくぴく震ふるえる。その後ろに、ほんの一いつ瞬しゆんだけ、無数の目を持った獣けものの姿すがたが浮うかんで消えた。さっきよりも、はっきりと。

　やっぱり、あそこには確かく実じつに何かが──たぶん、この男に憑ついてる妖よう怪かいが──いる。

　僕はごくりと息を吞のみ、思わず拳こぶしを握にぎりしめた。こういう時、グッと握ったり摑つかんだりするものがないってのはどうも不安だ。

　ちらりと背はい後ごを振ふり返かえれば、身み構がまえたままの姿し勢せいで固まっているセーラー服の少女が目に映る。全ての行動を完全に封ふうじられたイタチさんが、そこにいた。酷ひどいことしやがる、と怒いかりを覚えながら視し線せんを前に向けると、男の肩に乗った鼠が「チュッ」と嗤わらった。

　畜ちく生しよう。この、金かな縛しばりを掛かける鼠──なんて名前の妖怪だっけ、さっき聞いたんだけど──の奴やつ、イタチさんを動けなくするだけじゃなく、口さえも利きかせないつもりらしい。

「……ごめん。もうちょっとだけ待ってて、イタチさん」

　届とどいているのかどうかわからない上に、ろくに根こん拠きよのない言葉をつぶやきながら、僕は男の目を見返す。いつの間にか落ち着きを取とり戻もどしていたスーツの男は、ニヤリと片かた頰ほおを歪ゆがめた。

「さて。交こう渉しようの続きだ」

　授業を始めるベテラン教師のような口ぶりが苛いら立だたしい。僕が何も答えずにいると、男は大おお判ばんの和本を掲かかげ、右手でページをめくり始める。と、ふいにその足下を何かがかさかさと這はった。先せん端たんに牙きばの生えた口を備そなえた、ハンマーのような蛇へびのような奇き妙みようなモノ。あの妖怪の名前は確たしか──野の槌づちだったっけ。

「おや、そう言えばこいつを出したままだったか。野槌のページは……おお、あった」

　男は慣なれた手つきで手元の本を繰たぐり、開いたページを畳たたみの上の妖怪へと向け、声を発した。

「戻もどれ」

　瞬しゆん間かん、開かれたページから真っ黒な触しよく手しゆが何本も湧わき出だした。まるでイソギンチャクの触しよく腕わんのように躍おどり出でた墨ぼく汁じゆうのリボンは、あっと言う間に野槌を絡からめ取とって本の中へと引き込んでいく。あっけなく本の中へと引き込まれた妖怪は、古びたページに描かかれていた絵と重なるようにして、その姿を消してしまった。

「──収しゆう納のう、完了。どうだい、便利なものだろう？」

　自じ慢まんげに男が笑った。その手元のページには、今の今まで吞のん気きに這はい回まわっていた無害な妖よう怪かいの奇き妙みような姿すがたが、見事な筆ふで遣づかいで正せい確かくに描かかれている。

「妖怪を捕ほ獲かくし解かい析せきするだけでなく、分ぶん析せきを終えたサンプルはこうして再さい利り用ようもできる。実に優すぐれたツールだと思わないかね？　しかも白紙のページもまだ十分──つまり、まだまだ妖怪は採さい取しゆできるわけだ！」

　パタンと片かた手てで本を閉じながら、男が再ふたたび僕を見る。僕はすかさず口を開こうとしたが、そこに流りゆう暢ちような口調が割り込んできた。

「さてさて、今度こそ話の続きだ無力な少年。再さい度ど確かく認にんしておくが、私にとって、君の始末は極めて容よう易い。私が一言命じれば、この牛うし鬼おには容よう赦しやなく君を叩たたき潰つぶして喰くらうだろう」

　勝かち誇ほこった声とともに、男は傍かたわらに控ひかえた妖怪の背せをぽんぽんと叩いた。ぶもおおう、と蒸じよう気き機き関かんのような低い声を漏もらし、剛ごう毛もうで覆おおわれた巨きよ体たいが静かに震ふるえる。太い足に太い腕うで、太い角に太い牙きば、そして焦しよう点てんの合わない巨大な目。夏休みに僕と先輩を追っかけ回したあの凶きよう暴ぼうな妖怪が、あんなおっさんの言葉に大人しく従したがっているのはどうも妙みような感じがする。

「そして付け加えるならば──少年、君には牛鬼を倒たおす力も、そして逃にげ切きる技ぎ量りようさえも、全くもって、見事なまでに、ない。そうだね？」

「……うるさいよ」

　ぶっきらぼうに言い返す。そんなことくらい言われなくてもわかってるよ、この野郎。イタチさんに出会ってからこっち、どんだけ痛つう感かんしてきたと思ってるんだ。

　と、僕の返事が予想通りで嬉うれしかったのか、男はククッと嫌いやな笑い声を漏らした。

「よろしい。もっとも、私も学問の徒と。力に訴うつたえることはなるべくしたくない」

「イタチさんに金かな縛しばりかけといてよく言うよ」

　じろっと見み据すえて言ってやったが、見事なまでに無む視しされた。

「では、続いての確かく認にんだ。私の目的についてだが──」

「妖怪のコレクションと研究だろ。あれだけ聞かされりゃもう覚えたよ」

「その通り！　つまり！」

　男はいきなり両手を広げて天てん井じようを仰あおぐと、視線だけをイタチさんへと向けた。

「決してその少女の息の根を止めるだの滅ほろぼすだの、そういう物ぶつ騒そうな話ではないのだよ！」

　力強い宣せん言げんにあわせ、丸眼鏡がぎらりと光る。この薄暗い広間で何を反はん射しやしたんだろうか。そう言えばこの部へ屋や、照しよう明めいも窓まどもないのにぼんやり明るいんだけど、それはやっぱこの建たて物もの自体が妖怪だから？　そんな場ば違ちがいな感想がふっと浮うかんだ時、男の目が僕へと向いた。

「では、いよいよ最後の確認だ」

　大人が子供を言いくるめるような、甘ったるい口調。それが実に気味悪く、そしてなおかつ腹立たしい。後ずさりしそうな足を必死に押おしとどめる僕を見つめ、男は続ける。

「私はね、君の望みも叶かなえてやることができるんだ。なぜなら」

「──それも、さっき聞いた」

　ざっくり言葉を遮さえぎってやれば、男は満足げに「話が早くて助かるね」と笑った。

「では問おう。牛うし鬼おにの牙きばにかかって無む駄だ死じにしたいのなら、そのまま立っていたまえ。おとなしく私にそのサンプルを譲ゆずり、そして望みを叶かなえると言うなら、そこをどけばいい。はてさて、一体全体、君にとっての最さい善ぜんはどちらの道か──それくらいはわかっているね？」

「そりゃ……まあ、ね」

　ああ、そうだ。何度考えても、選べる手しゆ段だんはこれしかない。

「意外に物わかりの良い生徒だ、大いに結けつ構こう。ではさっそく、行動で示してもらおうか」

　和本の白紙のページを開きながら、男がニタリと問いかける。

　僕は再ふたたび無言でうなずくと、振ふり返かえることなく、弁べん解かいすることもなく──ただ、イタチさんと男との間に立ちはだかることを、やめた。

　もしも今のイタチさんに意い識しきがあるなら、おそらく傷きずついているだろう。振り返って弁解したいのは言うまでもない、言うまでもないんだけど──今の僕には、それはできない。

「よろしい！　君にしては聡そう明めいな判はん断だんだ！」

　満足げに笑う男の手元の本から、妖よう怪かいを捕ほ獲かくするための黒い触しよく手しゆが躍おどり出でた。

　蛇へびのようにくねる墨ぼく汁じゆうのリボンの群むれは、動けないイタチさんを白いページに引きずり込むべく、まっしぐらに伸のびていった。
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「へえ、イタチさんも聞いたの？」

　一月も下げ旬じゆんに入り、三学期の生活リズムもすっかり定着してきた放課後の美術室。ゴミ箱の上で鉛筆を削けずりながら尋たずねれば、イタチさんはカバンを下ろしてうなずいた。

「アルマが見たって。捕つかまえようとしたんだけど逃にげられてしまった、って悔くやしがってた」

「おー、さすが獅し子し岩いわさん。勇気あるなあ」

　僕が素直に賞しよう賛さんすれば、イタチさんはやれやれと首を横に振ふった。

「どんな妖怪かもわからないのに、危あぶないよ……。それで、真しん一いちは誰だれから？」

「僕の場合は又また聞ぎきだけど、書道部の柳やなぎ。夕方、資し料りよう室しつの前の廊ろう下かで、金かな槌づちみたいな形のモノがざわざわ這はってたのを書道部の顧こ問もんの先生が見たんだってさ」

　気弱なクラスメートの顔を思い出しつつ、デザインナイフを滑すべらせて鉛筆の芯しんの角度を整える。ふっと息を吹きかけて黒い粉こなを吹き飛ばしながら、僕は一言付け足した。

「見た目も出る時間も同じだし、たぶん獅子岩さんが捕つかまえ損そこねたやつだよ」

　イタチさんは椅い子すに腰こし掛かけると「そうだね」とうなずいたが、ふと首を傾かしげた。

「ね。妖怪って、どうして放課後にばっかり出るのかな。それも、人の少ない場所に」

「え？　えーと」

　考えたこともなかったが、言われてみれば気にはなる。まあ、対たい処しよする側としては、授業中に教室へなだれ込んだりされると困こまるので今の状じよう況きようはありがたいけど。

「妖よう怪かいが僕らに気を遣つかうわけはないしなー」

　そもそも、その手の妖怪にちゃんとした心や意い識しきがあった例ためしがない。鉛筆をくるくる回しながら理由を探さがしていると、美術室の戸がガラガラと開いてカラッとした声が飛んできた。

「夕方が妖怪の活動時間帯だってのは昔っからの決まり事だからねー。日ひ暮ぐれの時間は誰たそ彼がれ時どき、あるいは別名逢おう魔まが時ときってね。人ひと気けのない場所に出るのもまた然しかり。そういうもんだと納なつ得とくするしかないのかもね。そんな豆まめ知ち識しきとともに、経ふみ島しま御み崎さき一名入室します」

　解かい説せつなんだか挨あい拶さつなんだかわからないことを口ずさみつつ登場したのは、言うまでもないけど経島先輩だ。後ろ手で戸を閉めたジャージの小さな人の言葉を聞いたイタチさんは「へえ」とうなずき、そしてにこやかに微笑ほほえみかけた。

「こんにちは、御崎」

「はい、こんにちはイタチちゃん、そしてついでに白しろの字じも。今日も二人だけ？」

「こんちは先輩。奈な良ら山やまは写生で穂ほ村むらはバイト。ライカはご主人様と一いつ緒しよです」

　僕が説明すると、先輩はそんなに興きよう味みもなさそうに「さよか」とうなずき、席に着く。

「御崎、今日は遅おそかったんだね」

「まーね。三学期から来やがった古典の新任講こう師しがさー、もー小テストばっかりやりやがってさー。あのおっさん、何とかならんもんかしら。英語のあいつも休みっぱなしだし、全く最近の教員はどうなっているのかね、嘆なげかわしい」

　先輩は物もの憂うげに首を振ふり、二つに分けた長ちよう髪はつをゆったり揺ゆらす。しかし、そこに「お疲つかれ様です」と声をかければ、すぐにいつものテンションに切り替わるから凄すごい。

「お気き遣づかいありがとね部長。で、で？　何か出たわけ？」

　椅い子すごと僕の前へとにじり寄った妖怪博士が、眼鏡越しの大きな瞳ひとみをキラキラ輝かがやかせながら覗のぞき込こんできた。さすが先輩、この手の嗅きゆう覚かくは素す晴ばらしい。僕はイタチさんと顔を見合わせ苦笑すると、持ち込まれた妖怪情じよう報ほうについて説明することにした──のだけれど。

「廊ろう下かを這はい回まわるハンマーヘッド？　それなら私もクラスで聞いたわよ」

「あ、そうなんだ」

　ありゃ。どうやら先輩も知ってるらしい。

「うん。いつものよーに新あら井いと、あとは野の更ざら志しも──って、あんたらあいつは知らないか」

「のざらし？　……ああ、病弱で有名な指し揮き者しやの方ですか」

　少々うんざりした顔で答える僕。そうか、先輩と同じクラスの人でしたか。濃こい組だ。僕が感心していると、先輩は「知り合い？」と一声驚おどろき、そしてすぐに話を戻もどした。

「で、その目もく撃げき情報が多発しているところのぞわぞわハンマーだけど、たぶん野の槌づちか槌つち転ころびの類たぐいでしょうね。要するにツチノコのお仲間」

「……つちのこ？」

「太い胴どう体たいの蛇へびだよ。見たって人は多いのに、まだ誰だれも捕つかまえてない幻まぼろしの動物」

　イタチさんがきょとんと首を傾かしげて僕を見たので、すかさず解かい説せつ。この展てん開かいにも慣なれてきた。

「って、先輩？　ツチノコって妖よう怪かいなんですか？」

「元を辿たどれば。いつの間にかＵＭＡの一種にされたけど、ツチノコのツチはカナヅチのツチ。ハンマーみたいなものが這はい回まわるとゆー、千年前から伝わる由ゆい緒しよ正しい妖怪よ、あれは」

「ふーん。で、今回出てるのも、それだと？」

　納なつ得とくしながら尋たずねれば、妖怪博士は渋じゆう面めんで「むう」と唸うなった。

「槌つちと蛇の属ぞく性せいを持った妖怪はめちゃくちゃ多いからねー、確かく実じつに同どう定ていするのは難むずかしいのよ。坂を落ちてこないからタテクリカエシじゃないとは思うけど……」

「そんなことより、御み崎さき。それって、危あぶなくないの？」

　心配そうに尋たずねたのはイタチさんだ。この人には、いきなりそれ（ツチノコ？）を捕まえようとする無む鉄てつ砲ぽうな友人がいるわけで、何よりも危き険けんかどうかが気になるんだろう。すると先輩は力無く笑って「それもまだ何とも言えないのよね」と頭を搔かいた。

「這はうだけってタイプもいるし、毒を持ってて襲おそってくるってのもいるからねー。とりあえず現場に行ってみて、襲ってきたら迎むかえ撃うつ、無害そうだったら帰るってことでどう？」

「いいよ」

「無ぶ難なんなとこですね」

　今日は絵はお預あずけっぽいけど仕方ない。僕は鉛筆とナイフを机に置き、スケッチブックを手に席を立てば、先に立ち上がっていたイタチさんがふと楽しそうに微笑ほほえんだ。

「ん？　どうかした、イタチさん？」

　何かいいことでもあったかな。そう思って尋ねれば、イタチさんは、僕と、そして早くも戸に手を掛かけていた先輩とを笑え顔がおのままで見み渡わたし、しみじみ言った。

「三人でこういう話してると……すごく、いつもの放課後だなあって思って」

　それを聞いた僕と先輩は、一いつ瞬しゆん顔を見合わせると「確たしかに」とうなずいた。

「美術部の通常業務再さい始し動どうってとこか。そんじゃま、今日もお仕事頑がん張ばりましょう！」

「うん」

「へーい」

　意気揚よう々ようと先輩が戸を開け、イタチさんと僕が続く。まあ、妖怪調ちよう査さは美術部の仕事じゃないとは未いまだに思うんですけど、今さら言うことでもありません。




「──と、だいたいそんな感じで美術室を出てきたのよね、私たち……？」

　不安そうにあたりを見渡しながら、経ふみ島しま先輩がぼそりと言った。

「ええ、そうですよ」

「うん。それは、そうだよね」

　警けい戒かいしながら僕が答えれば、イタチさんがそれに続く。それを聞いた先輩は「そうよね」と一言うなずき、確かく認にんするようにゆっくりとつぶやいた。

「……で、現場に向かってみれば、野の槌づちっぽいモノが資し料りよう室しつの扉とびらの隙すき間まへするする入っていったから、それを追って私たちも資料室に入った。ここまでオーケー？」

　再ふたたびうなずく一年生二人。と、先輩は「だったらば」と唐とう突とつに振ふり向むいた。羽は織おったジャージをマントのように翻ひるがえし、小さな両手が周囲に広がる空間を指し示す。

「──だったら！　なんで私らは今、和風建けん築ちくの大広間にいるんでしょーかっ!?」

　沈ちん黙もく。

　数十畳じよう敷じきのだだっ広くて薄うす暗ぐらい部へ屋やに、先輩の明るい声が響ひびき渡わたった。四方は白い襖ふすまに囲まれ、天てん井じようは煤すすけた焦こげ茶ちや色いろ。ぽつりぽつりと数本の柱はしらが立っている以外には、部屋の中には目に付くものも特にない。

「う、うんと……。どうして、かな……？」

　まるで古いお寺かお城のような、要するに時代劇じみた広間を見み渡わたしながら、イタチさんが不安げに首を傾かしげる。目が合ったので、僕は思わず頭を搔かいた。

「あのドアが、この部屋に繫つながってたみたいだね」

　僕は資料室のスチールの開き戸を開けたはずなのに、なぜか部屋に入ったら後ろ手で襖を閉めていたのだ。あれは実に気き味みの悪い体たい験けんでした。それを聞いた経ふみ島しま先輩は「まあ、白しろの字じの言う通りなんだろうけど」と憮ぶ然ぜんとした顔でつぶやくと、僕らの後ろの襖の引ひき手てに指を掛かけ、それを勢いきおいよく開いた。

「だとしたら、ここは校内じゃないとおかしくないかしら？」

「そーなんですよねー」

　首を捻ひねるしかない僕。開いた襖の向こうに広がるのは、どう見ても学校の廊ろう下かではなく。

「何度見ても……囲い炉ろ裏りと、土ど間ま……だよね？」

　そう、イタチさんの言う通り。いかにも昔話に出てきそうな生活空間が、薄暗い明かりの中に広がっていた。僕ら以外に誰だれかがいる気け配はいは全くないくせに、囲炉裏端ばたには今しがたまで縫ぬい物ものをしていた形けい跡せきが残っていたりするのが不安を誘さそう。

　ついでに言えば、スケッチブックとシャーペンを野槌を追っかける途と中ちゆうで廊下に置いてきてしまったので（そして取りに行くにも行けないので）妙みように手が淋さびしいのもまた不安だ。

「御み崎さき、これって、やっぱり……妖よう怪かいの？」

「ん、まあ、こんな自然現げん象しようはないわね確かく実じつに」

　僕の隣となりで、おどおどと周囲をうかがいながらイタチさんが尋たずねれば、先輩は適てき当とうに答えながら無む造ぞう作さに敷しき居いをまたぎ、囲炉裏端へと出ていった。あの行動力、気味が悪くてほとんど動けない僕らとはえらい違ちがいだ。ほんとに安全なんだろうな。

「うーん。この無人ムードと生活感はやっぱ迷まよい家がかしらねー」

　転ころがっていた針と糸をひょいと持ち上げ、興きよう味み深ぶかげに眺ながめる経ふみ島しま先輩。僕とイタチさんはおそるおそる土ど間まに近づき、周囲を警けい戒かいしながらそうっと尋たずねた。

「まよいが？」

「それ、危あぶなくないの？」

「全然。むしろ逆ぎやく」

　小さな背せ中なかがけろっと答える。この流れだと説明が来るな、と予想した僕とイタチさんが黙だまっていると、案あんの定じよう、「迷い家」ってのはねと解かい説せつが始まった。便利な人だ。

「山で迷まよった時なんかにフッと出てくる一いつ軒けん家やでね、誰だれもいないんだけど生活の痕こん跡せきだけがあるってえ怪かい異いな現げん象しようなのよ。家の中のものを何か持って帰れば、半永久的に使えるとかそんな設せつ定ていがポイントね。茶ちや碗わんだったらいくらでもご飯が出てくるとか、わかりやすい福を与あたえてくれる、そんなお得な妖よう怪かいが迷い家なんだけど……」

　そんなことを言いながら先輩は土間でがさごそやっていたが、やがて「ロクなもんがないわね」と溜ため息いきを吐ついて振ふり返かえった。手にしているのは小こ振ぶりの糸いと巻まきだろうか。

「迷い家のことはわかりましたけど……先輩？　僕ら別に山で迷ってないですよ」

「それはそうだよね。廊ろう下かから資し料りよう室しつに入っただけだし」

　こくこくと首を縦たてに振り、イタチさんが賛同してくれる。と、それを聞いた先輩は「気になるのはそこなのよ」と広間に再ふたたび足を踏ふみ入いれ、僕らを見上げて静かに言った。

「今回のケース、そもそもの発ほつ端たんからして怪あやしいのよね。たまたま出た野の槌づちが逃にげ込こんだドアが、たまたま迷い家に通じてたわけだけど──そんな偶ぐう然ぜん、あると思う？　複数の妖怪が同時に出ることは、今までもあったわよ。だけど、今回みたいに見事に連動したことは」

「……なかったよね、確たしかに」

　無言で周囲の警戒を続けるイタチさんをちらりと見ながら、先輩は続ける。

「うん。こりゃもしかして、私ら、見事に釣つられちゃったんじゃ──」

「釣るとは人聞きの悪い」

　そこにいきなり、誰だれかの声が割り込んだ。

　広間の中央に、さっと固まる僕ら三人。僕と先輩が周囲を見み渡わたす中、イタチさんは迷まようことなく正面へと視し線せんを向けた。そっちか、と口に出す間もなく、正面の襖ふすまが中央から開く。

「招しよう待たい、と言ってほしいね」

　年相そう応おうのしわがれを感じさせながらも、意外に張はりのある声が耳へと届とどく。延えん々えんと続く同じ間取りの部へ屋やを背はい景けいに、ゆっくりと僕らのいる広間へ踏ふみ込こんできたのは、ありふれたグレーのスーツで瘦やせぎすの身体を包んだ、一人の壮そう年ねんの男性だった。

　瘦こけた頰ほおに尖とがった鼻、ボリュームのある頭とう髪はつはざんばらと振ふり乱みだされている。背せは高めのようだが、ひどい猫ねこ背ぜなので視し線せんの高さは僕と同じくらい。度のきつい円形レンズの眼鏡のせいで目の表情は読めないが、口元がニヤニヤ歪ゆがんでいるのが気き味み悪かった。その顔は、どことなく見覚えはある気もしたけど……僕にはこんな知り合いはいないはず……だよね？

　だが、僕が「誰だれだ」と問う前に、イタチさんと経ふみ島しま先輩が全く同時に口を開いた。

「真しん一いち！　この人、八や雲くもと慈じ吾ご朗ろうを追ってた、あの……！」

「あんた、古典の粂くめ神がみ!?　こんなところで何してんの？」

「え？　ああそうか、顔までははっきり覚えてなかったから──って、先輩？」

「御み崎さき？　……い、今、何て？」

「いや、あのね。それはこっちの台詞せりふだわよ。イタチちゃん今何つった」

　薄うすら笑わらいを浮かべる男を警けい戒かいしつつ、僕らは顔を見合わせる。どういうことだ？

「えーと……だからほら、冬休みに、温おん泉せんで……ね、真一？」

「ええ。イタチさんに言われて思い出しました、八雲ちゃん捕つかまえようとして逃にげられてた男です。ちょっと感じは変わってますが」

「いや、その話は爺じいさんにも聞いたけど……でもこいつ、二年の古典講こう師しの粂神よ？」

「へ？　ちょっと待ってください、ってことは──」

　三さん対ついの視し線せんが地味なスーツの男に向かう。と、経島先輩が粂神と呼よんだ──そう言えば、慈吾朗さんもそう呼んでたっけ──男は、「そういうことさ」と口を開いた。

「そこの一年生諸しよ君くんが私のかつての職業を知っている理由は知らないがね。しかし、事実か否いなかという側そく面めんのみで判はん断だんするならば、君らの言葉はどれも正しい」

「かつての職業……？　じゃあ八雲を追うのは、もうやめたの？」

　臨りん戦せん体たい勢せいに入りつつ、イタチさんが静かに尋たずねた。それを聞いた粂神はぴくりと片かた頰ほおを震ふるわせたかと思うと、いきなり額ひたいを押おさえて爆ばく笑しようし始める。え、おい、何だ何だ？

「ああそうだそうだ、そうだとも！　そうに決まっているじゃあないか！」

　倒たおれそうな勢いきおいで反そり返かえりながら天てん井じようを仰あおいで大たい笑しようする、元雪ゆき女おんなハンターにして古典の講師。経島先輩が小声で「こんな劇げき場じよう型がたな奴やつだったわけ？」と聞いてきたが、それはこっちの質問だ。あの夜の攻こう防ぼう戦せんを見た限かぎりでは、こんなにゲラゲラ笑う人じゃなかった気がするぞ。一月足らずの間に、いったい何があったんだろう。

「あの雪女捕ほ獲かく作戦は、私の全てをつぎ込んだ、正しよう真しん正しよう銘めい最後の賭かけだったんだよ！　なのに──まんまとサンプルには逃げられ、私の所しよ属ぞくしていた機き関かんは完全に解かい体たいされ、そして学会の連中は職を失った私を鼻で笑った！　見たことか、妖よう怪かいの捕獲など夢物語だとな！」

「どこの学会かは知らないけどそれが普ふ通つうでしょ。研究者なら真面目まじめに文ぶん献けん漁あさりなさい」

　先輩がぼそっと突っ込んだが、それは男の耳には届とどかない。困こまった人だと呆あきれていると、ふいに粂神の丸眼鏡がぎろんとこっちに向けられた。びくっと震ふるえる僕らを嬉うれしげに見み据すえ、奇き妙みような角度に首を傾かたむけながら、男は再ふたたび声を発する。

「しかし！　捨てる神あれば拾う神有りとはよく言ったものでね！　とある親切な情じよう報ほう提てい供きよう者しやがね、話を持ちかけてくれたのさ。雪ゆき女おんな以外にも妖よう怪かいはいくらでもいる、その気があるなら妖怪の収集と分ぶん析せきに手を貸して欲しいと！」

　視し点てんをこちらに固こ定ていしたまま、粂くめ神がみはスーツのポケットから古びた本を取り出した。先輩がよく読んでいるような、黄色い表紙の和わ綴とじの本だ。それを撫なでつつ、男は続ける。

「何とも魅み力りよく的てきな申し出じゃあないか！　そして私はイエスと答えてこれを手に入れ」

「なるほど。この大たい層そうな罠わなは、雪女専門のストーカーから無差別妖怪コレクターに転てん職しよくしたあんたが仕し掛かけたわけか。狙ねらいはやっぱりイタチちゃんかしら？」

　ハイテンションで語り続ける男の言葉に、経ふみ島しま先輩が割り込んだ。粂神はムッとした顔を先輩へと向けたが、すぐにニタリと笑えみを浮うかべると、再ふたたび大声を張はり上あげる。

「ご名答！　しかしコレクターとは人聞きの悪い！　私は研究者だよ学問の徒だよ？　コレクションはあくまで手しゆ段だん、目的はあらゆる怪かい異いを網もう羅らした知ち識しき体系の確かく立りつだよ、決まっているじゃあないか！」

　いや、ほとんど初対面なのに決まってるとか言われても困こまるから。僕は内心で呆あきれつつ、そっと後ろを振ふり返かえると、イタチさんと目め配くばせを交わした。

　正直、あいつの言ってることは僕にはほとんどわからない。わからないけど、要するにイタチさんを狙ってるってことらしい。だからと言ってはいどうぞと差し出せるはずがなく、狙われてる本人としても大人しく捕つかまるつもりもないだろう。

　──となれば、取るべき手段は限かぎられる。あとは、いつ行動に移うつすか、だ。ごくりと息を吞のんだ僕の視線の先で、男はオーバーに両手を広げた。

「曖あい昧まい模も糊ことした怪異現げん象しようの全体像を、完かん璧ぺきに把は握あくし明めい確かくに切り分け、そして整然と個別の事例を理り解かいする！　それが、それのみが！　私の目的、私に与あたえられた使命なのだよ！」

「何言ってんだか。無理でしょ、そんなの」

　いつの間にか僕らの前に出ていた経島先輩が、わざとらしく肩かたをすくめて溜ため息いきを吐ついた。

「妖怪ってのは、伝でん承しよう地ち域いきや受け手のイメージ次し第だいで縦じゆう横おう無む尽じんに拡かく大だい再さい生せい産さんされていく、いわば自発的に成長を続ける情報の塊かたまりよ？　そりゃ全体を見ての概がい論ろんは可か能のうでしょうし、個別事例についての調ちよう査さだってやりようはあるけど──完全な把握だなんて不ふ可か能のうでしょうに」

「ほほう、見てくれの割には鋭するどいことを言う。先生は嬉うれしくなってしまったよ！」

「あんたのどこが先生なんだか。生徒をサンプル呼よばわりする教師がどこにいるのよ」

「ああ、なるほど確たしかに君は正しい。曖昧なまま変動を続ける知識体たい系けいを、マクロとミクロの両面から一分のスキもなく把握することは困こん難なんだろう、ははははは！　だがしかし！」

「って聞いてないんかい！　私よりも他人の話を聞かない人は久々に見たわね」

「だが！　怪異を取り込んでその状じよう態たいを凍とう結けつさせ、同時に、完全に客きやつ観かん的てきな解かい析せきと記録をも行えるツールが存そん在ざいすれば──話は変わってこないかね？　そう、変わってくるのだよ！」

　熱あつく語る粂くめ神がみと冷めた態たい度どで応たい対おうする経ふみ島しま先輩。二人の会話の内容はよくわからないが、とりあえずあのおっさんが隙すさだらけなのは確かく実じつだ。僕はイタチさんと再さい度どの目め配くばせを交わし「やろう」と視し線せんで伝えた。すかさず、すうっと息を吸う妖よう怪かい少女。先輩と激げき論ろん中ちゆうの男を目がけ、見開かれた双そう眸ぼうが金かな縛しばりの閃せん光こうを放つ──はず、だったのだけれど。

「おおおっと！　そうはいかないね！」

　イタチさんが呼こ吸きゆうを整えるのと同時に、粂神が反はん応のうした。先輩とのディベートを断たち切きった男は手元の本をいきなり開き、墨すみ絵えと文章が記しるされたページを僕らに向かって突つきつける。描えがかれていたのはリアルな鼠ねずみ……って、何のお呪まじない？　そう思った瞬しゆん間かんだ。

「封ふうじろ、老鼠ひねつこ！」

　粂神の絶ぜつ叫きようにあわせ、本から鼠が飛び出した。

「え、噓うそ……！」

　驚きよう愕がくに息を吞のむイタチさんへと、黒い鼠が走り寄る。開かれたページに目をやれば、墨絵とは思えないほどリアルなタッチで、今まさに飛び出した鼠が描かれていた。

「鼠……!?　やばいっ、そいつ止めなさい白しら塚つか真しん一いち！」

　ハッと気付いた先輩の声が耳に届とどく。この人がフルネームで他人ひとを呼よぶのは真しん剣けんな時だけで、つまり今はかなり切せつ羽ぱ詰つまってるってことなんだろうし、そんなことは言われなくてもわかってる！　僕は慌あわてて鼠を捕つかまえようとしたが、小動物の反はん射しや速そく度どには敵かなわない。無ぶ様ざまに畳たたみの上にすっ転ころんだ僕を難なんなくすり抜ぬけた鼠は、虚きよを突つかれたイタチさんの足からスカートへ、そしてセーラー服の胸むな元もとへと一気に駆かけ上のぼり、少女の顔を見つめて黒い目玉を光らせた。

「しまった、イタチさんっ！」

　叫さけんだ時には手て遅おくれだった。身み構がまえたままのイタチさんの体がぴたりと固まる。

「え、あれ……？　何これ、体が、動かない……！」

　その不安げな声を聞くと、制服の胸のリボンに乗ったままの黒い鼠は憎にく々にくしげに鳴いた。その両目は真っ黒な眼がん光こうを放ち続けており（いや、黒い光ってのはありえないんだけど、そうとしか言えないのだ）、これはつまり、こいつがイタチさんを動けなくしてるってことか！

「イタチさんに何しやがった！」

「化け鼬の能のう力りよくを使われては厄やつ介かいなのでね、封ふうじさせてもらったよ。老鼠、逃にげろ！」

　起き上がりながら手を伸ばした瞬しゆん間かん、広間に轟とどろく粂神の声。それを聞いた鼠は軽かろやかに僕の手を避さけ、畳の上へと降おり立たつ。逃がした、と思った時は遅おそかった。僕の右手はもう既すでに、怒いかりに駆かられた勢いきおいのまま……えー、その、セーラー服の胸元へ突つっ込こんでしまったわけで。

「ひゃあっ！」

　身動きを封じられたイタチさんの悲鳴が、薄うす暗ぐらい広間に響ひびいた。

「おわあああっ、ごめんっ！　いや、その、わざとじゃなくて！」

　右手に残った感かん触しよくを全力で頭から追い出しつつ、反射的に飛とび退のいて頭を下げれば、切羽詰まったイタチさんの声が飛んでくる。

「い、いいから！　そんなことより」

「え。いいの？」

「いや、あの、よ、よくはないよ、うん、よくはないけど……とにかく！　真しん一いち、あの鼠ねずみ、捕つかまえて！　でないと、あたし、動けないみたい……！」

「あ、やっぱりか！　わかった、了りよう解かい！」

　威い勢せい良く答えつつあたりを見み渡わたせば、畳たたみの上を走り去っていく黒い影かげが目に入った。今度こそ逃にがすもんか。僕は軽く頰ほおを叩たたいて気合いを入れると、鼠を追って駆かけ出だした。

「ほんとにお気楽カップルね、あんたらは……。で、あのネズミは老鼠ひねつこだっけ？　あんま聞かない名前だけど『足下から這はい上あがって金かな縛しばりを掛かける鼠』のバリエーションかしら」

　粂くめ神がみと対たい峙じし続けていた先輩が、こちらを横目で眺ながめてつぶやいた。

「なかなか詳くわしい。──ああ、適てき当とうに逃げ回っておけ、老鼠」

　畳の上を走り回る鼠に声をかけると、スーツの男は先輩を見つめてニヤリと笑う。その視し線せんを真まっ向こうから見返しながら、ジャージの妖よう怪かい博士ははっきり言った。

「うん。野の槌づちや迷まよい家がを罠わなに使って来た時点で怪あやしいとは思ってたけど、今ので確かく信しんしたわ」

「ほう。何をだね？」

「あんたが妖怪を使うってこと。正せい確かくには、その古本で妖怪を顕けん現げんさせられるってことよ」

　男の手元の和わ綴とじ本を見み据すえながらの静かな宣せん言げん。男はそれを肯こう定ていも否ひ定ていもせず、本を掲かかげると「本来は、取り込んだ妖怪を解かい析せきし記録するためのツールだが」と薄うすく笑った。

「完全に解析を終えて記録されたサンプルは、今のように再さい活かつ用ようもできるのだよ。実に優すぐれた一冊だろう？　欲しいかい、欲しいだろうねえ、しかしそれはできない相談だ！　私はね、選ばれたのだから！　かの大いなる智ちの伝道者、名高き大だい霊れい獣じゆうに！」

「大霊獣？　てことはあんた、誰だれかのために動いてるわけ？　でも妖怪を集める妖怪なんて」

　自じ慢まんげに笑う粂神を、経ふみ島しま先輩は不ふ審しんそうに見つめた。向こうの話も気になるが、とりあえずは先輩に任まかせておこう。僕はとにかく、目の前のこいつを──！

「チュッ」

「畜ちく生しよう！　ちょいちょい立ち止まって笑うのやめろっ！」

　さすがは鼠の妖怪、すばしこいったらありゃしない。しかも、イタチさんの周りをチョロチョロするもんだから、思い切って飛びかかることもなかなかできないわけで。

「チュッ」

「止まったな！　よーし待ってろよこの」

「え？　あ、あの、真一、ちょ、ちょっと……！」

「野郎──っておおっと！　ごめんなさいイタチさん！」

　危あぶない危ない。またもイタチさんの足の間を無理矢理くぐろうとしてしまった。自分を制して姿し勢せいを立て直せば、鼠ねずみ（ひねつこ、だったっけ？）はそれはもう嫌いやらしい声で鳴きやがった。さすがはあのハイテンションコレクターの手下、見た目の割にイラつく妖よう怪かいだ。

「ははははは！　手こずっているようだね、少年！」

　輪わを掛かけてムカつく声が聞こえたが、そんなもんにかまっている暇ひまはない。僕が無む視しを決め込んでいると、粂くめ神がみは再ふたたびクールダウンし、先輩へと向き直った。

「さてジャージの少女よ」

「名前くらい覚えなさいよ。一いち応おう、うちのクラスの授業入ってたでしょ、あんた」

「確たしかに君の推すい測そく通り、私の持つこの本は取り込んだ妖怪を再さい現げんできるアイテムだ。そして更さらに、もう一点付け足すならば」

「……ほんとに話を聞かないわね。で、何よ。正直あんま聞きたくないんだけど」

「だろうね、しかし私は話したい！　いいかいジャージ？　意い識しきや知ち性せいに欠ける現げん象しよう的てきな妖怪はね、現物を取り込まなくても、残ざん滓しや周辺状じよう況きようからでも解かい析せきが可能なのだよ！」

「はあ？　あんたいったい何を……って。げ、まさか！」

　冷静な敵てき対たいモードを保たもっていた先輩が唐とう突とつに叫さけべば、粂神はいきなり本を開いた。

「そう、こういうことさ！」

「──ッ！　見み越こしたあっ！」

　広間の真ん中に顕けん現げんした人ひと影かげ──のびあがり──は、先輩の一声で瞬しゆん時じにかき消された。お見事、と粂神が薄うすら笑わらいを浮うかべて手を叩たたく。

「なるほどね。あんたが、わざわざこの学校に入り込んだわけがやっとわかったわ、こん畜ちく生しよう。……この半月足らずの間に、どんだけ集めたんだか。いや、つーか……そもそもあんた、なんでこの学校に妖怪が多いって知ってたの？」

　じりじりと後ずさりながら先輩が問う。と、それを聞いた粂神は、本をまっすぐ先輩へと突つきつけると、ページをべらべらめくって見せつけながら嬌きよう声せいをあげた。

「教えてもらったのだよ、親切な情じよう報ほう提てい供きよう者しやにね！　話を聞いた時にはまさかと思ったが、足を踏ふみ入いれた私は感かん激げきしたね！　この学校は、まさしくサンプルの宝庫だったのだから！　のびあがり、小豆あずきとぎ、辻つじ神がみ、牛うし鬼おに、蟹かに坊ぼう主ず、大おお蟷螂かまきりに九きゆう尾びの狐きつねにヤカンズルに甘あま酒ざけ婆ばばあ──！　わずか一月足らずの間に、ページがこんなに埋うまってしまった！」

　自じ慢まんげに収集成果を羅ら列れつしていくコレクター。聞き覚えのある妖怪の名前が、順番に耳に飛び込んで……って、おい。今、気になる名前がなかったか？

　鼠を追っていた僕が思わず立ち止まって顔を上げれば、先輩と、そして動けないままのイタチさんと目が合った。同じところで引ひっ掛かかった様よう子すだ。

　うん、まあ、言われてみれば確たしかに、最近あの人の姿すがたを見ないとは思ってましたが……まさか、ね？　仮かりにも悪名高い大妖怪ですよね、あの先生？

「……ちょいと、そこの無む駄だにハイなおっさん」

　三人を代表して先輩がおずおずと尋たずねると、粂くめ神がみは「何だね？」とそれに応おうじた。

「自じ覚かくあるんかい。それはそうと……あんた、今、九きゆう尾びの狐きつねって言ったかしら？」

「確たしかに言ったとも。あんなものは早々に押おさえておかないとね、危あぶなくて仕方ない」

　けろりと答えた粂神は、手にした古本のあるページを開くと「そら」と僕らに見せつける。そこには、見み慣なれた顔立ちのスーツの女性が、リアルなタッチで描えがかれていた。その筆ひつ致ちの写実的なこと、まるで生きて動いているような──。

「ここから出しなさい、このマッドサイエンティスト！　私を誰だれだと思っているのです！」

「──ってほんとに生きて動いてる!?　絵なのに！」

　思わず驚おどろきの声が出る。と、それを聞きつけたのか、ページの中でぎゃあぎゃあ怒おこっていた稲いな葉ば先生は「あら」とこちらへ視し線せんを向けた。

「イタチとその腰こし巾ぎん着ちやくに眼鏡ではないですか。こんなところで何をしているのです？」

「……いや、それはこっちの台詞せりふですけど」

「そ、そうだよ……。何があったの、キツネ？」

　僕とイタチさんがおずおずと尋たずねると、ページの中の稲葉先生は恥はずかしげに視線を逸そらした。その動きに応おうじて黒い描びよう線せんが移い動どうするのが気き味み悪い。どういう仕組みになってるんだか。

「周知のように、私は確たしかに傾けい国こくの大だい妖よう怪かい。その力は誰だれもが知るところではありますが」

「要するに余よ裕ゆうぶっこいてたところを不意打ちされて捕つかまったと」

「まとめすぎですっ！　だいたい経ふみ島しま、あなたは仮かりにも私の教え子なのですから、教師がいなければその身を案じるべきでしょう！　それが何ですか、その『ああ、そう言えば最近見かけなかったわね』みたいな態たい度どは！　それに──」

　激げつ昂こうする稲葉先生（の絵）。今にもページから飛び出してきそうな勢いきおいだったが、その声は唐とう突とつにぶちんと断たち切きられた。粂神が無む造ぞう作さに本を閉じたのだ。

「どうだね、収集されながらもあの賑にぎやかさ！　明めい確かくな自じ意い識しきを持ったサンプルを取り込むのは初めてだったが、これほど吠ほえるとは！　まあ、解かい析せきが終わるまでの辛しん抱ぼうではあるがね。完かん璧ぺきにデータ化されれば最後、もう自由意い志しを取とり戻もどすこともできまいよ」

　面おも白しろくて仕方がないと言いたげに、本を振ふりながら粂神が笑う。正直、聞かされてるこっちは全然笑えないのだが、この男にとっては聞き手の心境なんかどうでもいいらしい。

「しかし、さすがは我が主あるじに匹ひつ敵てきするほどの霊れい威いを持った大妖怪、背せ負おった情じよう報ほう量りようも桁けた違ちがいと来た！　どれだけの来らい歴れきと設せつ定ていを背負っているのやら！　なにしろ、捕ほ獲かくしてから数週間は経たつと言うのに、まだ解析が終わらない！　おかげで先日などは──」

　聞かせたいのか独り言なのか、粂神はハイテンションで語り続けていたが、正直言ってこのおっさんの話はどうでもいい。それより、あの鼠ねずみはどこに逃にげたんだ！　全然見つからないし、もうこの際さい、固まったままのイタチさん担かついで逃げようかとも思ったが。

「え。どうなってんだ、これ！　押おしても引いても、全然動かせない」

「単なる金かな縛しばりじゃないのかな……。あたしの体、完全に固こ定ていされてるみたい」

　悔くやしげにつぶやくイタチさんと、それを聞いて落らく胆たんする僕。そんな重たい空気を見事に無む視ししながら、粂くめ神がみの思い出しトークはまだ続く。うるさいよ、もう。

「九きゆう尾びの狐きつねの解かい析せき作業に労力を食われたのでね、使えそうな妖よう怪かいを手て駒ごまとして放ってみたのだが──あれは失敗だった。与あたえた命令が曖あい昧まいだったせいか、サンプルを捕ほ獲かくしたまでは良かったが、その後は本来の特性に従したがって暴ぼう走そうする始末！　いやはや、全く」

　──天あまの邪じや鬼くにも困ったものだ。思い出し笑いを続ける粂神は、いま確たしかにそう言った。

「ちょっと待て。今、天邪鬼って？」

「……それって、あの、あたしの偽にせ者もの……！」

　相変わらず動けないままのイタチさんが息を吞のめば、先輩が「道理で」とうなずいた。

「あれはあんたの手駒だったわけか。自然発生にしちゃあおかしいとは思ったけど」

「その通り！　元々は、九尾の狐を捕とらえた後、本物のフリをして長期休きゆう暇かを申しん請せいさせるために顕けん現げんさせたのだがね。教師が一人消えたままでは騒さわぎになりかねないだろう？」

「なるほどね。キツネに化けるのには、あいつのコートでも使ったの？」

　じろっと先輩が睨にらめば、粂神は「本当に君は勘かんがいいね、ジャージ！」と笑った。

「そして役目が済すんだ後、せっかくなので天邪鬼は化ばけ鼬いたちの捕獲に向かわせたのだが──あの始末。妖怪を信用するのは懲こりたのでね、こうして舞ぶ台たいをセッティングしたというわけさ！」

　そう言うと妖怪コレクターはオペラ歌手のように両手を広げて叫さけんだ後、ふとクールダウンして「さて諸しよ君くん」と僕らに目を向けた。テンションの高低差の激はげしい人だ。

「ずいぶん説明が長引いてしまったが、そろそろ仕事の時間のようだ」

「いや、『時間のようだ』も何も。そんなもん、あんたのさじ加か減げんでしょうが」

　先輩がツッコミを入れたが、それに耳を貸す野郎ではない。思わずイタチさんに寄より添そった僕と先輩の見つめる先で、粂神は再さい度ど天てん井じようへと視し線せんを向けると、張はりのある声で絶ぜつ叫きようした。

「迷まよい家が！　此し岸がんと彼ひ岸がんの路みちを繫つなぎ、不純物を排はい出しゆつせよ！」

　その叫さけびが薄うす暗ぐらい部へ屋やに響ひびくのと同時に、僕らの背はい後ごの襖ふすまがいきなり開き、部屋の空気を吸い込み始めた。いきなりの強風に押おし飛とばされないようふんばりながら振ふり返かえれば、襖の間に広がるのは、あのくすんだ囲い炉ろ裏り端ばたと土ど間まではなく──。

「資し料りよう室しつ前の廊ろう下か!?」

　先輩の叫さけんだ通りの光景だった。

「ここから先は研究者の時間、サンプル以外に用はない！　退たい場じようしたまえ、生徒諸君！」

　吹き荒れる風の中、なぜか平気で立ちながら粂神が叫ぶと、それに応おうじて風の勢いきおいが一いち段だんと増ました。スパイクでも履はいているなら別だけど、ゴム底ぞこの上うわ履ばきでしかも下は滑すべりやすい畳たたみ。これで踏ふん張ばれるわけはなく。

「あちゃー、ここまでか！　軽くてごめんイタチちゃん！　アイル・ビー・バック！」

　悲ひ痛つうな叫さけびを残し、先輩の手がイタチさんの袖そで口ぐちから離はなれ、小こ柄がらな体が襖ふすまの奥おくへと吹き飛んでいく。やがて強風は暴ぼう風ふうに変わり、ゴウッと凄すさまじい音を響ひびかせながら広間を吹ふき抜ぬけ──そして、ぴたりとやむのと同時に、開いていた襖が自動で閉じた。

「さて、かくして此し岸がんへの路みちは閉ざされ、ここは再ふたたび完全な孤こ立りつ空間となった。後はサンプルを回収するだけ……の、筈はずだったのだが」

　どこからか這はい出でてきたあの黒くろ鼠ねずみを肩かたに乗せ、粂くめ神がみは憮ぶ然ぜんとした目をイタチさんへと──いや、違ちがう。正せい確かくには、イタチさんにしがみついて部へ屋やに残っていた僕へ、向けた。

「困るね少年。退たい場じようと言われたら、素直に退しりぞくのが年長者に対する礼れい儀ぎだよ」

「知るかそんなもん」

　敬うやまわれたいなら、それなりの態たい度どを取りやがれ。そう目で訴うつたえながら、僕はイタチさんの腰こしと肩かたをがっしり摑つかんでいた手を離はなし、一歩前へと踏ふみ出だした。

「ごめん、イタチさん。つい思いっきり摑まっちゃって」

「いいよ、そんなの……。残ってくれて、嬉うれしいし」

　固定されたままの妖よう怪かい少女の声に「役に立たないとは思うけどね」と苦笑を返し、僕はスーツの男をまっすぐ見み据すえた。両足に力を入れて畳たたみを踏ふみつけ、拳こぶしをグッと握にぎりしめる。大事なのはハッタリだ。せめて、心の中の不安を見み透すかされないように──。

「その顔。とりあえず残ってはみたが、何もアイデアが浮うかばないようだね」

　──思いっきり見透かされていた。

　しかし、ここで「それがどうした！　そりゃそうだよ、悪いか！」と逆ぎやくギレしても仕方ない。なにしろ今回はこっちの手持ちの札ふだが圧あつ倒とう的てきに少ない。無む駄だに熱あつくなったところで、適てき当とうな妖怪をけしかけられたら、その時点で僕の負け。だから落ち着け、とりあえず落ち着け、白しら塚つか真しん一いち──。僕が自分をクールダウンさせていると、粂神はふと嬉しそうにほくそ笑んだ。

「言葉も出ないか？　まあ、怯おびえるのも無理はない。ああ、私は知っているよ、少年？」

「知ってるって、何を」

　できる限かぎり無ぶ愛あい想そうに答えてみたが、どうも不安が隠かくせていない気がする。と、嫌いや味みな笑えみを浮うかべていた粂神は、ふいに僕へと顔を近づけ、はっきり言った。

「君自身には、何の力もないという事実だよ」

　いきなり図星を突つかれてしまった。言い返せない僕を嘲あざ笑わらうように、粂神は声こわ高だかに叫ぶ。

「知っているよ？　君には知ち識しきも力もなく、妖よう術じゆつの一つも使えなければ使し役えきする妖怪もいやしない！　この学園で数多の怪かい異いと接せつしながらも今日まで生きながらえたのは、ひとえに運が良かったからとしか言いようがない！　あるいは力ある友人知人に恵まれた結果かね？」

　当人を目の前に、スーツの男は僕の気にしてることをズバズバ言ってくれる。まあ確たしかに、僕が今日も元気なのは九割九分イタチさんのおかげだ。経ふみ島しま先輩とか滝たき沢ざわさんやライカ、奈な良ら山やまにも助けられてきたし、この間なんか、のびあがりの力まで借りてしまった。それは噓うそではないけれど、しかしですね。

「理由はどうあれ！　君自身が根本的に無力なのは、厳げん然ぜんたる事実なのだよ少年！」

　仮かりにも生徒を前にした教師として、その喜々とした態たい度どはどうかと思う。同じ嫌いや味みなタイプでも、ここまで騒さわがしくないだけ稲いな葉ば先生のほうがまだマシでした（過去形）。

「違ちがう！　真しん一いちは──」

　粂くめ神がみの言葉に耐たえかねたのか僕を見かねたのか、動けないままイタチさんが口を挟はさもうとしたが、その声を聞くやいなや粂神が瞬しゆん間かん的てきに反はん応のうした。

「今は私が話しているのだ！　その無礼なサンプルを黙だまらせろ！」

「チュッ」

　凄すさまじい形ぎよう相そうで放たれた命令に従したがい、スーツの肩かたに乗った鼠ねずみの目が一ひと際きわ激はげしい光を放てば、割り込んだ声は閉ざされる。一いつ瞬しゆん遅おくれて振ふり向むいた僕の目に映ったのは、全ての行動を封ふうじられたイタチさんの姿すがただった。さっきまでは辛かろうじて意い志しを伝えていた瞳ひとみまでもが、静止画が像ぞうのように動かない。こんな光景を見せられて、僕が冷静さを保たもてるわけがなく。

「おっさん、いい加か減げんに──！」

「顕けん現げんせよ、牛うし鬼おに！」

　すかさず本を開いて粂神が叫さけべば、巨きよ大だいな影かげがドンと飛び出す。夏休み、プールでイタチさんに退たい治じされたはずの怪かい獣じゆうに睨にらまれ、飛びかかろうとしていた僕は思わず足を止めた。

「おや？　そう怖こわがることはないさ。私の命令なくして君を襲おそったりはしないよ」

「それはつまり、命令したら襲うってことだろ」

　仏ぶつ頂ちよう面づらで言い返すと、粂神は「それはそうだ」と満足げにうなずいた。そして、その勝かち誇ほこった笑え顔がおの背はい後ごには──何だ、今の？　一瞬、獣けもののような影が浮うかんだ……ような？

「どこを見ているのだね、少年。今は私との会話に集中すべき時間だろう？」

　不ふ機き嫌げんそうに粂神が僕を睨む。まあ、それは確たしかにその通り。今僕が考えるべきは、このおっさんからイタチさんを無事に逃にがすこと、それだけだ。

「わかった、話を続けろよ。……つーか、赤ん坊を受け取ってないのに、なんで怪かい獣じゆうモードで牛鬼が出てくるんだよ」

「諸しよ相そうのうちの一部を実体化させているのだが、説明しても君にはわかるまい。どうどう」

　失礼なことを言いながら牛鬼をなだめると、粂神は「さて提てい案あんだ」と笑えみを浮かべた。

「少年。その化ばけ鼬いたちのサンプルを、大人しく渡わたしてはくれまいか？」

「は？　──ふざけんな！」

　沈ちん静せい化かしていた体が、あっと言う間に熱あつくなる。イタチさんをサンプル呼よばわりし続けるだけでも許ゆるせないし、そもそもこの人がどうなるかなんて僕が決めることじゃない。そんなこともわからないのか、このおっさんは！

「そう熱くなるなと言うのに、これは取引なのだ！　知っているよ、君がそのサンプ」

「サンプルって言うんじゃないっ！」

「おお怖こわい！　ならば言いい換かえようじゃあないか！　そう、私は知っているのだ！　君がその『人型の怪かい異い現げん象しよう』と、どんな契けい約やくを交わしたか！　即すなわち、絵のモデル──そうだろう！」

　確たしかだね違ちがわないね違っているはずはない九きゆう尾びの狐きつねの知ち識しきを読んだのだから確かく実じつだ。そう流りゆう暢ちように言い足すと、粂くめ神がみは妖よう怪かい事典を僕へまっすぐ突きつけ、はっきり言った。

「そこで親切にも私からの提てい案あんだ！　私のこの本──これを与えてくれた霊れい獣じゆうの名に因ちなみ、『白はく澤たく図ず』と言うのだがね、まあ、そんなことはどうでもいい！」

「だったら言うなよ」

「それはできないね、私は話したいのだから！　とにかく私が言いたいのは、この『白澤図』を使えば、そこの人型怪異を寸すん分ぶん違たがわず写し取り、データへと還かん元げんできるということだ！　解かい析せきさえ終えればどんな妖怪も単なる情じよう報ほう。どう扱あつかうも私の自由──そして」

　ふと言葉を句切った男は、悪あく魔まのような笑えみを浮うかべて僕を見つめ、ゆっくり言う。

「そう。そして──君の自由だ」

「……何をいきなり」

　僕が思わず聞き返せば、男は顔に笑みを貼はり付つけたまま、嬉うれしげに語り始めた。

「私の目的は、怪異にまつわる完かん璧ぺきなデータの収集と保ほ存ぞん、その一点のみ。解析を終えたデータのその後の活用には興きよう味みはないのでね、現地協力者へ提てい供きようしても構かまわない。つまりだ少年。君は、君の望む理想のモデルを、思うがままにできる権けん利りを得るのだよ」

　静かに響ひびく粂神の声。

　その肩かたの上では嘲あざけるように鼠ねずみが鳴き、隣となりに控ひかえた牛うし鬼おにが低い唸うなり声ごえを漏もらす。

「君にとっても悪い相談ではないと思うがね？　さあ、最さい善ぜんの道を選びたまえ」




　　　　＊＊＊




「──そう。君にとっても悪い相談ではなかったはずなのだ。然しかるに少年」

　つい今しがたまで見せていた歓かん喜きの笑みから一いつ転てん。不ふ愉ゆ快かいそうに眉まゆを歪ゆがめた粂神は、理り解かいしがたいと言いたげな視し線せんを僕へと向けた。

「化ばけ鼬いたちの前から大人しく立たち退のいた君を見て、私は交こう渉しようは成立したと考えていたのだがね。……それはいったい何の真似まねだ？」

「見りゃわかるだろ。イタチさん庇かばって代わりに捕つかまってるんだよ」

　男の手元の妖怪事典から伸のびた黒いベルトに絡からみつかれながら、僕はきっぱり言い返した。

　柔じゆう軟なん性せいのあるゴムベルトのような感かん触しよくが手足だけでなく全身にぞわぞわ伝わってきて、痛いたいだけでなく気持ち悪い。これは絶ぜつ対たいにイタチさんを曝さらすわけにはいかないな。少しだけ肩越しに振ふり返かえり、固まったままの妖怪少女の無事を確かく認にんすると、僕は畳たたみに踏ふん張ばった両足に力を込めた。予想以上の引きの強さだけど、持ちこたえられないことはない！

「確たしかに今のは愚ぐ問もんだったね。ならば質問を変えようか。君が化ばけ鼬いたちの身代わりになったところで、事じ態たいが好こう転てんするとでも？　ここに控ひかえた牛うし鬼おにに私が一言命じれば、君などは」

「飛び込むぞ！　僕は、その前に！」

　粂くめ神がみの言葉を遮さえぎり、僕はすかさず叫さけんだ。どういうことだ、と眉まゆを歪ゆがめる男を見つめ、精せい一いつ杯ぱいの強がりを込めて先を続ける。

「お前の大事な大事なその本に、白しら塚つか真しん一いちっていう無む駄だなページを増ふやしてやろうかってことだよ！　いや、自分から飛び込むまでもないか。僕が踏ふん張ばるのをやめれば、後はこのベルトだか触しよく手しゆだかが引き込んでくれる。そうすれば、後は」

「じょ──冗じよう談だんではないッ！」

　僕の言葉を聞いたとたん、粂神はいきなり激げつ昂こうした。

「この本はね、あらゆる怪かい異いを網もう羅らした完全な事典にならねばならんのだ！　無力で愚おろかな一高校生についての情じよう報ほうなど、断だんじて！　断じて記しるさせるわけにはいかんのだよ！」

　怒いかりに額ひたいを震ふるるわせつつ、完かん璧ぺき主義の妖よう怪かいコレクターが叫んでいる。やっぱりそういう反はん応のうか。よし、ここまでは作戦成功。僕は内心でほっと溜ため息いきを吐ついた。

　正直、あの妖怪図鑑に人間を取り込んでデータ化する機き能のうがあるのかどうかは知らないが、大事なのはハッタリと勢いきおいだ。とりあえず取引の材料は一つ手に入れたけど、まだ気は抜ぬけないぞ。自分で自分に言い聞かせていると、ふと粂神が悔くやしげな声を発した。

「実に悲しいね。少なくとも我々の利害は一いつ致ちしていたと、私は解かい釈しやくしていたのだが」

「冗談じゃない！　完璧なデータだか知らないけどな、誰だれかの思うままに動くイタチさんなんてのは、それはもう別人なんだよ。そんな人形、頼たのまれたって描かくもんか」

　抑おさえた声で話すつもりが、ついつい声が高ぶってしまった。

「はあ？　理り解かいしがたいことを言うね君は。我が白はく澤たく図ずの解かい析せき力りよくは絶ぜつ対たい無む比ひの完全無欠だよ？　取り込み、解析し、記録を終えた怪異は、完璧に再さい現げんでき──」

「馬鹿か！　いや、馬鹿だお前！　そんなもんは再現じゃないっ！」

　思わず叫さけんだ僕の声が、粂神の言葉を打ち消した。押おし黙だまった男と、その肩かたに乗ったままの鼠ねずみ、そして空むなしく命令を待つ牛うし鬼おにの前で、僕は怒いかりをぶちまけ続ける。

「そんなのは単なるコピーだ、いやコピーなんてもんじゃない、カーボン紙でチラシの裏うらに写したような、何の価か値ちも意味もない、偽にせ者ものですらない三級品だろ！」

「か、かーぼんし……？　何だ、それは」

「そこにつっこむのかよ！　学者だったら自分で調べろ、そういうもんがあるんだ！　とにかく僕が描きたいイタチさんは、ちゃんと自分で考えて自分で決めて、自分で動ける人なんだ、そうでなくちゃ何の意味もないんだよ！　見た目だけの偽者はこの間のでもう十分だ！」

「くだらん！　化け鼬はしょせん妖怪！　今は懐なついていても、いつ裏うら切ぎるかもわからんぞ」

「懐なつくとか言うなっ！　それに、そんなことは半年前からわかってる──だけどな、だったらどうした、この地味スーツ！　あの人はあの人のやりたいように生きてくれれば、そして僕はそれを見ていられれば、それだけでもう僕はどうかと思うくらいに満足なんだよ！」

　体中をぐるぐるに縛しばられながら絶ぜつ叫きようすれば、気け圧おされた粂くめ神がみは一いつ瞬しゆんたじろいだ。すかさず僕は続きを叫さけぶ。言葉で押おし勝かっても仕方ないとは思うけど、止まらないのは仕方ない！

「それと！　お前のご自じ慢まんのその図ず鑑かん、偉えらそうに言ってる割にな、絵が下手へただ！　そんなもんにイタチさんを収しゆう録ろくするなんて、僕が許ゆるしても──いや、そもそも僕が許さない！」

「な……ば、馬鹿を言うなあっ！　白はく澤たく図ずは最高の記き録ろく装そう置ちだ！　その寸すん分ぶん違たがわぬ描びよう写しや力りよくは」

「そこっ！　そこがそもそも問題だ！　絵は写真じゃないんだよ、そのまんま馬鹿正直に写して、何が面おも白しろいんだ！　他の妖よう怪かいはどうだか知らないけどな、たとえばそう、稲いな葉ば先生は、もうちょっと描かきようのある人だ！　そのクソつまらないタッチじゃ、あの人の持ち味は全然、全く、これっぽっちも引き出せてないんだよっ！　謝あやまれ！　モデルに！　稲葉先生に！」

「こ、こいつ……わけのわからんことを……！」

　本気で理り解かいできないのだろう、困こん惑わくした粂神が一瞬よろけた。

　あ。もしかしてチャンス？　すかさず僕は踏ふん張ばっていた両足から力を抜ぬき、力ちから一いつ杯ぱい畳たたみを蹴けった。盲もう目もく的てきにターゲットを引き込もうとしていた黒い触しよく手しゆが、僕を一気に引き寄せる。

「ぬ、何だと!?　やめろ白澤図、そんなくだらんものを取り込むな！」

　焦あせった粂神が手元の本に命令を下せば、ベルトの収しゆう縮しゆくはぴたりとやんだが、あいにく遅おそい。僕は右手だけをベルトから振ふりほどくと、

「くだらんもんで──悪かったなあっ！」

　既すでに目の前に迫っていた男の肩かたへ手を伸ばし、怯おびえた小動物を力ちから任まかせに摑つかみ取とった。

「チュ、チュッ？」

　右手の中で小さな鼠ねずみがもがいて叫さけぶ。油ゆ断だんしていたのか、命令がないと動けないのか、体温が感じられないのは妖怪だから？　そんなことを考える間もなく、僕は右手を握にぎりしめた。

「ごめんっ！」

「ヂュッ！」

　断だん末まつ魔まの短い悲鳴を残し、右手の中の妖怪「老鼠ひねつこ」は意外に呆あつ気けなく潰つぶれて消えた。握った右の拳こぶしから、鼠の残ざん骸がいなのか灰はい色いろのガスのようなものがぶわっと吹き出したが、それもあっと言う間に薄うすくなって消えてしまった。

「よし！」

「よし、ではないよ！　やってくれたな、無力なガキが……！」

　怒いかりの声に顔を上げれば、瘦こけた頰ほおをびくびく震ふるわせる粂神の顔がすぐそこだった。僕が精せい一いつ杯ぱい不ふ敵てきに笑って「悪かったね」と見返せば、妖怪コレクターの額ひたいに怒いかりの皺しわが広がる。

「何を突っ立っている牛うし鬼おに、このガキをとっとと打うち砕くだけ！　この際さい、本に飛び込まれても構かまわん、とにかくこいつを黙だまらせろ！」

「ブモオオオオオオウッ！」

　ようやく命令を受理した牛うし鬼おにの目が、黒いベルトに縛しばられたままの僕へ向いた。熊くまか恐きよう竜りゆうを思わせる剛ごう腕わんが振ふりかざされる。そして、巨きよ大だいな爪つめが僕を引ひき裂さこうとした、その瞬しゆん間かん。

　軽かろやかな風が吹ふき抜ぬけ、牛鬼の二にの腕うでから先がぼろりともげた。

「……ブオ？」

　事じ態たいが把は握あくできていないのか、眼がん前ぜんの怪かい獣じゆうが太い首を捻ひねる。しまった、と息を吞のむ粂くめ神がみを無む視しし、固定された体を全力でよじって振り返れば、そこにいたのは──。

「真しん一いちに手を出さないで！」

　耳に届とどく凜りんとした声。歯を鳴らし始める粂神をまっすぐ見み据すえながら、セーラー服の妖怪少女が、そこに確たしかに立っていた。

「待ってましたああっイタチさん！　無事だよね？　体はちゃんと動くよね？」

「うん！　……声、ずっと聞こえてたよ。ありがとう、真一！」

「え？　あ、どういたしまして……あ、痛いた！」

　久々に聞くイタチさんの声は、やっぱり優やさしく心地ここちよく、そして何より頼たのもしい。僕は頭を搔かこうとしたが、あいにく腕は動かなかった。その様よう子すがおかしかったのか、イタチさんは困こまったような笑えみを一いつ瞬しゆんだけ浮うかべた。ああ、いい笑え顔がおだ。

「何を呆ほうけている牛鬼！　お前の牙きばと爪つめならば、化ばけ鼬いたちの一匹や二匹──」

「甘いな粂神っ！　イタチさん舐なめるなよ、一度倒たおした相手に負けるような人じゃない！」

　僕の叫さけびにちょっと照れつつ、イタチさんは牛鬼を見つめて息を吸う。瞬間、きいんと空気が引ひき締しまり、オレンジ色のフレアがスレンダーな体の周りで踊おどり出だした。丸っこい耳とふわりとした尻尾しつぽが、妖気を纏まとって実体化していく。

「ブオオオオオウッ！」

　叫びとともに振り下ろされる牛鬼の剛腕。それを軽やかに飛び越えたイタチさんが上空でパチンと指を鳴らせば、隻せき腕わんの怪獣の眉み間けんで赤い炎ほのおがボンと弾はじけた。ブオウ、と苦しげな声を漏もらしつつ、三メートルの巨きよ体たいがぐらりと揺ゆれる。

「何をしている！　後ろだ！」

「遅おそいよ」

　よろめく牛鬼の背はい後ごに降おり立たったイタチさんは、敵てきが振り向く間もなく両手をクロスさせ、そしてバツの字を描かくように振り抜く。ひゅおんと軽やかな音が二重に響ひびいた一瞬の後のち、

「ブオ」

　気の抜けたような声を残し、四よん分ぶん割かつされた牛鬼の破は片へんが畳たたみの上へと転ころがった。やった！

「ええい、サンプルの分ぶん際ざいでよくも……！　かくなる上は、次なる妖よう怪かいで──」

　瘦こけた頰ほおを震ふるわせ怒ど声せいをあげる粂神は、ふと怪け訝げんそうな目を僕へと向けた。まあ、黒い触しよく手しゆを全身に巻まき付つけ、束たばになった部分を握にぎりしめている僕の姿すがたは、確たしかに奇き妙みようだろう。

「今度は何のつもりだ、少年？　白はく澤たく図ずに飛び込むという脅おどしなら──不本意ではあるが──もう無む効こうだよ。データ化されたいのなら止めはしない、解かい析せきさえ終えてしまえば君は単なる情じよう報ほうとなり、二度と解かい放ほうされることはないのだ、それでもいいならやりたまえ！」

「誰だれがするか、そんなこと」

　しれっと答えれば、粂くめ神がみは不ふ可か解かいそうに眉まゆを歪ゆがめる。それを見み据すえ、僕は不ふ敵てきに言い放った。

「だけどさ、その図鑑。一度に出し入れできる妖よう怪かいは一匹だけだろ」

「──なッ！」

　ハッと息を吞のむスーツの男。「あ！」とイタチさんが驚おどろく声が耳に届とどいた。一いちか八ばちかの賭かけだったけど、どうやらビンゴらしい。そう、無力なガキにもできることはあるんだよ！

「やっぱりか！　だったら、僕がこうして引ひっ掛かかってる限かぎりは、次のターゲットを捕とらえることも、新しい妖怪を出すこともできないってことだよな」

「な──な、何を──何を根こん拠きよに！」

「絵え描かきの勘かんだ！　あと、その反はん応のうもな！　さあさあ、これで形けい勢せい逆ぎやく転てんだな！」

　ガチガチに固定されながら勝かち誇ほこれば、その隣となりにスッとイタチさんが並ならんでくれた。

「粂神、だっけ？　一度だけ言うから、よく聞いて」

　普ふ段だんの優やさしさとは一味違ちがう有う無むを言わせぬ命令口調が、本を開いたままの妖怪コレクターへ突つき刺ささる。そっと持ち上げた右手の指の先せん端たんに、小さな炎ほのおがぽっと灯ってすぐ消えた。

「あたしたちを学校に戻もどして。……それで、もう二度と顔を見せないで」

　迫はく力りよくに満ちた宣せん告こく。僕が言われてるわけでもないのに思わず「はいっ」と答えそうになったくらいの大迫力。粂神は何も答えず歯は嚙がみしていたが──ふいに、震ふるえる声で叫さけんだ。

「冗じよう談だんではないッ！　たかが研究対たい象しようの言葉に、白澤図を手にした私が、かの主あるじに見出されたこの私が、従したがう道理があってなるか、なるものかあああああああッ！」

　開き直ったような絶ぜつ叫きよう。粂神の左手が、触しよく手しゆを湧わき出ださせているページへと伸のび、白いページを力ちから任まかせに破り取った。……って、え？

「何？　おい、ちょっと待って！　アリなのかそれ！　大事な本なんだろ！」

「背せに腹は替えられんのだよ！」

　破ったページを投げ捨てながら叫さけぶ粂神。同時に、体をぎちぎちと締しめ上あげていた（いや、自分で勝手に絡からまってたんだけど）黒いベルトが一気に緩ゆるみ、ぼろりと崩くずれて消え去った。

「おわっと！」

　ぎちぎちの緊きん縛ばくからのいきなりの解かい放ほう。思わずよろける僕の体を、細い手がしっかり支ささえてくれる。ありがとう、と口に出せば、イタチさんは「こっちこそ、だよ」と微笑ほほえんだ。

　それを見た瞬しゆん間かん、体中の疲つかれとか痛いたみとかがごっそり消えていく。畳たたみを踏ふみしめまっすぐ立てば、そのちょっと前には、再ふたたび臨りん戦せん体たい勢せいに戻ったイタチさんの姿。そして、そんな僕らの視し線せんの先には、もはや怒おこってるんだか泣いてるんだかわからない粂くめ神がみが、猫ねこ背ぜをぶるぶる震ふるわせていた。と、その背はい後ごに、さっきも見えた何かの姿すがたが浮うかび、無数の目玉を光らせれば、言葉を失っていた粂神は弾はじかれたように僕らを睨にらむ。

　なるほどね。どうやらあれが今回のボス──粂神の言ってた「主あるじ」か。

「イタチさん！　今の……見た？」

「……うん！　はっきりは見えなかったけど……凄すごく、嫌いやな気け配はい」

　息を吞のみつつ尋たずねれば、イタチさんは神しん妙みような声でうなずいてくれた。

「よくも、よくもよくも、サンプルと若造の分ぶん際ざいで！　白はく澤たく図ずを託たくされた私を、主に選ばれた私を愚ぐ弄ろうしてくれたものだ！　ふ、ふひーっひっひっひゃひゃひゃはっはっはあ！」

　振ふり乱みだした髪かみが畳たたみに届とどきそうなくらいに反そり返かえって叫さけぶスーツの男。よく倒たおれないもんだと感心していると、その上半身が弾はじかれたように起き上がり、丸眼鏡が僕らを睨んだ。

「ああ、無む傷きずの捕ほ獲かくなどと欲よく張ばったのがまずかった！　かくなる上は──！」

　妖よう怪かい図ず鑑かん──白澤図──に手が掛かかる。

　来るよ、とイタチさんがつぶやき、僕はごくりと唾つばを飲んだ。何を出す気か知らないが、一度相手したことのある妖怪の一匹や二匹なら、イタチさんの勝てない相手じゃないはず！

「顕けん現げんせよ、破は壊かいの衝しよう動どうに満ちた怪かい異いども！　ノウマ、牛うし鬼おに、ももんがあ、蟹かに坊ぼう主ず、蟷螂かまきり坂ざかの大おお蟷螂かまきり、猿さる神がみ、牛うし打うち坊ぼう、一本ダタラ、ダイバ、野の襖ぶすま、ゲドガキ、元が興ご寺ぜ──ッ！」

　凄すさまじい速さでページを繰くりながら粂神が妖怪名を連れん呼こすれば、その叫さけびに応おうじて次から次へと凶きよう暴ぼうそうな妖怪が本から飛び出し──って、ちょ、ちょっと待て！　多すぎないか！

「何だよ、その数！　出しすぎだろいくら何でも！」

「えええっ!?　そんなにたくさん……？　ど、どうしよう……！」

　予想の斜ななめ上を飛び越える連呼ぶりに、慌あわてふためく僕とイタチさん。そんな二人の目の前で、べらべらとめくられた小さな本のページから、次々と妖怪が飛び出してくる。見覚えのあるのもいれば、初めて見るのもいるが……。

「うわあ……。話せばわかってくれそうな妖怪、全然いないね」

「と言うか、そもそも言葉が通じそうな奴やつがいやしない」

「それにね、真しん一いち……。今、聞いたことのない名前、多くなかった？」

「あ、それは僕も気になった。ダイバとかゲドガキとか知らないし。……たぶん、あのへんの見たことのない連中なんだろうけど」

　指さしながら答えれば、イタチさんは「だよね」と不安げにうなずき、ずらりと並ならんだ妖怪軍団を見み渡わたしながらつぶやいた。

「変な特とく徴ちようとか、持ってなければいいんだけど……。ど、どうなのかな、御み崎さき」

「いや、落ち着いてイタチさん！　先輩いないから！」

　おろおろする小さな肩かたを思わず僕が摑つかんだ、その時だ。

「ところがどっこい！　実はここにいたりするんだな、これが！」

　やたら明るい声とともに、僕らの後ろの襖ふすまがスパーンと勢いきおいよく開かれた。

「ダイバは家か畜ちくを襲おそう害がい獣じゆう、ゲドガキは『子供を怖こわがらせる人食いお化け』の一バリエーションよ！　見たら死ぬとか触ふれたらどうとか、そういうのは全くないから安心なさい！」

　見み慣なれた学校の廊ろう下かを背はい景けいに背せ負おいつつ、妖よう怪かい蘊うん蓄ちくを手短に述べながら再さい登とう場じようしたのは、

「噓うそ……。御み崎さき！」

「噓じゃないわよ。あなたが妖怪の知ち識しきを求めれば、経ふみ島しま御崎は今あなたの後ろにいます」

　吹き飛ばされて退たい場じようしたはずの我らが仲間、経島先輩その人だった！

　しかしそのホラーじみたキャッチフレーズはどうなんだ。学校の怪かい談だんのメリーさんか。

「馬鹿な……！　迷まよい家がと此し岸がんを繫つなぐルートは、一度閉じたら私の命令がない限かぎり開くことはないはずだ！　貴き様さま、一体どんな手を！」

　ぎゃあぎゃあぎいぎいと騒さわぐ妖怪軍団を押おしとどめながら、粂くめ神がみが悔くやしげに叫さけぶ。と、僕らのすぐ近くへと歩み寄ってきた先輩は、「あえて説明せずに悔しがらせてやろーかとも思ったけど、せっかくだから」と笑うと、ポケットから古びた糸いと巻まきを取り出した。

「そこの土間で拾ったこいつの端はしを、イタチちゃんの制服の袖そでに結んどいたのよ。迷い家と校舎を繫ぐルートが完全に閉じきらないようにね。三み輪わ山やま神話の応おう用ようってとこかしら？　妖怪を出し入れできる本だなんて面おも白しろげなアイテム、みすみす見のがすわけには」

「……先輩？　何ですか、その不純な動機は」

「もとい！　後輩を見捨てることはできないからね！」

　慌あわてて言い直しながら先輩が糸を巻き取れば、やがてイタチさんの袖がぴんと動いた。ほんとだ、と驚おどろくイタチさんの袖から、先輩は輪わになっていた糸をひょいと外すと、ぶるぶる震ふるえる粂神へと眼鏡越しの瞳ひとみを向けた。

「迷い家で拾ったアイテムは、福をもたらす不ふ思し議ぎな道具。ろくなもん落ちてないと思ってたけど──なかなかどうして、役に立ってくれたわよ。はい、返すわね」

「返してなどいらん！　おのれ小娘、賢さかしい真似まねを──！　だが、だがな、ジャージ！」

「経島だっつーの。そろそろ覚えなさいよ」

「君一人が戻もどったところで──この状じよう況きようで、一体何ができるというのだ！」

　怒ど声せいを振ふり絞しぼったコレクターが、スーツの裾すそを翻ひるがえして両手を広げる。その左右には、命令を待つ妖怪軍団が、ぐるぐるぎゃあぎゃあがちがちぎりぎりと、不ぶ気き味みな声を漏もらしていた。

　……うん、まあ、確たしかにそれはそうなんだよなあ。

　先輩の登場は確かに心強かったけど。

「えとね、御崎……。戻ってきてくれたのは嬉しいよ？　でも、ね……？」

「……正直、この状じよう況きようだと、何の戦力にもなりませんよね、先輩」

　気まずそうに声をかけるしかない下級生二人に対し、経島先輩は何も答えない。そんな僕らを嗜し虐ぎやく的てきな視し線せんで睨ねめ付つけ、粂くめ神がみは勝かち誇ほこったようにニタリと笑った。

「図星かね？　所しよ詮せんは学生の浅知恵か！　さあ、それではそろそろ実力行使の時間と──」

「甘いわね、おっさん。そりゃあこっちの台詞せりふなのよね」

　ぼそっと言い放たれた先輩の声が、粂神の命令を遮さえぎった。何を言っているのだと妖よう怪かいコレクターが口に出す暇ひまさえ与あたえずに、経ふみ島しま先輩は右手を突つき上あげ、パチンと指を打ち鳴らす。

「さあ出番よ、野郎ども！　──助すけさん！　格かくさん！　懲こらしめてやりなさいっ！」

　その明るい声が響ひびき渡わたった次の瞬しゆん間かん。

　唐とう突とつに、左右の襖ふすまがバタンと倒たおれたかと思うと、

「待たせすぎです先輩！　伊達だてさん、まだ生きてるね！　それから一いち応おう白しら塚つかも！」

「ウ──オオオオオオオオオオオオンン！」

　無む限げんに続く畳たたみ敷じきの部へ屋やを背はい景けいに、

「やあ。いろいろ大変だったみたいだね。お待たせ」

「暴あばれていいんですね！　今日は全力で暴れていいんですね師し匠しよう！」

「いや、だからね求ぐ道どう。俺は師匠じゃないからさ」

　見み慣なれた顔と聞きき慣なれた声（一部例外あり）が、揃そろって姿すがたを現した。
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「赫あか音ね……！　それに、ライカ！」

「遅おそくなってごめん伊達さん！　話は経島先輩から聞いたよ、研究者だか何だか知らないけど、妖よう怪かいを無差別に集めるなんて許ゆるさない！　稲いな葉ば先生の仇かたきは取らせてもらうっ！」

「わんっ！」

「百ひやつ鬼き夜や行ぎようを清めて散らす、再ふたたび参さん上じよう、犬神男ドギーガイ！　以下省略！」

　フルートを構かまえるショートカットの少女が叫さけべば、学生服の狼おおかみ男おとこが力強い唸うなりをあげ、そして経ふみ島しま先輩が台詞せりふを吹き替えた。「生徒会予算」と書かれたファイルを持っているので、素そ体たいは今度も江え戸ど橋ばしさんらしい。生徒会室で仕事してたところを無理矢理合体させられたと見た。

「俺、基本的に妖怪騒そう動どうには関かかわらない主義なんだけど……妖怪を片かたっ端ぱしからコレクションとか言われると、それはさすがにちょっと参まいるよね。そうそう、部長。忘わすれ物ものだよ」

　美術部入部以来の友人が投げてよこしてくれたのは、廊ろう下かに置きっぱなしにしていた僕のスケッチブックだった。しっかり削けずりたての鉛筆も付いているあたりの気配りが素す敵てきだ。

「ああ、ありがとう奈な良ら山やま！　毎回毎回、いいタイミングで来すぎだよ、お前！」

「生きてやがったか、白しら塚つか真しん一いち！　それにイタチの姉さんもご無事で何より！」

「って、木この葉は天てん狗ぐの何とか丸っ!?　なんでお前がここに！」

「え？　えーと……あの……お姉さんって、あたし？」

　僕とイタチさんが動どう揺ようすると、トランクスの青年は嬉うれしげに「無論！」と叫さけんだ。

「手しゆ段だんはどうあれ、お二人が俺に勝ったのは事実ですからな！　特にイタチの姉さんは妖よう術じゆつでも体技でも俺を圧あつ倒とうしたのですから、敬けい意いを込めてそう呼よばせていただきます！　そして、よくわからん手段で俺に勝った白塚真一！　お前も一いち応おうライバルと認みとめて」

「話が長いわよ木の葉天狗」

「はっ！　申し訳ありません姐あねさん！」

　経島先輩に頭を下げるボクサー氏。知らない間に妙みような力関係が成立しているようだ。

「うん、とりあえず白塚くんとクズリちゃんが元気そうで安心したわ」

　そして最後に顔を覗のぞかせたのは、長ちよう髪はつの女子生徒。見み慣なれた顔ではあるけれど。なぜ？

「キツネは残念だったけど、その弔とむらい合がつ戦せんと思えば……って、新あら井い？　あんた何しに来たの」

「あのね、あなたがそれを言いますか経島！　とりあえず手が足りないからって、生徒会室で仕事してたところを無理矢理連れ出したの、あんたでしょうが！」

「や、そーだっけ？　でも、あれはほら、焦あせってたからついその場の勢いきおいで」

「その場の勢いで無力な友人を妖怪大戦争の最前線に連れ込むんじゃありません！」

　ジャージの友人を思いっきり睨にらみつけ、副会長が怒おこっている。気持ちはわかります。

「やれやれ。松明たいまつ丸まる、副会長と経島先輩を守ってろ」

　さすがにほっとけないと思ったのだろう。さりげなく火の鳥を呼び寄せた奈良山が、溜ため息いき混じりで命令を下していた。了りよう解かい、と一声鳴いた松明丸は新井さん達の前まで飛ぶと、「どうぞこちらへ」と燃える羽根を優ゆう雅がに広げた。

「あ、ありがとうございます……。なんか、いつもごめんね、奈良山くん」

「いいですよ副会長。経ふみ島しま先輩も、松明たいまつ丸まるから離はなれないでくださいね？」

「ラジャーであります是ぜ害がい坊ぼうさま。いやー、助かるわー」

　火の鳥にエスコートされ、新あら井いさんと経島先輩が広間の隅すみへと移い動どうしていく。まあ、あのボディーガードがいれば先輩たちは無事だろう。自分のことをすっかり忘わすれて僕が安心していると、狂きよう気き一歩手前の叫さけびが唐とう突とつに轟とどろいた。

「二、三匹の妖よう怪かいが増ふえたところでそれがどうした！　この数には勝てまい、敵かなうまい！」

　妖怪図ず鑑かんを握にぎりしめ、粂くめ神がみが叫ぶ。びくっと身み構がまえる僕らの視し線せんを受けながら、人の話を聞かない研究者は、しわがれつつある声を喉のどの奥おくから絞しぼり出だした。

「データは残ざん滓しから取れば良い、故ゆえに手て加か減げんは一切無用！　さあ、鬼おにに連なる破は壊かいの衝しよう動どうたちよ！　あの生なま意い気きなサンプルどもを！　完かん膚ぷ無なきまでに！　いざ、磨すり潰つぶせえええッ！」

　じりじりと、そして少しずつ歩調を早めて後こう退たいしながら、スーツの男が命令を下した。瞬しゆん間かん、ずらりと並ならんで立ちつくしていた妖怪たちの目に、凶きよう暴ぼうじみた光が灯っていく。

「──来るよ！」

「わかってる！」

　イタチさんと目配せを交わし、スケッチブックを開く僕。真っ先に突つっ込こんできたのは、座ざ高こうだけで二メートルはありそうな巨大な蟷螂かまきりだ（蟷螂に座高ってあるんだろうか、とか余よ計けいなことは考えない）。ぶすぶすと黒い煙けむりを躍おどらせながら、でっかい鎌かまが振ふりかざされる。

「クリスマスに退たい治じしたはずなのに……！　真しん一いち、あの時と同じように、刀で行くよ！」

　両手の間に風を溜ため始はじめるイタチさん。わかってるとうなずきながらスケッチブックを広げた僕だったが、そこに滝たき沢ざわさんの声が届とどいた。

「待った伊達だてさん、それと白しら塚つか！　吠ほえろ、ライカっ！」

「──わんっ！」

　真横から割り込んだのはライカの声と、そして爪つめ。魔ま除よけ効こう果かを含んだ清めの声と、力ちから任まかせに振るわれた腕うでが、眼がん前ぜんにまで迫せまっていた巨きよ大だいな昆虫を吹き飛ばす。

「聞いて、二人とも！　ザコは僕とライカが引き受ける！」

「あと、俺もいるからね」

　にこやかな声でそう続けたのは奈良山だ。ゴウッと風を巻まき起おこしながら、飄ひよう々ひようとした友人は鳥人間へと姿を変え、そしてすたすたと前に出た。

「え？　でも、こんなに多いのに……！」

「そうだよ！　それに奈良山、お前、あんまり力が残ってないって大おお晦日みそかに」

　不安そうに僕らが尋たずねれば、奈良山は羽根を軽くすくめ、嘴くちばしの端はしを歪ゆがめて苦笑した。

「大だい丈じよう夫ぶ。確たしかに数こそ多いけど、顕けん現げん条件を無む視しして強ごう引いんに呼よび出だされた妖怪なんて──」

「ももんがあー」

　天てん狗ぐの言葉に割り込むように、ずんぐりした毛むくじゃらの怪かい獣じゆうが躍りかかる。それを避よけることもせず、奈な良ら山やまはただ猛もう禽きん類るいの足を思わせる腕うでを突つき出だし、短く叫さけんだ。

「──軋きしれ、護ご法ほう輪りん」

　その声に応おうじて中空に出現したのは、稲いな妻ずまでコーティングされた木製の歯車だ。猛もうスピードで回転する歯車が、ギリギリまで迫せまっていた怪獣を難なんなく跳はね飛とばす。

「凄すごい……！　あんな大きな妖よう怪かい、一いち撃げきで」

「俺が強いんじゃないよ、伊達だてさん。本来の文ぶん脈みやくから切きり離はなされて顕けん現げんさせられた妖怪なんて、それはもう妖怪じゃない。形と重みだけを備そなえた、張はりぼてみたいなものだからさ」

　そう言いながら奈良山はばさりと羽根を広げたかと思うと、

「正直、あんまり恐おそれる必要はないんだよね」

　次の瞬しゆん間かん、跳ね飛ばされた妖怪の背はい後ごに回ってその巨きよ体たいを引ひき裂さいていた。もがあっ、と間ま抜ぬけな断だん末まつ魔まを残し、毛むくじゃら妖怪ももんがあ（たぶん）はあっさり消える。

　なるほど、イタチさんに金かな縛しばり掛かけてた鼠ねずみが妙みようにあっけなかった理由はそういうことか。僕が納なつ得とくしていると、戦意高こう揚ようのテーマ（そう言えばまだ曲名を聞いてない）でライカのテンションを上げていた滝たき沢ざわさんが、フルートから口を離はなして叫さけんだ。

「そういうことらしいから──だから、ここはぼくらだけで大だい丈じよう夫ぶ！」

「わんっ！」

　主人の言葉を後あと押おしするように、猿さる神がみの土ど手てっ腹ぱらにお清めシャウトをぶち込んでいたライカが吠ほえる。わかった、とイタチさんがうなずけば、滝沢さんはふと冷たい目で言い足した。

「……それにほら。あいつもいるしね」

「……ああ。いるね、確たしかに」

　やるせなく同意しつつ視し線せんを向けたその先では、トランクス一枚のボクサーが喜々として一つ目の怪かい物ぶつと組み合っていた。

「『虚こ空くう太だい鼓こ』をかわしたか！　だったら──是ぜ害がい流りゆう究きゆう極きよく絶ぜつ技ぎ、其その弐に！　『空うつ木ぎ倒だおし』！」

　気合とともに繰くり出だされるハイキック。ぶおおう、と悲鳴をあげながら一つ目が飛び、それを喜々として追う求ぐ道どう丸まるは、オウムとトカゲと狼おおかみを足して三で割ったような顔へと変わる。テンションが上がりすぎて、本来の姿すがたが漏もれているようです。

「虚空太鼓ってのは海上で太鼓の音が響ひびくという妖怪現げん象しよう、空木倒は木の倒れる音が聞こえるという怪かい異いであって、決してああいう即そく物ぶつ的てきな技ではないので誤ご解かいしてはいけませんよ」

　言わずにはいられなかったんだろう、ぼそりと経ふみ島しま先輩がつぶやいていた。

「そもそも、是害流とか勝手に名乗られても困こまるんだけどなあ……。ま、とにかく」

　布を被かぶったゴリラのような妖怪の腕を避よけつつ、奈良山が僕らへと振ふり向むく。

「こっちは何とかするからさ。白しら塚つかと伊達さんには、あの先生を──と言うか、あの人に憑ついてる元げん凶きようをお任まかせしたいんだよね。妖怪を集める妖怪なんて、放っておけないし」

　それを聞いたとたん、垣かい間ま見みえた奇き妙みような獣けものの姿が脳のう裏りに浮うかんだ。あれか。

「その顔。白しら塚つかには見当がついてるみたいだね」

　嘴くちばしの端はしを歪ゆがめて奈な良ら山やまが微笑ほほえむ。確たしかに、ああいう実体があるんだかないんだかわからない妖よう怪かいは、僕の──いや、僕らの担当だろう。鉛筆とスケッチブックをしっかり摑つかみ直なおすと、僕はもう一本の手をセーラー服の少女へ伸のばしてその手を摑み、走り出す。

「行こう、イタチさん！」

「う、うん！　でも、取とり憑ついた妖怪を引ひき剝はがすなんて、あたし……」

「違ちがう！　ええと、上手く言えないけど、あの妖怪、ライカみたいに重なってるんじゃないんだ、透とう明めいな体が粂くめ神がみの後ろにいて、操あやつってるだけだろ？」

　イタチさんの手を引きながら、奈良山と滝たき沢ざわさんが開いてくれた道を走る。

「だからさイタチさん！　たぶんだけど──鬼おにと同じ手が通じるはずだ！」

「……鬼？　あっ、そうか！」

　飛びかかってきたザコを鎌かま鼬いたちで倒たおしつつ、イタチさんが短く叫さけんだ。

「イメージはもう摑んでる！　僕が描かいて実体化させるから、あとはイタチさんが──」

「うん、わかった！」

　ようやく話が見えたらしい。引ひっ張ぱられていたイタチさんは、顔を引ひき締しめつつ僕の隣となりに並ならび、広間の奥おくへと視し線せんを向けた。猫ねこ背ぜの男の姿すがたは、もう目の前だ。

「そうだイタチさん。粂神に金かな縛しばりでも掛かけてもらえると、描くの楽なんだけど」

　スケッチブックを構かまえながら声をかければ、イタチさんは小さくうなずき、粂神との間に畳たたみ二枚ほどの距きよ離りを残して立ち止まった。短い深呼吸にあわせ、耳と尻尾しつぽが実体化する。ゆらりと揺ゆれる獣けものの影かげを背せ負おいながら、追いつめられた粂神は悔くやしげな叫びをあげた。

「ええい──私を主あるじに引き合わせ、この役目を与えておきながら──一方で、私の邪じや魔まをしてくれるとはな！　この学校のガキどもはいったい私に何をさせたいのだ！」

「え。それ、どういう……！」

　金縛りをキャンセルし、思わず尋たずねるイタチさん。確たしかに今のは聞きき逃のがせない。

「お前にその本を渡わたして、『これで妖怪を集めろ』って言って、おまけにこの学校まで連れてきたのは──ここの生徒だってことか？」

　鉛筆を握にぎった手を止めながら問いかければ、粂神は「教えて欲しいかね？」とニタリと笑い──唐とう突とつにその体を畳の上へと投げ出した。あんなに大事にしていた妖怪図ず鑑かんが、無む造ぞう作さにばさりと投げ出される。

「ええっ、そこで気き絶ぜつするのかよ？　……あのさイタチさん、焦あせるのはわかるけど……なんか大事そうなこと言いかけてたし、もうちょっと待っても良かったんじゃ」

「う、ううん！　……あたし、まだ何もしてないよ？」

「へ、そうなの？　ってことは、これって──げっ！」

　うろたえるのを中ちゆう断だんし、ハッと息を吞のむ僕ら。その目の前、つまり転ころがった粂神のすぐ真上に、白い光を纏まといながら、一頭の獣けものの姿すがたが顕けん現げんしていく。絵に描かいて実体化させるまでもなかったか──と思った瞬しゆん間かん、中性的な落ち着いた声が、直接、頭の中に伝わってきた。

（今回はここまでのようですね）

「何、この声……！」

　怯おびえるように耳を押おさえるイタチさん。僕だけに聞こえたわけじゃないらしい。

（割とよく働く宿やど主ぬしでしたが、仕方ありません。さて、次の記録収集者を探さがさねば）

　あっさり粂くめ神がみを見み限かぎって顕現した妖よう怪かいは、そんな独ひとり言ごとをつぶやきながら、すうっと上空へと浮うき上あがっていく。

　カモシカを思わせる体に、たてがみをなびかせた獅し子しのような人のような顔。額ひたいには尖とがった角が二本と、そして眉み間けんに第三の目。ここまでで十分に妖怪っぽいのに、両りよう脇わき腹ばらにそれぞれ三つずつの目玉が付いており、ずーっとぐるぐるぎょろぎょろしているのが更さらに気き味み悪わるい──って、そんなこと考えてる場合じゃないか。今の独り言からするとだよ？

「こいつが粂神を操あやつって妖怪を集めさせてたって元げん凶きようか……！　イタチさん！」

　逃にげられる前に止めないと！　そう言いながら隣となりの妖怪少女に目を向ければ、

「わ、わかってるんだけど……な、何、これ……！」

　そこにあったのは真っ青になったイタチさんの顔だった。張はりの戻もどっていたはずの肌はだは蒼そう白はくに染そまり、手足はぶるぶる震ふるえている。立っているのがやっとなのは一目でわかった。

「ちょ、イタチさんっ!?　どうしたの急に！」

　スケッチブックと鉛筆を投げ出し、僕は思わず震える肩かたを摑つかんでいた。と、イタチさんは辛つらそうに苦笑を浮うかべ、「ごめん」と小さな声でつぶやく。

「いや、謝あやまる必要はないけど！　大だい丈じよう夫ぶ？　あいつに何かされたとか？」

「ううん、あの妖怪、あたしたちのことなんか気にもしてないよ……。ただ、あの姿を見たとたん……なんでだろう、体に力が入らなくなって……」

　そう言いながらもイタチさんの顔色はどんどん薄うすくなっていき、粂神を見捨てた金色の妖怪は、一定のスピードで上へ上へと逃げていく。見上げれば、煤すすけた天てん井じようはいつの間にか消え失せており、真っ黒な曇り空が広がっていた。

「怪かい異いのデータを集める習性、姿を見せただけでの魔ま除よけ効こう果か……畜ちく生しよう、やっぱ白はく澤たくか！」

　経島先輩の舌した打うち。イタチさんを抱かかえつつ、僕はその声に振り向いた。

「はくたく……？　そう言えば粂神が本のことを『白澤図』って呼よんでましたね」

「はあっ？　あのね、それを先に言いなさいよ白しろの字じ！　そうと知ってりゃ！」

「そんなこと言われても！　で、こいつって何なんです？」

「あらゆる怪異について詳くわしく、皇帝だの将軍だのにそれをレクチャーするとゆー、ありがたーい霊れい獣じゆう様よ。怪かい異いの百科事典みたいな存そん在ざいなんだけど……こんな強ごう引いんな方法でデータ集めてるとは知らなかったわ。『白澤は妖怪についての完全な知ち識しきを持たねばならない』って原則に縛しばられすぎたのかもね。暴ぼう走そうするデータベースの恐きよう怖ふってとこかしら」

「完全主義者の悲劇、ですか。しかし、これは──いや、参まいったなあ」

　呆あきれるようにつぶやいたのは奈な良ら山やまだ。飄ひよう々ひようとした口調はいつも通りだけど、声に苦しげな息が混まじっているのが気になる──と思っていると、すかさず先輩が補ほ足そくする。

「そう。白はく澤たくが厄やつ介かいなのは、姿すがた形かたちそのものに妖よう怪かいを追おい払はらう力がデフォルトで装そう備び済ずみって点よ。伝説クラスならともかく、民間伝でん承しようレベルの妖怪じゃどう考えても分が悪いわ」

「姿形そのものに……？　そうか、だからライカもあいつを見ただけで！」

　悔くやしげな声を漏もらす滝たき沢ざわさんの傍かたわらでは、江え戸ど橋ばしライカが荒い息を吐はいていた。その周囲では、半分くらいに減へっていたザコ妖怪が白澤の霊れい威いにやられてどんどん消えていく。

「あの、素人しろうとの発想かもだけど……。奈良山くんも駄だ目めなの？　結けつ構こう有名な天てん狗ぐなのよね？」

「すみません副会長。俺は──是ぜ害がい坊ぼうは、あくまで『昔は凄すごかった天狗』なんですよ。あの極きよく端たんな霊威に正面から競せり勝かてって言われると──すみません、無理です」

　新あら井いさんの言葉に、奈良山は羽根をすくめて苦笑した。その背はい後ごでは、木この葉は天狗の巨きよ体たいが白目を剝むいて横おう転てんしている。あいつ、見た目の割に簡かん単たんに気き絶ぜつしすぎだ！

「駄目、逃にげちゃう……！」

　イタチさんが苦しげに言った。その視し線せんの先には、どんどん上空へと舞まい上あがっていく白澤のありがたーいお姿。ここまですっきり無む視しされるとむしろ気持ちいいくらいである。

「また他の誰だれかに取とり憑つく前に、止めないと……！　真しん一いち、お願い！」

「え。僕？」

　ぎょっとおどろいて聞き返せば、イタチさんは「うん」と小さくうなずいた。しかし──頼たよりにしてくれるのは嬉うれしいけど、正直、今の僕に何ができると言うのだろうか。かといって「無理！」と言い切ることもできないわけで。

「えーと、そ、そうだな」

　意味もなくおろおろとあたりを見み渡わたしたところで、目に入るのは、気き絶ぜつしたスーツのおっさんと、その手元の妖怪図ず鑑かんくらい。置いていったところを見ると、あの本はあくまで妖怪を集めて解かい析せきするための道具であって、集めたデータは白澤そのものが持ってるってことか。

「役に立ちそうな妖怪を探さがして顕けん現げんさせれば……！　あ、いや、無理か」

　僕にあの本が使えるとも思えないし、そもそも白澤に敵かなうような大物妖怪があの中に入っているとも思えない。だいたい、あんなのに張はり合あえる妖怪なんていそうもないし──。

「って、待てよ。そう言えば──？」

　さっきまでハイテンションだったおっさんの言葉が、ふと脳のう裏りに甦よみがえる。

『さすがは我が主あるじに匹ひつ敵てきするほどの霊威を持った大妖怪、背せ負おった情じよう報ほう量りようも桁けた違ちがいと来た！　どれだけの来らい歴れきと設せつ定ていを背負っているのやら！　なにしろ、捕ほ獲かくしてから数週間は経たつといううのに、まだ解析が終わらない！』

　確たしかにそう言っていた！　だけどあの人は──いや待て！　そうだよ、確かこんなことも！

『解かい析せきさえ終えてしまえば君は単なる情じよう報ほうとなり、二度と解かい放ほうされることはない』

　ってことは、つまり……？

　解析が終わっていなければ──まだ、間に合う？

　そこまで考えた瞬しゆん間かん、僕は畳たたみの上の黄色い本に手を伸のばし、和紙のページを繰くっていた。

「ええと、あれは確か最初のほうの……よし！　あったっ！」

「し、真しん一いち……？　どうしたの、急に」

　いぶかしげにイタチさんが僕を見つめるが、説明している時間が惜おしい。僕は「大だい丈じよう夫ぶ！」とだけ答え、そしてお目当てのページに手を掛かけた。

　まあ、正直、ここまで来て最終的な手しゆ段だんが他た力りき本ほん願がんってのも情なさけない話ではある。

　しかし、あんな物ぶつ騒そうなのが逃にげ延のびて、またイタチさんを狙ねらってくることを考えると、取るべき手段はこれしかない。いや、イタチさんのためだけじゃないか。イタチさんがいてくれて嬉しい僕のため、そしてライカや奈な良ら山やまみたいな気のいい妖よう怪かいたちのためを思えば──これが、僕が選べる最さい善ぜん策さくだ！

「遅おくくなってごめんなさい！　でも、間に合ったなら──お願いします、稲いな葉ば先生っ！」

　叫さけびながら摑つかんだページをちぎり取れば、その声にみんなが息を吞のんだ。一同の注目が浴びせられる中、黒い触しよく手しゆに包まれた塊かたまりが手元のページから躍おどり出でた。

　そして、ほんの一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくの後。

「ずいぶん待たせたものですね。まあ、私を解放することに気付いただけで上じよう出で来きですが」

　久々に聞く悪あく態たいとともに、タイトスカートにスーツの美人が僕らの前に立っていた。

　スタイルのいい長身を伸のばし、そして大きな深しん呼こ吸きゆう。いつもは結ゆい上あげている金きん髪ぱつがばさばさと踊おどった。その体には黒いベルトが何重にも巻まき付ついていたが、もはや拘こう束そく力りよくはないようだ。

「……い、稲葉先生？　でも経ふみ島しま、先生はもう助からないって言ってなかった？」

「いや、私はそう思ってたんだけど」

「キツネ……？　噓うそ、もう手て遅おくれだと思ったのに……！」

「残念でしたわね、イタチ！　完全にデータ化されていたら間に合いませんでしたが、あいにく私はユーラシアに遍あまねく伝わる伝説の妖よう狐こ！　あなたのような粗そ野やで単純なローカル妖怪とは、抱かかえている情報量が違ちがうのです！」

　驚おどろくイタチさんに憎にくまれ口ぐちを返しながら、全身の黒いリボンをぶちぶちと引ひき裂さくと、稲葉先生は──いや、九きゆう尾びの狐きつねは、全く物もの怖おじすることなく、紅あかく輝かがやく瞳ひとみを真上に向けた。

「白はく澤たく！　王族に擦すり寄よるしか能のうのない頭でっかちの知ち恵え袋ぶくろの分ぶん際ざいで──よくも、この偉い大だいな妖狐を半月間も監かん禁きんし、あまつさえこの体をさんざんいじくりまわしてくれましたわね！」

　怨えん嗟さの籠こもった怒いかりの叫さけび。白澤は何も答えなかったが、ただ、上じよう昇しようを止めて僕らを見下ろした。九つの目玉に一いつ斉せいに見られると、思わずその迫はく力りよくに土ど下げ座ざしそうになる僕である。

「凄すごい威い圧あつ感かん……！　なんで先生は平気なんです？　ライカなんかフラフラなのに」

「相性の問題でしょ。国を滅ほろぼす九きゆう尾びの狐きつねは、体制護ご持じのシンボルでもある白はく澤たくの霊れい威いとはライバルみたいなもんだからね。圧あつ倒とうされることもなく、むしろ張はり合あえるってわけか」

　経ふみ島しま先輩が感心すれば、稲いな葉ば先生は「その通りです！」と力強くうなずいた。ここまで熱あつくなってる先生は初めて見るなあと思いつつ、僕はおずおずと口を開く。

「あの……『直接に手を出さない』ってルール、今回はさすがに適てき用よう外がいですよね？」

「愚ぐ問もんですわね！　直接的な力の行使の禁止は、九尾の狐の基き本ほん原げん則そくではありますが、自身に危き険けんが及およんだ場合は例外です！」

　きっぱりと即そく答とうする九尾の狐。黒いヒールが畳たたみを踏ふみしめ、瞳ひとみが紅あかい輝かがやきを増ます。

「で、でも、キツネ……大だい丈じよう夫ぶなの？」

　白澤の霊威を肌はだで感じているのだろう、不安げなイタチさんが声をかけたが、稲葉先生は動じない。金色の妖よう気きを吹き出しながら、踊おどる金きん髪ぱつが九つの房ふさへと分かれていく。

「イタチに気を遣つかわれる筋すじ合あいはありません。何もできない弱いあなたは、自分と──それと、その馬鹿で無力で他た力りき本ほん願がんな腰こし巾ぎん着ちやくのことだけ気にしながら、そこで私の力に鳥とり肌はだを立てていればいいのです」

　いつもながらの物言いに、イタチさんがムッと膨ふくれる。「真しん一いちに助けてもらったくせに」と怒おこる少女をなだめつつ、僕はちょっと安心していた。こういうやりとり、久々だよな。

「妖よう狐こが受けた恨うらみと痛いたみは、七倍返しが世の定め。貴方あなたなら知っていますわね、白はく澤たく？」

　穏おだやかではあるが、怒いかりと恨みに満ちた声が広間に響ひびく。レーザーのような紅い視し線せんに射い竦すくめられた白澤は、ほんの一いつ瞬しゆんではあるけれど──初めて、その体をびくりと震ふるわせた。
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「全く、他た愛あいもない」

　広がった髪かみをかき上げながら、稲いな葉ば先生が畳の上に静かに降おり立たった。スーツやスカートはあちこちが破けており、ストッキングに至いたっては端は切ぎれを足に巻まいてるみたいな様よう相そうではあったが、声にはしっかり張はりがある。まだ暴あばれ足たりないのか、不満の色を残しながら、先生はあたりをぐるりと見み渡わたした。

「白澤が消えたということは、白澤図の力で顕けん現げんした迷まよい家がもそう保もたないでしょうし、早めに引き上げるのが……あら？　皆みなさん、どうしたのです？」

「い、いや、どーしたもこーしたも」

「……ねえ？」

　経ふみ島しま先輩と新あら井いさんが応おうじれば、僕らは揃そろって首を縦たてにこくこく振ふった。

「何です……？　私が意外と苦戦していたと、そう嗤わらっているのですか？」

　本気で状じよう況きようがわからないのか、稲葉先生は不安げに眉まゆをひそめた。広がっていた髪かみの毛がするすると自動的に結ゆい上あがり、見み慣なれた形へとまとまっていく。便利なもんだと見とれていると、ふいに滝たき沢ざわさんが口を開いた。

「わ、嗤わらうだなんてそんな……逆ぎやくですよ！　まさか、あんなに……ね、ライカ？」

「う……わん」

　相あい槌づちを打つ江え戸ど橋ばしライカの鳴き声は、可哀かわい相そうなくらい小さかった。かなり怯おびえているようだけど、その気分はよくわかる。あれを見た直後だと、そりゃ、ああなるさ。

「正直、参まいりましたよ。ね、伊達だてさん？」

「え？　う、うん……そうだね」

　奈な良ら山やまが飄ひよう々ひようと肩かたをすくめると、イタチさんも不本意そうにうなずく。そこでようやく自分が褒ほめられていると気付いたのか、稲葉先生はお馴な染じみの高たか飛び車しやな笑え顔がおで微笑ほほえんだ。

「ふん、まあ、あれが私の実力ですわね。古ふる臭くさい霊れい獣じゆうの一匹や二匹──」

「感動しましたっ！」

「なっ！　何ですか急に！」

　思わず飛び出した僕に手を摑つかまれ、先生はびくっと怯えた。イタチさんが「真しん一いち！」と怒おこっていたが……ごめん、これだけは言わずにいられない！

「凄すごかったですよ！　もーめちゃくちゃかっこよかったです！」

「あ、あら。……そうですか？」

　ダイレクトに褒ほめられるのには慣なれていないのか、先生は頰ほおをほんのちょっとだけ赤く染そめると、微び妙みように視し線せんを逸そらして咳せき払ばらいを一つこぼした。

「そうですよっ！　金色の優ゆう雅がな毛け並なみ、真っ白な牙きば、紅あかい瞳ひとみ、うねる九本の尻尾しつぽ！　無む駄だのない肉付きと文もん句くなしのプロポーション、無む慈じ悲ひで圧あつ倒とう的てきなあのパワー！　知りませんでした、まさか先生の本性があんなに凜り々りしく雄お々おしく猛たけ々だけしかったなんて！　何考えてるんですか先生！　どうして──どうして、普ふ段だんからあの姿すがたでいないんですか！」

「はい？　いや……私は人間社会に溶とけ込こむ妖よう怪かいですから……」

　先生の手を握にぎりしめたまま僕は叫さけび続つづける。背はい後ごで何やら呆あきれている声がしているが、そんなことは気にしない。それほどまでに、白はく澤たくと戦う九きゆう尾びの狐きつねは美しかったのだ。暗雲広がる異い空くう間かんを背はい景けいに繰くり広ひろげられた二大霊れい獣じゆうの決戦は、マッコウクジラ対ダイオウイカ、ティラノサウルス対トリケラトプスに並ならぶ好カードだったと言っても過か言ごんではありません。

「ずっと人間の姿のままなんて、もったいなさすぎです！　あんなに綺き麗れいなのに！」

「はあ。しかし……あの姿は、いわば服を着ていないわけですからね、私としてはあまり」

「駄だ目めですよ、見せてかないと！　僕、先生の変身後のＤＶＤ出たら買いますよ！」

「出ませんわよ！　しかし、まあ……それは、良い心がけですわね、うん」

　照れているのか呆れているのか、稲葉先生がもごもごつぶやく。その手を一ひと際きわがしっと握りしめ、僕はきっぱり叫んだ。

「というわけで──お願いします先生！　今の戦いっぷり、絵に描かかせてください！」

「……はい？」

「上手うまく描ける自信はないです、腕うでが足りないのもわかってます。でも、あの妖よう怪かい図ず鑑かんの面おも白しろくも何ともない絵よりは、魅み力りよく的てきに描ける気は──いや、描きます！　ですから！」

　いぶかしげに見下ろす紅い瞳をまっすぐ見返し、僕は必死に熱ねつ弁べんを振ふるう。

「イタチちゃんイタチちゃん。あの馬鹿な浮うわ気き者もの、止めなくていいの？」

「うーん……。ああなると、止まらないのが真しん一いちだからね……」

　そんな声が聞こえる中、稲葉先生は困こん惑わく気ぎ味みに眉まゆをひそめていたが、やがて、ふっと力を抜ぬいた柔やわらかい笑えみを浮うかべた。この人にしては珍めずらしい表情に、僕は思わず見とれてしまう。

「さて。普ふ段だんであれば、何を無礼なと一いつ蹴しゆうするところです」

「……そ、そうです……よね」

「何ですか、その世界が終わったような顔は！　話は最後まで聞くものです！　そう、普段なら断ことわりますが、今回は例外。白澤図から解かい放ほうしてもらった恩おんもありますし……ええと、そうですわね、一回限かぎりで私を描くことを許きよ可かします」

「……え！」

「返事は」

「あ、はいっ！　ありがとうございます、頑がん張ばります、綺き麗れいに描かきます！」

　喜びのあまり、先生の手を摑つかんだまま僕はぶんぶん腕うでを振ふる。「当然です」と溜ため息いきを吐つく稲いな葉ば先生だったが、その顔にふいに色っぽい笑えみが浮うかんだ。

「ところで美術部？　私の本性の魅み力りよくに気付いたのであれば──どうかしら？　今の姿すがたのほうの魅力も、知ってみたいと思いませんこと？」

「へ？　どういうことです？」

「あら。女にそれを説明させるおつもりかしら」

　わけのわからないことを言いながら、稲葉先生は指を僕の顎あごへと伸のばした。形のいい指が、僕の顔をくいっと上へ向ける。と、先生の顔が思った以上に近づいており──。

「駄だ目めーっ！」

「ぶへ」

　いきなり学ランの襟えり首くびを引かれた。喉のどから嫌いやな音が漏もれ、稲葉先生の唇くちびるが遠ざかる。

「あらあら、けちくさい。一ひと晩ばんくらいはいいでしょう？」

「ひとばん……？　だめ、絶ぜつ対たいに駄目っ！　し、真しん一いちも、嫌だよね、そんなの！」

　僕を力ちから任まかせに引き寄せながら、イタチさんが真っ赤になって怒おこっていた。いやしかし、そんなのと言われても、何のことやらわからんのですが。げふ。

「……はいはい、ごっそさん。そんじゃま、迷まよい家がが消える前に帰りましょうか」

「そうですね。そろそろ、会長の体を会長に返してあげないと」

「わんわん」

「この江え戸ど橋ばしに慣なれてきた自分がちょっと怖こわいわ……。あ、粂くめ神がみ先生はどうするの？　操あやつられてただけなんでしょ、この人」

「んー。もともと妖よう怪かいを捕つかまえたがってたわけで、そこを白はく澤たくに付け込まれたんでしょうから、無む罪ざいとは言いい難がたいけど」

　新あら井いさんの言葉に経ふみ島しま先輩が渋じゆう面めんで答えれば、奈な良ら山やまがその後を受けてうなずいた。

「放っておくのも後味悪いですよねえ。おい、求ぐ道どう、起きろ。そこのスーツの男、適てき当とうなところに運んどいてくれるかい？」

「ひゃい？　は、はあ、事じ情じようが全くわかりませんが承しよう知ちしました師し匠しよう」

　そんなことを話しながら、襖ふすまの奥おくに見える廊ろう下かをめざしてみんなはぞろぞろ歩き出す。その最さい後こう尾びには、

「……駄目だからね。真一は、駄目だからね」

「要りませんわよそんな朴ぼく念ねん仁じん。全く、ちょっとした冗じよう談だんでしたのに」

「信じられない。真一、こっち来て」

「え？　うわ、そんなに引ひっ張ぱらなくても、僕はイタチさんから離はなれないってば」

　僕の手をしっかり握にぎるイタチさんと、それを冷たい視し線せんで見下す稲葉先生とが、いつものごとく口論しながら続くのだった。この二人の仲の悪さは相変わらずではあるけれど──とりあえず、みんなが無事で何よりだ。そしてイタチさんが無事で、ほんと何よりだ。

　正直、一時はどうなるかと思ったもんなあ。これが見み納おさめになるだろう和風の広間を振ふり返かえりながら、僕は小さな手をしっかり握にぎり返かえしたのだった。

「真しん一いち、どこ見てるの！　ま、まさか……キツネ？」

「違ちがう違う。だいたい今の稲いな葉ば先生に興きよう味みはないし」

「失礼な！」
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「どーも、ちょっと遅おそくなり──って。あれ、先生？」

「あら、イタチの磯いそ巾ぎん着ちやく」

　いつもと同じ平和な放課後。美術室の前で、僕は稲いな葉ば先生とばったり出くわした。

「せめて腰こし巾ぎん着ちやくでお願いします、原生動物はさすがにちょっと。で、美術室で何してたんです？　もしかして、『情じよう報ほう提てい供きよう者しや』ってやつの正体、わかったとか？」

　調べてみるとか言ってたもんな。期待しながら尋たずねたのだけど、先生は首を横に振ふった。

「今の粂くめ神がみには、白はく澤たくに憑つかれていた間の記き憶おくはほとんど残っていませんでした。今のあの男は研究職あがりの古典講こう師し、それ以上でもそれ以下でもありませんわね」

「あー、そうでしたか……」

　粂神と白澤を引き合わせて、おまけにこの学校まで案内した謎なぞの人物は、野放しのままってことか。肩かたを落として溜ため息いきを吐つけば、先生は呆あきれた視し線せんで僕を見下した。

「何を一人前に消しよう沈ちんしているんだか。厄やつ介かいな白澤は私が──ええ、この私が──倒たおしたのですから、あなた方は安心して平和を謳おう歌かしていればいいのです。その正体不明の誰だれかが妖よう怪かいに好意的でないのは確たしかでしょうけど、そもそも妖怪は危き険けん視しされるのが普ふ通つうですからね。わざわざ気に懸かけることでもありませんわ」

　そう微笑ほほえんだ先生は「絵、楽しみにしていますわよ」とだけ言い残し、歩き去ってしまった。最近は馬鹿にされる回数が減へった気がするなあ、と思いながら、僕は美術室の戸に手を掛かける。

「遅おそくなりましたー、と」

「おー部長か。おばんです」

「今日はまだ先輩だけですか？　……と言うか、まだ凹へこんでるんですか？」

　呆れた視線を向けた先では、ジャージを羽は織おった経ふみ島しま先輩がどんより机にもたれていた。白澤の一件以来、ずっとこんな調子なのである。まあ、原げん因いんはよくわかってるけど。

「だってさー。白澤図はゲットし損そこねるし、迷まよい家がからも何も持ち出せなかったしー」

「もういいじゃないですか、みんな無事だったんだから。イタチさんが今日も元気であれば、僕はもうそれだけで十分です。ほんと、世界って素す晴ばらしいですよね」

　カバンを下ろしながら溜息を吐けば、先輩は「それを本気で言うのがあんたの怖こわいところよ」とつぶやき、むくりと上じよう体たいを起こして僕へと目を向けた。

「そう簡かん単たんに諦あきらめられないのよねー。だって、迷い家から出る時に手にしてたものはね」

「底そこなしの『めでたしめでたし』を与あたえてくれる、でしょ？　毎日聞いたら覚えますよ」

「さよか。……あ、白しろの字じ。もしかしてあんた、迷い家を出る時、何か持ってたり」

「しませんってば。むしろスケッチブックと鉛筆忘わすれてきたくらいです」

　言葉を遮さえぎって答えれば「駄目だこいつ、役に立たねー」と再ふたたび伏ふせる先輩。ジャージの小さな背せ中なかに呆れた視線を向けながら、僕は念のため記き憶おくを辿たどってみた。確たしかに何も拾ってないし、第一、迷い家から出た時は何も……って、ん？　言われてみれば、何か握にぎってなかったか？

「あっ！」

「こんにちは、真しん一いち、御み崎さき。遅おそくなってごめん」

　僕が思わず叫さけんだのと同時に、美術室の戸が静かに開き、明るい声が耳に届とどいた。

「アルマがね、今度こそつちのこ捕つかまえるって張はり切きって……って、真一？」

「そっか！　イタチさんだ！」

「えっ？　う、うん……そうだよ？　あたし、イタチだよ？」

　振ふり向むいた視し線せんの先では、見み慣なれた顔の妖よう怪かい少女が──迷まよい家がから出る時、僕と互たがいにしっかり手を握にぎりあっていた妖怪少女が、不ふ思し議ぎそうに首を傾かしげていた。

　──うん、そりゃまあ偶ぐう然ぜんなんだろうとは思う。

　ハッピーエンドを迎えたわけでもないし、これからも色々あるだろうとも思う。

　思うけど……まあ、これはこれで悪くないオチだよね。

「おーおー、幸せそうな顔だこと。何を考えてるのかしら」

「あたしに聞かれても……でも、真一にはよくあることだけどね」

　先輩とイタチさんの呆あきれる声を聞きながら、僕は自然と笑っていた。

　とりあえず、この日にち常じように、めでたしめでたし。







　あとがき




　この作品はフィクションです。実じつ在ざいの民話や伝でん承しようを参さん考こうにしていますが（研究者の皆みな様、特にデータベースを公開しておられる研究機関の方々には深くお礼を申し上げます）、いつにも増まして妖よう怪かいの特とく徴ちようを強ごう引いんに解かい釈しやくしている箇か所しよが多いので、やっぱりフィクションです。




　さて、本を書かせていただくようになって半年余あまりが経たったのですが、自分の書いたものが書店に並ならんでいるのには未いまだに慣なれません。また、今までは「向こう側の人」だと思っていたクリエーターさんと接せつ点てんができるなんて、半年前には想そう像ぞうさえしていませんでした。それもこれも一巻や二巻を買ってくださった皆さんのおかげです。ありがとうございます。




　では、ネタバレにならない程てい度どに内容の紹しよう介かいをちょっとだけ。えーと、冬の話です。

　……って、それだけじゃあんまりですね。温おん泉せんに行ったり宴えん会かいしたり、あとは学校でいつも通りの妖怪騒そう動どうが起こったりします。電撃文庫のメールマガジンの紹介文には「学校を飛び出して大だい活かつ躍やく」と書いてましたが、ほんとに「大活躍」してるかどうかはあなたの目で確たしかめてください。ふっふっふ。

　あと、指し摘てきされる前に言っておきたいことが一つ。一巻、二巻とも、一冊で三か月ちょっとの時間が流れていたのに対し、今回はだいたい一か月の話となりました。内容の密みつ度どは変わっていないはずですので、前巻までをお楽しみいただけた方なら同じように楽しんでいただけるのではないかと思います。たぶん。おそらく。そうでありますように。お願い。




　最後に、少しだけ謝しや辞じのようなものを。

　もしかしたら作者以上に作品を理り解かいし、私が危あぶないネタを使おうとするとすかさず止めてくださる担当編集様。これからもよろしくお願いします。とりあえず、編集部の新しん社しや屋おく（最近引っ越したそうです）に行く時は確かく実じつに迷まよう自信がありますのでナビをお願いします。

　また、美び麗れいなイラストで妖怪だらけの本文を彩いろどってくださる京きよう極ごくしん様。毎回、良い意味で予想を裏うら切ぎる挿さし絵え、ありがとうございます。ちなみに二巻の口絵に水着を持ってきたのはこの人です。僕は悪くない。（なお、今回は温泉編なのでそこんとこよろしく頼たのみます先生）

　そして、ここを読んでくださっている、あなた。この本を選んで買って読んでいただけたなら、それだけで充分なのですが、その上で楽しんでいただけたなら、書き手としてこれ以上の幸せはありません。ありがとうございます！　次も（あれば）よろしく！




　それでは、ご縁えんがあればまたいずれ。お相手は、峰みね守もりひろかずでした。
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峰みね守もりひろかず

１９８１年生まれ。旅行記や異世界冒険ものが大好きなくせに出不精、妖怪好きなのに怪談は苦手。最近、小説を１冊書けば体重が１割減ることに気付きました。あと７冊が限界です（嘘）。憧れの別れの挨拶は「May the force be with you」。
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京きょう極ごくしん

滋賀県在住のフリーのイラストレーター。

原画やカラーイラストをメインに各方面で活動中。

獣耳やツリ目、ツインテール属性が主な弱点。
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